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や
け
に
重
か
っ
た

今
日
と
い
う
日
に

買
っ
て
も
ら
っ
た

黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が

底
く
た
ち
＿
年
生

今
日
と
い
う
日
に

春
の
陽
が

青
く
な
っ
た
若
葉
に

や
け
に
注
い
で
い
た

今
日
と
い
う
日
に

母
の
瞳
に

ビ
ロ
ー
ド
の
ブ
レ
ザ
ー
が

や
け
に
映
っ
て
い
た

今
日
と
い
う
日
に

兄
さ
ん
が
く
れ
た

キ
ズ
の
あ
る
机
が

や
け
に
光
っ
て
い
た

今
日
と
い
う
日
に

毎
年
同
じ

校
門
の
サ
ク
ラ
が

や
け
に
揺
れ
て
い
た

今
日
と
い
う
日
に

一
年
間
通
っ
た

隣
の
幼
稚
園
が

や
け
に
小
さ
か
っ
た

婚 姻 家 族

1 日に 0.2組

II O. 2組

II O. 2組

、ヽ

ぅ
¥¥ 

1 世帯に 4.3人

II 4. 7人

II 5. 0人

村決算 '-ら：クt。と9
1 人当たりサーピス額 80,948 円 (50年度）

II 36,422円

II 17, 771 円

村 税

1 人当たり負担額 20,784 円 (50年度）

II 9, 125円

II 3,808fIJ 

在
前
前

数
字
で
見
る
裁
か
村
年
年

現
5
1
0



昭和52年 4 月 10 日 広 幸艮 め し＼ わ 第187号

喜億喜筐麗》万円で白鱒

(2) 

その他 136,904千円

繰越金 50,000千円

国庫支出金
56,960千円
--: 
債
69,700千円

村

村 税
258,436千円

地方交付税
309,000千円

'2.9.33% 

3s.01o/o 

52年度一般会計予算

土木費

@27.22% 

*25,085円
▲239,784千円

•9 8

7

7

 

農
産
⑥
＊
▲

第
一
回
定
例
村
議
会
が
三
月
十
一
日
開
か
れ
、
村
の
方
向
を
決
定
す
る
一
般

会
計
予
算
を
は
じ
め
、
四
つ
の
特
別
会
計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
の
予
算
額
は
八
億
八
千
百
万
円
で
昨
年
度
に
比
べ
て
一
億
一

千
七
百
一
万
円
の
増
加
、
率
に
し
て
一
五
・
三
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
村
の
台
所
を
ま
か
な
う
お
金
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
、
村
づ
く

り
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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福祉

4~0)柱 B
教育

三
月
十
一

日
、
新
年
度

の
予
算
を
上

程
す
る
に
あ

た
り
、
村
長

は
、
予
算
の

多
編
成
方
針
及

方
び
予
算
の
概

□げ
汀0
〔
，

算
の
内
容
は
、

お
よ
そ
、
次

予
の
よ
う
な
も

度
の
で
し
た
。

年
我
か
明
和

2

村
も
歴
史
を

5
 重ね
て
、
二

十
二
年
、
皆

さ
ま
の
深
い

ご
理
解
と
村

民
各
位
の
温

か
い
、
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
、
着
実
に
進
展
を

遂
げ
て
い
ま
す
が
、
最
近
に
お
け
る

社
会
経
済
の
変
転
は
誠
に
厳
し
い
も

の
か
あ
り
、
住
民
構
造
の
変
化
に
伴

っ
て
行
政
需
要
も
ま
た
、
多
様
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
多
く
の

要
望
に
応
え
る
た
め
の
英
知
と
努
力

が
要
求
さ
れ
る
時
代
に
立
た
さ
れ
て

巾心に

! 予算編成方針を
説明する村長 : 

------------------------------------

教
育
文
化
の
進
展

産
業
の
振
展

い
る
と
云
う
こ
と
を
予
算

編
成
に
当
た
り
、
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
多
種
の

要
望
に
応
え
な
が
ら
次
の

事
を
重
点
的
に
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

①
福
祉
の
維
持
充
実

②
道
路
の
整
備
改
良

③
産
業
の
振
興

④
教
育
文
化
の
進
展

以
上
四
つ
の
柱
を
設
定
し
、
魅
力

e
 
, 福

祉
の
維
持
充
実

道
路
の
整
備
改
良

f
‘
し

畠
あ
る
吉
向
度
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
た

項
目
に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

柱
の
―
つ
で
あ
る
福
祉
関
係
で
す

が
、
独
居
老
人
の
家
庭
に
愛
の
ベ
ル

を
設
置
し
た
り
、
在
宅
重
度
心
身
障

害
者
に
見
舞
金
を
送
る
な
ど
新
規
に

計
画
し
た
ほ
か
、
東
保
育
園
の
一
学

級
を
増
加
し
て
よ
り
よ
く
保
育
に
努

め
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
柱
で
あ
る
道
路
網
の
整
備
で

す
が
、
土
木
費
に
は
、
一
般
会
計
予

、
か
叶
れ
学
級
増
と
な
り

こ
れ
に
関
連
し
て
、
予
算
も
増
額
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
の

中
心
と
な
る
公
民
館
建
設
も
五
十
三

年
度
に
予
定
し
て
あ
る
た
め
、
建
設

委
員
会
の
費
用
及
び
社
会
教
育
指
導

員
の
設
置
並
び
に
体
育
指
導
員
の
五

名
増
員
な
ど
、
新
し
く
計
画
し
た
ほ

か
、
中
学
校
の
野
外
照
明
灯
を
二
基

増
設
す
る
な
ど
ゞ
学
校
教
育
と
合
わ

せ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

多くの要望に
応えながら

3

[

 

— 
着

算
総
額
の
二
七
・
ニ
％
に
当
た
る
ニ

億
三
千
九
百
七
十
八
万
円
を
計
上
し

生
活
幹
線
道
路
を
全
て
六
m
以
上
、

全
て
舗
装
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
産
業
振
興
で
す
が
、
こ
れ
に

は
各
種
制
度
金
融
の
充
実
を
図
る
た

め
融
資
の
貸
付
け
枠
を
昨
年
よ
り
二

百
十
七
万
円
を
増
加
し
た
ほ
か
、
商

工
会
育
成
の
た
め
に
助
成
金
を
増
額

し
、
商
工
振
興
の
基
礎
づ
く
り
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
柱
で
あ
る
教
育
の
充
実
で

す
が
、
東
小
と
東

頁
幼
稚
園
及
び
中
央



(3) 第187号

¥ 総 額
村民 1 人当たり 一世帯当たりが
が負担する額 負担する額

村民税 93,033千円 9,732 円 42,077 円

村 固定資産税 108 、 925 11,395 49,265 

税
軽自動車税 5,714 598 2,584 

の
村たばこ

内 消費税
20,781 2 I 174 9,399 

訳 電気税 12,000 I,255 5,428 

特別土地
17,983 I,881 8, 133 

保有税

合 計 258,436 27,035 I 16,886 

• （；主）個人及び法人を含む

配-]
 

, ん
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さ
もな報
費

み
広
件

／
ー
＼

性
質
別
歳
出
内
訳

▼融 資

人 件費

32.8% 

覧

広

＼
ー
）
の
て

員
れ

導
ま

円
指
含通
も

千
交
ど

ー
や
な
す

6

長
償
ま

3

区
報
い

8

／
ー
ー
＼
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表

幸艮 め

的 融資限度
融資

利率 申し込み名称 目
期間

資金調達に困難する

運：金日設金 金定小口資 村内小企業の信用カ

塁塁金融資 及び担保力の不足を
400万円以内 年間随時

促進制 補い，零細小口金融 三五
関利年年

度 の疎通を図ることを
以内 以内 の率

目的とする

商業設
中小商業者などの設 五＾ 年
備近代化に必要な資 カ年 七

備近代
金の融通を促進し，

800万円以内

` 
4 月 30 日化資金 闊のもって本村商業の振 % 融資促

興を図ることを目的 畠 以
進制度

とする 内

中小企業者が施設設 五

備を近代化する場合 カ中小企
年じ人 ^ 一 金定業設備 に，その資金を貸付

融め近代化 けることによって，
300万円以内 内 L年、J.. 機る 年問随時資金融 企業の合理化を推進 内 関利

資促進 し，中小企業の振興 の の率
制度 を図ることを目的と 畠

する

中小企業者及び中小

企業者団体に対し，
五

中小企
労働福祉施設の設置

中小企業者 カ 年
または改善のために 年＾ 七業労働
必要な資金の融資を

I,000万円 以内 一
福祉施

促進することにより， ご 5 月 20 日
設資金

労働者の福祉の増進
中小企業者 内 % 

融資促 団体 腐 以
と労使関係の安定を 内進制度
図り， もって中小企

2,000万円
‘置-’ 

業の振興に資するこ
とを目的とする

し＼ わ 昭和52年 4 月 10 日

9 億

8 億

7 億

6 億

1 億

゜

吉

I 過去10ヵ年の当初予算の推移 I

一
億
四
五
0
0

万
円
（
五
九
・
一
％

++t,• 
意
意
意
意

,

1

1

1

1
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3

2

 

〔一般会計〕

一
億
六
三
九
二
万
円
(
-
三
·
O
%

一
億
九
九
一

一
万
円
（
ニ
ー
・
五
％
）

二
億
六
三
五
一
万
円
（
＿
＿
＿
ニ
・
一
＿
一
％

三一

一世帯当た

りにサービ

スされる額

( ）内は前年度と比較
しての伸び率です

五
億
二
五
四
五
万
円
（
二
五
·
O
％
)

四
億
二
0
=
1
0万
円
（
三
＿
・
七
％
）

l＿
一
億
一
九
―
二
万
円
（
ニ
―
.
-
%
)

ハ
億
八
六
六
四
万
円
（
三
O
·
七
％

七
億
六
一
＿
一
九
九
万
円

八
億
八
一
0
0

万
円
二
五
・
三
％
）

一
・
三
％
）

4
3
年

4
4
年

4
5
年

4
6
年

4
7
年

4
8
年

4
9
年

5
0
年

5
1

年

5
2
年



昭和52年 4 月 10 日 広裁めいわ 第187号 (4)

4 L鬱生費

健康で明る＜住みよい村づくりのために使われる費用で

す。

たとえば，妊婦の栄養強化のため， 6 ヵ月以上の妊婦に

無償で牛乳を支給したり，住民健康診断や各家庭から出さ

れるゴミや危険物の処理などの費用です。

＊主な予算額は次のとおりです。

．妊婦栄養強化補助費

・医療事務組合負担金

•高等看護学院負担金

・医療事務組合出資金
・医療材料費

・防疫薬剤購入費

．塵芥処理委託料

・衛生施設組合負担金

•水道事業繰出金

1,073千円

3,180千円

3,350千円

4,598千円

1,164千円

1,488千円

1,056千円

6,786千円

15,000千円

5
 

|I柑鑓璽貴I
本年度

ー 瓢舎9,

住民の意志や意見を行政に反映していたた＜，住民の代

弁者の村議会議員の運営費，活動費，報酬i費などです。

＊主な予算額は次のとおりです。

・議員報酬費 17,724千円

・議員期末手当 7,385千円

・議員共済会公費負担金 864千円

2 I総藷費

141,944千円

増 0.87%

比較

農業経営をより豊かにするために，多くの事業が計上さ

れています。

たとえば，害虫か発生しないように稲作睛負防除や，農

業生産団地の育成，農業用排水路や農道の整備を行います。

＊主な予算額は次のとおりです。

・稲作請負防除補助金 1,660千円

・農業近代化資金利子補給金 2,014千円

・農業生産団地育成対策補助金 1,600千円
•明和土地改良区補助金 2,000千円

・農業用排水路改修工事費 16,000千円

・環境改善排水路改修工事費 5,380千円

・部落用排水路浚渫補助金 1,000千円

・広域農道受益者負担金 6,450千円

・農道整備費 12,360千円

6 貫工費

行政を運営していくためにかかる諸経費です。

たとえば，各種の証明書をいたたきに住民課の窓口に多

数の方か来ますか，大変待合室か狭いため，待合室を増染

したり，夏に予定されている参議院選挙，統計調在の費用

などの一般的事務に必要な経費です。

＊主な予算額は次のとおりです。

•特別職及び一般職給与 93,086千円

・納税表彰費 1,328千円

・有線放送繰出金 — 3,000千円

・参議院議員選挙費 1,413千円

・区集会所建設費補助金 1,500千円

．庁舎増築工事 2,600千円

・東毛広域市町村圏振興整備組合負担金

1,180千円

3 良生費
本年度

比較

本村の商業・工業の振興のために各種の融資や助成を行

います。

各種の融資については 3 面『融資一覧表』をご覧くださ

し、

゜

7 I土＊費

生活と産業の基礎である道路の改良などをして，村の発

展の基礎をつくるために各種の予算か計上されています。

たとえば，悪路の補修のための砕石代や，狭い道路を広

“ゆりかごから墓場まで，，といわれる生まれた赤ちゃん

から死亡するまで，福祉に関することを全て行います。

たとえば，独居老人に『愛のベル』を設置したリ，老人

か健康で豊かに楽しく暮らせるよう老人医療に援助したり，

各種障害者などにも同様援助したりします。

＊主な予算額は次のとおりです。

・社会福祉協議会助成費 1,300千円

・老人クラブ育成補助金 1,443干円

・老人医療扶助費 25,992千円

・重度障害者（児）分医療扶助費

・児童手当

・保育園給食費

・保育材料費

3,640千円

12,540千円

9,828千円

3,780千円



(5) 

〔
国
民
健
康
保
険
〕

歳
入
歳
出
は
‘
二
億
二
千
五
百
万

円
で
す
。
こ
れ
は
前
年
度
よ
り
八
・

九
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
歳
入
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
国
民
健
康
保
険
税
は
八
千
三
百

三
十
万
円
で
、
こ
れ
は
被
保
険
者
一

人
当
た
り
一
万
七
千
七
百
九
十
一
円

と
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
六
万
百
四

十
四
円
の
納
め
で
す
。

ほ
か
に
国
庫
支
出
金
一
億
二
千
九

百
四
十
二
万
円
‘
繰
越
金
一
千
八
十

万
円
な
ど
か
主
な
歳
入
で
す
。

〔
有
線
放
送
〕

予
算
総
額
か
二
千
七
十
一
万
円
と

第187号

▼
歳
出
皆
さ
ん
か
病
気
な
ど
で
医

者
に
か
か
っ
た
と
き
に
村
が
支
払
う

療
養
給
付
費
は
一
億
八
千
七
百
八
十

三
万
円
で
す
。
こ
れ
は
一
人
当
た
リ

四
万
百
十
八
円
、
一
世
帯
当
た
り
十

三
万
五
千
六
百
二
十
円
と
な
り
支
出

全
体
の
八
三
・
五
％
を
占
め
て
い
ま

す
つ
こ
の
ほ
か
、
高
額
療
養
費
一
千

七
十
四
万
円
‘
助
産
費
二
百
七
十
万

円
と
人
件
費
一
千
四
十
二
万
円
な
ど

か
あ
リ
ま
す
。

〔
水
道
事
業
〕

（
収
益
的
収
入
及
ぴ
支
出
）

▼
収
入
総
収
入
は
四
千
五
百
六
十

九
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
み
な
さ
ん

か
ら
の
水
道
料
金
四
千
百
四
十
六
万

円
受
取
利
息
及
ひ
配
当
金
二
百
五

十
四
万
円
な
ど
で
す
。

▼
支
出
総
支
出
は
三
千
八
百
九
十

四
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
原
水
及
び

広 報

な
り
‘
前
年
度
よ
り
四
·
五
％
の
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
歳
入
主
な
歳
入
は
有
線
放
送
使

用
料
の
一
千
百
七
十
一
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
三
百
万
円
、
繰

越
金
二
百
六
十
万
円
な
ど
で
す
。

▼
歳
出
施
設
管
理
費
か
九
十
四
万

円
、
人
件
費
か
一
千
七
百
四
万
円
、

基
金
利
子
積
立
金
七
十
八
万
円
な
ど

か
主
な
支
出
で
す
。

浄
水
費
（
水
源
地
に
係
る
費
用
）
か

一
千
二
十
九
万
円
‘
配
水
及
び
給
水

費
か
六
百
十
万
円
、
滅
価
償
却
費
六

百
七
十
七
万
円
、
人
件
費
八
百
四
十

万
円
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

▼
収
入
収
入
は
全
体
で
三
千
五
百

五
十
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
企
業
債

二
千
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
出
資

金
一
千
五
百
万
円
な
ど
で
す
。

▼
支
出
支
出
は
六
千
七
百
九
十
三

万
円
で
主
な
支
出
は
第
一
水
源
の
浄

化
施
設
に
使
わ
れ
る
六
千
五
百
五
十

万
円
な
ど
で
す
。

※
収
入
額
か
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
三
千
二
百
四
十
二
万
六
千
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

一
千
七
百
十
二
万
円
、
建
設
改
良
積

立
金
一
千
三
百
五
十
五
万
円
‘
繰
越

利
益
剰
余
金
処
分
額
百
七
十
五
万
六

千
円
で
補
て
ん
し
ま
す
。

〔
農
業
共
済
〕

予
算
総
額
は
五
千
四
百
三
十
五
万

円
で
一
七
・
八
％
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
歳
入
主
な
も
の
は
農
作
物
共
済

掛
金
一
千
二
百
七
万
円
、
県
か
ら
の

補
助
金
一
千
百
七
十
五
万
円
、
加
入

者
賦
課
金
四
百
八
十
四
万
円
、
県
連

よ
リ
受
け
る
保
険
金
一
千
六
百
六
十

八
万
円
な
ど
で
す
。

▼
歳
出
被
害
農
家
へ
支
払
う
共
済

金
三
千
百
八
十
五
万
円
、
農
作
物
無

事
も
ど
し
金
四
十
二
万
円
、
県
連
へ

支
払
つ
保
険
金
百
八
十
七
万
円
、
人

件
費
一
千
四
百
九
十
万
円
、
県
連
へ

支
払
つ
賦
課
金
八
十
六
万
円
な
ど
で

す
。

め し＼

げたり舗装したりします。また，本年度も引き続き住宅に

困っている人のために須賀地区に村営住宅四戸を建設しま

す。

＊主な予算額は次のとおりです。

・道路補修用砕石代 6,660千円

・道路改良並びに舗装新設工事費 126,480干円

・千津井渡船運営費 4,240千円

・道路用地買収費 14,000千円

・物件補償費 23,000千円

・村営住宅建設費 14,060千円

・村営住宅建設用地購入費 7,428千円

・村営住宅環境整備工事費 1,122千円

8
 

, 

わ

璃
~
~
 

随費

昭和52年 4 月 10 日

増 13.67%

みなさんの家屋を火災から守り，安心して暮らせるため

に使われる費用です。

たとえば，常備消防団や非常備消防団の報酬や消防機械

器具の維持費や防火用貯水槽建設(2 基）などを行います。

＊主な予算額は次のとおりです。

・常備消防費 33,219千円

・非常備消防費 5,076千円

・消防施設費 4,247千円

箪 青費

心と体のバランスのとれた人間形成をめざし『明日の明

和』を担う少年を育成するための多くの経費か計上されて

います。

たとえば，学校建設のための土地購入や，よりよい環境

で勉強してもらうために，校舎の内外部の改修なども行い

ます。また住民の交流の場である公民館建設のための調査

費や勤労青少年のために野外照明の増設など行い，体力の

向上を図るようにします。

＊主な予算額は次のとおりです。

・小学校費 44,897千円

・中学校費 23,363千円

・幼稚園費 21,688千円

・社会教育費 4,371千円

10 公 債費
本年度予算額 前年度予算額

国民健康保険 225,000千円 206,610千円

有線放送 20,710 19,810 

水 収益的
収入 45,687 42,495 

道 支出 38,940 38,761 

事 収入 35,500 

゜業 資本的
支出 67,926 6,778 

農業共済 54,352 46,134 

本年

比

度

較

20,962千円

増 39.13%

村か事業をするために，国などから借リた資金を返済す

るために使われます。第 2 庁舎，武道館，村営住宅など15

施設について元金を返済しています。

＊主な予算額は次のとおりです。

•長期債償還元金 6,852千円

•長期債償還利子 14,100干円
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二
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▼
明
和
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

昭
和
五
十
二
年
度
明
和
村
村
議
会
第
＿
回
定
例
会
が
一
＿
一
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
九
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
①
公
平
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て
②
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
③
明
和
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
④
明
和
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
明
和
村
小
口
資
金
融

資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑥
一
般
会
計
予
算
、
各
種
特
別
会
計
の
予
算
の
認
定

な
ど
村
長
提
出
の
二
十
一
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
最
終
日
に
は
一
般
質
問
五
件
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
な
ど
が
答
弁
し
ま
し
た
。

, きば 修卒式るば
入くつよ了園か頃い桜

リお園覚か生のとのこ園強ていのの来‘つ草
まめ児とらに期のよま当〈＜子みみま保けか
しでに心進な待楽うら初成れでななす育てか
たと修構んつをしでせに長まーささ゜園春わ
゜う了えでて高いすたおしし年んん にのい

i 中 の児で出自め思゜こ母また間‘‘ も訪い
i 央 拍と卒来分ないおとさしねーおお うれつ
i 保 手共園るのか出友なんた゜生めめ れをは‘
i 育 でにしと事らと達どやねそ懸でで し待み
i 園 園心ていは幼成や‘保゜し命とと いちを
! 長 をかゆう自稚長先う母 てかうう 卒かいi 送ら〈自分園へ生そを 大ん 園ねつ
mmmmmmmmmmm"mmmmmmm"""’""’"'"ummmmummmmm""""""""’""’'"",",""""’"","ummmmmmMmmmnmmmm山「

〔
主
な
議
案
内
容
〕

▼
新
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各

種
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

ニ
ー
五
面
に
予
算
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
の
一
人
で
あ
る

和
田
実
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
四
月
三

十
日
に
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
再

び
和
田
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
で
議

会
の
同
意
を
求
め
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
委
員
の
香
山
清
さ

ん
（
南
大
島
）
は
三
月
二
十
四
日
に

任
期
満
了
と
な
る
の
で
再
び
‘
香
山

さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
で
議
会
の
同

意
を
求
め
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

闘
網
麗
詈
算
璽
宣

村
長
事
務
部
局
の
職
員
定
数
「
八

十
一
人
」
を
「
八
十
二
人
」
に
改
正

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
保
育
園
が

一
学
級
増
加
さ
れ
る
た
め
‘
一
人
増

や
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属

す
る
教
員
「
七
人
」
を
「
九
人
」
に

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
幼
稚
園
と
、

中
央
幼
稚
園
か
そ
れ
ぞ
れ
一
学
級
ず

つ
増
え
る
た
め
の
増
加
で
す
。

▼
明
和
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

今
ま
で
被
保
険
者
か
出
産
し
た
と

き
は
、
世
帯
主
に
対
し
て
、
四
万
円

を
支
給
し
て
い
ま
し
た
か
、
こ
れ
を

四
月
一
日
よ
り
六
万
円
に
引
き
上
げ

を
し
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
か
死
亡
し
た
と

き
は
、
そ
の
者
の
葬
祭
を
行
う
者
に

対
し
て
葬
祭
費
と
し
て
支
払
っ
て
い

た
五
千
円
を
i
万
円
に
引
き
上
け
ま

す
。

▼
明
和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
口
資
金
、
商
業
設
備
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金

の
各
融
資
条
件
か
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
三
面
に
改
正
し
た
も
の
を
一
覧

表
と
し
て
、
掲
載
し
ま
し
た
の
で
こ

覧
く
だ
さ
い
。

▼
明
和
村
農
業
共
済
条
例
の
＿
部
改

正
に
つ
い
て

七
面
に
『
一
段
と
補
償
を
充
実
、

農
業
共
済
条
例
一
部
改
正
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た

の
で
ご
覧
く
た
さ
い
。

▼
明
和
村
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

今
ま
で
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
月

額
五
百
円
で
あ
っ
た
も
の
か
、
四
月

分
よ
り
月
額
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

▼
明
和
村
渡
船
越
立
請
負
受
諾
に
つ

い
て
桜
の
花
の
咲
き
誇
る
春
を
迎
え
、

千
津
井
渡
船
の
運
航
を
本
年
度
も
一
今
年
も
又
、
沢
山
の
新
入
生
が
希
望

県
よ
り
四
百
十
九
万
円
で
委
託
さ
れ

9
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、
幼
稚
園
に
、

て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
受
諾
し
ま
一
小
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
喜
ば

し
た
。
一
し
い
限
り
で
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

一
ぁ
げ
ま
す
。

一
新
学
年
を
迎
え
る
度
に
、
次
の
詩

▼
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
、

一
を
想
い
だ
し
ま
す
。

予
算

一
「
年
々
歳
々
、
花
相
似
た
り
。

既
定
の
予
算
総
額
に
‘
歳
入
、
歳
出

一
年
々
歳
々
、
人
同
じ
か
ら
す
。
」

そ
れ
ぞ
れ
五
千
六
百
十
二
万
円
を
追
‘

一
毎
年
、
花
は
同
じ
様
に
咲
く
け
れ

加
し
て
、
歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
を

一
ど
、
そ
の
花
を
見
る
人
の
身
の
上
は

九
億
一
千
九
百
十
一
万
円
と
し
ま
し
、

一
年
と
と
も
に
移
り
変
っ
て
同
じ
で
は

た
。
こ
の
補
正
の
主
な
収
入
は
村
税

L
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
様
に
、
毎
年
新

の
一
千
二
百
四
十
一
万
円
、
地
方
交

ー
入
生
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
新
入
生

付
税
の
三
千
七
百
八
十
七
万
円
で
す
。
‘

は
毎
年
違
う
児
童
生
徒
で
あ
る
。

ま
た
、
逆
に
主
な
支
出
は
公
民
館

9一
こ
の
自
明
の
事
柄
を
し
っ
か
り
と

建
設
な
ど
に
備
え
て
の
、
積
立
金
六

心
に
刻
み
込
み
、
新
入
生
ひ
と
り
ひ

千
万
円
、
救
農
対
策
事
業
（
広
域
農
一

0
と
り
の
立
場
に
立
っ
て
、
今
年
の
新

道
）
負
担
金
の
二
百
二
十
万
円
な
ど

入
生
は
、
今
、
何
を
考
え
、
何
を
欲

で
す
。
一

▼
昭
和
五
十
一
年
度
水
道
会
計
補
正
ー
し
て
い
る
か
、
考
え
て
や
る
こ
と
が

一

予
算
ン
ネ
リ
に
落
ち
入
ら
な
い
為
に
大

南
大
島
地
内
の
県
営
広
域
営
農
団
一
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
の
通
い
合

一
ぅ
真
の
教
育
の
実
現
を
期
し
て
努
力

地
農
道
整
備
事
業
に
伴
う
水
道
管
移
ヽ

一
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

設
補
償
料
と
し
て
県
よ
り
二
百
九
十

一
昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
小
学
校
、

万
円
入
り
ま
す
か
、
同
額
工
事
費
と

し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
一
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
中
学
校
の

〔
一
般
質
問
事
項
〕
ご
が
育
課
程
の
改
善
が
予
定
さ
れ
、
学

i
習
指
導
要
領
や
教
科
書
の
改
訂
が
着

●
高
校
入
試
の
指
導
は
、
ど
の
よ
う
i
着
進
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
を
受
け

に
行
わ
れ
て
い
る
か

0
る
児
童
生
徒
の
側
に
立
っ
て
、
ゆ
と

●
教
職
員
に
対
す
る
教
育
長
の
指
導
一
り
の
あ
る
‘
し
か
も
等
充
実
し
た
学

は
‘
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
一
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て
、
知
・

●
特
殊
学
校
広
域
化
の
問
題
に
つ
い
徳
・
体
の
基
礎
と
基
本
を
確
実
に
身

一

て
一
に
つ
け
さ
せ
、
人
間
性
豊
か
な
児
童

●
産
業
道
路
の
建
設
に
つ
い
て
、
生
徒
を
育
て
る
こ
と
が
、
改
善
の
ね

一

●
昭
和
五
十
二
年
度
明
和
村
道
路
行
一
ら
い
と
な
っ
て
い
る
。

政
に
つ
い
て

シ
リ
ー
｀
ス
④

放
育
と
考
え
る
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品
[
よ
者
[

農
業
災
害
補
償
法
が
改
正
に
な
り

本
村
の
農
業
共
済
条
例
も
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
農
家
災
害
の
補
償
か
充
実

さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
水
稲
病
害
虫
損
害
防
止
給
付

従
来
の
水
稲
の
減
収
以
外
に
、
農

家
か
共
同
し
て
、
一
定
の
防
除
基
準

（
過
去
五
年
間
の
平
均
防
除
回
数
）

須
賀
の
西
に
大
き
な
池
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
文
政
六
、
七
年
と
再

度
の
利
根
川
決
壊
に
よ
り
西
池
と
北

池
か
出
来
ま
し
た
。
北
池
は
大
正
三

ー
・
t
,
•
f
」

,
9
-

•
'
A
r
s
`

』

e
 

幽『

を
超
え
て
防
除
し
、
県
か
病
害
虫
異

常
発
生
警
報
を
発
令
し
た
年
に
限
リ

年
二
回
を
限
度
と
し
て
、
防
除
に
要

し
た
農
薬
代
及
び
散
布
に
要
し
た
燃

料
費
を
共
済
金
と
し
て
支
払
う
こ
と

か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
無
事
戻
し
金

三
年
間
共
済
金
の
支
払
い
を
受
け

な
か
っ
た
も
の
、
も
し
く
は
共
済
金

年
に
埋
立
て
し
、
そ
し
て
西
池
も
昭

和
三
年
に
埋
立
て
か
始
め
ら
れ
ま
し

た
か
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て
毎
日
の

よ
う
に
怪
我
人
か
続
出
し
‘
こ
れ
は

辮
天
様
の
た
た
り
だ
と
し
て

神
主
さ
ん
に
祈
と
う
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
そ
れ
以
後
怪

我
人
か
出
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
埋
め
立
て
か
進
む
に
つ

れ
て
大
量
の
魚
か
水
揚
げ
さ

れ
、
そ
の
中
に
う
な
ぎ
に
似

た
皮
膚
の
色
か
青
く
光
っ
て

い
る
も
の
が
二
匹
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
変
珍
ら
し
い
と
現

在
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
け
て

保
存
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
時
私
は
幼
少
で
し
た
の

で
、
記
憶
も
少
な
く
‘
こ
れ

は
部
落
の
長
老
か
ら
の
お
話

し
で
す
。

（
写
真
は
西
池
埋
立
工
事
）

段
と
補
旧
を
允
実

農
業
共
済
条
例
一
部
改
正

三
月
二
十
一
日
に
村
内
の
各
地
で

戦
没
者
慰
霊
祭
か
村
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
関
係
者
を
迎
え
て
し
め
や
か

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

住
み
な
れ
た
故
郷
を
あ
と
に
‘
ひ

た
す
ら
祖
国
の
繁
栄
を
信
じ
危
地
に

赴
き
戦
野
に
散
華
さ
れ
た
人
た
ち
は

本
村
に
お
い
て
も
三
百
十
三
人
お
り

ま
す
。
遺
族
の
方
は
永
い
こ
と
悲
歎

と
苦
難
の
日
々
を
送
っ
て
こ
ら
れ
た

転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
の

異
動
届
け
は

1
4
B以
内
に

か
‘
三
年
間
の
掛
金
の
三
分
の
一
に

満
た
な
か
っ
た
農
家
に
対
し
て
は
‘

無
事
戻
し
金
と
し
て
、
三
年
間
の
掛

金
の
三
分
の
一
を
お
返
し
し
て
お
り

ま
し
た
か
、
こ
れ
が
二
分
の
一
に
改

め
ら
れ
ま
し
て
‘
掛
け
捨
て
の
苦
情

を
少
し
で
も
少
な
く
し
よ
う
と
す
る

よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
肉
豚
共
済

肉
豚
の
共
済
に
つ
い
て
は
、
仔
豚

か
生
後
間
も
な
い
時
期
に
購
入
さ
れ

る
関
係
で
死
亡
事
故
か
多
い
も
の
で

す
か
、
こ
う
し
た
農
家
の
損
失
補
償

を
す
る
た
め
に
、
生
後
五
十
日
か
ら

第
八
月
の
末
日
を
責
任
期
間
と
し
て

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か

仔
豚
は
特
徴
か
な
く
識
別
か
困
難
な

た
め
‘
飼
養
群
全
部
を
加
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
、
果
樹
共
済
に
暴
風
雨
共
済

当
村
は
、
群
馬
県
で
も
温
暖
な
気

候
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
果
実
の

凍
霜
害
、
雹
害
等
か
き
わ
め
て
少
な

V
‘
こ
れ
ら
に
よ
る
梨
の
減
収
も
あ

ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
台
風

だ
け
の
被
害
を
対
象
と
す
る
共
済
制

度
か
で
き
ま
し
た
。

加
入
資
格
は
、
果
樹
を
二
十
ア
ー

ル
以
上
耕
作
し
、
五
年
以
上
の
経
験

を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

掛
金
も
従
来
の
果
樹
共
済
か
ら
し

ま
す
と
約
半
分
で
す
み
ま
す
。

• ••ユ

i ~~II-―ー王部地区の麟霊祭----; 
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各
”
[
祭
_

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
．

お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー

労
働
基
準
法
に
よ
る
最
低
賃
金
は

い
〕
労
働
基
準
法
に
よ
る
最
低
賃
金
の
群
馬
県
の
金
額
は
何

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
何
年
何
月
何
日
施
行
に
な
っ
て
い
る
の

カ
（
一
住
民
）

え
〕
群
馬
県
下
の
事
業
場
の
使
用
者
と
労
働
者
に
適
用
さ
れ

低
賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日

8
2
中
ー
2
中
4
0

月
●
●
議

2
2

議
．

3

年

1
2
2
審

2
2

審

8
3
2
2
2

施
和

L
L

正

2

し
正
し

2
2
2
2

実
昭

5
5

改

5
5

改

5
5
5
5
5

て
い
準
い

繰
し
つ
に
つ
）

巻
と
こ
ら
に
金

紐
｀
王
者
奇
れ
者
賃

組
に
る
る
こ
る
低

る
務
す
す
他
す
霰

よ
業
事
事
の
事
県

に
の
従
従
そ
従
熙

額
業
者
装
て
者
て
け
て
群

づ
し
（

作
る
塗
し
る
し

手
す
る
と
す
と
）
片
と
円

ち
事
よ
主
事
主
円
＇
主
6
0

用
は
う
従
に
に
従
に

9
4

掃
に

0

金
逸
『
の
て
業
務
て
務

2

清
務

2

務
し
作
業
し
業
間
ち
業

者
つ
）
業
と
手
の
と
な
時
う
な
日

慟
に
金
の
主
の
め
主
易
ー
の
易
ー

労
業
貨
エ
に
め
詰
に
軽
（
業
軽

全
造
低
加
務
た
袋
務
る
円
売
る
は

賃
の
製
霰
は
業
の
は
業
ず
5
0
小
ず
て

下
糸
県
又
の
止
又
の
準

3

県
ん
馬
て
け
防
＇
け
に
？
』

わ
群
立
付
偽
装
づ
務

除
絹
（
組
だ
＇
包
片
業
日

を

B
]

の
ん
び
者
の
は
の
ー
円
円

種
糸
6
0
品
は
さ
る
品
又
④

0
8

低

業
王
〇
部
＇
の
す
部
＇
ら
業

3
0
2
8

の
，
2
安
は
品
事
物
掃
か
は
涜
ー
間

下
り
電
又
製
従
小
清

m
て

4

日
時

以
ぐ
日

霰
（
座

I
m

②
③
④
⑤
_
(

円
印
円
印
円
m
比
円
的
円
印
円
的
円
的
者
円

0
8
0
8
0
4
0
8
0
8
0
8
0
4
0
7

債
〇

6
5
6
5
5
9
6
5
6
0
6
0
5
9

業

4
5
3
0労
7
0

0

2

0

2

3

2

0

2

4

3

4

3

3

2

 

ぷ
ぷ
点
ぷ
ぷ
ー
間
点
硫

2

間
で

日
時
日
時
日
時
日
時
日
時
日
時
日
時
在
日
時
内
日

ー
ー

1
1

ー
ー

1
1
1
1

_

_

 

1

ー

1
1

｛
几
ー

((((( 金
業
業
具
業
業
業
業
業
等造
造
造

種
賃

d追
家
造
製
製
製
売
業

5
氏
産

og

o
g
等
品
ト

決
｛
製
製
製
製

o
g
製
，

霰
製
ク
・
鉱

金

og
木

0
8

石
属
ノ
業

賃
県
維
・
土
金
チ
属

低
＋
備

.. 

ス
売

霰
馬
半
材
業
械
ラ

群
食
繊
木
装
窯
機
プ
卸
金

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
労
働
基
準
局
又
は
穀
寄
り
の
労
慟
基
準
監
督
著
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

多
多
く
多
多
く
多
く
多
く
多
多
多
多
多
く
多
多
く
多
く
多
多
く
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®
0
屯

《
イ
ヌ
》
を
辞
書
で
調
べ
る
と
食
肉
す
の
で
‘
犬
を
毎
日
ク
サ
リ
で
つ
な

目
イ
ヌ
科
イ
ヌ
属
の
動
物
。
イ
ヌ
属
い
で
お
く
の
は
か
わ
い
そ
う
で
し
の

に
は
‘
は
か
に
オ
オ
カ
ミ
‘
コ
ヨ
ー
び
な
い
と
思
う
人
で
も
、
い
つ
、
い

テ
、
ジ
ャ
ソ
カ
ル
な
ど
か
い
る
。
オ
か
な
る
場
合
で
も
犬
を
つ
な
い
で
お

オ
カ
ミ
と
似
た
習
性
を
持
ち
、
小
型
い
て
く
だ
さ
い
。

の
オ
オ
カ
ミ
か
飼
い
な
さ
れ
て
イ
ヌ
ま
た
、
子
犬
か
生
ま
れ
た
、
あ
る

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
と
書
か
れ
い
は
犬
は
必
要
な
く
な
っ
た
、
さ
ら

て
あ
る
。
に
は
、
大
き
く
な
っ
て
手
に
負
え
な

こ
の
よ
う
に
‘
か
わ
い
い
犬
で
も
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
捨
て
る
の

祖
先
を
た
ど
れ
ば
凶
暴
な
オ
オ
カ
ミ
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。

か
家
畜
化
し
た
肉
食
動
物
で
す
。
犬
に
関
す
る
相
談
は
役
場
保
健
課

祖
先
の
血
か
騒
ぎ
出
し
、
人
間
を
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
犬
を
処
分
す

咬
み
つ
い
た
り
‘
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家
る
場
合
な
ど
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

畜
を
殺
す
と
い
っ
た
被
害
か
た
く
さ
最
近
起
こ
っ
た
一

ん
役
場
に
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

0

[
犬
事
件

飼
主
の
み
な
さ
ん
‘
犬
は
ち
ょ
っ

と
し
た
事
で
、
大
変
凶
暴
に
な
り
ま
〈
事
件

1

〉

5
1
年9
月
2
8
日
、
中
谷

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

_

_

 1
9
9
9
1
9
9
1

，
ー
1
-

自
宅
で
飼
っ
て

一
い
る
軍
鶏
や
小
鳥

飼
い
人
ー
以
〖
[
[
口
」

L

ぃ
—
て
い
た
が
、
犬
ど

ゞ
―
ぅ
し
で
は
防
止
で

＿
大
き
な
大
の

ー
運
働
に
＼
一
き
な
い
ら
し
い
。

こ
ど
も
は
＼
｛
ー
〈
事
件

2

〉

5
1
年

ー
危
険
て
す
＿

1
1
月
1
2
日
江
口

こ
一
子
ど
も
三
人
で

—
遊
ん
で
い
た
が
、

一
突
然
大
き
な
犬
が

ー
襲
い
逃
げ
遅
れ
倒

ー
れ
た
一
人
（
小
学

_
1
1
,
'

生
二
年
）
に
背
中

咬：

害図

犬：］］］］］
'111111111111111I 

111111111111111 
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食
生
活
の

に
お
お
い
か
ぶ
さ
リ
な
か
ら
咬
ん
だ
。

保
健
所
で
こ
の
大
を
捕
え
‘
鑑
札
よ

り
飼
い
主
か
判
明
し
‘
以
後
ク
サ
リ

で
つ
な
い
で
お
く
よ
う
注
意
す
る
。

〈
事
件
3

〉

5
2
年1
月
1
7
日
須
賀

玄
関
に
犬
か
入
っ
て
来
て
、
い
く

ら
追
い
出
そ
う
と
し
て
も
動
か
な
い
。

大
変
人
間
に
な
つ
い
て
い
る
た
め
‘

人
間
に
甘
や
か
さ
れ
て
育
ち
‘
手
に

負
え
な
く
な
っ
て
捨
て
ら
れ
た
野
犬

と
思
わ
れ
る
。
―

〈
事
件
4

〉

5
2
年
1
月
2
2
日
新
里

野
犬
五
ー
六
頭
か
群
れ
を
な
し

ハ
キ
モ
ノ
を
く
わ
え
て
、
ど
こ
か
へ

も
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
大
変
困

っ
て
い
る
。
一
度
は
人
間
に
飼
わ
れ

た
こ
と
の
あ
る
捨
て
犬
ら
し
い
。

〔
か
ま
れ
な
い
た
め
の
心
得
〕

①
知
ら
な
い
犬
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

②
怖
く
て
も
逃
け
な
い
。
（
犬
は
逃
け

る
者
を
追
い
か
け
‘
咬
み
つ
く
習
性

か
あ
る
。
）

③
は
え
ら
れ
て
も
無
関
心
を
装
う
。

（
犬
は
人
間
の
感
情
に
敏
感
に
反
応

す
る
。
）

村
で
は
野
犬
に
よ
る
人
、
ま
た
は

家
畜
の
危
害
を
一
件
で
も
な
く
そ
う

と
野
犬
捕
獲
者
に
報
償
金
を
支
給
し

ま
す
。

村
内
の
居
住
者
で
二
十
才
以
上
の

方
か
野
犬
を
捕
獲
し
、
役
場
保
健
課

に
持
参
さ
れ
た
方
に
四
月
一
日
よ
り

報
償
金
を
次
の
と
お
り
支
給
し
ま
す
。

〇
親
犬
（
一
頭
当
た
り
）
五
百
円

0

小
犬
（
一
頭
当
た
リ
）
二
百
円

一農業 かあ 農業 かお 農業 かお 農業 かお 農業 力、あ 農業

キュウリ栽培
機村昭一さん

（斗合田）

今日も軽快なメロディ

ーか我がハウス内に流れ

る。外は寒風，室内は常

；｀ニム［口｛公□‘ゅうゆうとテイラーを運転し出勤する。青い顔をした我

か息子達か首を長くして出迎える。そんな毎日だ。

私が小さな苗から精魂込めて育てて三ヵ月，一人前に

なるこの日をどんなにか待ったことか。はじめて息子達

を世に出す日。その日はまるで一獲千金をつかむような

思いで出荷する。しかし息子達の値段か安いと，希望を

失い，かなしくもなる。そんなとき，社長の私を支てく

れるのは決まって専務の妻であった。さあーかあちゃん，

明日も晴れだ。かんばろうぜ．グ

ナス栽培
佐藤竹雄さん

（梅原）

私は 25オのときから 25年間

ナス栽培に力を傾けています。

ナスは毎年価格に大きな変

動かなく，意外と安心して栽

培できるのか25年間続いた事

だろうと思います。
9 9 •• l "冒r·—『··.,「 n·_ 9 9-l  

昔から“親の意見と茄子の花は千に一つも仇はない，，とい

われるが，私のようにビニールハウス内で行う栽培では，こ

のことわざか通じません。そのことわざのたとえどおり，実

をつけてくれれば，今頃，私は大金持ちになれたでしょう。

ナスをたくさん結実させるには，なんといっても，育苗中

の世話ですね。人間にたとえるならば，子どものときのしつ

けか大切というわけですよ。

25年もやってきたので，肥料や防除などによっての失敗は

ないか，春一番などでビニールを破られるのか一番心配です。
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多田三郎さん
（上江黒）

広 報

古
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
養
蚕

業
、
現
在
で
は
、
大
変
近
代
化
さ

れ
た
か
、
昔
養
蚕
の
盛
ん
な
頃
は

猫
の
手
も
か
り
た
い
程
忙
し
く
‘

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
容
易
で

な
か
っ
た
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
絹
を
産

す
る
養
蚕
を
や
ら
す
、
あ
の
膚
ざ

わ
り
の
良
い
絹
へ
の
あ
こ
か
れ
は

昔
も
今
も
全
く
変
わ
ら
な
い
。
な

ん
と
し
て
も
矛
盾
を
感
じ
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

め

t
忍
の
児
：
広
g
焙
る

昭
和
四
十
六
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
た
稲
作
転
換
対
策
（
生
産
調
整
）

は
昭
和
五
十
年
度
で
終
了
し
、
稲
作

転
換
対
策
に
代
わ
っ
て
昨
年
よ
り
‘

水
田
総
合
対
策
か
実
施
さ
れ
て
い
る

の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
米
が
過
剰
と
な
っ
て
い
る
反
面

他
の
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
す
る
た
め
に

需
要
の
多
い
食
糧
農
産
物
を
中
心
と

し
た
作
付
転
換
を
推
進
し
、
そ
の
作

物
の
定
惰
を
図
り
、
作
付
転
換
し
た

農
家
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

本
村
で
も
昨
年
は
三
百
二
戸
の
多

数
の
農
家
が
希
望
さ
れ
、
奨
励
補
助

金
も
一
千
八
百
万
円
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

Jo 

行一
＼
ー
／

ん

は
さ
字
田
題
多
／
ー
＼

あ
の
美
し
い
絹
を
作
り
だ
し
た

人
々
、
そ
こ
に
は
営
々
と
し
て
、

蚕
を
飼
い
、
糸
を
と
り
‘
は
た
を

織
る
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。

養
蚕
は
、
こ
れ
ら
の
人
に
よ
っ

て
力
強
く
支
え
ら
れ
、
現
代
に
生

き
、
明
日
を
め
ざ
し
て
、
ひ
た
む

き
の
前
進
を
つ
づ
け
て
き
た
か
‘

農
用
地
の
工
業
化
に
よ
り
、
年
々

減
少
し
、
永
い
あ
い
だ
親
し
ま
れ
、

副
業
養
蚕
も
農
家
経
済
の
一
環
と

し
て
重
要
な
役
割
り
を
は
た
し
て

き
ま
し
た
か
、
今
や
全
く
魅
力
を

失
っ
た
よ
う
で
、
桑
畑
が
転
換
さ

れ
、
一
株
の
桑
さ
え
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
本
村
に
於
い
て
寂
し
さ
を

感
じ
る
の
は
、
私
一
人
だ
け
で
し

ょ
う
か
。

館
林
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会

は
、
今
春
卒
業
す
る
児
童
•
生
徒
の

中
で
他
の
模
範
と
な
る
行
い
を
し
た

少
年
二
十
八
人
を
善
行
少
年
と
し
て

三
月
十
五
日
に
表
彰
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
本
村
か
ら
は
六
人
の
少
年
か

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

六
少
年
の
中
に
は
、
お
母
さ
ん
か

病
気
の
た
め
、
炊
事
、
洗
た
く
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
妹
を
世
話
し

な
か
ら
も
学
業
も
り
っ
ぱ
な
成
績
を

対象作物及び奨励補助金

立
岡
君
ら
六
人

な
お
、
本
年
と
来
年
も
引
き
続
き

こ
の
制
度
か
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

新
規
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
目
に

役
場
経
済
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、
。

' 
※
昭
和
四
十
四
年
に
稲
を
つ
く
っ
て

い
た
水
田
に
稲
を
つ
く
ら
な
い
で
、

こ
れ
ら
の
作
物
を
つ
く
っ
た
揚
合
奨

励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

善
行
少
年
と
し
て
受
彰

種 頷 対象作物 奨励補助金
(10 a 当たり）

一般奨励
大豆，飼料作物，野菜

作 物 ( 施設野菜にあっては施設設) 
38,000円

置後 5 年未満のものに限る

小豆，落花生など豆類，

特認 食糧 雑穀顆，新規植栽のうめ， 33,000円

作物
くり，こんにゃ〈

非食橿 花き花木類 28,000円

勤続年数 控除額

5 年 125万円

10 II 250 II 

15 11 375 II 

20 II 500 II 

25 " 750 II 

30 II 1, 000 II 

35 " 1,250 II 

40 11 1,500 II 

し＼

あ
げ
て
い
る
児
や
、
通
学
班
長
と
し

多
く
の
児
童
の
交
通
安
全
に
尽
く
し

て
い
る
児
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

◎
表
彰
さ
れ
た
六
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
東
小
学
校
か
ら

立
岡
祐
明
く
ん
（
千
津
井
）

奈
良
浩
美
さ
ん
（
田
島
）

▼
西
小
学
校
か
ら

吉
田
和
美
さ
ん
（
大
佐
貫
）

石
村
陽
子
さ
ん
（
大
佐
貫
）

▼
明
和
中
学
校
か
ら

庄
條
雅
彦
く
ん
（
南
大
島
）

須
藤
典
子
さ
ん
（
矢
島
）

退
職
金
と
税
金

ま
だ
ま
だ
慟
け
る
と
思
っ
て
い
て

も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
な
ら
、
い
つ

か
は
退
職
の
日
が
や
っ
て
米
ま
す
。

そ
の
時
支
給
さ
れ
る
の
か
退
職
金
で

す
。退

職
金
に
か
か
る
税
金
は
、
給
与

な
ど
に
か
か
る
税
金
よ
り
も
、
ず
っ

と
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
表
の

よ
う
に
、
勤
続
年
数
に
応
じ
た
控
除

額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
控
除
額
ま
で
は
税
金
か
か
か
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
勤
務
先
へ
「
退
職
所
得
の
受

給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
提
出
す
る

必
要
か
あ
り
ま
す
。

わ 昭和52年 4 月 10 日

ことしは
梢作転換を

一水田総合利用対策事業一

かお 農業 かお 農業 力、お 農業 かあ 農業 かおー一農業 かお

梨栽培

町田徳二さん
（南大島）

私は昭和31年農林省園芸試

験場から「幸水」という名の

新しい味の良い品種が出来た

という事を知り， まず，この

「幸水」という品種の梨によ

って，率の悪く， しかも味の

良くない品種，袋かけを二重にする手間のかかる品種をな

くそうと決心し，接木による更新を考え，味のよくない品

種のほとんどを今日更新する事か出来ました。

時の流れは大きく変わってきました。味の良いものが売

れる。このようにして，他産業に「追いつき追い越せ」の

体制か私は整ったのです。

30年梨を作り，新しい品種を導入し，又更新するにつき常

に思う事は，決断と実行で，言い換えれば，信念と自信と勇

気が大切だと思います。

ブドウ栽培
柿沼廣一さん

（大輪）

私は以前は米麦はもちろん

の事，土地の悪い所には，桑

を植え，養蚕を営んでおりま

した。しかし，養蚕農家はす

っかり消えてしまいました。

そこで桑に替わるものはない

か。いわゆる桑畑に適する作物はないかと，常日頃思って

いたところ，ブドウがそのような土地に適合すると普及所

の指導もあった事や，身近に先輩達かいた事などか，私を

決心させた大きな理由です。すでに五年間やっております

か｀，失敗する事なくやっております。これからは，量質とも

一流のブドウ作りをめざし，さらには，ブドウは大変に種類

か多いので，何種類ものブドウを作り， 1 パックに数種類の

ブドウを詰めて，出荷しようと考えています。そんな日か｀

一日も早く実現するようブドウ作りに汗を流しています。

)` 
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▼船で遠足
東小学校の 1·2 年生は、 3 月 18 日

千津井の渡し船に乗って埼玉側へ遠
足にでかけました。

これは、体力づくりと交通道徳を

理解させるのはもちろんですか、明
和村と埼玉県のつなかりは、このよ
うな船の通路もあることを教え、児
童達に社会生活の広かりを持たせよ
うと行われたものです。

''~.,,t鴫＇，
.',.;'-:、-•-J, :̀ (; r. ::』ぃ←~I m9山ei

▲六年生を送る会
在校生が六年生のお兄さんやお姉

さん達に小学校生活の最後を少しで
も楽しく過してもらおうと、両小学
校で『六年生を送る会』か行われま

した。
西小学校では 3 月 23 日に在校生か‘’一

歌や劇を披露しました。そして最後
に先生方の人形劇なども行われ、卒ビー｀
業を目前に控えて緊張していた顔か‘ヒ←

ゆるみばなしでした。
ご，

卒
業
生
の

進
学
状
況

ニ
ュ
ー
ス、"h

— ▲埴輪をプレゼント
大泉町文化財調査員の渡辺儀勝さんか 3 月 28 日

西小学校で「埴輪の歴史について」と題して 3 年

弓生以上の児童にお話しをして〈れました。埴輪の
人間像は「男でも女でもイヤリングやネックレス

を身につけていたんですよ」などとユーモアを混
じえて説明してくれました。

最後に児童達は、日本で一番大きな埴輪はどれ
〈らい、埴輪を焼〈温度はどのくらいですかなど

と、盛んに質問していました。渡辺さんは、この

時説明に使った埴輪 5 個を歴史の勉強に役立てて
くださいと寄付されました。

三
月
十
六
日
は
県
内
中
学
校
の
卒

業
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
明
和
中
で
も
卒
業
生
百
三

十
人
か
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。江

森
校
長
先
生
か
ら
卒
業
生
に
一

人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
か
手
渡
さ
れ

そ
の
あ
と
‘
卒
業
生
を
前
に
「
今
ま

で
の
勉
強
は
基
礎
作
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
そ
の
基
礎
を
土
台
に
し
て

荒
海
に
乗
り
出
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
健
康
に
気
を
配

り
、
社
会
の
ル
ー
ル
に
従
う
人
間
に

そ
し
て
先
の
事
が
見
通
せ
る
人
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
る
よ
う

に
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
在
校
生
、
先
生
、
父
母
か

ー
ー

1
9
1

ー
ー
ー

1

ー

1
1
1

在
校
生
に
見
送
ら
れ

校
門
を
出
る
卒
業
生

玄
関
か
ら
校
門
ま
で
両
側
に
人
が
き

を
作
り
拍
手
や
「
元
気
で
ね
」
「
先
輩

さ
よ
う
な
ら
」
と
い
う
言
葉
か
飛
び

交
う
中
を
卒
業
生
は
手
に
手
に
卒
業

証
書
を
か
た
＜
握
リ
し
め
な
か
ら
校

門
を
後
に
し
ま
し
た
。

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
百
三

十
人
の
内
商
校
に
進
学
し
た
者
は
男

子
六
十
七
人
、
女
子
五
十
八
人
、
合

計
百
二
十
五
人
で
実
に
進
学
率
は
九

六
、
二
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
進
学
校
別
に
み
る
と
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
公
立
高
等
学
校
入
学
者
数

館
林
高
校
＋
七
名

館
林
女
子
高
校
十
九
名

板
倉
高
校
閲
五
名

＂
図
六
名

西
邑
楽
高
校
閣
四
名

大
泉
高
校
圃
十
名

＂
如
十
五
名

'
,
'
 

太
田
高
校
一
名

太
田
女
子
高
校
一
名

太
田
工
業
高
校
六
名

太
田
市
立
商
業
高
校
閣
一
名

足
利
女
子
高
校
一
名

熊
谷
女
子
高
校
一
名

羽
生
実
業
高
校
圃
五
名

｀
ヽ

I
I

女
二
名

,

'

L

 

羽
生
第
一
高
校
圃
一
名

行
田
商
業
高
校
閲
一
名

◎
私
立
高
等
学
校
入
学
者
数

西
小
P
T
A
が

表
彰
さ
れ
る

西
小
P
T
A

（
会
長
、
石
崎
栄
一
氏
）

で
は
昨
年
一
年
間
の
活
動
か
特
に
顕

著
で
あ
っ
た
と
し
て
二
月
二
十
三
日

に
群
馬
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
西
小
P
T
A

が
年
間
を
通

じ
て
親
子
二
十
分
読
書
運
動
を
積
極

的
に
推
し
進
め
た
結
果
、
学
校
と
父

兄
と
児
童
と
い
っ
た
理
想
的
な
結
び

つ
き
を
作
っ
た
こ
と
か
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

な
お
、
石
崎
会
長
は
「
こ
の
よ
う

な
り
っ
ぱ
な
賞
を
受
け
ら
れ
た
の
は

今
ま
で
の
歴
代
会
長
か
中
心
に
な
っ

て
築
い
て
き
た
活
動
の
積
み
重
ね
か

認
め
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

立

讐
の
讐
り
に
つ
つ
宮
霞

忍
諮
明
中
を
巣
立
つ
恙
芯

関
東
学
園
高
校
閣

＂
閲

足
利
学
園
高
校
閣

足
工
大
附
属
高
校
閲

佐
野
日
大
高
校
圃

二
名

十
二
名

七
名

六
名

二
名

魚
の
新
鮮
な
も
の
は
：
·

目
か
澄
ん
で
い
て
外
に
張
り
出

し
て
い
る
も
の
、
う
ろ
こ
か
そ
ろ

っ
て
密
着
し
て
い
る
も
の
。
え

ら
か
鮮
紅
色
で
固
く
、
悪
臭
の
な

い
も
の
。
切
り
身
は
‘
切
り
口
に

光
沢
が
あ
り
、
肉
か
し
ま
り
、
皮

に
張
り
か
あ
る
も
の
。

肉
の
新
鮮
な
も
の
は
：
•
…

牛
肉
は
鮮
紅
色
、
豚
肉
は
灰
紅

色
‘
鶏
肉
は
白
色
か
‘
い
く
ぶ
ん

赤
味
の
あ
る
も
の
。

卵
の
新
鮮
な
も
の
は
…
…

殻
か
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
も
の

で
、
光
線
に
す
か
す
と
明
る
く
す

き
透
る
も
の
。

野
菜
、
果
実
の
新
鮮
な
も
の
は
…

色
つ
や
か
よ
く
重
味
か
あ
る
も

の
。

冷
凍
食
品
の
新
鮮
な
も
の
は
…
…

完
全
に
凍
っ
て
い
て
、
中
味
か
バ

ラ
バ
ラ
し
て
い
る
も
の
。
き
ち
ん

と
包
装
さ
れ
て
い
て
中
味
が
み
え

る
も
の
。
表
面
に
氷
や
霜
か
つ
い

て
い
る
も
の
は
保
存
か
よ
く
な
か

っ
た
も
の
で
す
。

か
ん
詰
は
…
…

ふ
た
の
製
造
年
月
日
を
確
め
て

—— 
如
i

i
i
 
H
 

i
i
 

-
i
 

= 

製造会社

製造年月日
(1973年 9 月 30 日）

食
品
鮮
度
の

み
わ
け
か
た
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役場人事異動
4 月 1 日付

（）内は前職

｛主

秒兒
民
務
”

課
課

出納

経済課

農業共済課

東保育園

退職

宮崎守正 （新採用）

五十嵐好子 （経済課）

福島 明 （企画開発課）

富塚基輔 （新採用）

上野 幸子 （農業共済課）

落合康秀 （新採用）

鈴木昌美 ( " ) 

橋本文江 （税務課）

※荷文私渭各

教職員人事異動

教職員の人事異動か 4 月 1 日付（但し退職

は 3 月 31 日）で行われたが，本村関係者は次

のとおりです。 （敬称略）

退職

。関口徳一（西小校長）東部教育事務所社会

教育課長就任のため

。金子利一（西小）

。松本敬子 (II ) 

。宮崎正子（！！ ) 

転出

。館林第一小

。太田宝泉小

。大泉南小

。館林第五小

。館林第七小

。館林第一中

転入

。東小

o II 

。西小

o II 

o 11 

。明中

新採用

。東小

o 11 

o II 

。!!

。西小

須藤

橋本

町田

松沢

千葉

塩田

養護

事務

校長

教頭

佐藤紀ー（東小）

吉田知子 (II)

栗原繁治 (II)

田名網明（西小）

野木村節（！I)

小林敬一（明中）

守二（館林第三小）

和子（高崎岩鼻小）

進二（館林第一小）

宏明（大泉北小）

優（大泉南小）

清之（千代田中）

茂木尚幸

奥沢京子

大木美栄子

斎藤秀明

関根 一行（東部教育事務所社

会教育課長）

o II 野村明美

〇 !! 阿部みどり

。束幼 石） 1| 美智子

。中央幼 渡辺みゆき

。社会教育指導員 金子利一

（）内は前任校です

幸艮 め し＼ わ

こ
の
制
度
は

資
金
調
達
力
に

と
ぱ
し
い
小
規

模
企
業
の
生
産

設
備
の
近
代
化

お
よ
び
経
営
の

合
理
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

し
た
か
っ
て

設
備
資
金
の
貸

し
付
け
で
な
く

企
業
が
必
要
と

す
る
設
備
を
群

馬
県
中
小
企
業

設
備
貸
与
公
社

か
取
得
し
て
、

貸
与
（
譲
渡
）

す
る
も
の
で
す
。

貸
与
（
譲
渡
）

を
受
け
る
に
は
、
次
の
条
件
お
よ
び

資
格
か
必
要
で
す
。

▽
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
は

対
象
と
な
ら
な
い
▽
貸
与
を
受
け

る
と
き
に
は
、
設
備
価
格
の
十
％
の

中小企業設備

貸与制度の利用は

保
証
金
と
年
五
％
の
損
料
を
必
要
と

す
る
▽
県
内
で
二
年
以
上
継
続
し

て
事
業
を
営
む
者
で
貸
与
基
準
で
指

定
さ
れ
た
対
象
業
種
、
設
備
と
す
る

▽
原
則
と
し
て
従
業
員
か
二
十
人
以

下
の
企
業
▽
同
年
度
内
に
中
小
企

業
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
て
い
な
い
▽
最
近
二
年
間
の

平
均
利
益
か
八
百
万
円
以
下
の
企
業

▽
貸
与
（
譲
渡
）
設
備
の
限
度
額
は

一
企
業
当
た
り
二
十
万
円
以
上
一
千

二
百
万
円
以
下
▽
貸
与
期
間
は
四

年
六
ヵ
月
、
償
還
方
法
は
半
年
賦
支

払
い
。

④
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
に
関
係
書
類
を
添

え
て
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
役
場
経
済
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
申
し
込
み
総
額
が
貸

与
予
定
額
に
達
し
た
と
き
は
申
し
込

み
を
締
め
切
り
ま
す
。
．

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
中

小
企
業
設
備
貸
与
公
社

(
C前
橋
二

三
局
一
四
三
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

こ
と
ぶ
き
学
級

修
了
式

こ
と
ふ
き
学
級
の
終
了
式
が
三
月

二
十
三
日
に
行
わ
れ
六
十
五
人
全
員

に
修
了
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
は
砂
賀
さ
ん
が
学
級
を
代
表
し

て
三
田
教
育
長
か
ら
修
了
証
書
を
受

け
取
り
式
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
県
社
教
主
事
の
飯
田
さ

ん
よ
り
「
高
齢
者
教
室
の
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
か
行

わ
れ
‘
老
人
達
は
帰
る
と
き
に
、
ロ

昭和52年 4 月 10 日

ことぶき学級学習内容

昴． 学習内容 講師名

老人福祉対策について

前長邑楽補楠福地佐武飯祉方庫法井塚務務所局三太長益千田支夫弘局l 暮らしの中の法律について

現代の義務教育について 明明杓和村村椎立立中東東西原小小学学校校茂長教頭夫武
2 現代っ子気質について

3 民（謡上州踊湯り の花音頭 , 片 明和村坂民外謡上民会長千謡枝会子貝
品追分）

4 郷土の風土と上州人 歴史研究川家島 維知

5 人生を回顧する 館林高等島学田校教雑豊作

6 民（謡明和踊音り頭，総合外文1 化)祭見学 明和村民謡会

7 県（日群内清の馬製史テ粉跡，レ世並ピ良ぴ）田上にの工毛東場新照聞見宮学社, 尾島町社教主庫

楢原宗雄

8 農評れ薬にながつき 土い自然にてや蒔(1け人6 体）ミ にリ 与映画え，る影汚 長館林普坂及所本農畜産頼普及郷謀

動日本向経につ済並いぴてに群熙県経済の

詳馬 頷鼠詮伊行行阿脩内●位究部藤山紐枯家●ま難廉打和長）長ギ雄子, 詳馬

はーり絵のつくり方 はり

10 郷土の歴史に残っ（た田人山花袋） 昴土史芸研究田家太二郎

11 老人の生きがい 羽生実坂業高巻等学正校三長郎

嵩い令て者教室の今後の方向につ ・．U社枡●教tt主三飯主飯●事奪育品田田辰正太郎
12 閉 喜 塁 惣三郎

( 了 書授与，反省会）
茂雄

ぐ
ち
に
「
こ
の
学
級
で
勉
強
し
た
せ

い
か
世
間
が
大
変
明
る
く
な
っ
た
よ
」

と
か
「
あ
の
戦
争
の
話
し
か
お
も
し

鵬

綱

震

馨

鑓
高
血
圧
者
家
庭
訪
問
し
て

昨
年
七
月
に
住
民
検
診
を
行
い
、
の
補
給
を
す
る
と
い
っ
た
食
事
対
策

血
圧
が
異
常
に
高
か
っ
た
人
七
十
八
か
重
要
で
す
。

人
に
対
し
て
、
保
健
所
の
栄
養
士
さ
こ
の
結
果
成
人
病
対
策
（
正
常
な

ん
か
家
庭
訪
問
し
て
栄
養
指
導
（
食
血
圧
の
値
に
）
は
毎
日
の
食
事
対
策

事
療
法
）
を
行
っ
て
き
て
、
九
ヵ
月
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え
ま
す
ね
。

た
ち
ま
し
た
が
、
一
体
栄
養
指
導
の

効
果
か
あ
っ
た
か
ど
う
か
本
年
三
月

に
、
そ
の
人
達
の
血
圧
測
定
を
再
度

行
っ
た
結
果
、
理
想
的
な
血
圧
値
に

な
っ
て
い
た
人
が
一
割
い
ま
し
た
。

そ
の
一
割
の
人
達
を
み
る
と
…
…

①
塩
分
制
限
②
ス
ト
レ
ス
解
消

③
植
物
性
油
の
正
し
い
摂
取
、
な
ど

栄
養
士
の
指
導
を
守
り
、
毎
日
正
し

い
食
事
療
法
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
逆
に
指
導
を
守
ら
な
か
っ

た
人
の
血
圧
は
以
前
と
同
じ
で
、
高

血
圧
対
策
は
、
こ
れ
ら
食
事
療
法
や

ス
ト
レ
ス
解
消
が
決
め
手
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
降
圧

剤
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
か
、
こ
れ
は
初
期
の
段
階
で
は

血
圧
か
下
が
り
す
き
る
ほ
ど
下
か
り

ま
す
。
ま
た
、
無
理
に
下
げ
よ
う
と

強
力
な
降
圧
剤
を
大
量
に
使
う
と
最

大
血
圧
は
下
か
っ
つ
も
、
最
小
血
圧

は
殆
ん
ど
下
か
ら
ず
、
一
方
で
は
大

量
使
用
に
よ
る
副
作
用
が
現
わ
れ
や

す
く
血
圧
の
動
揺
も
抑
え
き
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
動
揺
を
抑
え
る
に
は
、
①

食
塩
を
減
ら
す
②
カ
リ
ウ
ム
（
豆

頷
・
果
物
類
・
い
も
類
・
野
菜
顆
）

文
芸
欄

早
春
の
地
に
先
駆
け
て
コ
ブ
シ
咲
く

岡
安
福
一

吸
物
の
椀
に
う
か
ぶ
や
菜
種
花

安
見
あ
っ
子

木
の
芽
吹
き
明
る
さ
添
え
て
暖
か
し

林
秀
峰

祖
母
母
と
伝
へ
て
床
し
木
の
芽
和

林
倫
倫
常

手
を
添
え
て
や
り
た
き
雨
に
咲
く
牡

丹
北
島
若
氷

春
立
つ
や
文
協
出
来
て
早
十
歳

田
口
春
栄

沈
丁
花
雨
に
も
ほ
の
か
香
を
放
つ

青
木
光
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

春の全国交通安全運動

4月 6 日～4月 15 日まで

く三つの合言葉＞

0 もう一度よ〈見て渡れ手をあげて

0話し合う家族で事故のない世界

0運転のマナーで決まる今日の無事

宣
聾
墨

ろ
か
っ
た
」
な
ど
と
さ
さ
や
い
て
い

る
の
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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上信越高原国立公園三固温泉郷

猿ヶ京温泉
湖山荘は県民みんなの宿泊施

設です。ご家族の慰安・各種団

体の旅行にご利用下さい。

◎宿泊予約·お問い合わせは

•明和村役場国民健康保険係

・湖山荘 猿ヶ京02786~6~1045（代）

◎利用料金 3,000円（税、サービス料込）

四
月
二
十
二
日
は
「
清
掃
の

日
」
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に

村
で
は
二
十
日
エ
ニ
十
日
ま
で

を
春
の
大
掃
除
旬
間
と
定
め
ま

し
た
の
で
、
こ
の
期
間
中
に
必

ず
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
四
月
二
十
二
日
か
清
掃

の
日
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の

日
に
何
も
か
も
い
っ
ぺ
ん
に
や

ろ
う
と
す
る
の
は
計
画
倒
れ
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
し

め
台
所
、
押
入
れ
な
ど
、
部
分

的
に
済
ま
せ
て
お
き
‘
二
十
三

日
の
土
曜
日
か
、
そ
の
翌
日
の

日
曜
日
の
男
手
か
あ
る
時
に
タ

ン
ス
な
ど
を
動
か
し
て
掃
除
を

す
れ
ば
よ
い
で
す
よ
。

＃
O
J
大
贔
除
を

い
た
し
ま
し
ょ
う

危険物取扱者試験ガ
行われます

回
民
年
金
に
は
‘
六
十
五
オ
に
な
に
妻
か
受
け
る
｛
募
婦
年
金
な
ど
か
あ

っ
た
と
き
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
年
リ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
を
う
け
る

金
、
病
気
や
ケ
カ
か
も
と
て
、
日
常
た
め
に
は
‘
役
場
住
民
課
で
請
求
の

生
活
に
さ
し
さ
わ
る
程
度
以
上
の
障
手
続
き
を
と
る
こ
と
か
必
要
と
な
っ

害
者
に
な
っ
た
と
て
い
ま
す
。
年
金
を
受
け
る
要
件
を

き
受
け
ら
れ
る
障
満
た
し
て
も
、
自
動
的
に
は
受
け
ら

の
力
害
年
金
‘
夫
と
死
f
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

別
し
、
十
八
才
未
~

れ
ん
満
の
子
ど
も
と
一
~
セ
カ
セ
カ
登
校

も
せ
ロ
ロ
ロ
：
口
と
}
]
[

□
□I

t]
:
]
L
]

ロ
ロ]
[
L

年

□
三
]
]
□
＼
~
て
大
人
の
病
気
、
特
に
成
人
病
な
ど

…
…
…
•
…
…
…
•
•
…
…
…
~
の
死
亡
が
大
変
増
加
し
て
い
ま
す
。

；
…
心
§
名
魯
愈
，
一
あ
し
ら
せ
一
§
睾
氾
魯
魯
名
ゞ
一
あ
し
ら
せ
一
…
＄
§
魯
ゞ
魯
望
を
＄

県
で
は
昭
和
五

十
二
年
度
第
二
回

危
険
物
取
扱
者
試

験
を
、
五
月
二
十

二
日
同
に
、
前
橋

工
業
高
等
学
校
‘

高
崎
経
済
大
学
、

関
東
学
園
大
学
の

三
会
場
に
お
い
て

実
施
し
ま
す
。

今
回
は
甲
種
危

険
物
取
扱
者
試
験

お
よ
び
乙
種
危
険

物
取
扱
者
試
験
（
第

一
類
1

第
六
頷
）

の
七
種
類
て
す
。

試
験
科
目
は
‘
甲
種
試
験
か

0

物

理
学
及
ひ
化
学

0

危
検
物
の
性
質

と
そ
の
火
災
予
防
お
よ
び
消
火
の
方

法
〇
危
検
物
に
関
す
る
法
令
の
三

科
目
、
乙
種
試
験
か

0

基
礎
的
な
物

理
学
お
よ
び
某
礎
的
な
化
学

0

危

険
物
の
性
質
と
そ
の
火
災
予
防
お
よ

ひ
消
火
の
方
法
〇
危
険
物
に
関
す

る
法
令
の
三
種
目
で
す
。

受
験
顧
書
の
受
け
付
け
は
、
四
月

十
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
に
明

和
分
署
で
取
り
扱
い
ま
す
。

な
お
、
各
地
区
危
険
物
安
全
協
会

主
催
に
よ
リ
‘
危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
か
四
月
中
に
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
受
験
希
望
者
は
も
よ
り
の

危
険
物
安
全
協
会
へ
早
め
に
申
し
込

ん
て
く
だ
さ
い
。

緑
の
別
根
募
金

運
動
に
ご
協
力
を

群
馬
県
郷
土
推
進
委
員
会
て
は
‘

育
児
相
談
が
健
康

相
談
に
な
り
ま
す

れ
ま
せ
ん
の
で
‘
資
格
か
あ
る
人
は

早
目
に
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
年
金
を
受
け
る
要
件
を
満

た
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
請
求
し
な

い
と
、
時
効
に
な
っ
て
権
利
か
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

年
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
住
民
課
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で

の
三
十
日
間
を
緑
化
強
調
期
間
と
し

緑
の
羽
根
募
金
運
動
を
展
開
い
た
し

ま
す
。
こ
の
募
金
は
十
円
以
上
で
お

顧
い
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

に
す
れ
ば
わ
ず
か
な
額
て
す
か
、
大

ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
大
き

な
額
と
な
り
ま
す
。

年
ご
と
に
失
わ
れ
て
き
た
緑
を
守

.............................. 

ニ[
』 交

通
事
故
証
明
書
交
付
手
数
料
は

一
通
に
つ
き
四
百
円
で
し
た
か
、
最

近
に
お
け
る
公
共
料
金
の
値
上
け
、

人
件
費
の
ア
ッ
プ
、
そ
の
他
諸
物
価

の
値
上
か
り
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら

一
通
五
百
円
に
引
上
げ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
—
)

り
育
て
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
村
民
の
皆

さ
ん
か
こ
ぞ
っ
て
募
金
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
へ
の

申
請
は
缶
月
五
日
ま
で
に

今
ま
で
農
業
委
員
会
へ
の
申
請
（

農
地
の
移
動
、
転
用
な
ど
）
は
毎
月

十
日
締
切
で
し
た
か
、
こ
の
ほ
ど
、

毎
月
五
日
締
切
と
な
り
ま
し
た
。

寄
付
あ
旺
心
と
う
は

▼
川
俣
の
須
藤
光
江
さ
ん
と
新
里
の

岩
崎
恵
美
子
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
事

業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
そ
れ
ぞ

れ
一
万
円
ず
つ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
谷
の
坂
上
千
枝
子
さ
ん
よ
り

『
群
馬
の
石
仏
』
と
題
し
た
本
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
事
故
証
明
書
が

一
通
五
百
円
に
引
上
げ

こ
の
対
策
と
し
て
、
毎
日
の
食
生
活

の
改
善
か
特
に
必
要
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
四
月
よ
り
健
康
相
談

と
改
め
て
、
健
康
管
理
に
関
す
る
一

般
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
気
楽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
4
日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
1日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
8日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
軽
自
動
車
税

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
6
日
役
場
第
一
会
議
室

2
7日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

2
8日
明
和
農
協
第
一

矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員相 冒 日 父' 
なが談 時
助皆は 通
言さ無館時 4 : 悶 ん料 悶 1 月
ので午 14

胄 悩‘ 悶 後日 相
み専 3 号成火

し、ご門 時午

l との ま前
に相 で 10

• • 

i 悶 日

時

<
時 4

1 月

^ 午 15 人
ー後日

‘権`— 会 3

議室 時ま 午前 悶
で 10



r. 村の人口
5 月 1 日現在

世帯数 2223戸

人口総数 9572 人

男 4766 人

女 4806 人

(4 月中の動き）

出生12 人 死亡 6 人

転入35 人 転出43 人

i-

'77 5
<

第 1
発行所

編集

印刷所

8 8 号
明和村役場

総務課

広報係
小林印刷所

明
け
方
太
陽
に
映
え
る

梨
の
花
は
美
し
い

め
い
わ
の
里
ガ

ま
っ
白
に
な
り

春
だ
け
な
わ
だ

花
の
精
ガ
白
粉
を
つ
け

花
下
を
漫
遊
弓
る

美
人
と
咲
き
競
い

里
全
体
を
白
で
覆
う

う
っ
弓
ら
と

陽
炎
ガ
カ
カ
る
こ
ろ

春
を
師
吸
芍
る
拝
ガ

咲
き
香
っ
て
い
る
花
を

小
さ
な
尾
で
だ
だ
い
て

春
を
告
げ
回
る

そ
よ
ふ
く
星
は

希
望
を
運
び

百
回
も
咲
い
だ
花
は

め
い
わ
の
シ
ン
ボ
ル

め
い
わ
の
里
は
ま
っ
白

春
う
ら
ら ●うs

 
s
 

梨の花が満開

出

人
人
人

3

3

2

 

0

0

0

 

生
t
i
B

I
I
I
I

1 日に 0.2人

II O. 2人

II O. 2人

転

1 日に I. I 人

II O. 8人

II I. 0人

転出

1 日に 0.9人

II O. 8人

II I. 2人

数
字
で
見
る
我
、
村
一
『
一
『

現
5
1
0



昭和52年 5 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第188号 (2) 

交通災害共済加入状況

（昭和52年 3 月 5 日現在）

部落 人口 加入者 加入率 順位

斗合田 413人 400 人 96 85% 1 (1) 

下江黒 357 338 94 68 2 (2) 

上江黒 524 440 83 97 9 (JO) 

千津井 597 554 92 80 3(4) 

江口 641 530 82 68 11 (11) 

田島 525 480 91 43 5(3) 

南大島 1,235 1,024 82 91 10 (12) 

新里 751 604 80.43 14 (14) 

中谷 566 432 76 33 16 (16) 

梅原 815 633 77 67 15 (15) 

川俣 426 393 92 25 4(5) 

須賀 408 368 90 20 6(7) 

大輪 933 812 87 03 7 (9) 

入ヶ谷 131 106 80 92 13 (13) 

矢島 654 568 86 85 8(8) 

大佐貫 583 479 82.16 12 (6) 

合計 9,559 8,161 85 38 

（）内は昨年順位

19乏；

区
長
さ
ん

決
ま
る

う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山
、
こ
ぶ
な

釣
り
し
か
の
川
…
…
大
人
に
な
っ
た

今
、
自
分
の
幼
い
頃
に
‘
懐
し
い
川

で
、
釣
り
を
し
た
事
を
想
い
起
こ
さ

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
感
慨
も
今
の
子

ど
も
達
に
は
、
果
た
し
て
ど
ん
な
事

を
想
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ

ら
く
何
も
響
い
て
は
来
な
い
だ
ろ
う
。

今
や
子
ど
も
達
か
ら
自
然
か
奪
わ

れ
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

今
は
川
や
空
地
、
土
手
は
プ
ラ
ス

チ
ソ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
、
空
ビ
ン
、
空
力

ン
、
野
菜
の
屑
な
ど
の
人
間
の
”
ア

川認心加謬の咆⑦）
ゴミを捨てないで

交
通
教
育
講
師
団
大
活
躍

力
＂
で
汚
れ
き
っ
て
い
る

C

村
内
を
流
れ
る
川
を
見
て
も
‘
油

や
ゴ
ミ
な
ど
か
浮
い
て
い
て
魚
な
ど

の
住
め
る
状
態
で
は
な
い
。
冬
は
水

も
少
な
く
‘
め
ず
ら
し
く
川
底
を
の

ぞ
か
せ
る
か
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に

捨
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
‘
い
ろ
い

ろ
な
ゴ
ミ
が
そ
の
醜
態
を
さ
ら
け
出

し
て
い
る
。
誠
に
な
げ
か
わ
し
い
限

り
で
あ
る
。

自
分
か
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

明
和
村
交
通
道
徳
の
向
上
の
た
め

交
通
対
策
協
議
会
で
は
交
通
安
全
教

育
講
師
団
を
組
織
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
交
通
事
故
の
大
半
か
交
通

安
全
の
意
識
の
低
さ
に
あ
る
た
め
‘

交
通
安
全
教
育
講
師
団
を
組
織
し
て

村
内
に
住
ん
で
い
る
住
民
を
対
象
に

交
通
安
全
教
室
、
法
令
講
習
会
、
映

画
会
や
実
地
指
導
を
行
い
、
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
村
内
か
ら
少
し
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
組
織
さ
れ

た
も
の
で
す
。

い
ゴ
ミ
で
も
川
に
流
し
て
し
ま
え
ば

下
流
に
い
っ
て
ど
う
に
か
な
る
と
い

っ
た
無
責
任
な
風
潮
か
あ
る
の
は
、

事
実
だ
。

こ
れ
ら
の
事
を
な
く
す
た
め
に
も

本
村
で
は
、
社
会
の
風
潮
が
ど
ん
な

に
変
化
し
て
も
自
然
を
守
り
‘
う
さ

ぎ
追
い
し
か
の
山
、
こ
ぶ
な
釣
り
し

か
の
川
：
：.. 

の
歌
が
よ
み
か
え
っ
て

来
る
よ
う
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

こ
の
講
師
団
は
団
長
に
関
口
助
役

副
団
長
に
関
口
正
四
郎
さ
ん
と
中
野

交
通
課
長
ら
総
勢
四
十
一
人
か
ら
な

っ
て
お
り
ま
す
。

講
師
団
は
実
際
の
指
導
に
当
た
る

た
め
、
連
日
警
察
官
よ
り
、
法
令
や

街
頭
指
導
の
方
法
な
ど
の
特
訓
を
受

け
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期

間
中
に
行
わ
れ
た
各
学
校
の
入
学
式

の
日
に
、
交
通
公
圏
な
ど
を
利
用
し

て
父
兄
や
児
童
に
テ
キ
パ
キ
と
交
通

ル
ー
ル
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
一
年
間
、
村
と
部
落
の
パ
イ

プ
役
を
し
て
い
た
だ
く
、
新
し
い
区

長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

部
落
名
氏
名
年
齢
碑
顧

斗
合
田
大
谷
善
一

6
0

旧

下
江
黒
寺
本
小
三
郎

5
9

新

上
江
黒
荒
川
一
郎

6
0

旧

千
津
井
野
本
孝
蔵

5
2

新

江
口
福
島
茂

6
2

新

田
島
奈
良
健
一

6
0

旧

南
大
島
今
成
久
雄
6
8

旧

新
里
小
平
勇

6
4
旧

中
谷
坂
上
喜
太
郎

6
3
新

梅
原
吉
田
重
信

5
2
旧

川
俣
藤
野
宗
次
4
7
新

須
賀
田
口
元
一
郎

5
7
新

大
輪
田
口
貞
雄
6
7

旧

入
ヶ
谷
野
村
恒
夫

5
5
新

矢
島
秋
野
利
三
郎

6
0
新

大
佐
貫
菌
田
邦
松

6
1
新

（
敬
称
略
）

な
お
区
長
会
長
に
は
小
平
勇
さ
ん

副
会
長
に
は
、
荒
川
一
郎
さ
ん
と
、

田
口
貞
雄
さ
ん
、
会
計
に
は
吉
田
重

信
さ
ん
か
選
出
さ
れ
ま
し
た
。



(3) 第188号 広 報 め し＼ わ 昭和52年 5 月 10 日

印
紙
税
は
、
「
契
約
書
」
「
手
形
」

「
委
任
状
」
「
領
収
書
」
な
ど
の
一
定

の
文
書
に
‘
ふ
つ
う
、
こ
れ
ら
の
文

一

書
を
つ
く
っ
た
人
が
定
め
ら
れ
た
金

額
の
収
入
印
紙
を
は
り
つ
け
、
こ
れ

に
消
印
を
し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

今
回
、
印
紙
税
法
の
改
正
に
よ
り

昭
和
5
2年
5

月
1

日
以
降
に
作
成
さ

れ
る
文
書
の
印
紙
税
額
が
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

印
紙
税
法
の
主
な
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
今
ま
で
五
十
円
の
印
紙
税
が
課
さ

れ
て
い
た
文
書
は
、
す
べ
て
百
円
の

印
紙
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

i
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i
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三
い
園
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童
高
く
し
よ
う
と
身
長
計
の
上
て
i

．
＂
こ
思
い
切
り
体
を
伸
ば
し
計
っ
て
i
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愚
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も
い
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J
G
気
に
身
体
測
定

し
た
。

◎
継
続
的
取
引
の
基
本
と
な
る
契
約

書
、
判
取
帳
な
ど
一
律
の
税
率
に
よ

り
課
税
さ
れ
て
い
る
文
書
の
税
率
は

そ
れ
ぞ
れ
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

◎
土
地
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約
書
、

手
形
、
売
上
代
金
の
受
取
書
な
ど
金

額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
文
書
の
う

ち
、
高
額
の
も
の
に
つ
い
て
の
印
紙

税
額
か
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
売
上
代
金
の
受
取
書
の
う
ち
、
受

取
金
額
の
記
載
の
あ
る
文
書
を
引
用

し
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
た
と
え
受

取
書
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く

印
紙
税
の
税
額
が

引
き
t
げ
ら
れ
ま
し
た

て
も
、
そ
の
引
用
し
た
金
額
と
同
じ

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
金
額
に
応
じ
た
印
紙
税
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
一
定
の
書
式
を
表
示
す
る
こ
と
に

よ
り
印
紙
税
を
申
告
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
文
書
に
、
賃
貸
借
契
約
書

な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
に

は
、
い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
も
の
が
あ

り
、
同
じ
種
類
の
文
書
で
あ
っ
て
も

そ
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額

に
よ
っ
て
、
納
め
る
印
紙
税
の
税
額

が
異
な
る
も
の
か
あ
り
ま
す
か
ら
、

文
書
を
つ
く
る
際
に
は
間
違
い
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

置
鶴
攣
宣
嗜
る
宣
め

田
島
、
千
津
井
、
南
大
島
の
ナ
シ

栽
培
農
家
は
毎
年
の
よ
う
に
ナ
シ
の

大
敵
で
あ
る
赤
星
病
に
悩
ま
さ
れ
る

た
め
、
四
月
二
十
日
に
第
二
回
目
の

消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
赤
星
病
は
、
三
月
下
旬
か
ら

四
月
上
旬
に
か
け
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
類

（
貝
ヅ
カ
イ
ブ
キ
、
タ
マ
イ
ブ
キ
、

,
4
ー

1
|
'
,

税
務

赤
星
病
の
予
防
を
す
る
|
|

ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
）
な
ど
に
つ
い
た

冬
胞
子
が
風
に
乗
っ
て
一
ー
ニ
キ
。
飛

び
、
ナ
シ
の
葉
な
ど
に
付
着
し
、
ナ

シ
の
葉
や
幼
果
を
落
下
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
こ
の
赤
星
病
を
媒
介

す
る
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
を
対
象

に
、
梨
畑
か
ら
ニ
キ
。
以
内
に
あ
る
も

の
を
一
本
い
っ
ぽ
ん
消
毒
し
て
回
り
、

金
魚
や
鯉
を
飼
っ
て
い
る
家
に

来
る
と
、
池
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か

ぶ
せ
て
行
う
な
ど
大
変
手
間
の

い
る
作
業
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
九
十
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
梨
を
守
る
た
め
に

ナ
シ
栽
培
農
家
で
は
、
大
変
な

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
梨
畑
か

ら
、
ニ
キ
ロ
以
内
に
ビ
ャ
ク
シ
ン

類
を
植
え
て
あ
る
家
庭
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
あ
る
と
思

い
ま
す
か
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

郷
土
名
産
の
梨
栽
培
の
安
定
と

発
展
の
た
め
に
、
抜
き
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

植
え
よ
う
と
す
る
人
は
、
植
付

け
を
と
り
や
め
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

本
村
に
は
、
館
林
地
区
消
防
組
合

の
分
署
か
設
置
さ
れ
、
火
災
、
災
害

消
防
団
員

新
役
員
決
ま
る

村
内
の
土
地

利
用
の
調
整
及

び
環
境
の
保
全
、

乱
開
発
の
防
止

等
を
は
か
り
秩

序
あ
る
開
発
を

図
る
た
め
明
和

村
土
地
開
発
事

業
指
導
要
綱

（
昭
和
四
十
八

年
七
月
十
六
日

実
施
）
を
設
定

し
、
そ
の
開
発

区
域
の
面
積
が

0
．
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
開
発

事
業
に
つ
い
て

事
前
協
議
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現

状
及
び
将
来
を
展
望
し
た
と
き
‘
0
.

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
開
発
に
つ
い

て
も
、
生
活
排
水
と
農
業
用
水
路
と

の
関
係
或
い
は
道
路
問
題
な
ど
、
環

境
保
全
と
道
路
整
備
及
び
都
市
計
画

と
の
調
整
等
か
ら
事
前
指
導
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
開
発
（
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
二
年
五
月
一
日
か
ら
面
積
の
多
い

少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
事
前
に
計
画

協
議
書
を
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

協
議
書
提
出
に
つ
い
て
は
、
役
場

企
画
開
発
課
へ
お
申
出
下
さ
い
。

どんな開発でも

事前協議が必要

毎
日
が
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
今

日
、
街
頭
に
朝
早
く
か
ら
立
っ
て
、

学
童
、
園
児
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
交

通
指
導
員
の
お
じ
さ
ん
を
次
の
方
に

委
嘱
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ー
（
敬
称
略
）

隊
長
坂
上
貞
雄
（
中
谷
）
旧

副
隊
長
中
村
功
（
下
江
黒
）
旧

I
I

石
崎
栄
一
（
矢
島
）
旧

隊
員
関
口
＿
忠
（
江
口
）
・
旧

本
沢
万
吉
（
南
大
島
）
旧

金
子
一
竹
雄
（
入
ヶ
谷
）
旧

石
橋
幸
一
郎
（
上
江
黒
）
新

吉
永
茂
（
梅
原
）
新

村
田
謙
一
（
大
輪
）
新

交
遅
据
導
員

九
名
委
嘱

に
そ
な
え
た
常
備
体
制
を
敷
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
非
常
備
体
制
と

し
て
、
九
十
三
入
の
消
防
団
員
が
、

皆
さ
ん
の
家
庭
を
火
災
か
ら
日
夜
守

っ
て
い
ま
す
。

今
回
非
常
備
消
防
団
員
の
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な

役
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
本
部

支
部
長
堀
ロ
一
武
徳
（
新
里
）

副
支
部
長
斎
藤
雅
万
（
大
輪
）

＂
山
田
隆
夫
（
新
里
）

▼
第
一
分
団
（
東
部
地
区
）

分
団
長
阿
部
幸
一
郎
（
斗
合
田
）

副
分
団
長
江
原
→
福
二
（
千
津
井
）

▼
第
二
分
団
（
中
部
地
区
）

分
団
長
石
村
―
和
男
（
新
里
）

副
分
団
長
清
水
仁
一
（
梅
原
）

▼
第
―
―
―
分
団
（
西
部
地
区
）

分
団
長
石
川
正
信
（
矢
島
）

副
分
団
長
村
田
守
（
大
輪
）（

敬
称
略
）
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白
い
梨
の
花
か
満
開
に
な
る
四
月

上
旬
東
部
地
区
の
梨
畑
で
は
‘
梨
の

人
工
受
粉
に
大
忙
し
だ
。

こ
の
人
工
受
粉
は
ナ
シ
の
つ
ほ
み

を
摘
ん
で
こ
れ
を
乾
燥
さ
せ
て
花
粉

ご
]
二

l
/／
．
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今
か
ら
五
十
数
年
前
、
俳
句
の

グ
ル
ー
プ
春
風
会
が
組
織
さ
れ
、

私
も
会
員
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
大
輪
だ
け
で
も
十
数
人
の

会
員
か
ま
と
ま
り
、
農
閑
期
と
も

な
る
と
毎
月
三
回
俳
句
会
を
催
し

田口栄良さん
（大輪）

紅
M

i
~

t

1
 

3必
9
·
"

. 

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
我
々
の
活
動
に
刺
激
さ

れ
て
、
赤
堀
地
区
に
春
風
会
の
支

部
か
創
立
さ
れ
、
夜
間
な
ど
を
利

用
し
て
指
導
労
々
楽
し
み
に
出
か

け
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
隣
接

\—

I ん
は
さ

字
ロ

題
田
(
|
¥
`
 

の
中
森
地
区
に
は
月
夜
会
か
‘
三

林
地
区
に
は
藻
の
花
会
が
生
ま
れ

互
い
に
交
流
し
て
腕
を
み
か
き
あ

っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
内
、
太
平
洋
戦
争
か
勃
発

し
て
自
然
的
に
各
地
区
か
休
会
状

態
と
な
り
ま
し
た
か
、
終
戦
と
な

っ
て
ぱ
つ
ほ
つ
再
燃
し
て
来
ま
し

た
。
我
か
明
和
村
で
も
十
年
前
文

化
協
会
か
創
立
さ
れ
田
島
の
北
島

若
水
君
か
文
芸
部
の
部
長
と
な
り

私
も
理
事
と
し
て
そ
の
席
を
汚
し

て
居
り
ま
す
。

俳
句
は
十
七
文
字
で
色
々
と
表

現
出
来
て
、
そ
の
道
に
入
っ
て
見

る
と
実
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
青
年
諸
君
に
俳
句
の
道
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

わ

攣の人工畳鬱に

大佗し

第188号 (4) 

を
取
り
満
開
に
な
っ
た
花
に
綿
の
付

い
た
枠
で
―
つ
ひ
と
つ
メ
シ
ベ
に
つ

け
て
や
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
青
梨
系
の
梨
に
は
、
赤
梨

系
の
異
な
っ
た
種
類
の
花
粉
を
つ
け

る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
な
い

と
甘
く
て
、
大
き
さ
が
整
っ
た
も
の

使
い
や
す
く
‘
熱
量
が
高
い
効
率

的
な
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
は
と
ん
ど
の

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

誤
ま
っ
た
使
い
方
や
不
注
意
か
ら
、

各
地
で
多
く
の
事
故
か
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
。
フ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
使
い
方
な

ど
を
一
歩
ま
ち
か
う
と
大
き
な
事
故

に
な
リ
ま
す
の
で
取
リ
扱
い
方
に
は

十
分
注
意
し
て
く
た
さ
い
。

使
用
上
の
注
意

①
ガ
ス
器
具
の
コ
ソ
ク
は
使
い
終
わ

っ
た
ら
確
実
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
外
出
す
る
時
、
就
寝
の
前
に
は
、

必
ず
元
せ
ん
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
炎
の
色
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
の
炎
や
形
て
、
ガ
ス
の
燃
焼

状
態
か
わ
か
り
ま
す
。
炎
か
赤
色
に

な
っ
て
い
た
り
‘
ュ
ラ
ユ
ラ
ゆ
れ
て

い
る
よ
う
な
時
は
、
空
気
の
調
整
を

し
て
青
色
の
安
定
し
た
炎
に
し
て
く

だ
さ
い
。

③
換
気
に
は
十
分
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

。
フ
ロ
。
ハ
ン
ガ
ス
は
、
多
量
の
空
気

（
酸
素
）
か
必
要
で
す
か
ら
換
気
か

悪
い
と
、
不
完
全
燃
焼
の
原
因
に
な

リ
ま
す
。

ふ
ろ
か
ま
や
大
型
の
瞬
間
湯
沸
器

見

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
正
し
く
使
っ
て

え
な
い
凶
器

か
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

栽
培
農
家
の
人
た
ち
も
「
こ
と
し

は
好
天
か
続
き
‘
受
粉
し
な
か
ら
も

秋
の
収
穫
に
‘
手
ご
た
え
あ
り
で
す

ょ
」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
か
ら
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

に
は
煙
突
を
設
置
し
、
屋
外
に
排
気

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
内
で
ガ
ス

器
具
を
使
用
す
る
と
き
は
換
気
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
煮
こ
ぽ
れ
や
風
に
よ
る
立
ち
消
え

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
使
用
中
煮

こ
ぱ
れ
や
風
に
よ
り
炎
が
消
え
て
、

ガ
ス
か
も
れ
、
事
故
に
な
る
ケ
ー
ス

か
案
外
多
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
極

端
に
弱
い
炎
で
使
用
す
る
の
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。

⑤
不
完
全
燃
焼
に
気
付
い
た
ら
、

ガ
ス
の
炎
か
赤
く
な
っ
て
い
た
り

頭
か
痛
く
な
っ
た
り
‘
は
き
気
か
す

る
よ
う
な
場
合
は
、
部
屋
の
換
気
か

悪
く
完
全
焼
燃
を
し
て
い
な
い
お
そ

れ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
、

①
器
具
の
コ
ッ
ク
、
元
せ
ん
を
閉
め

る
。

⑤
窓
を
全
部
開
放
し
‘
換
気
を
十
分

こ
一
丁
う
。

！
し
・

4
1

◎
気
分
の
悪
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
医

者
に
み
て
も
ら
う
。

な
お
、
不
完
全
燃
焼
の
場
合
は
‘

ガ
ス
も
れ
と
違
い
‘
に
お
い
で
は
解

り
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
換
気

に
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

—母親 1 年生一ーかぁ—母親 1 年生＿ーかあー一母親 1 年生一ーかあー一母親 1 年生ーーかあー一

これからが大変

佐藤三枝子さん
（大佐貫）

元気な産声をあげてから，

もう 8 ヵ月になる我か家の王

様。生まれるまでは，ああい

うふうに育てよう，こういう

ー一曽→· :;::: : : :、力っ二‘~;、力つ、
通りにはいきません。絶対『抱きぐせ』はつけないようにし

ようと思っていたか，泣き声を聞いてしまうと， どうしても

泣かせておけなくて，すぐ抱いてしまって， とうとう抱きぐ

せをつけてしまい，抱いていないと眠らなくなってしまいま

した。生まれた時は，こんな小さな児か育つのだろうかと不

安かありましたが今日まで健康に育ってくれた事を幸せに思

っています。しかし，すぐ前に国道かあるため，歩き始める

ようになると， 目か離せないなーと今から覚悟を決めていま

す。

辞書とにらめっこ

岡安みつ子さん
（南大島）

我か児は，昨年11 月 7 日に

うふ声をあげました。名前は

「由貴子」と命名しました。

名付親は夫です。夫は赤ちゃ

さ声易二言：口;言t
いように，いい名前をつけてやろうと毎日辞書とにらめっこ。

「この名前かいいけど，画数が合わないな」などと 1 人言を

いいなからも岡安という名字には，由貴子という名か画数か

1 番よいという事で名付けました。

今や夫も自分で付けた名前なので，

子，由貴子」と呼んでいます。

最後に先の事ですか，とっても小学校か遠いという事です。

南大島から，東小学校まで40分以上もかかり，一番長い六年‘

間を過すには，かわいそうな気かします。

満足そうに毎日「由貴
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こ
の
写
真
を
見
る
た
び
に
思
う

福
祉
手
当
は
、
在
宅
の
重
度
障
害

者
に
対
す
る
福
祉
施
策
の
一
っ
と
し

て
、
5
0年
1
0月
か
ら
実
施
さ
れ
た
制

度
で
す
。
障
害
ゆ
え
に
生
ず
る
精
神

的
・
身
体
的
負
担
の
一
助
と
し
て
、

福
祉
手
当
（
月
額
五
千
円
）
を
障
害

者
本
人
に
支
給
し
ま
す
。

制
度
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＠
支
給
要
件

①
障
害
の
範
囲

口
両
眼
の
視
力
の
和
が
O
·
O

ニ

以
下
の
も
の

口
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い

て
も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
か

で
き
な
い
程
度
の
も
の

団
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

を
有
す
る
も
の

口
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く

と
ま
、
'
,
 

旧
村
当
時
の
梅
島
は
、
戸
数

約
四
百
五
十
戸
程
度

で
あ
り
、
当
時
の
道

路
な
ど
も
変
わ
り
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

役
場
職
員
も
写
真

の
よ
う
に
、
僅
か
十

九
人
と
い
う
少
人
数

で
、
諸
事
務
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い

ま
や
大
変
職
員
も
増

え
百
人
を
越
え
る
と

聞
く
。
大
変
大
き
く

な
っ
た
も
の
だ
。

当
時
先
を
競
っ
て

仕
事
を
し
て
い
た
人

も
故
人
と
な
っ
て
し

ま
い
、
実
に
痛
切
な

思
い
で
あ
り
ま
す
。

（
私
は
最
前
列

左
か
ら
二
番
目
）

し‘

・

~
9
,
.

品
[
よ
盲
[

在
宅
重
度
障
害
者
の
た
め
の

福
祉
手
当
制
度
の
活
用
を

も
の

困
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も

の
因
両
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失
っ

た
も
の

国
体
幹
の
機
能
に
座
づ
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を

有
す
る
も
の

り
身
体
の
機
能
障
害
、
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状

精
神
の
障
害
、
ま
た
は
重
複
す

る
障
害
か
、
□
1

国
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

②
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

③
廃
疾
を
支
給
事
由
と
す
る
別
の

制
度
の
給
付
（
障
害
福
祉
年
金
を

除
く
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

④
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
に
収
容
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。

以
上
の
事
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
役
場
住
民
課
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
納
付

公
民
飽
建
設
の
だ
め
に

委
員
会
招
集
さ
れ
る

I
I

村
民
み
ん
な
の
顆
い
で
あ
る
公
民
室
‘
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
、
視
聴

館
建
設
”
昭
和
五
十
三
年
度
の
建
設
覚
室
、
研
修
室
、
大
会
議
室
な
ど
を

を
め
ざ
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
そ
備
え
た
も
の
に
な
る
予
定
で
す
。

し
て
よ
り
良
い
建
設
を
推
し
進
め
る
第
一
回
目
の
建
設
委
員
会
が
開
か

た
め
の
調
査
な
ど
を
行
う
公
民
館
建
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
村
民
の
み
な
さ

設
委
員
会
の
第
一
回
目
の
話
し
合
い
ん
か
、
交
流
の
場
と
し
て
利
用
で
き

か
四
月
二
十
七
日
役
場
会
議
室
で
行
る
公
民
館
の
着
工
ヘ
一
歩
前
進
し
た

わ
れ
ま
し
た
。
わ
け
で
す
。

こ
の
委
員
会
は
議
会
議
員
や
各
階

層
の
人
達
三
十
人
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
‘
委
員
長
に
は
村
長
か
当
た
り

ま
す
。こ

の
日
、
開
か
れ
た
委
員
会
で
は

優
良
公
民
館
な
ど
の
視
察
や
検
討
会

を
行
う
な
ど
‘
公
民
館
か
建
設
さ
れ

る
ま
で
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。ま

た
、
公
民
館
の
概
要
か
事
務
局

よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
‘
二
階
建
て
総
工
事
費
は
約
三
億

円
で
、
一
階
の
床
面
柏
か
七
二
九
，
m

、

二
階
か
七
八
四
・
五
1
m、
合
計
一
五
一

三
．
h
m

（
約
四
五
八
坪
）
で
‘
図
書

5
2年
度
の
概
算
労
働
保
険
料
と
‘

5
1年
度
の
確
定
労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
手
続
き
を
5

月

1
6日
ま
で
に
し

て
く
だ
さ
い
。

納
付
手
続
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
送

付
さ
れ
て
い
る
保
険
料
申
告
書
と
‘

こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
納
付
書
（
三

枚
と
も
）
を
切
り
離
さ
ず
、
保
険
料

を
添
え
て
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
も

し
く
は
郵
便
局
に
納
付
し
て
く
だ
さ

、
。

し

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

—母親 1 年生ーーかあー一母親 1 年生ーーかあー一母親 1 年生―かぉ—母親 1 年生―かあー一

親のありがたさ
を今になって知る

金子一枝さん
（入ヶ谷）

昨年 8 月末，不安と期待の

入り混じった複雑な気持ちで

私は 1 児の母親となりました。

そして 9 ヵ月，今，痛切に

感じている事は，子ども 1 人

育てる事か， どんなに大変な

事かという事です。結婚前，よくこんな言葉を耳にしました。

『親のありがたさは，親になって初めて知る』。本当にその通

りだと思います。でも，さんざんわかままをいって，やっと

囀た我が児の寝顔，私を見て，にっこり微笑んだあどけない

顔，そして，かわいい仕草，そんなわか児を見ると，この児

の為なら， どんな事でもしてやらねばという責任感にかられ

ます。

最後に，この児に望む事は，ハツラツとした誰からも好か

れるよっな，やさしい児になってほしいと思います。

我が家の王様は
乃里子です

小暮定江さん
（斗合田）

昨年10 月に，待望の子ども

に恵まれ，夫と両親，妹とベ

イビーの六人で毎日幸福に暮

らしております。なんといっ

ても我が家の中心は， 8 ヵ月

-- •．ー になる‘‘乃里子”です。いま

にも落ちそうなホッペ，小さい口，まあるいおめめ，鼻は高

からず低からず，何の変哲もない平凡な女の子ですか，顔を

見ていると，母となった喜びをひしひしと感じます。赤ちゃ

んの健康には十分注意しているつもりですが，なんとしても

ロのきけないだけに， とても神経をつかいます。以前便秘に

なった時には，母親 1 年生の私はとまどい，保健婦さんや両

親，友人などに聞いたりするなど， とても心配させられまし

た。自己中心的な今の世の中で， この児だけはおもいやりの

あるやさしい心をもった人になってもらいたいと思います。
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家
庭
は
児
童
手
当
支
給

子
供
が
三
人
以
上
い
る

►

二
百
八
十
人
が
入
園

四
月
六
日
、
三
保
育
園
の
入
園
式

が
午
前
十
時
よ
り
行
わ
れ
、
こ
の

日
、
三
保
育
園
で
二
百
八
十
人
の

園
児
が
各
ク
ラ
ス
別
の
担
当
の
保

母
の
と
こ
ろ
で
受
付
を
済
ま
せ
ま

し
た
。初

め
て
の
集
団
生
活
の
た
め
か

み
ん
な
園
児
は
、
や
や
不
安
気
味
。

い
つ
ま
で
も
お
母
さ
ん
か
ら
離

れ
な
い
で
、
保
母
を
困
ら
せ
て
い

る
児
な
ど
も
い
た
が
、
式
を
終
え

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の
安

定
と
次
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成

二

ュ
ー
ス

る
こ
ろ
に
も
な
る
と
、
緊
張
も
と

れ
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
、
式
を

終
え
ま
し
た
。

◄

血
の
通
っ
た
助
け
合
い

四
月
十
九
日
、
江
黒
の
小
島
ベ

レ
コ
ー
ル
（
株
）
の
従
業
員
二
十
九

人
か
、
健
康
な
う
ち
に
、
少
し
で

も
杜
会
の
た
め
に
役
に
た
て
た
ら

と
す
す
ん
で
献
血
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
次
か
ら
次
へ
と
献
血
さ

れ
日
本
赤
十
字
社
の
方
も
「
地
域
、

職
場
ぐ
る
み
で
献
血
し
て
く
れ
る

と
‘
常
に
不
足
か
ち
な
血
液
を
大

い
に
補
っ
て
く
れ
る
の
で
、
ほ
っ

と
し
ま
す
よ
」
と
感
謝
し
て
お
り

ま
し
た
。

石

一
磁H
“

お
よ
び
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
か

目
的
で
す
。

児
童
手
当
は
、
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
か
あ
る
日
本
国

民
で
あ
る
こ
と
。

②
1
8オ
未
満
の
児
童
を
3

人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
1

人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で

あ
る
こ
と
。

③
前
年
の
収
入
か
一
定
の
額
（
た
と

え
ば
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、

扶
養
親
族
5

人
の
場
合
四
六
四
万

五
千
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

こ
の
児
童
手
当
は
、
各
種
の
福
祉

年
金
や
児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い

る
人
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
村
長
に
認
定
請
求
書
を
提
出

し
、
そ
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

県
で
は
県
内
の
経
営
基
盤
の
弱
い

小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化

を
促
進
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
、
信
用
金
唐
、
信
用
組
合
を
窓
口

と
す
る
「
小
企
業
特
別
小
口
融
資
制

度
」
を
四
月
一
日
よ
り
発
足
し
ま
し

こ
。t
 この

融
資
制
度
を
ご
利
用
し
た
い

方
は
次
の
条
件
、
資
格
か
必
要
で
す
。

〇
融
資
対
象

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
五
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
二
人
）
以

下
の
小
企
業
者

〇
融
資
条
件

資
金
使
途

融
資
限
度
額

運
転
資
金

一
企
業
二
百
万
円

以
内

融
資
期
間
三
年
以
内

融
資
利
率
年
八
％
以
内

0

信
用
保
証
保
証
料
年

0
.―
―
%

0

そ
の
他
こ
の
制
度
に
よ
る
融
資

小
企
業
特
別
薗
資

制
度
を
利
用
し
て
は

り
ま
せ
ん
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
役

場
住
民
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
は
、
3

人
以
上
の
児
童
の

う
ち
出
生
順
に
数
え
て

3

人
目
以
降

の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
1

人
に

つ
き
月
額
五
千
円
で
す
。

ま
た
、
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、

す
べ
て
毎
年
6

月

1

日
か
ら
6

月

3
0

日
ま
で
の
間
に
、
児
童
手
当
現
況
届

を
村
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
資
格
か
あ
っ
て
も
、

6

月
分
以

降
の
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る
こ

と
か
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

は
、
無
担
保
で
保
証
人
は
、
信
用

金
庫
及
び
信
用
組
合
所
定
の
方
法

に
よ
り
行
う
。

村
内
の
地
価
公
示

地
価
公
示
は
、
毎
年
一
回
標
準
地

の
正
常
な
価
格
を
公
示
し
、
一
般
の

土
地
の
取
引
価
格
に
対
し
て
指
標
を

与
え
る
と
と
も
に
、
公
示
さ
れ
た
価

格
を
公
共
事
業
用
地
の
取
得
価
格
算

定
の
規
準
と
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
適
正
な
地
価
の
形
成
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
本
村
の
標
準
地
の
公

示
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
標
準
地
番
号
1

（
地
目
宅
地
）

大
字
中
谷
三
八
九
番
三

地
積
二
六

0
面

価
格
一
万
百
円
（
一
面
当
り
）

●
標
準
地
番
号
2

（
地
目
宅
地
）

大
字
新
里
三
三
六
番
一

「
お
あ
か
さ
ん
の
手
」

耐
『
』
と
入
遍

ん
ち

新
井
和
子
ゃ

地
積
三
四
七
面

価
格
九
千
円
（
一
面
当
り
）

●
標
準
地
番
号
3

（
地
目
宅
地
）

大
字
江
黒
五
0
九
番
ニ

地
積
四
九
五
面

価
格
六
千
百
円
（
一
面
当
り
）

子
ど
も
達
は
お
か
あ
さ
ん
を
ど
の

よ
う
に
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
：
·

朝
日
新
聞
社
で
は
、
県
教
育
委
員
会

の
協
力
を
得
て
「
お
か
あ
さ
ん
」
の

詩
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
二
千
五
百

九
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
一
っ
で
あ
る
新
井
和
子

ち
ゃ
ん
（
東
小
学
校
四
年
）
の
詩
が

み
ご
と
入
選
（
十
点
）
し
ま
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
の
手
」
と
題
し
た
和

子
ち
ゃ
ん
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

新
井
和
子

に
ら
を
つ
く
る
お
か
あ
さ
ん
の
手
が

き
か
い
の
よ
う
に
動
く
。

赤
く
ふ
く
ら
ん
だ
し
も
や
け
の
手
に

茶
色
に
光
っ
た
に
ら
の
こ
け
ら
か

か
ざ
り
の
よ
う
に
く
っ
つ
い
て

あ
か
ぎ
れ
の
ゆ
び
か

に
ら
の
し
る
で
ぬ
れ
て
い
る
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
い
た
い
？
」

「
そ
り
ゃ
あ
、
す
こ
し
は
ね
。
」

つ
め
た
そ
う
な
に
ら
の
た
ば
が
ま
だ

い
っ
ぱ
い
。

早
く
春
が
く
れ
ば
い
い
の
に
。

シ
リ
ー
ズ
⑤

放
育
と
考
え
る

我
か
国
の
学
校
教
育
か
急
速
な

普
及
発
展
を
遂
げ
、
高
等
学
校
へ

の
進
学
率
が
、
九
0
パ
ー
セ
ン
ト

（
本
村
で
は
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
越
え
る
に
至
り
、
こ
の
よ
う
な

現
状
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

か
、
ま
た
‘
学
校
教
育
の
現
状
か

ら
み
て
真
の
意
味
に
お
け
る
知
育

を
充
実
し
、
児
童
生
徒
の
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
あ
る
発
達
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
か
等
の
問
題
か

あ
り
、
学
校
教
育
に
対
す
る
国
民

の
関
心
か
非
常
に
高
ま
っ
て
き
た
。

文
部
省
は
召
和
四
十
八
年
十
一

呵

月
教
育
課
程
審
議
会
に
対
し
「
小

学
校
中
学
校
高
等
学
校
の
教
育
課

程
の
改
善
に
つ
い
て
」
次
の
三
点

を
諮
問
し
た
。
―

一
、
高
等
学
校
教
育
の
普
及
に
伴
う

教
育
内
容
の
在
り
方
に
つ
い
て

―
-
、
小
学
校
中
学
校
高
等
学
校
を
通

じ
た
調
和
と
統
一
の
あ
る
教
育

内
容
の
在
サ
方
に
つ
い
て

―
―
-
、
児
童
生
徒
の
学
習
負
担
の
適
正

化
を
図
り
、
基
本
的
事
項
の
指

導
を
徹
底
す
る
た
め
の
教
育
内

容
の
在
り
方
に
つ
い
て

審
議
会
は
そ
の
後
三
年
間
延
べ

百
六
十
数
回
企
会
議
を
開
き
慎
重

な
審
議
を
重
ね
、
昭
和
五
十
一
年

十
二
月
文
部
大
臣
に
答
申
し
た
。

今
回
の
答
申
ま
現
行
の
学
校
教
育

T
'
 

法
に
定
め
る
学
校
教
育
の
目
的
と

目
標
に
沿
い
、
今
後
の
社
会
に
お

い
て
学
校
教
育
の
果
す
べ
き
役
割

や
機
能
に
つ
f
て
述
べ
て
い
る
。
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；~お、［＞ ｀青門仁iiだ：閲： ；、〗；畠合： ：こ、乱 9: i ̀  
ら互ひかててあを‘ し＇こべ思しでので母ヨ健さーか゜
不い＇ろ注はいちしふ ても‘いいは気すのン在んつらこ房
思のかか゜るやてだ はつ高きこ多持゜心をのをで輸の L
議心つれき新んいん いた価つと少を 労胸方亡す入行日
でもてたゅ茶にた子 かもなても‘急 をにはく゜さ事曜
すほゆおうをもだ守 かのも感あそに 慰つ赤し れは＼日
ねぐく湯す一‘いリ でをの謝りこ改 めけのた た戦ば·

゜凸；に、冒夏ま：と ：レ゜：．言まし只［ 霊て、 1] 届息讐ヽ＞

〇私の母はこんな人

®私から母へ

®母に何点あげますか

〇プレゼントしたいも

のは

< 

/ 

` ママ島田勝子さん
〇私のお田さんは，ふとってい

て美人じゃないけどとてもやさ

しいあ田さん。いつも一人で把

に行って仕事をしていま可。

台所でりょうりを作る時，歌

をうだいなガらとつても楽しそ

う。きっと歌に合わせてやって

いるのだろう。あ田さんはよく

柏を車で買物につれていつてく

れま可。私のほしいものは，な

んでも買つてくれま芍。そんな

あ田さんガ私は大可きで可。

〇お田さん，毛つと｛本をほそく

して。だってそんなにふとつて

いると力っこわるいよ。お父さ

んみだいにもつとやせれば。で

もあんまり細くなると私みだい

になってしまう方ら，いっぱい

食べて，いっぱいはだらいて，

いっぱい運動を可ればいいよ。

「だのみま弓ガら，そうして，

もっとかつこいいお田さんに，

なって下さいQJそれガら車にの

せてくれるのはいいけどもっと

しすかこうんてんしないとじこ

をあこしま可よ。

®80点

0美しくなるようにロベニをプ

レゼンドしだいと思いま可。

小
学
四
年

島
田
和
恵
ち
ゃ
ん

l
 

ママ伊藤政江さIv
〇私の田は美容師で可。そのだ

めなにガと行事のある前の巳に

はとっても忙ガしそう。朝早く

カ‘ら夜あそくまで本当に大変だ

と思います。そんな田なので，

私など，まつだくわガままや，

あまえることガできない状態で

可。

田の手は白くきれいな手で可

ガ，時には赤くはれて「いだい，

いだい」というときガありま
可。私はそんなとき瓢でお

サラを洗つだり，あフロをわガ

しだりしま可。

〇私の休みと，田の休みガちガ

うので田の休みガ日曜日こなる

といいなーと思いま可。

田はとつても忘れものガはげ

しいので亨。おサイフなど，ど

こガヘ置き忘れだり可ると，

「ひろみガどこガヘやつだのだ‘

ろう」と私のせいに可るのでq。

私のせいにしないでください。

@80点

0田はいつもあちこち動き回っ : 

ているのでとつてもつガれてい : 

ると思いま可ガら，肩をだだい : 

てやりだいと思いま可。 { 

小
学
五
年

伊
藤
寛
美
ち
ゃ
ん

口ママ福島登志子さん〇払の田は岳日，ビニールハウ

スの中で花栽培をしていま可。

そして，いガいと美人です。き

っと，岳巳円巴美しいシワラメ

ン君子蘭ミニカーネーション

などの花とにらめつこしている

ガら美しくなつだのだろうと思

います。四月上匂ごろガらシワ

ラメンの鉢上げガ始まりま可。

そのころになると私のことなど

そっちのけ，夜業をしてまで花

と取り組んでいます。そんなお

田さんを見ていると，巴日大変

だなーと思いま可。

®最近，自動車の免計をとつだー：
のだから，ひまなときは，田の

運転でどこガヘつれていってほ

しいと思いま可。だけど，免爵

をとつだば力‘りだガら，じゅう

ぶん注意して乗ってください。

それガら，田は時々大きな声

で「ワッハッI \.Jと笑いま可。

遠くにいても，まだお田さんだ

と可くわガりま可。 1ますガしい

からやめてください。

@95点

0本当はダイヤモンドと高級自

動車をやりだいガ，プしゼント

可るものはハンカチとスカーフ

小
学
六
年

福
島
和
美
ち
ゃ
ん

ママ渡辺悦子さん
®私の田はとつてもあっちょこ

ちょいで，ガスの元せんをしめ

ないで，どこガヘ行ってしまつ

だり，ごはんのとき弟の茶わん

とまちガえだりします。まだ，

とつても歌ガヘだなのに，気げ

んがいいと，いつも／＼ナ歌をう

だっています。そして岳巳，お

父さんと二人で畑で仕事をして

いるそんなお田さんで可。

®もう少し「深雪00しなさい，

00しなさい」と一方的に言わ

ないで，私の意貝も聞くような

あ田さんになってください。特

時やる夫婦げんガや，大きなく

しゃみはやめてくれればいいと

思いま司。あ田さんは，いつも

「忙ガしい，忙ガしい」と言っ

ていて，私の相談にのつてくれ

ないので，できるだけ，ヒマを

つくつて，私の相談相手になっ

てください。qいぶん，きつい

事を書きましだガ，私も田の希

望にそえるよう勉強しますガら

田も守ってください。

®70点

〇少ないおこす力‘いを，だめて

買えるだけだまつだら，サンダ

ルをプレゼントしだいです。

小
学
六
年

渡
辺
深
雪
ち
ゃ
ん
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け居転
はな入
14 ど・
日の転
以異出

内 冒 . 
に転

防
衛
庁
で
は
本
年
度
二
等
陸
海
空

士
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
十
八
才
以
上
二
十

五
才
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
健

康
な
青
年
で
、
学

校
教
育
法
に
定
め

る
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す

る
者
で
し
た
ら
誰

で
も
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

給
与
・
衣
食
住

な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
役
場
住
民

課
、
ま
た
は
、
自

衛
隊
太
田
出
張
所

o
-―
七
六
⑫
七
四
二
九

へ
お
問
い
合
わ
せ

確定申告の言J正と

不服の申し立ては
所
得
税
の
確
定

申
告
の
時
期
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、

税
金
の
計
算
に
間

違
い
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

も
し
、
税
額
を

少
な
く
申
告
し
て

い
た
と
き
は
「
修

正
申
告
」
を
す
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、

税
務
署
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は

い
つ
で
も
で
き
ま

す
か
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
し
た
方
か
有
利
で
す
。

反
対
に
多
く
申
告
を
し
て
い
た
と

き
は
、
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
よ

総
務
課
広
報
係
で
は
、
毎
月
広
報

に
の
せ
る
写
真
を
撮
っ
て
お
り
ま
す

ト
メ

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を

差
し
上
げ
ま
す

う
に
「
更
正
の
請
求
は
を
す
る
こ
と
」

か
で
き
ま
す
。
こ
の
更
正
請
求
は
来

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
税
務
署
か
ら
、
申
告
を
し

た
税
金
か
少
な
い
の
で
不
足
分
を
納

め
る
よ
う
通
知
を
受
け
た
と
き
、
そ

の
内
容
に
不
服
が
あ
れ
ば
ニ
ヵ
月
以

内
に
異
議
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

こ
の
異
議
申
し
立
て
の
結
果
に
な
お

不
服
が
あ
れ
ば
、
国
税
不
服
審
判
所

ヘ
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林

税
務
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

走
り
ゆ
く
交
通
安
全
宣
伝
カ
ー
命
ま

も
れ
と
叫
ぶ
ま
ご
こ
ろ

青
木
光
子

小
春
日
和
枯
野
に
白
鷺
遠
ち
近
ち
に

小
首
か
し
げ
て
考
へ
い
る
か山

形

文

芸

欄

樹
木
か
生
い
茂
り
隣
近
所
の

家
の
縁
先
ま
で
日
陰
に
し
た
り

道
路
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
樹
木
は
、
近
所

の
方
に
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

都
会
で
は
、
家
屋
に
よ
る
日

陰
で
も
日
照
権
問
題
と
し
て
論

議
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
射
し
は
、

み
ん
な
の
顆
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
道
路
際
の
樹
木
か
伸

び
る
と
、
見
通
し
を
悪
く
し
、

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
ま
た
交
通
事
故
防
止
の

た
め
、
伸
び
た
枝
は
‘
良
心
的

に
切
り
取
り
ま
し
よ
う
。

自
治
功
労
で
表
彰

東
小
公
仕
の
杉
山
忠
蔵
さ
ん
は
永

年
に
わ
た
り
、
自
治
行
政
に
寄
与
し

た
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
町
村
会
よ
り

.............................. 
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の
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青
年
洋
上
大
学
に

参
加
し
て
は

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
井
議
長
と
堀
口
副
議
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
、
議
長
と

し
て
、
ま
た
副
議
長
と
し
て
の
功
績

か
讃
え
ら
れ
、
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

か
、
み
な
さ
ん
か
ら
「
広
報
に
の
っ

た
写
真
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
広
報
紙
に

の
っ
た
写
真
、
あ
る
い
は
、
そ
の
場

に
い
て
カ
メ
ラ
に
撮
ら
れ
た
と
憶
え

の
あ
る
人
は
‘
希
望
の
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
広
報
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
運
動
会
や
保
育
園
の
園
児

な
ど
の
写
真
か
た
く
さ
ん
保
存
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

昭
和
5
2年
1
2月
上
旬
ー
中

旬
(
+
七
日
間
）

▼
寄
港
地
沖
縄
・
香
港
・
マ
ニ
ラ

▼
費
用
参
加
費
用
七
万
円
•
そ
の

他
、
旅
券
や
保
険
な
ど
一

万
五
千
円

三
人
（
男
二
人
・
女
一
人
で

う
ち
一
人
は
補
欠
と
な
る
）

県
全
体
で
は
百
八
十
人
の

人
員

満
2
0オ
以
上
3
0オ
未
満

（
昭
和5
3年
4

月
1

日
現
在
）

▼
申
し
込
み
先
六
月
末
日
ま
で
に

役
場
の
住
民
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

群
馬
県
洋
上
大
学
は
本
県
の
青
年

を
乗
船
さ
せ
‘
研
修
及
び
規
律
あ
る

団
体
生
活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
錬
す

る
と
と
も
に
、
寄
港
地
に
お
い
て
、

日
本
文
化
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
国

際
的
視
野
を
広
め
、
も
っ
て
郷
土
を

担
う
中
堅
青
年
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
程
や
応
募
資
格
は
次
の
と
お
り

t
;
§
§
を
；
t
-
あ
し
ら
せ
一
§
＄
を
…
§
§
一
お
し
ら
せ
一
t
§
を
；
§
§
名
＄

自衛官を

募集しています

長
距
離
の
受
話
機
に
伝
ふ
姉
の
声
た

ま
さ
か
な
通
話
に
い
つ
か
若
や
ぐ

中
島
あ
い
子

故
も
な
く
通
ふ
も
の
あ
り
汐
鳴
り
に

石
投
げ
続
け
る
若
者
あ
り
き坂

上
千
枝
子

睡
連
の
新
芽
浮
み
て
ぬ
る
む
池
金
魚

買
ひ
来
て
今
年
も
は
な
っ

細
田
武
子

用
足
し
の
道
辺
に
咲
け
る
雪
柳
綿
帽

子
の
花
嫁
立
て
る
か
に
見
ゆ富

塚
富
江

古
り
た
る
大
樹
に
誇
る
藪
つ
ば
き
離

島
の
流
転
に
彩
色
尽
き
ず

岡
安
ふ
み

月
光
も
お
ぼ
ろ
お
ほ
ろ
の
宵
ふ
け
て

海
棠
の
紅
わ
ず
か
き
ら
め
く高

橋
正
枝

（
来
月
も
短
歌
で
す
）
順
不
同

良
心
的
に
コ
サ
切
り
を

• ▼会方た 塁 税

悶 日がにの と 工 追
時行 り でさし 加わ ‘れては

明時 5 れて ! る初三減
よ月 次 こめ千

[ り 26 {の とて億税の
開日 と にの円

工催 おな り の説
館会 午前 説り者当まり税加追 明
10 明のしが減会

▼
年
令

▼
人
員

で
す
。

▼
日
程

交
通
事
故
相
談

▼
日
時

5

月

1
9日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
検
診
2
6
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
ー
ニ

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産

税
、
自
動
車
税
、
国
民
年
金
、
明

和
土
地
改
良
区
費
、
有
線
放
送

使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
旦
役
場
第
一
会
議
室

三
十
目
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

I
I
]
矢
島
公
民
館

く
だ
さ
い
。

• • 

場所 日i 役時時5 
ー場第 午後1 1月日7 —$ -̀-̀ :‘ 
会 3

議室時ま午前 相談
で‘10
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1

0

 

7
 

--p • 
第 1

発行所

編集

印刷所

8 9 号
明和村役場

総務課

広報係
小林印刷所

春草
は
あ
だ
だ
力
に

緑
の
色
を
つ
け

川
は
雪
解
け
水
を
は
こ
び

そ
の
上
を
渡
し
船
万

行
っ
だ
り
来
だ
り

行四魚一岸夏
っ、は段辺
だ五喜との
り馬び涼凰
来刀のしは
だのしさ
り工 13いを
ンき増
ジをし

：胃

秋揺
ね
る
可
弓
き
に

尾
花
は
散
り

い
わ
し
雲
は
水
に
映
り

み
ん
な
の
足
の
干
津
井
汎
万

行
っ
だ
り
来
だ
り

又l
l

全
て
の
も
の
万
身
を
包
み

枯
れ
野
に
凰
は
可
さ
み

水
は
寒
刀
と
没
立
ち

身
を
網
め
だ
船
頭
万

行
っ
だ
り
来
だ
り

＊ソポン饂

一千津井の渡し船一

タバコ消費税

1 人当たり I. 728 円（年額）

// I. 266 円／／

II,  616 円／／

1 ヵ月一世帯当たり 21.36m'

II II I 7. 82 m' 

9 8 件

8 9 件

8 9 件

農業粗生産額

2.383百万円

I. 147 II 

854 II 

在
前
前

現
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数
字
で
見
る
我
が
村
年
年



昭和52年 6 月 10 日 広 幸艮 め し＼ わ 第189号 (2) 

〔
主
な
議
案
内
容
〕

▼
村
土
地
開
発
公
社
の
借
入
資
金
融

資
に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て

村
土
地
開
発
公
社
か
西
小
学
校
用

地
、
公
民
館
用
地
、
社
会
体
育
館
用

地
取
得
の
た
め
‘
借
入
れ
た
額
に
つ

い
て
、
も
し
損
失
か
生
し
た
場
合
は

村
か
そ
の
損
失
額
に
対
し
て
補
償
を

行
う
も
の
で
す
。

▼
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

①
障
害
者
‘
老
年
者
、
未
成
年
者
、

寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
限
度
額
か

七
十
万
円
か
ら
八
十
万
円
に
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

②
低
所
得
者
に
対
す
る
負
担
の
軽
滅

措
置
の
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の

基
準
か
九
万
円
か
ら
十
二
万
円
に
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
法
人
の
均
等
割
の
税
率
か
下
記
の

表
の
通
り
引
上
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
か
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
内
で
軽
自

動
車
等
の
所
有
者
か
四
月
一
日
以
降

法 人 の 区 分 改正後（年額） 現行（年額）

l 資本の金額又は出資金頷が1億円を越え，
80,000円 24,000円

かつ，従業員か100人を越える法人

2 資本の金額又は出資金額が1億円を越え，
かつ，従業員か 100 人以下の法人及び資

24,000 12,000 
本の金額又は出資金額か1千万円を越え，

1 億円以下の法人

3 資本の金額又は出資金額か 1 千万円以下
8,000 7,200 

の法人等（上記以外の法人）

52年 4 月 1 日以降に事業年度か終了したものから適用されます。

第
二
回
定
例
村
議
会
か
五
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
て
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
①
村
土
地
開
発
公
杜

の
借
入
資
金
融
資
に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て
②
村
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
③
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
農
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
学
校
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
以
上
五
議
案
か
上
程
さ
れ
、
い
す
れ

も
原
案
ど
お
リ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
一
般
質
問
四
件
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
変
更
か
あ
っ
て
も
、
そ
の
年
度
の

末
日
に
変
更
か
あ
っ
た
も
の
と
み
な

す
も
の
で
す
。

第
六
回
村
政
功
労
者
の
表
彰
式
か

五
月
三
十
一
日
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
受
彰
さ
れ
た
方
は
中
谷
の

元
区
長
会
長
の
折
原
重
郎
さ
ん
で
す
。

折
原
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
‘
村

政
の
発
展
と
村
民
福
祉
の
増
進
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
か
顕
著
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
功
労
に
対
し
て
表
彰
か
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

式
は
‘
は
じ
め
に
折
原
さ
ん
に
村

長
か
表
彰
状
と
銀
盃
を
贈
り
、
長
年

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
折
原
さ
ん
は
「
当

然
区
長
と
し
て
、
ま
た
、
区
長
会
長
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た
だ
け

の
こ
と
で
す
か
、
表
彰
さ
れ
る
と
も

な
る
と
誠
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
村
の
発
展
の
た
め
、
出

来
る
だ
け
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

◎
折
原
重
郎
さ
ん

昭
和
四
十
二
年
八
月
に
中
谷
区
長

と
し
て
、
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
六
年

四
月
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
ま
で

の
間
区
長
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
と
し
て

大
い
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

”
永
年
勤
続
者
”

圃
と
し
て
表
彰
訓

五
月
三
十
一
日
、
役
場
で
永
年
勤

続
職
員
と
し
て
籾
山
幸
一
さ
ん
（
千

津
井
）
、
折
原
功
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
、

内
田
よ
し
さ
ん
（
江
口
）
の
三
人
か

村
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

村
政
功
労
者
に
折
原
重
郎
店

般
質
問

防
災
体
制
な
ど
き
く

こ
定

一
部
改
正
に
つ
い
て

農
業
被
害
の
う
ち
今
ま
で
対
象
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
果
樹
の
樹
体
被

害
に
つ
い
て
新
た
に
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
被
害
農
家
の

立
場
に
た
っ
た
融
資
の
細
分
化
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

〔
一
般
質
問
事
項
〕

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

現
在
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
世

帯
主
課
税
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

世
帯
単
位
の
課
税
か
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
保
険
給
付
は
な
く
課

税
面
に
つ
い
て
の
み
負
担
か
か
か
っ

て
来
て
い
る
世
帯
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
不
合
理
を
な
く
す
た
め
に
被
保
険

者
て
な
い
世
帯
主
に
係
る
所
得
割
‘
●
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
青
少

資
産
割
及
び
均
等
割
額
は
課
税
額
に
年
広
場
を

算
入
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
●
村
内
各
地
に
お
け
る
防
災
体
制
は

ま
た
、
課
税
限
度
額
を
十
五
万
円
ど
う
な
っ
て
い
る
か

か
ら
十
七
万
円
に
引
上
け
ま
し
た
。
●
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

▼
農
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条
例
の
●
中
部
小
学
校
新
設
に
つ
い
て
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要置に

旦｀` のにヘ
とな並

ーおり禾
りま足
でし』
t竺で捻力：児ずつ肛l同せ子らやンカ~園製よに中

て→合ど作 たれを なく絵‘につ児作うな央
い風つとつ風いた完四どもの鯉絵てはをとろ幼
るよて鯉たかな棒成日さく具ののの始行‘う稚
児吹いを鯉吹かにさ間まとをぼ具製めい大と園
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し‘止らるほ‘‘た歌立匹゜い児たま服の り自で
た祈む話 L 〈゜をての る‘いつや具 の覚良
°つとしなの うら鯉 児もなたズを 協さい

大
き
A
£
用
）
t
）
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五
月
六
日
か
ら
金
利
の
引
き
下
げ

か
行
わ
れ
ま
し
た
か
、
福
祉
手
当
受

給
者
な
ど
か
昭
和
五
十
二
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
金
融
機
関
に

預
け
入
れ
る
期
間
一
年
の
定
期
預
金

ま
た
は
定
期
貯
金
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
意

.

-

の
範
囲
内

四
預
金
の
種
類

預
入
期
間
一
年
の
定
期
預
金
ま
た

曰
対
象
者

別
表
の
人

口
取
扱
期
間

昭
和
5
2年
5

月

1
6日
か
ら
昭
和

5
2

年
1
2月
3
1日
ま
で

曰
預
入
限
度

預
入
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
万
円

福
祉
手
当
・
年
金
受
給
者
な
ど

會
宮
で
の
重
霜
で
頸
聾

脳
卒
中
か
、
国
民
の
死
因
の
第
一

位
と
な
っ
て
か
ら
二
十
五
年
も
た
ち

ま
す
。
そ
の
死
亡
率
は
男
女
と
も
に

世
界
一
で
、
し
か
も
段
ち
か
い
に
高

い
の
で
す
。

脳卒中を

防ごう

(1) 驚くべきこの現実

さ
ら
に
群
烏
県
は
全
国
平
均
に
く

ら
べ
て
三
割
も
高
く
‘
館
林
・
邑
楽

地
区
は
大
体
県
平
均
並
み
で
す
。
し

か
し
驚
く
の
は
こ
の
数
字
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞

や
雑
誌
の
医
学
欄
に
あ
ら
ゆ
る
機
会

で
啓
蒙
宣
伝
か
、
繰
り
返
さ
れ
、
保

健
所
も
折
あ
る
ご
と
に
健
康
診
断
や

衛
生
講
話
な
ど
で
指
導
す
る
の
で
す

か
、
こ
れ
か
一
般
の
皆
さ
ん
に
ほ
と

ん
ど
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
。
血
圧
の
高
い
人
は
正
常
血
圧
の

人
の
十
三
倍
も
脳
卒
中
を
起
こ
す
こ

と
か
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に
医
療

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
常
生
活
の

注
意
事
項
、
特
に
食
生
活
の
注
意
か

全
く
な
い
か
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
現

実
、
こ
れ
こ
そ
か
‘
驚
く
べ
き
こ
と

な
の
で
す
。
（
館
林
保
健
所
長
）

つみ
〈ん
ろ、 な
つで

伝‘よ
え守い
よろ環
っう境

本
年
度
の
米
の
政
府
買
上
け
限
度

数
量
か
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
一
俵

6
0k
g
)

う
る
ち
三
万
二
千
四
百
八
十
一
俵

も
ち
一
千
二
十
八
俵

昨
年
と
比
べ
て
う
る
ち
は
す
こ
し

減
少
し
て
い
ま
す
か
逆
に
も
ち
に
つ

い
て
は
倍
近
く
増
え
て
お
り
ま
す
。

米
の
買
上
げ

数
量
決
ま
る

預 入 対 象

（国民年金法）

老齢福祉年金受給

障害 II II 

母子 II II 

準母子 II II 

者

（児童扶養手当法

児童扶養手当受給

（特別児童扶養手
に関する法律）

特別児童扶養手当

福祉手当受給者

）
者

当等の支給

受給者

（原子爆弾被爆者
別措置に関する法

特別手当受給者

健康管理手当受給

保健手当受給者

者 金融機関の窓口で提示
する証書名

国民年金証書

児童扶養手当証書

特別児童扶養手当証書

福祉手当受給者証明書

※受給者証明書は館林福祉
事務所で発行します。

に対する特
律）

者

特別手当証書

健康管理手当証書

保健手当証書

て
行
う
た
め
k
設
け
ら
れ
た
御
度
で

す
。
ぜ
ひ
、
二
十
オ
に
な
っ
た
ら
加

入
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続

は
、
役
場
住
民
課
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
定
期
貯
金

国
利
率

年
六
・
七
五
％

因
預
入
手
続

預
入
者
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
で

証
書
あ
る
い
は
証
明
書
を
提
示
す

る
。

わ
が
国
で
は
二
十
オ
に
な
る
と

成
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が
認
め
ら

れ
、
同
時
に
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
も
そ
の
一
っ
で
す
。

若
い
人
は
老
後
は
遠
い
先
の
こ
と

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
か
、
老
後

の
生
活
設
計
は
若
い
う
ち
か
ら
自
分

で
考
え
、
準
備
す
る
必
要
か
あ
り
ま

す
。国

民
年
金
制
度
は
、
老
後
の
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
の

と
き
の
所
得
保
障
を
国
民
が
連
帯
し

. 

国
民
年
金
に
加
入
を

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

とい子時 るいの ② ①た
ははど間間こ生でつてにつなーにそ生で達あも は乳
い親もを食と活はまいなてど度はこまの全るで乳ま児乳そ
けのかきもがかなりるる来ーで虫でれ生て゜も児つ院歯れ
ま都欲め三出我い‘事素たにも歯生て活かし‘院たでがt
せ合して度来かの虫が地時引親か活す体あか虫でく育生次
んでか与のる子で歯多かにき＾ましぐ験るし歯育虫てえの
゜随つえ食のをすはいではとあつて乳を期‘のて歯らるニ
時たる事で虫゜先のき ‘らるたい児し間そあらかれ以、占
与時事とす歯規天でてもれいくる院て‘のるれなた前で
え‘で同゜ヵ~則的すしうてはな子にい施子例たい子かし
るあす様 ら正な゜ま虫も親〈ど入る設ど外子゜供らた
こる゜に 守しも つ歯ど類‘もり゜外もはど に‘

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

キ調会 るあでい施ま歯
°ン査で最社ずきろ設しの虫
グをは近会かないでた入歯
な行乳‘福ついろす゜りの
ょ事い児東祉て三な゜そこ洪
実ま院京施全オ理乳れめ水
か‘しの都設日ま由児はな日
た子歯で保でで院乳い本

9ヽヽ判かど科す育の家と児聖列
明、も医゜を乳庭い院域島
しシの科 し幼でつとかに
まヨ歯医 て児保のぃぁ‘
゜しツの師 いを育はうり虫

虫
歯
の
な
い

子
ど
も
た
ち
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私
は
役
場
か
ら
井
戸
掘
り
を
委

託
さ
れ
て
も
う
十
五
年
に
な
り
‘

”
井
戸
掘
り
の
誠
さ
ん
l
j
な
ど
と

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
呼
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

明
和
村
は
利
根
川
か
流
れ
て
い

刃
[
7丘―--

新井誠一さん

（斗合田）

る
せ
い
か
、
地
下
水
は
豊
富
で
あ

り
‘
ほ
と
ん
ど
、
ど
こ
を
掘
っ
て

も
水
か
で
な
い
と
い
う
所
は
な
い

か
、
矢
鳥
の
一
部
の
と
こ
ろ
で
は

何
ヵ
所
も
掘
っ
て
も
、
水
か
で
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

社
―
?
)
位
し
誌3

＼
ー
／

ん

D

マ
ー
7
は
さ

1

イ
｛
子
井題
新

I
—\ 

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
た
い
て

い
天
燃
ガ
ス
が
噴
き
出
し
ま
す
。

ま
っ
た
く
、
や
っ
か
い
な
も
の
で

す
。ま

え
に
ガ
ス
に
火
か
つ
い
て
し

ま
っ
て
、
何
日
も
何
日
も
‘
燃
え

続
け
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
驚
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

井
戸
か
掘
り
終
わ
る
頃
と
も
な

る
と
、
ま
る
で
ド
ロ
人
形
か
井
戸

掘
り
を
し
て
い
る
と
‘
み
ん
な
か

ら
錯
覚
さ
れ
る
は
ど
、
体
全
体
に

灰
色
の
粘
土
か
つ
い
て
し
ま
い
、

時
に
は
子
ど
も
達
か
ら
「
ウ
ア
ー

ど
ろ
だ
ら
け
」
な
ど
と
‘
ひ
や
か

さ
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま

す
か
、
井
戸
掘
り
あ
と
の
洗
濯
の

ほ
う
か
大
変
で
す
よ
。

霊
筐
い
疇
魯

皇
筐
し
よ
詈
）

わ

政治は
あなたによって

決まります

訓
参
議
院
議
員
の
選
挙
か
七
月
十
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
参
議
院
闘

圃
は
全
国
区
、
地
方
区
と
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
選
挙
て
す
。
衆
議
ロ

馴
院
と
と
も
に
、
国
権
の
最
高
機
関
て
あ
る
国
会
を
構
成
す
る
一
院
《

皿
で
す
。
こ
の
よ
う
に
国
の
最
古
向
機
関
の
議
員
を
選
出
す
る
わ
け
で

1
1

圃
す
か
ら
我
々
は
棄
権
せ
す
に
、
大
切
な
一
票
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
叩

〔
投
票
の
と
き
〕
七
月
十
日

午
前
七
時
＼
午
後
六
時
ま
で

〔
投
票
で
き
る
人
〕

次
の
①
と
②
の
条
件
を
満
た
す
人

で
す
。

①
昭
和
三
十
二
年
七
月
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
こ
と
し
三
月
十
五
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
民
登
録

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

〔
代
理
投
票
〕

目
の
不
自
由
な
人
や
字
の
書
け
な

い
人
は
投
票
所
で
投
票
管
理
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
郵
便
投
票
〕

身
体
障
害
者
（
一
級
ま
た
は
二
級
）

で
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
選
挙

管
理
委
員
会
へ
登
録
し
て
あ
る
人

昭
和
二
十
年
代
に
「
ヒ
ロ
ボ
ン
」

と
呼
ば
れ
、
流
行
し
た
魔
の
白
い
粉

I
I

覚
せ
い
剤
I
i
が
こ
こ
数
年
再
び
大

量
に
出
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
は
若
者
を
は
じ
め
と
し

て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
の
間
に
ま

で
及
ん
で
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
、
暴
力
団
な
ど
に
よ

っ
て
密
輸
入
さ
れ
、
ひ
そ
か
に
売
ら

れ
て
い
ま
す
。
「
疲
れ
が
と
れ
る
よ

い
薬
だ
」
と
か
「
眠
ら
す
に
仕
事
か

不
在
者
投
票
の
利
用
を

は
郵
便
投
票
か
で
き
ま
す
。

〔
開
票
〕

役
場
会
議
室
で
午
後
七
時
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。

0

仕
事
の
た
め
、
投
票
日
に
投
票
所

に
行
け
な
い
人
。

0

旅
行
や
用
事
か
あ
っ
て
出
か
け
る

人
。

〇
病
気
や
お
産
の
た
め
投
票
日
に
歩

行
か
困
難
な
人
。

こ
の
よ
う
な
人
は
六
月
十
七
日
＼

七
月
九
日
の
間
、
平
日
は
も
ち
ろ
ん

土
曜
日
、
日
曜
日
で
も
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
な
ら
、
，
い

つ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

で
き
る
」
な
と
と
甘
い
誘
惑
に
の
っ

て
使
用
す
る
と
、
中
嘉
症
状
を
起
こ

し
、
高
額
の
覚
せ
い
剤
を
常
用
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
毒
患

者
に
よ
る
発
作
的
殺
人
‘
放
火
、
自

殺
、
交
通
事
故
な
ど
か
多
発
し
て
い

ま
す
。み

ん
な
の
暮
ら
し
に
し
の
び
よ
る

魔
の
白
い
粉
”
覚
せ
い
剤
”
を
み
ん

な
で
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

私の仕事 かあ 私の仕事 かあ 私の仕事 力、あ 私の仕事 かあ

キャベツは早期出荷が

恩田勝彦さん
（梱原）

キャベツは出荷か早ければ

早いほど，今までの傾向とし

て市場の価格か高く，だんだ

んと日かたつにつれて下落し
’’ 

出荷するとかえって赤字にな r

るといった事かたびたびあり

安心して栽培できない野菜の一つでしょう。一日でも，一週

間でも早〈出荷するためにあの手この手を講じる必要かあり

ます。そこで私は冬，根元のまわりを十分踏み固めます。そ

うすれば根張りか良くなると同時に，冬の乾燥期に根元か乾

かないので成長か早〈なります。また，上朴Iのカラッ風によ

って，苗かいためられることかありますので，その風を防か

なければなりません。そのために，植え付けを低い場所にし

て，その北側を高〈土盛りして，成長を早めることに努力し

ています。

米づくりは共同で

新井清房さん
（田島）

米づ〈りは，今やはとんど

機械化となり高価な農機具を

各人か導入して，ほんの数日

使用して，後はしまっておく

のでは，過剰投資となって，

農家は機械化貧乏になってし

まいます。そこで我々四人（私と日比野正美•清，奈良由雄）

は四年前から協同してトラクター， コンバインなどを購入し

たりしています。また共同作業場(12坪）を作り，そこで，乾

燥や籾すりまで，農作業すべてを行っております。家には原

米になったものだけを持ってくるので農業をやっている家は

整理かついていないというあたりまえのイメージをな〈すこ

とかできて環境整備にもつなかっています。また，私たちは

利害をなくすためにシーズン中は週に一回話し合し｀ヽ，各人の

作業日程を作り，おいしい米づ〈りに毎日はげんでいます。
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こ
の
写
真
は
昭
和
七
年
の
時
で
、
ポ
ン
ポ
ン
船
に
な
る
前
の
写
真
で
す
。

こ
の
時
は
渡
し
賃
（
徒
歩
の
人
三
銭
·
自
転
車
の
人
五
銭
）
を
取
っ
て
運

営
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
電
話
も
な
か
っ
た
時
で
、
夜
中
に
ど
う
し

て
も
向
う
岸
へ
行
き
た
い
の
だ
と
い
っ
て
起
こ
さ
れ
る
の
が
つ
ら
か
っ
た

で
す
。
今
は
渡
し
船
は
め
ず
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
い

N
H
K

、
日
本
テ
レ

ビ
、
群
馬
テ
レ
ビ
な
ど
に
取
材
さ
れ
た
り
す
る
と
、
な
ん
と
な
く
寂
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

し‘

.. ,. 
品
[
よ
百
一
ハ

今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税

の
特
別
戚
枕
か
行
わ
れ
、
次
の
金
額

か
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遠
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六

千
円
‘
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
た
し
‘
納
め

た
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
額
の

方
か
少
な
い
と
き
は
‘
そ
の
税
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

還
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
、
六
月

1

七
月
ご
ろ
‘
賞
与
や
給
与
を
受
取
る

と
き
に
‘
勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま

三
千
億
円
特
別
減
税
法
成
立

今
年
は
税
金
が
戻
り
ま
す

す
。
（
給
与
支
払
者
の
事
務
な
ど
の
ニ
ヵ
月
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か

都
合
に
よ
り
‘
八
月
以
降
に
な
る
場
ら
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

合
も
あ
り
ま
す
。
）
〈
そ
の
他
〉

〈
確
定
申
告
者
な
ど
の
場
合
〉
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め

商
店
主
や
農
業
、
医
師
な
ど
の
申
年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
か
‘
今
年

告
納
税
者
は
‘
今
月
下
旬
ご
ろ
に
税
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職
し
た

務
署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
の
た
め
‘
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収

封
さ
れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の
さ
れ
た
ま
ま
で
年
末
調
整
を
受
け
て

事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
返
送
い
な
い
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
税
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
か
昭
和
五
十
一
年
分
の
確
定
申
告
書
を

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の

通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
確
定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
還
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
請
求
書
を
提
出
さ
れ
て
か
ら
‘
還
な
お
‘
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場

付
金
を
受
け
取
る
ま
で
に
一
な
い
し
税
務
課
で
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

口
靡
と
き
で
言

鱈
襲
信
鯛
冒
□

こ
と
し
も
う
っ
と
う
し
い
＂
つ
ゆ
な
っ
た
り
歩
い
て
い
る
人
に
ど
ろ

ど
き
I
i
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
水
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま

は
‘
車
を
運
転
す
る
と
き
窓
ガ
ラ
ス
す
か
ら
‘
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

か
く
も
っ
て
見
通
し
か
悪
く
な
っ
た
歩
行
者
は
カ
サ
を
さ
し
た
リ
‘
雨

り
‘
路
面
か
す
へ
り
や
す
く
な
り
ま
衣
を
着
た
り
し
て
い
る
た
め
、
自
動

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
い
条
件
か
重
な
車
の
接
近
に
気
か
つ
か
ず
‘
思
わ
ぬ

っ
て
思
わ
ぬ
大
事
故
か
起
き
か
ち
で
行
動
を
と
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

す
か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
歩
行
者
を
見
た
ら
ス
ピ
ー
ト
を
落

つ
ゆ
と
き
の
交
通
事
故
を
防
き
ま
し
し
安
全
を
確
か
め
る
こ
と
か
必
要
で

ょ
う
。
す
。

窓
カ
ラ
ス
の
キ
ラ
キ
ラ
は
、
取
り
交
通
事
故
を
防
く
に
は
、
運
転
者

除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
た
で
さ
は
か
り
て
な
く
‘
歩
行
者
も
注
意
し

え
‘
視
界
か
悪
い
の
に
‘
前
面
ガ
ラ
て
く
た
さ
い
。

ス
に
つ
い
た
雨
水
は
ワ
イ
パ
ー
て
完
歩
く
人
も
‘
車
を
運
転
す
る
人
の

全
に
ぬ
く
い
き
れ
す
水
膜
を
つ
く
っ
立
場
に
な
っ
て
、

て
し
ま
い
ま
す
。
運
転
削
に
カ
ラ
ス

0

半
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な
い
。

を
よ
く
ふ
い
て
、
安
全
運
転
に
心
か

0

歩
道
の
な
い
道
路
て
は
‘
道
路
の

け
ま
し
ょ
う
。
右
側
端
を
歩
く
。

水
た
ま
リ
を
走
る
場
合
は
‘
フ
レ

0

夜
間
は
‘
と
く
に
運
転
者
か
ら
見

ー
キ
に
水
か
入
っ
て
片
フ
レ
ー
キ
に
や
す
い
色
の
服
を
選
ふ
。

私の仕事 かあ 私の仕事 かあ 私の仕事 かあ 私の仕事 かお

ニラづくりで元気に

合成久四郎さん
（江口）

ニラにはあの独特の臭いか

し～＼， あるのか特徴だ。みなさんは
2 ｷ ｷ 

界こぢ．． あの臭いをきらうかもしれま
I 一可＇P t..',と.1 せんか，我々生産者には一寸
\ Jノ ー— オーバーな表現かもしれませ＼ゞ＼ 土 んか，ジャスミンの香りの臭

いですよ。そんなジャスミンの香りの漂う所でのニラ出荷の

作業最高ですね。また，普段さほど見栄えのしない女房も

よく見えて米ますよ。

皆さんはこ存知たと思いますが，ニラは昔から美容とスタ

ミナの特効薬です。禅寺などはニラを食べた人はスタミナか

つきすぎて静粛になれないと入門を禁止するほどです。

私などニラを作り始めてから風邪などをひいたことかない

ですよ。ニラを大いに食べて，いつ迄も若く元気になろうで

はありませんか。

らんに魅せられて

:?:9]]:::;;l口：
, せてみたいと思ったからです。

4` —` ::- __'  ,一・・ ' らんの花か他の花と大きく

異なるのは鉢植栽培で， しかも土は全く使用せす，軽石だけ

で栽培するという事です。そのため夏の灌水かとても大変で

す。また， らんは苗から花の咲く迄か 3 ~ 4 年もかかるので

一番花か咲いた時などは，今までの苦労などすっ飛んでしま

います。

今後の課題としては，最近洋らんの花を楽しむ人か増えて

きているか，いかに， もっと多くの人に味わっていただ〈か

ういう事です。そのためにも私は鉢物出荷よりも，手ごろな

値段で購入できるように切花出荷に重点を置いています。
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今
月
第
三
日
曜
日
の
十
九
日

は
父
の
日
で
す
。
お
父
さ
ん
は

一
家
の
柱
、
家
族
の
中
心
と
な

っ
て
慟
い
て
い
ま
す
。

寒
い
日
も
暑
い
日
も
黙
々
と

働
く
お
父
さ
ん
。
朝
早
く
満
員

電
車
に
揺
ら
れ
会
社
へ
行
く
お

父
さ
ん
。
き
っ
と
口
に
は
だ
さ

な
い
か
大
変
疲
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
、
旅
行
に
連
れ
て
行
っ

て
と
せ
が
ん
で
る
お
子
さ
ん
や

一
人
で
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で

い
る
息
子
さ
ん
も
‘
こ
の
日
は

ゆ
っ
く
り
休
養
さ
せ
、
肩
た
た

き
を
し
て
や
る
か
、
ち
ょ
っ
と

し
た
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と

き
っ
と
明
日
か
ら
の
仕
事
に
張

り
か
で
て
来
て
‘
疲
れ
も
す
っ

と
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 父

の

B

®お父さんのお仕事は

ｮ 

ｮ 

0

0

 

II 

II 

I
I
I
I
 

のくせは

にしてもらいたいことは

にやめてもらいたいことは

に何点あげますか

®「父の日」に何かプレゼントしますか

ノシ＜阿部直一さん
（斗合田）

0 大きなトラックに大
きな材木をのせて来て，

それをノコギリやカンナ

でけずっています。そし

て，それができあかると

おうちをたてるために，

よその家で仕事をしてい

ます。 ｮ 運転手なので， とっ

ｮ ぉ父さんは夜中になi o ぉ父さんは太ってい：® いつもちょっとした！ても，つかれているのか
ｮ でんわのはなしか長：ると，よく歯きしりをす；るので，寒い時でも，あi小さな事までガミガミ言iすぐ，牛のように，横に
すぎることと，仕事や， iるのでいやです。 ；つい，あついといつも， iう事と， きれい好きなの：なって，テレビを見ます。
おふろに入っているとき: :口ぐせに言ってシャツをiで，ちらかしてあると，
大きな声でうたをうたう：® ぃろいろなゲームをiぬぎます。 ；私の必要な物まで，すぐi® 家のお父さんは日曜
ことです。 i買ってもらいたい。 iｮ お父さんは， 日曜日：すててしまう事です。 ：日には，時々遊園地や旅

になるとお母さんかやっi ｮ 私のたのんだ事なら：
：行につれてもらえるけど

ｮ 東京へつれていって [O 朝早く起きて，ラジ ：全くは‘くの相手をしてく
：ている薬の店番をするのiたいがいの事はして〈れ：

東京タワーにのはりたい：ォを聞いて仕事をするの： , ：れません。たまには，ぱ
：で，ぽくと遊んでもらえ！るので，今のところは， ' です。 ：はいいけど， 日曜日も仕： ! ＜達と一緒に野球をして
：ません。たまには，キャiなにもありません。 , 

したり，夜おそくま： ：もらいたいです。
，ッチボールでもしてもら＇

〇 ほ‘くが学校へ行くまiで，おきて仕事をしていi
：いたいです。

でに，起きてもらいたいiるのもいいけど，いつか：
です。そして，はらか少！は病気になってしまうか [O 胃が丈夫な方ではな
しでているので， もう少iら，やめてほしいです。！いから食べすぎ，飲みす
しやせてもらいたいです。： ：ぎをしないように。

ｮ ねくたいをプレゼン
トしたいです。

゜• スタイルかわるいか
' ら 85点です。 :® できたらくつ下をプ
''  レゼントしたいと思って！ｮ 良い子になります。

' います。 ！それかお父さんにあげる
' 
プレゼントです。

小学 4 年

阿部浩之＜ん

ノV＜渋谷和雄さん
（田島）

ｮ は‘くのお父さんは，
ってもがんばりやです。

仕事はお母さんと，む

刈ヽあって，朝早くから

おそくまで仕事をして

ヽます。 日曜日も， さい

も仕事をしています。

95点

小学 4 年

渋谷功＜ん

r/‘ 
'/ 

パパ武田 博さん
（中谷）

ｮ は‘くのお父さんは，
東京都計量検定所で働い

ています。計量に関する

事ならなんでもします。

たとえば，お店で買う品

物かちゃんとした重さか

あるかを調べたりします。

小学 4 年

武田和幸＜ん

／Vく高沢 明さん
（梅原）

〇 私のお父さんは，毎

日館林の会社へ行ってい

ます。仕事は，ほちょう

器やトランジスターラジ

オに使われる小さなネジ

を作っています。とって

も目かつかれるそうです。

〇 私も大きくなったの

だからそんなにガミガミ

言わないではしいです。

その事かなければ，はん

とうによいお父さんです。

• ぽ〈をしかってばか

りいるから 70点です。 :0 95点

小学 5 年

高沢恵子ちゃん

パパ斎藤喜作さん
（大輪）

〇 家のお父さんは太っ

ているけれど，体はじょ

うぶです。毎日会社のマ

イクロバスで熊谷駅より

会社まで，みんなを乗せ

て行く仕事をしています。

〇 ほ‘‘くがごはんを食べ

る時になるとビービー顔

のひげそりをします。ご

はんかまず〈なるからや

めてもらいたい。

• 80点

ｮ お父さんは，つりか］ ｮ 朝忙しそうに〈つを
好きだから，つりに関係iはいているからくつべら

するものをあげたいです。 を買ってやりたいです。

小学 5 年

斎藤徳太郎＜ん
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主な体育協会事業計画

事業名 対象 実施場所

7 月 野外教育キャンプ 般 未定

II 第 8 息 小学生嬰 東西小学校
年野球大会

II 第 1 回水泳大会
小中 明中プール
一般

8 月 第 1 門ノぐノぐさ: 既婚者男 明グ中ラウンドソフポール会

8月， 9 月 第20悶 般 4 ヽ・ 閲学|[ 
人野球大会 グラン

9 月 第 3 回庭球大会 中・一般 明中コート

10 月 第22回村民体育祭 靡 • IJヽ
明中校庭

一般

11 月 魚釣大会 般 未定

II 
第21 回 一既般婚者男女女 明中校庭
バレーポール大会 II 体育館

1 月 第ド 1ソチ回 ボール大会 小学生 東西小学校

II 第 10回スキー教室 般
利根贋；

品村

2 月 第 18回卓球大会
小中

明中体育館
一般

3 月 第 5 回剣道大会 II 武道館

広 幸艮

体
育
協
会
事
業
計
画
決
ま
る

村
民
体
位
の
向
上
と
健
全
な
る
体
育
の
振
典
を
図
り
併
せ
て
村
民
相
互
の

融
和
と
親
睦
を
も
っ
て
明
る
い
村
を
築
く
た
め
に
‘
体
育
協
会
の
事
業
計
画

か
決
ま
り
ま
し
た
の
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
か
ら
希
望
の
出
場
種
目
を
決
め
練
習
を
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

め し＼ わ

矢
島
地
先
の
谷
田
川
で
、
矢
島
の

人
か
魚
釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

足
元
に
文
字
の
書
か
れ
た
石
か
あ
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

連
絡
を
受
け
た
教
育
委
員
会
で
は

早
速
調
査
し
た
と
こ
ろ
直
径
ニ
ー
三

e
m
の
石
、
数
十
個
を
見
つ
け
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
‘
こ
の
石
は
、

お
そ
ら
く
経
塚
や
供
養
塚
に
使
わ
れ

た
石
で
、
関
東
地
方
で
は
室
町
時
代

◄

石
に
文
字
が

昭和52年 6 月 10 日

主
ニ
ュ
ー
ス

▼
交
通
教
室

五
月
十
六
日
、
交
通
安
全
教
室
を

東
小
学
校
の
児
童
全
員
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
去
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
時
に
大
変
児
童
に
よ
る
交
通
事

故
か
多
か
っ
た
た
め
に
‘
村
交
通
講

師
団
か
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
‘
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

て
の
正
し
い
自
転
車
の
渡
り
方
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
に
指
導
‘
始
め
は
自

信
か
な
く
‘
あ
や
ふ
や
な
合
図
を
出

し
て
い
た
か
‘
だ
ん
だ
ん
練
習
を
積

み
重
ね
て
行
く
う
ち
に
‘
ハ
ソ
キ
リ

と
し
た
合
図
か
で
き
る
よ
う
に
な
り

正
し
い
交
通
道
徳
を
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
た
。こ

れ
で
事
故
か
な
く
な
る
と
よ
い

で
す
ね
。

五
月
十
七
日
は
中
学
校
で
、
二
十

三
日
は
西
小
学
校
で
群
烏
交
嬰

F
I楽
団

を
招
い
て
ナ
マ
の
音
楽
を
聞
き
ま
し

た
。
総
勢
五
十
三
人
か
ら
構
成
さ
れ

◄

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
米
た

▲
公
民
館
視
察

五
月
十
二
日
公
民
館
建
設
委
員
メ

ン
バ
ー
は
新
町
、
藪
塚
本
町
、
大
泉

町
の
三
公
民
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

多
く
の
委
員
は
「
早
く
こ
ん
な
デ

ラ
ッ
ク
ス
な
公
民
館
を
作
り
た
い
」

と
口
ぐ
ち
に
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
長
の
説
明
の
中
で

「
つ
い
見
落
と
し
て
し
ま
う
の
が
音

で
、
事
前
に
音
響
対
策
に
は
十
分
考

に
几
9
嘗

□
[
[
い
i
t

□
口
。

ヽ
‘
‘
`
`
‘
‘
`
‘
‘
ヽ
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
、
A
`
‘
‘
‘
`
‘
、
ミ
ー
‘
`
‘
‘
‘
、
゜
｀
｀
ー
、
｀
｀
｀
‘
‘
‘
‘
‘
、
ー

1

り
＼
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ー
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ー
ヽ
｀
‘
‘
、
ヽ
‘
‘
、

に
流
行
し
た
も
の
で
、
僧
な
ど
か
、

疫
病
を
静
め
る
こ
と
や
、
あ
る
顧
い

事
を
す
る
時
に
使
わ
れ
た
石
だ
ろ
う

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

江
森

来
月
は
俳
句
で
す
）

政
美

る
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
毎
日
各
学

校
な
ど
を
回
っ
て
正
し
い
音
楽
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ナ
マ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
か

聞
け
る
と
あ
っ
て
、
み
ん
な
耳
を
す

ま
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
か

ら
始
ま
っ
て
全
部
で
十
三
曲
聞
き
ま

し
た
。途

中
、
色
々
な
楽
器
の
説
明
か
あ

り
「
あ
ん
な
大
き
な
楽
器
が
あ
る
」

な
ど
と
目
を
白
黒
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

春
雷
に
時
な
ら
ぬ
虹
大
き
か
り
天
皇

誕
生
日
み
な
つ
つ
か
な
し

瀬
下
一
江

オ
ラ
ン
ダ
坂
の
案
内
の
声
中
断
さ
す

余
韻
ひ
き
ゐ
る
長
崎
の
鐘
は柿

沼
ま
つ

黄
昏
の
畔
に
レ
ン
ゲ
の
紫
を
摘
み
ゐ

る
吾
子
の
ふ
る
里
は
こ
こ

江
森
佳
世
子

畠
に
出
る
農
夫
の
姿
遠
く
見
ゆ
秩
父

の
山
脈
雪
に
光
れ
り

内
山
利
子

霊
魂
の
不
滅
を
信
じ
つ
亡
き
父
の
遺

愛
の
松
に
や
る
澗
冷
ま
し奈

良
原
キ
ク
ノ

野
焼
す
る
煙
は
低
く
地
を
這
ひ
て
暮

行
く
野
辺
を
狐
火
の
如
く

岡
安
み
や
子

春
日
和
ブ
ラ
ン
コ
お
り
し
幼
児
は
上

着
一
枚
ぬ
ぎ
て
又
の
る

金
子
あ
き

「
機
隊
つ
」
と
背
す
し
凍
れ
リ
息
呑

め
り
息
子
の
ア
メ
リ
カ
ヘ
発
ち
し
夜

明
け
に

文

芸

欄

今
回
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改

善
の
ね
ら
い
と
し
て
、
次
の
三
点

か
示
さ
れ
て
い
る
。

一
、
人
間
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育

て
る
こ
と
。

―
-
、
ゆ
と
り
の
あ
る
、
し
か
も
充
実

し
た
学
校
生
活
か
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

―
―
-
、
国
民
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基

礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
重
視

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

個
性
や
能
力
に
応
じ
た
教
育
か

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

小
・
中
・
高
校
の
教
育
を
一
貰

的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
を
重
視
し
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
そ
れ
を

共
通
に
履
修
さ
せ
、
高
校
に
お
い

て
は
、
多
様
な
内
容
を
個
人
の
能

カ
・
適
性
・
進
路
等
に
応
じ
て
選
択

履
修
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
答
申
を
受
け
、
当
時
の
永

井
文
部
大
臣
は
次
の
五
つ
の
目
標

を
示
し
、
新
教
育
課
程
の
全
面
実

施
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
趣

旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
出
来
る
だ
け

各
学
校
で
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

-
、
ゆ
と
り
の
あ
る
‘
し
か
も
充
実

し
た
学
校
生
活
。

―
-
、
知
•
徳
・
体
の
基
礎
と
基
本
を

確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
。

―
―
-
、
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
個
性
・
能

力
と
連
帯
を
重
視
す
る
教
育
。

四
、
教
師
の
教
育
愛
と
創
意
工
夫
に

支
え
ら
れ
た
教
育
。

五
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
に
生
き
る

日
本
人
の
育
成
。

シ
リ
ー
ズ
⑥

放
育
と
考
え
る
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自
動
車
保
有
率
か
全
国
一
の

本
県
て
は
、
駐
車
場
整
備
か
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
か

広
さ
か
五
百
面
以
上
の
有
料
駐

車
場
を
設
置
す
る
場
合
、
あ
る

い
は
既
に
設
置
し
て
あ
る
場
合

は
、
位
置
、
規
模
、
構
造
、
設

備
、
料
金
な
ど
必
要
事
項
に
つ

い
て
県
で
は
届
け
出
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
届
け
出
た
そ
れ

ら
の
事
項
の
内
容
に
変
更
か
吐

じ
た
場
合
も
同
様
に
‘
そ
の
こ

と
を
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
無
料
駐
車
に
つ
い
て

も
‘
構
造
基
準
か
適
用
に
な
り

ま
す
の
で
役
場
企
画
開
発
課
ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
し
て
住
宅
な
ど
ま

だ
建
て
て
い
な
い
「
あ
き
地
」

か
村
内
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。

や
か
て
、
そ
こ
に
雑
草
か
繁

茂
し
害
虫
の
発
生
源
や
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
‘
交
通
上
に
も
大
変

危
険
で
あ
り
ま
す
。

村
で
は
、
こ
れ
ら
「
危
険
な

状
態
」
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
か
‘
土
地
所

有
者
は
‘
危
険
な
状
態
に
な
る

前
に
‘
常
に
維
持
管
理
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
あ
き
地
」
の

維
持
管
理
を

五
百
而
以
上
の
駐

車
場
は
届
け
出
を

◎
利
用
料
金

◆
小
・
中
学
生
：
・
無
料

◆
高
校
生
：
．
⑨
百
円
®
二
百
円

●
大
学
生

... 

圏
二
百
円
®
三
百
円

◆
一
般
…
⑨
四
百
円
®
五
百
円

◆
朝
食
二
百
三
十
円
昼
食
二
百
七

十
円
夕
食
四
百
二
十
五
円

※
夏
は
五
月
1

十
月
冬
は
十
一
月

ー
四
月

利
用
さ
れ
る
方
は
役
場
企
画
開
発

課
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
科
書
展
示
会

5
3年
3

月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
方
。

▼
養
護
助
教
諭
は
、
高
等
学
校
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
方
で
看
護
婦
の
免
許

証
を
取
得
で
き
る
見
込
み
の
方
で
す
。

な
お
、
小
・
中
学
教
諭
に
つ
い
て

は
、
昭
和
1
8
年
4
月2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
。
高
校
、
養
護
教
諭
、

養
護
助
教
諭
に
つ
い
て
は
、
昭
和

1
3
年
4
月2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
出
願
書
類
の
受
付
期
間

6

月
2
7

日
か
ら
7

月
2
日
ま
で

た
だ
し
、
今
年
度
か
ら
は
、
小
・
中

学
校
と
県
立
学
校
の
併
願
は
で
き
ま

せ
ん
。

な
お
、
詳
し
く
は
県
教
育
委
員
会

(
6
0
-―七
―
-
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-
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-
―
ー
ニ
ニ
内
線
志
―
―
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へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レントゲン健康診断
結核定期検診が次の日程で行わ

れますので、必ず受けてください。
なお、予定日が都合の悪い場合

には、都合のよい会場で受診して

ください。

実施月日 時 間 会 場

7 月 1 日
午前10:00~12:00 矢島公民館

午後1:00~3:00 同 上

II 4 日
午前10:00~12:00 明和農協大輪倉庫前

午後1:00~3:00 明和農協第 1 事業所

II 5 日
午前10:00~12:00 南大島集会所

午後1:00~3:00 南大島出荷所

II 6 日
午前10:00~12:00 田島出荷所

午後1:00~3:00 明和村役場

II 7 日
午前10:00~12:00 江口集会所

午後 1:00~3:00 東部児童館

II 8 日
午前10: 00~12:00 斗合田薬王寺

午後 1:00~3:00 東部児童館

II 12 日
午前10:00~12:00 梅原三島神社

午後1:00~3:00 明和村役場

※学校、勤務先等で実施又は実施済の方は、その旨記

入して役場又は会場の係へ必ず提出して下さい。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ至
ロ

-
、
期
間
七
月
一
日

1

七
月
十
日

二
、
会
場
館
林
市
教
育
研
究
所

（
館
林
警
察
署
の
東
隣
）

「
住
宅
提
案
箱
」
に

ご
提
案
を
あ
願
い

現
在
、
大
都
市
を
中
心
に
公
的
住

宅
の
建
設
、
公
団
住
宅
の
家
賃
な
ど

の
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て
国
民
の
関

心
か
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
月
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
し
た

「
住
宅
提
案
箱
」
ー
お
知
恵
拝
借
箱
ー

は
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
住

宅
問
題
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
住
宅
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
け
た
も
の

で
す
。

板
倉
農
集
電
話
ガ

一
般
電
話
に
変
更

板
倉
地
域
集
団
電
話
か
六
月
十
五

日
午
後
二
時
よ
り
一
般
電
話
に
変
更

こ
提
茶
は
‘
①
書
面
で
‘
で
き
る

限
り
具
体
的
に
‘
②
住
所
‘
氏
名
、

年
令
‘
職
業
を
記
載
し
‘
③
〒

-
=
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
―
―
_
-
|
-
―
―

建
設
省
住
宅
提
案
箱
あ
て
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
設
置
期
間
は
十
月
末
日
ま

で
で
す
。

な
お
、
住
宅
提
案
箱
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
‘
C
O
三
ー
五
八

0
|
0

九
三
八
へ
ど
う
ぞ
。

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
の
電
話
番
号
も
大

部
分
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
番
号

を
確
認
の
う
え
、
ご
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

東
毛
林
間
学
校
は
‘
赤
城
山
頂
大

沼
湖
畔
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
の

よ
い
と
こ
ろ
に
あ
リ
、
児
童
生
徒
や

社
会
教
育
団
体
な

ど
の
か
た
か
た
に

大
自
然
に
親
し
み

の
]
J
I
J
、
エ
：
直

3

校
I
I．
ン
な
ど
に
利
用
し

学
を

[
[
O
た
い
て
い

閻
用
昭
和
5
2
年
度
に
緑
の
別
根
ご
協

お
け
る
一
般
の
方
力
あ
り
ガ
と
う

林
利
の
こ
利
用
は
‘
圏
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
緑
の
羽

域
内
の
各
中
学
校
根
の
募
金
か
二
万
四
千
七
百
二
十
三

毛
ご
ヵ
入
校
す
る
以
外
昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら
小
・
中
円
集
ま
り
ま
し
た
。

東
の
日
と
な
り
ま
す
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
展
示
会
早
速
、
群
馬
県
郷
土
緑
化
推
進
委

の
で
、
早
目
に
申
か
左
記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
中
員
会
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協

し
込
み
く
だ
さ
い
。
学
校
の
教
科
書
が
新
し
く
な
る
年
な
力
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

舟
；
名
；
；
を
屯
§
，
一
あ
し
ら
せ
一
§
§
を
；
§
§
一
あ
し
ら
せ
一
を
＄
§
$
＄
魯
ゞ
＄
沙

◎
募
集
職
種
小

中
学
校
教
諭
、
高

等
学
校
教
諭
‘
盲

集
聾
、
養
護
学
校
の

募
口
』
□
[
[

校
の
び
養
護
教
諭
‘
養

護
助
教
諭
で
す
。

学
員
◎
出
願
資
格

票
教
▼

□只
□
[
[

馬
員
免
許
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る

群
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
普
通
免
許

状
の
所
有
す
る

方
。

▼
養
護
教
諭
は
、
養
護
教
諭
普
通
免

許
状
を
所
有
す
る
方
、
な
ら
び
に
‘

の
で
、

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

今
月
は
、
行
政
・
人
権
相
談

員
の
都
合
に
よ
り
、
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
6日
役
場

健
康
相
談

2
3日

1
1

三
オ
児
検
診

2
9日
武
道
館

い
す
れ
も
受
付
は
当
日
の
午

後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
村
県
民
税

第
一
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第

一
期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
8日
役
場
第
一
会
議
室

2
9日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

3
0日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員相 悶 日 、:x.·ヽヽ

なか談 時 通
助皆は

喜言さ無館時 6

悶 ん料i 1 月
ので ` 16 相[ 悩‘日 ＝臥火
み専 3 

し、ご門 時ま 午前
] とのに相 で 10



村の人口

7 月 1 日現在

世帯数 2221 戸

人口総数 9578 人

男 4772 人

女 4806 人

(6 月中の動き）

出生12人 死亡 6 人
転入 24人 転出 17人
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↓と＇り

軒
先
に
吊
り
下
げ
ら
れ
だ

屋
鈴
は
…
…
…

ヵ
弓
力
店
風
に

舞
い
う
だ
い

心
に
し
み
い
る

夏
の
夜
の

セ
し
ナ
ー
デ

み
え
な
い
タ
ワ
ト
ガ

激
し
く
揺
れ
る
と
き

髪
は
且
れ
あ
れ
狂
い

砕
け
ん
ば
方
り
の
勢
い
で

舞
い
う
だ
い

夏
の
夜
の

サ
ン
／
の
リ
ズ
』

凪
の
と
き
は

ま
っ
だ
＜
悲
な
し

浴
衣
の
二
人
万
動
力
し
だ

う
ち
わ
の
風
て

舞
い
う
だ
い

夏
の
夜
の

ノ
ワ
タ
ー
ン

夏の 夕ペ
涼しさを増す風鈴

1 軒に l 台

3 軒に 1 台

11 軒に l 台

有線電話

I.3軒に 1 台

I. I 軒に 1 台

I. I 軒に 1 台

郵便配達数（川俣郵便局）

＾四

摩1 日に2,779通

1 日に 2,577通

川俣

直
1 日に 994 人

1 日に I, I 03 人

1 日に I, 178 人

在
前
前

現
5
1
0

数
字
で
見
る
我
が
村
年
年



昭和52年 7 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第190号 (2) 

村内通話は

有線を利用して

交
適
遺
児
の
み
な
さ
ん
に

奨
学
手
当
ガ
出
ま
可

保
険
料
の
納
付
期

限
を
お
忘
れ
な
く

現
代
は
電
話
の
時
代
。
最
近
で
は
有
線
放
送
加
入
者
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

で
公
社
電
話
に
も
加
入
し
、
有
線
と
公
社
電
話
の
二
台
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
二
台
の
電
話
を
、
お
宅
で
は
有
効
に
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

村
内
通
話
を
公
社
電
話
な
ど
で
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
・
村
内
は
有
線
で
、
村

外
は
公
社
電
話
を
利
用
す
れ
ば
無
駄
な
出
費
は
な
く
な
り
ま
す
よ
。

昭
和
三
十
四
年
に
有
線
放
送
業
務

が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
十
八
年
の
歳

月
か
流
れ
ま
し
た
か
、
有
線
放
送
は

一
日
も
休
ま
ず
、
通
話
、
放
送
な
ど

の
業
務
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

開
始
当
時
は
大
切
な
用
事
か
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
と
か
け
、
放
送
が
あ
る
と
、
め
ず

ら
し
く
家
族
み
ん
な
ス
ピ
ー
カ
ー
の

前
に
集
ま
っ
て
耳
を
そ
ば
立
て
て
聞

く
な
ど
有
線
は
大
い
に
利
用
さ
れ
た

。

ク
広
報0
号
記
念
作
品
“

2
 

昭
和
3
0年
4

月
1

日
「
明
和
村

広
報
」
と
し
て
発
足
以
来
「
広
報

め
い
わ
」
と
名
称
を
変
え
な
が
ら

も

2
3年
間
も
の
長
い
間
、
村
の
す

み
ず
み
の
出
来
事
を
、
い
わ
ば
村

が
た
ど
っ
た
道
程
を
事
細
か
に
村

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
、

来
年
五
月
号
で
ち
ょ
う
ど
創
刊
以

来
二
百
号
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
記
念
し
ま
し

て
”
広
報
二
百
号
記
念
作
品
”
を

募
集
し
ま
す
。

A

部
門

広
報
め
い
わ
に
関
す
る
感
想
文

●
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
以
内

B
部
門

広
報
に
関
す
る
標
語

c

部
門

の
募
集

広
報
写
真

●
広
報
め
い
わ
の
表
紙
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
も
の

●
大
き
さ
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
に
限
る

（
黒
白
、
カ
ラ
ー
両
方
可
）

▼
応
募
期
間
八
月
一
日
ー
来
年

三
月
末
日
ま
で

▼
応
募
資
格
村
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
が
あ

る
人
・

▼
応
募
点
数
各
部
門
と
も
各
一

点

▼
送
り
先
総
務
課
広
報
係

な
お
、
一
、
二
、
三
位
を
入
選
と

し
入
選
作
は
広
報
紙
で
紹
介
す
る

と
同
時
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

も
の
で
し
た
か
、
最
近
は
公
社
電
話

の
急
激
な
普
及
に
影
響
を
受
け
、
村

外
へ
の
接
続
は
も
ち
ろ
ん
村
内
の
通

話
も
減
少
の
傾
向
を
し
め
し
て
お
り

ま
す
。

村
内
の
通
話
は
有
線
を
使
え
ば
無

料
で
す
か
、
公
社
電
話
を
使
い
ま
す

と
、
村
内
は
一
通
十
円
ー
十
五
円
（
三

分
以
内
）
と
無
駄
な
出
費
を
し
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
社
電
話
に
な
い
お
知
ら

せ
放
送
な
ど
も
あ
り
、
大
変
暮
ら
し

に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
有
線
を
大
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
、
有

国
、
県
、
村
か
交
通
事
故
を
少
し
で

も
な
く
そ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

重
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交

通
事
故
で
死
傷
さ
れ
る
人
が
あ
と
を

絶
た
ず
、
交
通
遺
児
と
な
っ
た
児
童

生
徒
は
年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
不
幸
に
も
め
げ
ず
に
元
気
で
勉
学

を
続
け
て
お
ら
れ
る
交
通
遺
児
の
み

な
さ
ん
に
、
少
し
で
も
役
立
っ
て
も

ら
お
う
と
昭
和

4
6年
に
設
立
し
ま
し

た
が
、
5
2年
度
か
ら
奨
学
手
当
が
増

額
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
遺
児
福
祉
基
金

の
概
要
も
同
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

④
申
し
込
み
の
で
き
る
人
は
…
…

線
と
公
杜
電
話
の
両
方
を
設
置
し
て

あ
り
二
重
の
使
用
料
を
払
っ
て
い
る

か
ら
と
、
有
線
を
脱
退
す
る
人
が
お

り
ま
す
か
、
村
内
通
話
は
有
線
を
使

用
し
、
村
外
は
公
社
電
話
を
使
用
す

れ
ば
、
二
重
負
担
に
な
ら
ず
に
済
む

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
有
線
は
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

、
。
し

有
線
放
送
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
放
送
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
と
同
時
に
よ
り
良
い
状

態
で
通
話
か
出
来
る
よ
う
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
カ

で
有
線
を
か
わ
い
か
っ
て
く
だ
さ
い

な
お
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
有
線
放

送
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
意
見
、
ご

希
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で

総
務
課
広
報
係
ま
で
に
み
な
さ
ん
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

不
幸
に
も
交
通
事
故
に
よ
っ
て
扶

養
者
を
失
い
、
ま
た
は
扶
養
者
が
不

具
廃
疾
と
な
っ
た
児
童
•
生
徒
で
、

県
内
に
居
住
し
て
い
る
十
九
才
未
満

の
人
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
度
交
通

遺
児
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
と
、
一

定
の
事
由
が
発
生
し
な
い
限
り
、
高

等
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
奨
学
手
当

が
も
ら
え
ま
す
。

0
も
ら
え
る
手
当
の
額
は
…
…

扶
養
者
の
一
方
が
死
亡
ま
た
は
不

具
廃
疾
と
な
っ
た
と
き
小
中
学
生
は

月
額
三
千
円
、
高
校
・
特
殊
学
校
生

は
月
額
三
千
五
百
円
、
父
母
が
と
も

に
死
亡
ま
た
は
不
具
廃
疾
と
な
っ
た

と
き
は
小
・
中
学
生
で
六
千
円
、
高

校
•
特
殊
学
校
生
で
七
千
円
と
倍
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
期
間

ま
で
に
納
め
て
い
ま
す
か
。
納
付
か

遅
れ
る
と
、
万
一
の
時
に
、
障
害
年

金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
老

齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

四
•
五
・
六
月
の
三
ヵ
月
分
の
保

険
料
の
納
付
期
間
は
、
今
月
末
日
ま

で
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
役
場
住
民
課
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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こ
の
制
度
は
心
身
に
障
害
か
あ
る
害
者
と
は
次
の
い
す
れ
か
に
該
当
し

た
め
に
‘
独
立
自
活
す
る
こ
と
か
困
将
来
独
立
自
活
か
困
難
と
認
め
ら
れ

難
な
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
々
か
‘
る
方
を
い
い
ま
す
。

そ
の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
①
精
神
薄
弱
者

か
け
て
万
一
の
こ
と
か
あ
っ
た
場
合
②
身
体
障
害
者
の
う
ち
一
級
か
ら
三

後
に
残
さ
れ
た
心
身
障
害
者
に
終
身
級
ま
で
に
該
当
す
る
も
の

一
定
の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
③
精
神
又
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害

ま
た
‘
加
入
者
の
方
に
対
し
て
、
を
有
す
る
者
で
、
そ
の
障
害
の
程

県
、
村
が
そ
の
掛
金
を
減
額
す
る
制
度
か
①
②
と
同
程
度
の
者

度
も
あ
り
ま
す
。
◎
現
に
心
身
障
害
児
を
保
護
扶
養
し

【
加
入
対
象
】
て
い
る
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す

◎
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
心
身
障
方
か
加
入
者
に
な
れ
ま
す
。

-
U
n
uコ
u
n
u
n
u
n
u
コ
u
n
u
コ
u
n
u
n
U
遍
U
コ
U
軍
U
コ
U
コ
u
-

を
知
っ
て
と

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

心
身
障
害
者
も
安
心

桂ト 金 減 客頁 表

年齢区分 県の減額 市町村補助額 自己負担額

35 歳未満 670円 330円 0円
生活保護の

35歳～ 44歳 870円 430円 0円
被保護者

45 歳以上 1,000円 500円 0円

35 歳未満 470円 230円 300円
住民税非課税

35歳～ 44歳 610 円 300円 390円
者又は免除者

45 歳以上 700円 350円 450円

住民税の所得
35 歳未満 200円 100円 700円

割の非課税 35歳～ 44歳 260円 130円 910円

又は免除者
45 歳以上 300円 150円 1,050円

その他特別の
事情に応じて掛金を滅額します。

事情のある者

毎月の掛金表

加入者の年齢 掛金月額

35オ未満 1,000円

35オ～ 44オ 1,300円

45オ以上 1,500 円

①
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

②
四
十
五
才
未
満
の
者
で
あ
る
こ
と

③
特
別
な
疾
病
や
障
害
を
有
し
な
い

こ
と

※
給
付
さ
れ
る
年
金
（
月
額
二
万
円
）

に
比
べ
て
、
毎
月
の
掛
金
は
大
変
割

安
で
す
。

0

年
金
に
は
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
か
所
得
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

0

不
幸
に
し
て
、
保
護
者
よ
り
先
に

心
身
障
害
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
‘

弔
慰
金
（
二
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
ぐ

た
だ
し
、
加
入
期
間
が
一
年
に
満

た
な
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

0

二
十
年
以
上
続
け
て
加
入
し
た
場

合
で
、
保
護
者
が
六
十
五
才
以
上
に

な
っ
た
と
き
は
、
掛
金
か
免
除
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
住
民
課
ま
で
、
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

｀
J
ミ
i
'
菖
｀

村`
長
表
彰
さ
れ
る

、
薔
｀
‘
胃
＇
書
9
、
J
胃

0
,

犯
罪
者
の
改
善
•
更
生
、
犯
罪
の

予
防
に
当
た
る
保
護
司
と
し
て
、
須

賀
の
神
谷
芳
男
さ
ん

(
5
9オ）
か
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
護
司
の
仕
事
は
大
変
難
か

し
く
、
神
谷
さ
ん
の
よ
う
な
円
満
な

人
に
適
し
て
お
り
、
神
谷
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
か
期
待
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
尽
く

す
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
か
か
わ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
長
蓮
見
一
雄
さ
ん
（
南
大
烏
）

副
会
長
大
野
幸
雄
さ
ん
（
欠
島
）

1
1

小
平
勇
さ
ん
（
新
里
）

な
お
、
理
事
や
評
議
員
も
か
わ
り

ま
し
た
か
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

六
月
十
四
日
、
村
長
の
奈
良
丑
松

氏
は
県
防
犯
委
員
会
連
合
会
よ
り
‘

防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

れ
は
昨
年
少
年
の
補
導
か
大
変

多
か
っ
た
の
で
少
年
非
行
防
止
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
、

幅
広
い
防
犯
活
動
か
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

会
長
に
蓮
見
一
雄
さ
ん

保
護
司
に
神
谷
さ
ん
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虫
歯
予
防
の
方
法
に
フ
ゾ
素
を

使
用
す
る
と
い
う
事
は
近
頃
の
若

い
お
母
さ
ん
方
の
関
心
事
だ
と
思

い
ま
す
。

母
胎
内
に
い
る
時
の
歯
に
つ
い

て
は
さ
て
お
き
‘
一
般
的
に
は
最

も
虫
歯
の
多
発
し
や
す
い
時
期
は

ニ
ー
四
オ
（
乳
歯
）
と
十
ー
十
四

オ
（
永
久
歯
）
の
頃
で
す
か
ら
、

こ
の
時
期
に
予
防
出
来
れ
ば
一
生

安
全
と
言
っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

歯
か
口
の
中
に
萌
出
し
た
あ
と

で
唾
液
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ

ン
か
作
用
し
て
結
晶
の
良
い
歯
を

作
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に

フ
ッ
素
を
使
用
し
ま
す
と
歯
の
表

面
（
エ
ナ
メ
ル
質
）
の
結
晶
を
よ

り
強
く
し
て
石
灰
化
も
促
進
し
ま

す
。そ

の
た
め
水
道
水
の
中
に
フ
ッ

素
を
混
入
し
た
り
、
ま
た
フ
ッ
素

の
錠
剤
を
服
用
す
る
方
法
も
一
部

で
行
わ
れ
て
効
果
を
上
け
て
い
ま

す
か
萌
出
し
た
歯
に
対
し
て
フ
ッ

素
を
作
用
さ
せ
る
方
法
か
さ
か
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
‘
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、

フ
ッ
素
を
過
信
し
す
き
て
歯
み
か

き
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
り
甘
い
も

の
を
と
り
す
ぎ
た
り
し
な
い
事
で

す
。あ

く
ま
で
、
フ
ッ
素
も
予
防
法

の
一
部
で
あ
る
と
い
う
事
を
お
忘

れ
な
く
”
~

フ
ッ
素

と
皇
歯
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お

こ
の
写
真
は
昭
和
三
十
四

年
に
東
京
都
で
第
十
四
回
国

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
る
の

で
、
前
年
度
の
開
催
県
で
あ

っ
た
富
山
県
か
ら
運
ば
れ
た

国
体
旗
が
、
本
村
を
通
過
す

る
の
で
、
村
の
中
学
生
と
青

年
団
で
運
び
ま
し
た
。

中
学
生
は
青
柳
橋
か
ら
大

佐
貫
の
交
差
点
ま
で
、
そ
れ

か
ら
先
の
昭
和
橋
ま
で
我
々

青
年
団
が
運
び
、
無
事
埼
玉

県
に
渡
し
た
と
き
の
も
の
で

す
。先

頭
の
右
が
私
で
左
が
大

輪
の
松
本
さ
ん
で
す
。

報

し‘

め

9
,
.
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児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
母

ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

対
象
と
な
る
児
童
は
、
十
八
オ
未

満
の
児
童
（
本
年
は
十
七
才
未
満
）

ま
た
は
心
身
に
重
い
障
害
の
あ
る
ニ

十
才
未
満
の
児
童
で
、
次
に
該
当
す

る
者
で
す
。

①
両
親
の
離
婚
で
父
と
別
れ
て
生
活

し
て
い
る
児
童
②
父
が
死
亡
し
た

児
童
③
父
か
廃
疾
の
状
態
に
あ
る

児
童
④
父
に
引
き
続
き
一
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
⑤
父
が
引

き
続
き
一
年
以
上
法
令
に
よ
っ
て
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童
⑥
母
か
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

し
か
し
、
母
ま
た
は
養
育
者
か
障

害
福
祉
年
金
お
よ
び
老
齢
福
祉
年
金

以
外
の
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
恩

給
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

か
、
児
童
が
里
親
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
り
、
児
童
福
祉
施
設
に
収
容

児
童
扶
蓑
手
当
の
お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
贅
手
当

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
場
合
、
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
は
月
額
、
児
童
一
人
の
場
合

は
一
万
九
千
五
百
円
‘
二
人
の
場
合

は
二
万
一
千
五
百
円
、
三
人
以
上
の

場
合
は
一
人
増
す
ご
と
に
四
百
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
肢
体
不
自

由
、
盲
、
ろ
う
、
心
臓
病
、
結
核
な

ど
で
身
体
に
重
い
障
害
か
あ
る
か
、

著
し
く
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
日
常
生
活
上
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
二
十
才
未
満
の
児
童
の

父
も
し
く
は
母
ま
た
は
、
養
育
者
に

関
東
高
校
総
合
体
育
大
会
の
陸
上

競
技
か
、
六
月
十
七
ー
十
九
日
に
太

田
市
の
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
こ

の
大
会
で
矢
島
の
石
川
清
君
（
太
田

市
商
）
か
ャ
リ
投
げ
で
5
9
m
3
8
C
m
の

記
録
で
優
勝
し
、
石
川
君
は
こ
の
大

会
で
二
連
勝
。

石
川
君
は
中
学
時
代
は
砲
丸
投
げ

じそし すだ子で
めれて；゜れ供県

1 てら精， にの大

t“’-- -![:]昌いででま一年 まなとつィ大投さフ け投勝
たは‘で位の石しが闘てシ会げれン土 なげし
:‘篇芸皇三、冒儡ナ：畠詈文ンヨ享仁皇；、身、 竺竺；、
すし全録年全は つ内変作のるき大下 たとる
ねて国はの国高 てにでりコのに切半 そなほ

。［羹霰合］竺 ：以‘］名‘；て‘は‘てヽ摩 ：臼と、

ャ
リ
投
げ
の
石
川
清
君

関
東
に
敵
な
し 支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
児
童
が
、

児
童
福
祉
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
は
法
律
で
定
め
る
二
級
障
害

か
月
額
一
万
五
千
円
、
さ
ら
に
重
い

一
級
障
害
は
月
額
二
万
二
千
五
百
円

支
給
さ
れ
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
‘
は
受
給
資
格

者
の
所
得
か
一
定
以
上
あ
る
と
き
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
や
請
求
手
続
き
な
ど
、

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

かお 私の趣味 かお 私の趣味 かお 私の趣味

古銭収集から
歴史を知る
野本順蔵さん
（干津井）

貨幣は人間生活上欠くべか

らざるものであるように其の

歴史は何千年もの長い間、人

間の歴史とともに歩んで来た

ものです。

古銭には、鋳造地の特色、

鋳造期の時代色があって、古銭か貨幣であった時代かいきい

きとよみがえってきて、実に興味深いです。

ここ数年の古銭の入手価格は一般物価上昇率をはるかに上

回っていますので、なかなか収集も困難です。

私が収集を始めて、これだけは絶対に手離せないものは、

740 年前の日本の古銭、 1432 年前の中国の古銭、そして、江

戸時代各藩か発行した藩札などです。古銭は其の当時を語る

生きた歴史であり、古銭の収集は貯蓄を兼ねた健全な趣味だ

と思います。

流木で
置物づくりを

柴崎初一郎さん
（梱原）

私が木をみがいたりして、

“屎づくり，，に興味を注ぐきっ
かけになったのは、形の良い

隣の家の松の木が枯れてしま ‘"• 

二可ィ：；禾］竺言しき、 ＇：ヤク
皮をむいたりしたら意外と素朴でどっしりとした木の置物か

できたことでした。原木は利根川の河原などで拾った流木な

どを利用したり、知人や植木屋さんなどに頼んで、枯れてし

まって使い物にならなくなった木を利用します。

完成した物に、はくせいの鳥などを配すれば、みちかえる

ほどよくなります。この作り方は簡単で完全に枯れた木を水

に 1 ~ 2 週間たっぷりつけておいて、皮をむき乾わかしてか

らペーパーヤスリで仕上げをします。お金もかからず、だれ

にでも手軽にできると思いますので、やってみてはいかか。
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ネ
ズ
ミ
講
の
正
体
と
落
と
し
穴

ひ
と
口
に
ネ
ズ
ミ
講
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
手
口
は

巧
妙
を
極
め
ま
す
。
し
か
も
自
分
か

ら
は
「
ネ
ズ
ミ
講
で
す
」
と
決
し
て

言
わ
な
い
の
で
、
つ
い
話
に
の
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

痛
い
目
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

ネ
ズ
ミ
講
の
し
く
み
を
知
っ
て
お
く

の
か
一
番
。
勧
誘
さ
れ
た
な
ら
、
そ

れ
が
ネ
ズ
ミ
講
で
あ
る
か
ど
う
か
見

極
め
ま
し
ょ
う
。

ネ
ズ
ミ
講
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

特
徴
を
あ
げ
て
み
る
と
、

●
講
（
コ
ー
ス
な
ど
と
呼
ぶ
場
合
が

多
い
）
に
加
入
す
る
と
一
定
金
額

を
講
の
本
部
や
先
輩
会
員
に
送
金

見すべ
こらなる本
のれわと村
時まち‘の
代す寛そ多
に゜文のく
な ‘多の
る 延く石

"·じ：］［森尻重作さん治 よ時を
（南大島） 世 り代調

も
泰
平
に
な
り
庶
民
一
般
も
神
仏

信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
現
わ
れ
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

延
宝
か
ら
文
化
文
政
年
代
に
か

け
て
の
約
百
五

0
年
間
は
特
に
石

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

●
講
に
加
入
す
る
と
、
最
低
二
名
の

新
規
会
員
の
勧
誘
・
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
勧
誘
・
加
入
さ
せ
た
自
分
の
子
会

員
か
、
さ
ら
に
孫
会
員
を
勧
誘
、

仏
類
創
立
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
本

村
に
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
庚
申
塔
、
道
祖
神
、
供

養
塔
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
石
材
を
見
る
と
伊
豆
、

相
模

方
面
か
ら
搬
出
さ
れ
た
も
の
か
多
く

材
質
は
ほ
と
ん
ど
小
松
石
、
あ
る
い

は
横
根
沢
川
石
な
ど
の
安
山
岩
で
あ

り
ま
す
。

寛
政
年
代
に
な
る
と
房
総
方
面
の

加
入
さ
せ
、
こ
れ
か
あ
る
段
階
ま

で
進
み
、
自
分
の
子
孫
会
員
か
ら

自
分
の
と
こ
ろ
に
送
金
さ
れ
て
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
算
的
に
会

員
か
殖
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
理
論

上
、
ま
た
た
く
間
に
日
本
全
国
、
世

界
全
体
の
人
口
よ
り
も
会
員
か
多
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
『
オ
レ
の
身
体
は
オ

レ
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
』
と
申

し
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
熱
が
出
た
り
、

腹
で
も
下
れ
ば
、
い
や
で
も
自
分
の

身
体
の
異
常
を
認
め
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
急
性
の
病
気
の
場
合
で
す
。

皆
さ
ん
は
自
分
が
認
め
る
‘
す
な

わ
ち
自
覚
す
る
症
状
が
あ
る
と
き
に

蹂
灰
質
砂
岩
を
用
い
た
も
の
か
あ

る
が
、
こ
れ
は
風
化
し
易
い
た
め

現
在
そ
の
多
く
は
年
代
、
そ
の
他

判
読
か
出
来
な
い
も
の
か
多
く
あ

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
判
読
で
き
な
い
石

仏
に
出
合
う
と
‘
過
去
の
人
と
の

結
び
つ
き
か
消
え
た
よ
う
で
、
な

ん
と
も
‘
わ
び
し
さ
と
同
時
に
い

ら
立
た
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

幸艮 め し＼ わ

I 34,217, 728人
28 /. 

おどろくなかれ、 28段階目で日本

の人口をオーバーしてしまいます

(2) 

病
気
だ
と
思
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

脳
卒
中
の
主
な
原
因
で
あ
る
高
血
圧

は
、
十
年
も
、
あ
る
い
は
二
十
年
も

か
か
っ
て
次
第
に
進
行
し
て
行
く
病

気
で
、
自
覚
で
き
る
症
状
が
出
る
頃

に
は
、
治
療
も
な
か
な
か
困
難
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
慢
性
の
病
気
の
場
合
に
は
、

オ
レ
の
身
体
は
オ
レ
に
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
か
多
い
の
で
す
。

血
圧
を
計
っ
て
、
あ
な
た
は
高
い

と
申
し
ま
す
と
、
不
思
議
そ
う
に
‘

あ
る
い
は
疑
わ
し
そ
う
な
顔
を
し
た

り
、
な
か
に
は
腹
を
立
て
る
人
も
居

り
ま
す
。
正
し
く
計
っ
た
血
圧
こ
そ
、

健
康
の
大
事
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
医
師
や
保
健
婦
の
指
導
を
信
頼

し
て
、
は
じ
め
て
健
康
な
長
弄
へ
の

道
か
開
か
れ
る
の
で
す
。
（
保
健
所
長
）

よ
い
子
の
み
ん
な

・
夏
休
み
中
は

交
通
事
故
・
水
難
事
故
な

ど
に
十
分
注
意
し
て
ネ
”

そ
し
て
悪
い
事
は
絶
対
や

め
て
く
だ
さ
い
ネ

明
和
村
教
育
委
員
会

盲
点
は
な
に
か

脳
卒
中
を
防
ご
う

昭和52年 7 月 10 日

う
ま
い
話
に
ご
用
心

講
が
必
然
的
に
破
た
ん
し
て
し
ま

う
の
は
明
ら
か
で
す
。
つ
ま
り
ネ
ズ

ミ
講
は
、
早
く
入
っ
た
人
だ
け
か
得

を
し
て
、
大
多
数
の
人
々
は
必
ず
損

を
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
中
に
‘
う
ま
い
話
は
そ

う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
う
ま
い
話
の
ネ
ズ
ミ
講
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

かあ 私の趣味 かあ 私の趣味 かお 私の趣味

：ー：：令zぅ；二が 花ごよみを
カールフラワーで

渡辺以津子さん
（矢島）

ただ話し合っているだけの

グループではつまらないとい

う事で、 3 年前からカールフ

ラワー作りに励んでいます。

：、苫J,r` ＼ー：二．レ：：：口［：ロ
まったく本物そっくりに作れます。

最近、私かこの趣味を持っているのを知ってか、近所の人

から「00の花を作って」だとか「娘が結婚式にブーケを持

ちたいと言うので作って」などと言われ、けっこう、あちこ

ちから頼まれ忙しいですよ。

このように、私の趣味か長つづきするのも、毎月一回指導

に来てくださる先生に恵まれた事と、材料費が意外と安い事

だと思います。、これからは四月はボタン、五月はアヤメなど

と言ったように花カレンダーを作り部屋を飾りたいです。

一
木の実で
ブローチづくり

沢浦まつさん
（新里）

“手づくりの会，，で木の実を

利用したブローチづくりの手

ほどきを受けて以来、木の実

の持つ素朴な美しさに魅せら

れてやみつきとなりました。

椿、西瓜、ひまわりの実な

ど、なんでも材料になります。できあがったものの価値は僅

かなものですか、組み合せ、配置など企画し、ブローチをつ

くりだす過程か実に楽しいのです。一個一個の大きさ、形、

色の組み合わせに工夫を凝らし三昧の境地です。量産と違い

同じものはないので、世界で一個だけという味わいもありま

す。これをやりはじめてから自然界、特に植物をよく観察す

るようになりました。この草や木はどんな実を結ぶのだろう

かと関しを持つわけです。旅に出ても風景と別に木の実を探

す楽しみかあります。
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住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め

に
用
途
地
域
は
市
街
化
区
域
の

都
市
機
能
か
混
乱
し
‘
住
み
に

く
く
不
便
な
街
に
な
ら
な
い
よ

う
に
‘
建
物
を
建
て
る
場
合
に

お
互
に
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル

ー
ル
を
決
め
た
も
の
で
本
村
は

六
つ
の
用
途
が
指
定
さ
れ
る
県

案
か
き
ま
り
ま
し
た

c

第
一
種
住
居
専
用
地
域
は
川

俣
駅
の
南
地
区
に
設
定
（
一
七

a

)

 
h
 第

二
種
住
居
専
用
地
域
は
明

和
中
学
校
周
辺
に
設
定
（
一
七

a

)

 h
 住

居
地
域
は
県
道
麦
倉
ー
川

俣
停
車
場
線
沿
線
等
の
住
宅
地

に
設
定
（
五
―
h
a
)

近
隣
商
業
地
域
は
川
俣
駅
前

に
路
線
的
に
設
定

(
-
h
a
)

工
業
地
域
は
橋
本
産
業
周
辺

に
設
定
（
七
h
a
)

工
業
専
用
地
域
は
矢
島
‘
大

輪
工
業
適
地
に
設
定
（
三
二
h
a
)

市
街
化
区
域
―
二
五

h
aと
同

時
に
こ
の
用
途
地
域
か
き
ま
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
用
途
地
域
か
き
ま
り
ま

す
と
建
築
物
の
用
途
に
よ
っ
て

建
築
か
で
き
る
も
の
、
で
き
な

い
も
の
か
き
ま
リ
ま
す
。

こ
の
県
案
は
、
去
る
六
月
二

十
四
日
に
明
和
村
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
問
さ
れ
‘
案
の
と
お

り
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は

七
月
下
旬
に
県
都
市
計
画
地
方

審
議
会
を
開
催
し
、
そ
の
議
を

経
て
建
設
大
臣
認
可
申
請
そ
し

て
決
定
告
示
（
八
月
中
の
見
込
）

の
予
定
で
す
。

尚
‘
詳
し
く
は
企
画
開
発
課
へ
。

※大輪・矢島工業適

地 32 ha を工業専

用地域とした。

S = I : 10,000 
゜ 300m 

ｮ
 • 新

井
さ
ん
宅

%% 
0
0
0
0
 

ェ
ニ

D

[

[

 
rー
ロ
繹
疇

□
0
 

: 
建ペイ率 50%

容積率 50%

50% 

300% 

種 別 --容建--ペ·積-·イ·• 率率---

ｮ 第 1 種住居専用地域 ------8-0 -----
40 

⑥ 第 2 種住居専用地域 -----2-0-0 -----
60 

• 住 居 地 域
200 

------------

60 

⑤ 工 業 地 域 -----2-0-0 -----
60 

゜
近隣商業地域

200 
------------

80 

工業専用地域 -----2-0-0 -----
50 

□
は
建
築
で
き
な
い
建
物

自動車施設 一般工場 商業施設 農業 悶 1主 宅

※ 

既存建築物に 教動車所習自 修理工場 庫車 ：：：：物! ー五エ 0 パ : : ; 悶 銀行‘ 舎畜 慮附す 神社‘ 
併用住宅 塁―の五〇場 m· ン

上階以 1以内/3 而0を mを— ' ど1:ー、 以下ヽ 屋‘ 旦 0 0 ..:.. ; 五 50m’ 以内の併用住宅で併用部 建

盆ヽ腐 の ] こ スて 0 屋米ヽ 庫倉の 務戸事斤 舎畜る 寺院‘ 七ー 皐： 分が V2 以下のもの i 築つ もえるの・ 馨 : >k五をこw kえをW レ2 こ 穴ン 気電店` 屋畳‘ 七〇 服店‘ 二〇• 貸本‘ 店舗‘ 事務所‘ し‘

三00 mを•の一0 0 mを• [ : る 悶I 除一のはもく 七五k以下のもw 歴屋菓子豆宮‘ 

て＿＿ 誓店 _ _ 

' 
物

孟品 三00 5金反五0 m' + 五+五 え 合悶 上以ス̀ 屋 >k五w ア kw 塾i 
m, m’ 

i 
屋畳る ア ののも のるも 米屋、 販家用自 下以の 工リ卜‘ 下以の 茶お‘ 食堂‘ 用

m' 畠 を を以 』のをこ こ下
ーニス ここ のi え 転車店自 ェ，卜｝、 , 犀 怠>の 転車店自‘ 機使原動用 房工 使原動機用 碁囲 質店、 喫店茶 途
二 える るも 場合たえ なえいも

る
も

倍ま のも の の 建房ェ 竺豆腐 庭家の の洋 塁裳、用品日
ら参参亨

の五

多 乏須多黍多芽呈多多多診 多 I f主専

ら 巨召多翁乏多多1 巨多移多疇 多 疇 2 f主専

れ 臣須多老謬 巨疇 1主 居ー
る゚ 厖 霞 近商

工業

彦 多z 多 工専

用
途
地
域
内
の
建
物
の
用
途
制
限



(7) 第190号 広

“
7
'

印
鑑
証
明
書
や
戸
籍
抄
本
を

＇
『
受
け
る
場
合
、
今
ま
で
の
窓
口

の
待
合
室
で
は
大
変
狭
く
迷
惑

4
ロ
―

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
か
、

四
月
か
ら
窓
口
待
合
室
の
増
築

（
約2
6面
）
か
行
わ
れ
こ
の
た

び
工
事
も
終
わ
り
、
多
勢
の
方

か
み
え
て
も
‘
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
分
で
書
頷
の
交
付
か
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
す
か

お
茶
も
自
由
に
飲
め
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス

◄

早
く
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
出
荷

江
ロ
・
千
津
井
地
区
を
中
心
に
約
六
・
七

h
a栽
培
さ
れ
て
い
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
六
月
二
十
八
日
に
早
く
も
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

栽
培
者
は
一
輪
車
を
押
し
な
が
ら
一
っ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
も

ぎ
り
、
箱
づ
め
に
し
て
出
荷
し
ま
し
た
か
、
栽
培
者
は
「
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
大
変
甘
い
た
め
、
虫
が
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
鳥
か
食
べ

:
'
i
 

て
し
ま
っ

-
l
 

の
で
、
出

荷
す
る
ま

臣
f

で
は
大
変

で
す
よ
」

と
汗
を
拭

き
ふ
き
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。

幸艮 め し＼

立

わ

9
]浸
，
f

昭和52年 7 月 10 日

◄

役
場
の
待
合
室
が
ワ
イ
ド
に

年
金
額
の
引
上
げ

支
払
月
の
繰
上
げ

《
拠
出
制
国
民
年
金
の
自
動
改
定
》

国
民
年
金
は
物
価
上
昇
に
よ
る
年

金
額
の
目
減
り
を
な
く
す
た
め
に
‘

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
か
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

総
理
府
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
‘

昭
和
五
十
一
年
度
の
消
費
者
物
価
指

数
は
昭
和
五
十
年
度
に
比
べ
九
•
四

％
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
年
金
の

年
金
額
も
九
•
四
％
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
引
き

上
げ
は
、
九
月
の
予
定
か
ニ
カ
月
繰

り
上
げ
ら
れ
、
次
の
表
の
と
お
り
七

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

《
福
祉
年
金
の
改
善
》

0
年
金
額
の
引
き
上
げ

福
祉
年
金
に
つ
い
て
も
、
拠
出
年

金
と
あ
わ
せ
て
年
金
額
か
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
実
施
時
期
も
、
十
月

の
予
定
か
ニ
ヵ
月
繰
り
上
げ
ら
れ
、

次
の
表
の
と
お
り
八
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。

現 行 今月から実施

[ヽ 
25 年納付 月 32,500円 月 35,558円

10 年年金 月 20,500円 月 22,425円

5 年年金 月 15,000円 月 16,408円

害障年金 1 級 月 41,200円 月 45,125円

2 級 月 33,000円 月 36,100円

母子・準母子・遺児年金 月 33,000円 月 36,100円

夫が受ける 現行の額を9.4

寡 婦 年 金 はずの老齢 ％引き上げた
年金の半額 額

④
支
払
い
月
、
支
払
い
日
の
変
更

受
給
者
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ
っ

た
「
一
番
お
金
の
必
要
な
盆
、
暮
に

年
金
の
支
払
い
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
‘
支
払
い
月
の
変
更
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
一
月
、
五
月
、
九

月
に
支
払
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
四

月
、
八
月
、
十
二
月
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
十
二
月
支
払
い
分
に
つ
い
て

は
十
一
月
か
ら
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
支
払
開
始
日
に
つ
い
て
も

今
ま
で
、
支
払
い
月
の
六
日
か
ら
で

あ
っ
た
も
の
か
十
一
日
か
ら
と
な
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
変
更
は
十
二
月
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。

④
併
給
制
限
の
緩
和

恩
給
な
ど
他
の
公
的
年
金
と
福
祉

年
金
と
か
併
給
さ
れ
る
場
合
の
限
度

額
が
、
今
ま
で
の
二
十
八
万
円
か
ら

三
十
三
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
八

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
他
の
公
的
年
金
の

受
給
額
か
三
十
三
万
円
未
満
の
と
き

は
、
三
十
三
万
円
と
公
的
年
金
と
の

▼引き上げ額表

現 行
8 月から

実 施

老齢福祉年金 月 13,500円 月 15,000円

障害福 1 級 月 20,300円 月 22,500円

祉年金 2 級 月 13,500円 月 15,000円

母子・準母子
月 17,600円 月 19,500円

福祉年金

の
お
知
ら
せ

損
害
保
険
業
界
で
は
全
国
に
五
十

四
ヵ
所
に
『
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
て
一
切
無
料

で
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
し

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に

任
意
自
動
車
保
険
（
対
人
対
物
）
の

請
求
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
‘
ぜ
ひ
お
気
軽
に
利
用
し

相
談
場
所
は
前
橋
市
表
町

2

ー
，

1
1
1、
朝
日
生
命
ビ
ル
五
階
（
€
J
O

ー
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
一
万
円
寄
付
さ

▼
江
黒
の
東
亜
化
工
閻
よ
り
救
命
浮

輪
を
各
学
校
な
ど
に
百
八
十
五
個
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

文
芸
欄

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

不
具
の
身
に
楽
し
み
も
あ
り
夕
端
居

岡
安
福
一

ね
む合
歓
の
花
ふ
れ
る
吾
が
手
の
節
太
く

安
見
あ
っ
子

草
笛
を
吹
き
来
る
幼
胸
張
り
て

林
倫
常

さ
つ
き
咲
い
て
室
い
っ
ぱ
い
に
薫
る

な
り
林
秀
峰

後
継
は
勤
め
か
老
父
代
を
掻
く

北
島
若
水

青
空
を
恋
し
く
待
て
り
茄
子
の
花

青
木
光
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

差
額
が
福
祉
年
金
か
ら
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
⑦

放
育
と
考
え
る

学
校
教
育
の
改
善
は
教
育
課
程

の
基
準
の
改
善
だ
け
で
達
成
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
関
連

す
る
教
育
条
件
の
改
善
や
、
児
童

生
徒
を
と
り
ま
く
環
境
の
整
備
に

よ
る
と
こ
ろ
か
大
き
い
。
こ
れ
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
、
改
善

を
要
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
次
の
五

項
目
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
、
教
科
書

―
-
、
学
校
運
営
と
学
習
指
導
法

―
―
-
、
教
員
の
養
成
と
研
修

四
、
上
級
学
校
の
入
学
者
選
抜
制
度

写
、
家
庭
教
育
及
び
社
会
教
育
と
の

関
連

以
下
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ

る
。一

、
教
科
書

教
科
書
は
主
た
る
教
材
と
し

て
、
各
教
科
の
具
体
的
な
学
習

指
導
に
直
接
か
か
わ
り
を
持
つ

も
の
で
あ
る
か
ら
、
蝙
集
及
検

定
に
お
い
て
内
容
の
精
選
や
程

度
範
囲
等
の
適
正
化
に
努
め
る
。

―
-
、
学
校
運
営
と
学
習
指
導
法

教
育
課
程
実
施
の
効
果
は
各

学
校
に
お
け
る
自
発
的
創
造
的

な
活
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
、
教
員
の
指
導
力

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
教
材
教

具
の
改
善
、
学
習
指
導
の
評
価

の
研
究
、
更
に
は
教
職
員
組
織

の
改
善
、
施
設
設
備
の
整
備
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
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6月の

よ謬救急車出動回数
●交通事故 7 件

●急病 6 件

●その他 8 件

少
年
サ
ッ
カ
ー

教
室
生
徒
募
集

村
体
育
協
会
で
は
、
小
学
四
・

五
・
六
年
生
を
対
象
に
八
月
、

九
月
の
ニ
ヵ
月
間
ち
び
っ
子
サ

ソ
カ
ー
教
室
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
ち
び
っ
子
達
は

ど
し
ど
し
参
加
し
て
は
…
…
。

●
日
時
毎
週
日
曜
日
、
午
前

七
時
1

九
時
ま
で

●
場
所
明
和
中
学
校
校
庭

●
費
用
百
五
十
円
（
保
険
代
）

●
申
し
込
み
七
月
末
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
へ

8
月

1

日
か
ら

午
後
六
時
か
ら

明
和
中
学
校

既
婚
者
で
部
落
単
位

で
編
成
し
た
チ
ー
ム

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
一
試
合
七
回
戦
ま

た
は
1
時
間
3
0
分
以

内
、
一
日
一
試
合
。

▼
申
し
込
み
7
月

2
0日
ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務

局
へ

▼
方
法

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
所

▼
対
象

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
大
会
の
参
加
者
募
集

農
業
の
担
い
手
と
し
て
の
み
な
さ

ん
‘
わ
が
国
農
業
と
密
接
な
関
係
の

あ
る
米
国
農
業
の
実
態
を
日
々
の
体

験
を
通
じ
て
勉
強

し
な
か
ら
固
際
的

感
覚
、
優
れ
た
経

営
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
米
国

農
業
研
修
制
度
に

参
加
し
て
は
。

そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
通
り
で
す
。

●
派
遣
期
間

二
ヵ
年

●
派
遣
人
員

二
百
人

●
応
募
資
格

高
等
学
校
以

上
の
卒
業
者

アメリカ農業
研修生募集

花火による事故を防ぎましょう。
で
、
現
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る

者
並
び
に
農
業
関
係
研
修
機
関
、

短
期
大
学
、
大
学
に
在
学
中
の
者

で
渡
米
の
と
き
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
で
渡
米
の
と
き
に
満
十
九

才
以
上
二
十
七
才
未
満
と
な
る
独

身
の
男
子
。

国
家
公
務
員
税

務
職
員
の
募
集

●
募
集
期
間
七
月
三
十
日
ま
で

●
経
費
米
国
農
場
で
の
実
習
作
業

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
報
酬
に
よ

っ
て
そ
の
一
切
を
賄
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
研
修
を
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
経
済
課
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

村
民
野
球
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
募
集

8

月
2
1
.
2
8
日
、
9

月
4

日

管
内
小
・
中
学
校

村
民
ま
た
は
村
内
の
企
業

体
員
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

▼
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
七
回
戦

▼
申
し
込
み
8
月
7
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
事
務
局
へ

な
お
‘
参
加
資
格
は
8

月
7
日
、

中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
審
判
講
習
会

▼
受
験
資
格
昭
和
3
2
年

4

月

2

日

か
ら
昭
和

3
5年
4

月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子

▼
申
込
受
付
期
間
7
月
1
3
日
か
ら

7
月

2
2日
ま
で

▼
試
験
日

1
0月
2
日

な
お
、
採
用
試
験
を
希
望
さ
れ
る

方
は
館
林
税
務
署
総
務
課

(
6館
林

□
四
三
七
三
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
期
日

▼
場
所

▼
対
象

農
作
業
労
働
標

準
賃
金
決
ま
る

▼
申
し
込
み

t
t
t
t
t

;
5

＿
あ
し
ら
せ
一
§
＄
魯
沙
魯
沙
§
一
あ
し
ら
せ
一
を
§
＄
名
を
；
§
§

常
勤
の
従
業
員
所
得
控
除
扱
い
と
な
る
②
共
済
金
健
所
で
行
い
ま
す
。

十
人
（
商
は
退
職
所
得
扱
い
と
な
る
③
掛
金
な
お
、
顧
書
は
7
月
1
1
日
よ
り
保

退
を
[
•
ロ
ビ
ス
業
積
立
額
の
範
囲
内
で
の
即
日
融
資
制
健
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

の
用
は
五
人
）
以
下
の
度
、
な
ど
の
特
色
か
あ
り
ま
す
。
く
は
保
健
所
か
役
場
保
健
課
に
お
た

個
人
事
業
主
、
会
今
回
の
改
正
で
‘
①
毎
月
の
掛
金
ず
ね
く
だ
さ
い
。

主
利
社
な
ど
の
役
員
、
か
千
円
ー
三
万
円
（
旧
五
百
円

1
-

自
由
業
の
方
々
の
万
円
）
に
②
老
齢
の
場
合
の
共
済

業
の
た
め
の
退
職
金

I
I金受
給
資
格
か
、
加
入
期
問
十
五
年

企
度
と
も
い
え
る
制
度
（
旧
二
十
年
）
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

か
あ
り
ま
す
。
な
お
詳
し
く
は
役
場
経
済
課
で
お

模
制
毎
月
一
定
の
掛
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

規
金

□
]
累
い
い
群
馬
墨
霜
劇
物

ド
峨
に
な
っ
た
と
き
‘
取
扱
者
試
験
案
内

退
職
し
た
と
き
な
▼
と
き
昭
和
5
2
年
8
月

2
3日

ど
に
掛
金
に
応
じ
▼
と
こ
ろ
勢
多
農
林
高
等
学
校

て
そ
れ
ぞ
れ
共
済
金
か
支
払
わ
れ
ま
▼
試
験
手
数
料
二
千
円

す
。
▼
願
書
受
付
7
月
1
9
日

1
2
1日
、

こ
の
制
度
に
は
、
①
掛
金
は
全
額
午
前

9

時
ー
午
後
4
時
ま
で
各
保

六
月
二
十
日
に
農
業
委
員
会
か
開

か
れ
、
こ
と
し
の
農
作
業
労
働
標
準

賃
金
か
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
請
負
い

(
l
o
a当た
り
）

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起
三
千
七
百
円

1
1

代
か
き
四
千
百
円

田
植
え
（
手
植
え
）
七
千
百
円

＂
（
機
械
植
え
隅
端
植
え
含
む
）

五
千
五
百
円

七
千
百
円

一
万
一
千
円

バ
イ
ン
ダ
ー

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン

●
人
夫
賃

農
繁
期
(
-
日
）
四
千
六
百
円

＂
以
外
(
-
日
）
四
千
百
円

7
月

2
0日
ま
で
に
教

育
委
員
会
へ

▼
場
所

▼
対
象

▼
種
目

自由形 平泳ぎ

小学生
25 m 25 m 

（男女共通）

50 m 50 m 

: 1 i 100 m 100 m 

尚校生
100 m 100 m 

（男女共通）
般

50 m 50 m 
（男女共通）

に
参
加
し
た
チ
ー
ム
。

水
泳
大
会
の

参
加
者
募
集

▼
日
時
7
月
3
1
日
午
前

9

時
か

ら
（
雨
天
決
行
）

明
和
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル

小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
4
日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
1日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談
都
合
に
よ
り
中
止

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
ー
ニ

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
二
期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員相 讐 時日 父...... こなが談
助皆は 通
言さ無 ; 時 7 事
ん料 1 月指導を 悩の で‘ 午後 1日4 故

行み 喜賃 3 相
いごとの 時ま午前 旨叫火< 

すま。に相 で 10

• ▼月

胃 贔例

t 
時 7 ノ行ー

1 月政
ー午後 2日0 ^ 人

塁会 口3 閾‘ 相雙
で 1 0 三~火火
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み鎮こ子で祭
ん守とどつり
なのしも力の
み祭も毛い合
んり豊をイ図
なの作とチは
踊楽まなヨピ
りしちもウ I
出さガやのヒ
可（こし）つ木竺―—舞い狂うササラー

ろてのコ
し来下フ
とい（こ

祭
り
の
合
図
は
ド
ン
ド
コ
ド
ン

古
い
祠
の
木
の
そ
ば
に

あ
つ
ま
れ
あ
つ
ま
れ
み
ん
な
来
い

こ
と
し
も
元
気
な
三
猶
子
ガ

祭
り
の
主
役
は
私
だ
と

こ
お
ど
り
し
て
は
ね
涜
ガ
る

祭
り
の
合
図
は
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ

や
し
ろ

小
さ
な
社
の
軒
先
に

村
中
総
出
で
や
っ
て
来
い

こ
と
し
も
白
い
雨
雲
ガ

ャ
ッ
L

コ
ャ
ッ

L

コ
や
っ
て
来
て

私
も
ま
ぜ
て
と
あ
ば
れ
だ
可

祭
り
の
合
図
は
に
ン
ド
コ
に
ン

み
ん
な
を
貝
守
る
水
徊
様
に

う
力
れ
う
力
れ
て
や
っ
て
来
い

こ
と
し
屯
御
酒
ガ
き
り
り
と
並
び

酔
っ
て
酔
っ
て
酔
い
ぬ
い
て

飲
ん
て
さ
わ
ご
う
夜
中
ま
で

四怠壱切

%%% 
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云
喝
『

舗道村

I h a あたり 5 人
II 4. 6人

II 4. 6人

耕1乍面積

竺誓
1 農家あたり 81 a (50年）
II 84 a (45年）
II 84 a (40年）

農地転用件数

臼ヘク

団ーベ= 1 年間に 105件
// 184件
II 47件

在
前
前

現
5
1
0

数
字
で
見
る
我
が
村
一
年
年



昭和52年 8 月 10 日 広 報

地方区 全国区

有権者数 6,776人 6,776 人

投票者数 6,198人 6,195人

有効票 5,855票 5,365票

無効票 343票 830票

投票率 91 47% 91 43% 

（男） 90 71% 90 71% 

（女） 92 21% 92 12% 
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区

投
票
率
A

％
方
県
下
で
三
番
目

1

地

9
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七
月
十
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院

議
員
の
通
常
選
挙
は
‘
良
識
の
府
を

組
織
す
る
国
民
の
代
表
者
を
選
ぶ
重

要
な
選
挙
で
し
た
。

本
村
で
も
七
ヵ
所
の
投
票
所
で
午

前
七
時
か
ら
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、

六
千
百
九
十
八
名
の
人
が
投
票
し
ま

し
た
。今

回
も
投
票
率
は
九
一
•
四
七
％

の
よ
い
成
績
を
あ
げ
郡
内
一
位
で
、

こ
れ
は
県
内
で
三
番
目
の
成
績
で
し

た
。
ま
た
し
て
も
選
挙
に
対
す
る
認

識
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
投
票
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
効
投
票
が

（
地
方
区
三
百
四
十
三
票
・
全
国
区

八
百
三
十
票
）
大
変
多
か
っ
た
こ
と

で
す
。
一
票
は
重
要
な
価
値
を
持
ち

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
有
効
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

郡
内
の
町
村
別
投
票
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
成
績
順
）

▼
明
和
村
九
一
•
四
七
％

▼
板
倉
町
八
九
・
六
六
％

▼
千
代
田
村
八
五
．

0
-
％

▼
邑
楽
町
八
三
・
八
一
％

▼
大
泉
町
六
九
．

0
-
％

本
村
の
候
補
者
別
得
票
数

＊
地
方
区
（
届
出
順
）

山
本
富
雄
（
自
）
三
‘
六
二
四
票

ア
カ
ネ
重
光
（
社
）
一
、
八
五
六
票

さ
と
う
正
二
（
共
）
三
七
五
票

＊
全
国
区
（
百
票
以
上
の
得
票
者
）

◎
得
票
順

増
岡
こ
う
じ
（
自
）
八
四

0
票

多
田
省
吾
（
公
）
六
一
六
票

や
す
つ
ね
良
一
（
社
）
三
一
九
票

福
島
茂
夫
（
自
）
三
―
―
票

竹
内
き
よ
し
（
自
）
二
七
五
票

西
村
尚
治
（
自
）
二
三
三
票

栗
林
卓
司
（
民
）
一
九
九
票

楠
正
俊
（
自
）
一
八
七
票

＿
扇
千
景
（
自
）
一
七
六
票

梶
木
又
三
（
自
）
一
六
一
票

内
藤
誉
三
郎
（
自
）
一
五
七
票

望
月
優
子
（
社
）
一
〇
九
票

野
末
陳
平
（
無
）
一

0
二
票

（
少
数
点
以
下
省
略
）

昭
和
五
十
一
年
度
の
県
民
税
完
納

表
彰
式
が
七
月
十
九
日
県
民
会
館
で

行
わ
れ
、
本
村
は
連
続
十
九
年
間
完

納
と
い
う
輝
か
し
い
記
録
で
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
記
録
を
の

ば
し
て
い
く
た
め
に
も
村
民
の
皆
様

の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
頗
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
席
上
で
商
工
会
納
税

貯
蓄
組
合
長
の
神
田
富
造
さ
ん
が
、

さ
ら
に
収
入
役
の
宮
沢
恒
雄
さ
ん
が

優
良
財
務
職
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

●
十
年
以
上
連
続
県
税
完
納
町
村

中
里
村
（
多
野
郡
）
二
十
五
年
間

明
和
村
（
邑
楽
郡
）
十
九
年
間

東
村
（
吾
妻
郡
）
十
九
年
間

粕
川
村
（
勢
多
郡
）
十
二
年
間

新
里
村
（
勢
多
郡
）
十
一
年
間

昭和51 年度
納税組合別村税徴収成績

S52.5.31現在

納税 調 r疋上 額 収入未済額 連続完

組合名 組合人員 税 額 人員 税額 納回数

斗合田
人 円 人 円 年

83 7,627,240 14 

下江黒 77 7,630,240 13 

上江黒 117 9,465,370 5 

千津井 120 9,535,660 6 

江口 136 12,308,840 7 

田島 115 11,517,050 17 

南大島 276 19,909,840 1 55,730 

新里 189 12,894,130 1 

中谷 136 7,317,840 1 

梅原 190 14,318,450 21 

川俣 96 8,659,760 10 

須賀 94 6,388,440 5 

大輪 197 14,606,680 1 

入ヶ谷 28 2,510,710 18 

矢島 146 11,616,910 10 

大佐貫 128 8,613,270 1 33,600 

計 2,128 164,920,430 2 89,330 

村民税（特別徴収を除く）、固定資産税、
備考

軽自動車税、国民健康保険税の現年度分

川
場
村
（
利
根
郡
）

赤
堀
村
（
佐
波
郡
）

白
沢
村
（
利
根
郡
）

** 

* 

十
一
年
間

十
一
年
間

十
年
間

明
和
村
（
県
税
）

遥
続
完
納
で
表
彰

第191号

部落別投票成績（地方区）

(2) 

大字名 有権者 投票者 投票率 順位

斗合田 299 人 277人 92 64% 9位

下江黒 265 255 96 23 2 

上江黒 381 330 86 61 15 

千津井 436 409 93 81 6 

江 ロ 471 424 90 02 11 

田 島 388 368 94 85 4 

南大島 868 803 92 51 10 

新里 508 450 88.58 13 

中 谷 394 341 86 55 16 

梅 原 583 513 87 99 14 

JII 俣 298 281 94 30 5 

須 賀 280 266 95 00 3 

大輪 658 592 89 97 12 

入ヶ谷 89 89 100.00 1 

矢 島 470 439 93 40 7 

大佐貫 388 361 93 04 8 

計 6,776人 6,198人 91 47% 

昭
和
五
十
一
年
度
村
税
完
納
表
彰

式
が
各
納
税
組
合
長
及
び
館
林
税
務

署
長
さ
ん
な
ど
多
数
の
来
賓
の
方
々

の
出
席
の
も
と
に
七
月
二
十
五
日
、

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
村
税
を
完
納
し
て
い
た

だ
い
た
十
四
納
税
組
合
に
表
彰
状
と

金
一
封
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
二
十
一
年
連
続
完
納
を
し
た
梅

原
納
税
組
合
も
入
っ
て
お
り
、
ま
こ

と
に
り
っ
ば
な
記
録
を
更
新
中
で
す
。

五
十
年
度
は
四
納
税
組
合
九
人
が

完
納
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
五
十
一

年
度
は
わ
ず
か
二
納
税
組
合
二
人
が

完
納
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
納
税
組
合

か
完
納
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
理
解
か
あ
れ

ば
こ
そ
、
で
き
た
も
の
で
す
。

今
年
度
こ
そ
は
百
％
達
成
を
目
標

村
税
完
納
表
彰

式
が
行
わ
れ
る

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご

協
力
く
だ
ざ
い
。

な
お
五
十
一
年
度
納
税
組
合
別
村

税
徴
収
成
績
は
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。

広
報
2
0
0
号
記
念

作
0
0
0の募
集

広
報
め
い
わ
か
来
年
五
月
号
で
二

百
号
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

ま
し
て
先
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
二
百
号
記
念
作
品
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し

総
務
課
広
報
係
ま
で
作
品
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

▼
広
報
に
対
す
る
感
想
文

▼
広
報
に
関
す
る
標
語

▼
広
報
写
真
で
す
。

す
で
に
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
詳
し
く
は
先
月
号
の
広
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



(3) 第191号 広 報 め し＼ ゎ 昭和52年 8 月 10 日

建
設
業

退
職
金

共
芦
制
度
の
ご
和
用
を

を
つ
く
っ
て
集
団
で
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
労
働
者

の
範
囲
は
、
現
場
で
慟
く
大
エ
・
左

官
・
と
び
・
土
工
等
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

人
た
ち
の
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
制

度
で
、
現
場
作
業
員
が
ど
こ
の
現
場

で
働
い
て
も
‘
働
い
た
日
数
分
の
掛

金
が
全
部
通
算
さ
れ
、
建
設
業
の
仕

事
を
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
退
職
金

か
支
払
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
業

界
ぐ
る
み
の
退
職
金
と
も
い
え
る
制

度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
事
業
主

は
、
お
よ
そ
建
設
業
を
営
む
者
な
ら

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
総
合
・
専

門
・
職
別
・
元
請
・
下
請
の
別
を
問
こ
と
、
電
工
・
配
管
エ
・
塗
装
エ
・

わ
ず
、
専
業
で
も
兼
業
で
も
、
ま
た
運
転
エ
・
現
場
に
雇
わ
れ
て
い
る
事

許
可
を
受
け
て
い
る
と
い
な
い
と
に
務
員
な
ど
、
そ
の
職
種
の
い
か
ん
を

か
か
わ
り
な
く
、
す
べ
て
加
入
で
き
問
わ
ず
‘
ま
た
、
月
給
制
と
か
日
給

ま
す
。
（
一
人
親
方
は
、
任
意
組
合
制
と
か
、
エ
長
・
班
長
・
世
話
役
な

丁
！
i
！
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
ー

|
l
5
-一

一
前
川
俣
郵
便
局
長
戚
鯉
沼
昌
一
郎
氏

{ 

一
正
五
位
勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に
一

一
前
川
俣
郵
便
局
長
を
し
て
い
た
昭
和
十
九
年
に
川
俣
郵
便
局
長
と
一

i
川
俣
の
故
鯉
沼
昌
一
郎
さ
ん
は
、
な
り
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
十
九
一

i
郵
政
事
業
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
日
に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
三
一

i
こ
の
ほ
ど
正
五
位
勲
五
等
瑞
宝
章
年
間
も
の
長
い
間
局
長
と
し
職
務
―

i
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
に
精
励
し
、
そ
の
間
、
群
馬
東
特
一

i
鯉
沼
さ
ん
は
昭
和
九
年
に
川
俣
定
郵
便
局
長
業
務
推
進
連
絡
会
邑
一

郵
便
局
の
事
務
員
に
命
ぜ
ら
れ
、
楽
部
会
長
や
、
群
馬
東
特
定
郵
便

}
1
,
I

i

-
l

i
局
長
業
務
推
進
連
絡
会
会
長
[

一
な
ど
を
歴
任
す
る
な
ど
、
輝
｛

}
か
し
い
功
績
の
持
主
で
し
｛

一
た
。
一

―
f
川
俣
郵
便
局
は
毎
年
き
ま
[

-
d

ヽ
＼
っ
て
‘
貯
金
事
業
な
と
か
優
一

一
，
り
免
[
[
i
t
]
口
タ
：
』
＜
三

一
，
政
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
一

一
功
績
か
認
め
ら
れ
、
今
回
の
一

一
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
一

•
『
"
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·
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七
月
二
十
六
日
、
新
里
の
＂
ぎ
ょ

う
ば
ん
様
“
の
夏
祭
り
か
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
祭
り
は
新
里
の
青
年
達

で
組
織
し
て
い
る
＂
な
ん
で
も
や
ろ

う
会
”
（
会
長
‘
飯
島
正
昭
、
会
員

三
十
人
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
な
っ

か
し
い
＂
ぎ
ょ
う
ば
ん
様
“
の
祭
り

ど
の
役
付
で
あ
る
か
ど
う
か
に
も
関

係
な
く
、
い
わ
ゆ
る
出
稼
労
働
者
も

含
め
、
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
人
か
こ
の
制

度
の
被
共
済
者
と
な
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
次
の
よ
う
な
特
典

か
あ
り
ま
す
。

①
事
業
主
が
払
い
込
む
掛
金
は
、
法

人
の
場
合
は
「
損
金
」
、
個
人
企
業
の

み
こ
し
も
ね
り
歩
く

新
里
の
ぎ
ょ
う
ば
ん
様

場
合
は
「
必
要
経
費
」
と
し
て
全
額

免
税
に
な
り
ま
す
。
ま
た
掛
金
は
、

作
業
員
の
給
与
所
得
に
も
含
ま
れ
ま

せ
ん
か
ら
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
作
業
員
の
受
け
る
退
職
金
は
、
退

職
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
が
事
実
上

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

③
退
職
金
に
は
、
五
％
な
い
し
一
〇

％
の
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
法
律
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
の
建
設

業
退
職
金
共
済
組
合
か
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

の
行
事
を
復
活
さ
せ
よ
う
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
事
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

午
後
四
時
か
ら
は
ワ
ッ
シ
ョ
イ
‘

ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
か
け
声
い
さ
ま
し
く

子
供
み
こ
し
か
で
て
部
落
の
路
地
を

ね
り
歩
き
、
住
民
か
ら
拍
手
を
浴
び

新
里
は
祭
り
一
色
。
午
後
七
時
か
ら

は
、
の
ど
自
慢
大
会
、
手
品
あ
り
で

境
内
は
ユ
カ
タ
姿
の
人
で
う
ま
り
、

身
動
き
で
き
な
い
は
ど
で
し
た
。

飯
島
会
長
は
「
や
ろ
う
会
の
第
一

回
目
の
事
業
な
の
で
、
う
ま
く
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
か
、
部
落

の
役
員
の
人
達
の
協
力
を
得
ら
れ
た

の
で
、
祭
り
も
、
も
り
あ
が
り
、
夏

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
十
分
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
各
地
の
夏
祭
り
の

行
事
か
復
活
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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ポ
i
[
よ
盲

（野球）
優勝下江黒
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千
津
井

南
大
島

田
島

斗
合
田

江
口

下
江
黒

上
江
黒

（ソフト）

優勝南大島
3 | 18 

南
大
島

田
島

上
江
黒

江
口

千
津
井

斗
合
田

七
月
二
十
三
日
東
西
小
学
校
の
校

庭
で
少
年
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

炎
天
下
に
も
敗
け
ず
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
好
。
フ
レ
ー
も
随

所
に
見
せ
、
応
援
に
来
て
い
た
父
兄

た
ち
も
我
が
子
の
。
フ
レ
ー
に
満
足
そ

う
で
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果
と
野
球
の
郡

大
会
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
郡
大
会
出
場
選
手
》

▼
投
手
二
十
里
清
痔
新
井
和
彦

川
上
雅
史
山
野
井
幸
男
▼
捕
手

小
林
明
斎
藤
徳
太
郎
吉
永
勤

▼
内
野
村
田
輝
彦
奈
良
吉
伯

松
本
誠
黒
沢
政
彦

▼
外
野
奈
良
和
広
柿
沼
克
己

柿
沼
行
雄
荒
井
克
明

※
八
月
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
郡
大

会
で
は
明
和
チ
ー
ム
は
五
対
0
で
千

代
田
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
。

（野球）
優勝大輪
s I 12 

/―、／ー、

須川梅新大中大矢
佐

賀俣原里輪谷貰島
ヽ＿ノ、＿ノ

幸艮 め し＼

（ソフト）
優勝矢島
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新矢大中大梅川須
佐

里島貫谷輪原俣賀
ヽ＿グ‘-グ

わ

八
月
は
算
定
基
礎
届
の
提
出
時
期

で
す
。
こ
の
届
は
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
事
業
所
の

事
業
主
の
方
に
や
っ
て
い
た
だ
く
手

続
き
で
す
。

健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
は
、

被
保
険
者
の
給
料
に
応
じ
た
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
を
主
な
財
源
と
し
て
傷
病
手
当

金
な
ど
の
給
付
金
を
支
払
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
給

料
は
必
ず
し
も
毎
月
一
定
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
被
保
険

者
の
給
料
に
応
じ
た
保
険
料
や
給
付

金
を
計
算
す
る
こ
と
は
事
務
的
に
大

変
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
事
業
所
の
被
保
険
者
に

対
し
て
、
実
際
に
支
払
っ
た
三
ヵ
月

間
（
五
•
六
・
七
月
）
の
給
料
の
額
を
、

毎
年
事
業
主
か
ら
届
け
て
い
た
だ
き

少
年
野
球
・
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

南
大
島
・
矢
島
（
ソ
フ
ト
）

下
江
黒
・
大
輪
（
野
球
）

が
優
勝

第191号

算
定
基
礎
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

(4) 

事
業
所
の
事
業
主
の
方

そ
の
平
均
額
に
よ
っ
て
標
準
報
酬
月

額
を
定
め
、
そ
の
年
の
十
月
か
ら
翌

年
の
九
月
ま
で
用
い
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
届
を
「
被
保
険
者
報

酬
月
額
算
定
基
礎
届
」
と
い
い
、
八

月
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
社

会
保
険
事
務
所
で
は
、
原
則
と
し
て

各
事
業
所
の
方
々
に
日
時
と
場
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
出
向
い
て

い
た
だ
き
、
給
料
の
実
態
を
調
査
し

た
う
え
で
届
を
受
理
し
ま
す
。

算
定
基
礎
届
の
提
出
か
な
い
場
合

保
険
料
や
給
付
金
が
計
算
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時

に
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
提
出
で
き

な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
所
轄

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
連
絡
し
て
、

都
合
の
よ
い
日
に
変
更
の
う
え
、
早

め
に
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、
。
ヽ

かお 2 度と繰り返すな かあ 2 度と繰り返すな

戦争を知らない
子供だち
石崎高博さん
（矢島）

昭和20年 8 月 15 日、無残な

戦いに終止符か打たれ、人と

人とが殺し合うことが戦争と ・

し二言！言：ロニ \ 7\ ¥' や父母からしか聞かれない異- •• [ -ｷ_ ｷ: ----―ょ芝·こにとi↓
次元のこととなってしまった。もう戦争も、その悲哀さも、

「平和」な社会のもとでば、遠く忘れ去られた。
しかし、今でもその傷跡は、白血病者、戦争未亡人、戦争

による身体障害者などといった、多くの犠牲者に後を残して

いる。

戦争による残酷さ、悲哀さかまぎれもなく実在したという

ことは、自覚して考えてみるべきであろう。そして、今、こ

の平和な生活を世界の国々へ、広めたい気持で一杯でありま

す。

戦争当時
教師として
奈良種介さん
（田島）

私は大東亜戦争の勃発は板

倉南小（旧大ヶ野国民学校）、

巴言三：□□ 1'“/‘`た。自宅にいても警戒警報、 r • 
空襲警報が出されるたびに、自分の家や家族をかまわず学校

にかけつけ、御真影や教育勅語の奉納された奉安殿の警備と

学校の重要書類を袋に入れて、防空壕に運びこむのが仕事で

あった。

また、学童達は警報が出されると、登校を見合わせたり、

授業の途中であれば、教師の指揮下に、待避しながら帰宅

し、さらに、学用品もない有様なので、教室での授業はほと

んど出来ない状況で、まったく、かわいそうな暗い時代であ

った。
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「
夏
の
県
民
総
ぐ
る
み
交
通
安
全

運
動
」
が
七
月
二
十
一
日
ー
八
月
三

十
一
日
ま
で
県
下
一
斉
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
子
供
た
ち
が
夏

休
み
と
な
り
、
戸
外
活
動
が
活

発
に
な
る
た
め
‘
子
ど
も
達
が

交
通
事
故
に
遭
う
要
因
か
多
く

な
り
ま
す
。

‘
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
感
覚
が
に
ぶ
り
が

ち
で
す
。
そ
の
う
え
睡
眠
不
足

な
ど
か
ら
、
過
労
運
転
に
な
り

や
す
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
大
事
故
を
起
こ
し
か

刀
は
、
武
士
の
魂
。
破
邪
顕
正

の
剣
」
な
ど
と
い
っ
て
日
本
刀
を

神
格
視
し
た
の
は
、
昔
の
こ
と
。

今
で
は
、
世
界
に
冠
た
る
鉄
の
一

級
芸
術
品
と
し
て
、
世
界
中
の
美

n

¥

-

[

[

 

術
マ
ニ
ア
か
ら
激
賞
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

古
刀
相
州
上
位
の
地
刃
の
働
き

に
は
、
極
上
の
賛
嘆
の
辞
を
惜
し

ま
な
い
か
、
そ
れ
以
上
に
備
前
の

交
通
事
故
に

気
を
つ
け
ま

ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
サ
ン
ダ
ル
や
ハ
イ

ヒ
ー
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
ゲ
タ
な
ど
で

地
色
の
深
淵
さ
と
刀
姿
全
体
か
ら
醸

し
出
す
力
強
い
迫
力
と
美
し
さ
に
は

悦
惚
と
し
て
し
ま
う
。

山
城
も
の
で
は
、
二
字
の
国
後
か

好
き
だ
。~

J
l
ど
／
□
る
、
f:
1ー

大
和
、
美
濃
に
も
良
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
江
の

迫
力
あ
る
刀
姿
が
良
い
。
鋭
い
切
先

に
悠
然
と
し
た
刃
文
は
ま
こ
と
に
、

対
象
的
だ
。
正
宗
以
上
と
私
は
賞
讃

日
日

夏
の
交
通
安
全
運
動
2
1
s
3
1

月
月7

8

 

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
明
和
路

自
動
車
を
運
転
す
る
人
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
履
物

で
運
転
し
ま
す
と
大
変
に
危
険
を
伴

い
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

、
。
し

今
回
の
運
動
は
「
赤
信
号
、
老
人
、

子
供
、
白
い
杖
」
「
話
し
合
う
家
庭

で
事
故
の
な
い
世
界
」
を
合
言
葉
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

運
動
の
実
施
重
点
は
‘
①
子
供
‘

老
人
の
交
通
安
全
の
確
保
②
二
輪

血
圧
を
下
げ
る
薬
が
大
変
進
歩
し

ま
し
て
、
こ
の
た
め
に
日
本
人
の
罪

命
も
大
分
伸
び
た
と
も
言
え
ま
す
。

し
か
し
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
す
っ
か
り
安
心
す
る
の
は
大

膝
に
立
て

し
た
い
。

新
刀
で
は
、
江
戸
の
武
骨
さ
よ

り
大
阪
の
華
美
に
私
は
夢
中
に
な

る
。刀

を
抜
き
放
っ
て
、

た
り
、
ぐ
っ
と
引
き
よ
せ
て
鑑
入

っ
た
り
す
る
と
、
少
し
ぐ
ら
い
の

風
邪
は
、
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
う
。

鑑
刀
三
昧
の
境
地
も
よ
い
か
、

社
会
逃
避
の
術
と
は
し
た
く
な
い
。

（題字は奈良原さん）
正
し
い
生
活
を

車
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
の
推

進
③
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
運
動
の
定

着
、
以
上
の
三
点
で
す
。

我
が
家
か
ら
交
通
事
故
者
を
出
さ

な
い
よ
う
母
親
が
中
心
と
な
っ
て
、

夕
食
の
時
な
ど
を
利
用
し
、
家
族
ぐ

る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の

村
か
ら
悲
惨
な
交
通
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
よ
う
に
、
村
民
総
ぐ
る
み
で
、
交

通
事
故
を
防
止
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

（
最
終
回
）

き
な
ま
ち
が
い
で
す
。
精
神
的
な
緊

張
や
興
奮
状
態
が
あ
る
と
、
薬
を
飲

ん
で
い
て
も
血
圧
は
ぐ
ん
と
上
が
り

ま
す
。

ま
ず
基
本
的
に
生
活
を
改
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
は
食
生

活
の
注
意
、
な
か
で
も
食
塩
の
制
限

か
必
要
で
す
。
日
本
料
理
の
特
徴
は

塩
味
に
あ
り
、
日
本
人
は
食
塩
を
多

く
取
る
傾
向
が
あ
り
、
群
馬
県
は
内

陸
部
の
た
め
か
、
そ
の
傾
向
か
一
層

強
い
よ
う
で
す
。

塩
を
制
限
す
る
の
は
、
酒
好
き
に

酒
を
制
限
す
る
と
同
じ
く
ら
い
つ
ら

い
よ
う
で
す
が
、
真
剣
に
取
り
組
む

と
案
外
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
れ
だ

け
で
も
軽
い
高
血
圧
な
ら
普
通
の
血

圧
に
下
げ
ら
れ
ま
す
。

第
二
は
、
精
神
の
安
定
で
す
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
健

康
に
有
益
で
す
。
高
血
圧
の
治
療
は

人
間
全
体
の
改
革
に
つ
な
か
り
ま
す
。

（
館
林
保
健
所
長
）

脳
卒
中
を
防
ご
う

かお 2 度と繰り返すな かお 2 度と繰り返すな

軍隊体験者として

森尻祐三郎さん
（南大島）

私の軍隊生活は足掛け20年

になり、主に満川で戦ってき

ましたが、戦いの中で、一番

悲しかった事は、ご両親から

なによりもかけがえのない大

一軍声 て： 切なご子息を預かっておきな

がら、私が中隊長として指揮をしている目の前で、その若者

を何人も死なせてしまったことです。

盛んに「もう 2 度と戦争をくり返すな」などと叫ばれてお

りますが、私のように軍隊の体験者が一番よくその言葉か身

にしみ、もう戦いはいやだという事か、腹の底からわいてき

ます。もう絶対に戦争はやめ、今日のような平和な日々を維

持していきたいですね。最近、軍隊当時の部下達か分福セン

ターで私を囲んでくれ、懐かしく、当時の話に花を咲かせた

時は勲章をいただいたときよりもうれしかったです。

戸〖 戦争未亡人として

喧 山形トメさん,r~1 （新里）
戦後、はや33年、まさに夢

^\ のようにすぎ去りました。あ
ーペ！ の戦時中の食糧難、物資不足、

な｀＼：oi :;;：きのびたものだと思
-·ヽ‘\＼＼ 今やあらゆる物資は豊かに

なり、なんでも手に入るようになりましたが、それでも何か

と不平を言う。もったいない事だと思います。きっと‘‘心”

を物と交換してしまったのではないでしょうか。

私は当時夢中で生活難と戦い、子をやっと育てているころ

大切な夫を失い、戦争未亡人のレッテルを貼られ、子が一人

前になったと思ったら、もう 63オになってしまいました。悲

しくもつらい毎日でした。また、今日になっても靖国神杜か

まだく国家擁護になってない事が、一遺族として残念でなり

ません。

｀り
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納
k

年
金
制
度
へ
の
関
心
は
年
々
高
ま
り
村
及
び
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
に
お
い
て
も
、
年
金
に
関
す
る
相
談
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
通
算
年
金
制
度

に
関
す
る
も
の
で
す
。

最
近
の
よ
う
に
職
場
の
移
動
の
は
げ
し
い
現
状
で

は
、
同
一
の
年
金
制
度
だ
け
に
加
入
す
る
も
の
は

少
な
く
な
り
、
今
後
、
通
算
年
金
制
度
に
対
す

る
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
通
算
年

金
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。口

遍算年金
調麿奮ヽ

《
通
算
年
金
制
度
と
は
》

わ
か
国
に
は
、
国
民
年
金
‘
厚
生
‘

年
金
な
ど
八
種
類
の
公
的
年
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
制
度

か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
二

十
年
、
あ
る
い
は
二
十
五
年
と
い
っ

た
長
い
期
間
加
入
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
一
生
の
間
に
は
職
場

や
職
業
が
か
わ
る
こ
と
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
に
は
、
加
入

す
る
年
金
制
度
も
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

く
る
の
で
、
各
制
度
で
定
め
て
い
る

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
期
間
を
い
ず
れ
も
満
た
せ

な
い
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
た
期
間
を
合
わ
せ
て

一
定
の
年
数
に
な
れ
ば
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

通
算
年
金
制
度
で
す
。

《
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度
》

加
入
期
間
か
通
算
さ
れ
る
年
金
制

度
は
次
の
八
つ
の
公
的
年
金
制
度
で

す
。-

、
国
民
年
金

二
‘
厚
生
年
金
保
険

三
、
船
員
保
険

四
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合

五
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

六
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

七
、
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

八
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

《
通
算
さ
れ
る
加
入
期
間
》

通
算
さ
れ
る
加
入
期
間
は
、
原
則

と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

以
降
の
加
入
期
間
で
、
一
年
以
上
加

入
し
た
制
度
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
期
間
は
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
前
の
加
入
期
間
で
も

通
算
さ
れ
ま
す
。

一
、
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
の
加
入

期
間
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降

に
他
の
い
ず
れ
か
の
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
た
場
合
（
例
一
）

二
、
共
済
組
合
の
加
入
期
間
で
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
引
き
続

い
て
い
る
場
合
（
例
二
）

な
お
、
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

た
期
間
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
通
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

-
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
で
、
保

険
料
を
納
め
な
い
で
、
さ
ら
に
免
除

も
受
け
な
か
っ
た
期
間
。

二
、
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
の
加
入

期
間
で
脱
退
手
当
金
を
受
け
と
っ
た

期
間
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
特
例

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
の
妻
か
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
も
、
昭
和
三
十

六
年
四
月
以
降
の
妻
と
し
て
の
期
間

は
「
カ
ラ
期
間
」
と
し
て
通
算
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
年
金

額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
（
例
―l
-
)

な
お
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

市
町
村
議
会
議
員
の
妻
で
国
民
年
金

に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
は
カ
ラ
期

間
に
な
り
ま
せ
ん
。

《
通
算
年
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件
》

通
算
年
金
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
、
国
民
年
金
と
国
民
年
金
以
外
の

制
度
と
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
た
期

間
か
二
十
五
年
以
上
あ
る
と
き
。

（
例
四
）

三
、
国
民
年
金
以
外
の
制
度
の
加
入

期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
二
十
年
以

上
あ
る
と
き
。
（
例
五
）

三
、
他
の
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

（例 1) [ 厚生年金
（通算）

昭和3［ロ
l 

i 

国民年金（保険料納付済）

（通算）

（例 2)I 共済組合
（通算）

ニ
三（通算）

（例 3)I 厚生年金
（通算）

10年

（例 4)r 共済組合

厚生年金

（通算）
サラリーマンと結婚

I 

（例 5)

.
'
『

未加入

円
厚生年金

25年

20年

三（通算）
口

共済組合

（例 6) ロ
大正10年 5 月生まれの人の場合

10年

20年

共済組合

（例 7 ）［ロニ一国民年金
昭和36年 4 月 16年

厚生年金 1 国民年金

23年 （通算）

三竺退顧年金受給権発生 （通算）

通算老齢年金受給資格発生

] r
 

6 年

厚生年金

短縮される資格期間表

生年月日 期間

大正 5 年 4 月 1 日以前生 10年

6 年 4 月 1 日 II l111 

7 年 4 月 1 日 II 12 II 

8 年 4 月 1 日 II 13 11 

9 年 4 月 1 日 II 14 11 

10年 4 月 1 日 II 15 11 

11年 4 月 1 日 II 16 II 

12年 4 月 1 日 II 17 II 

13年 4 月 1 日If 18 II 

14年 4 月 1 日 II 19 11 

15年 4 月 1 日！！ 2011 

昭和 2 年 4 月 1 日 II 21 II 

3 年 4 月 1 日 II 22 II 

4 年 4 月 1 日 II 2311 

5 年 4 月 1 日 II 2411 

◎
期
間
短
縮
の
特
例

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
に
は
、
通
算
年
金
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
期
間
が
、
年
齢
に
よ

っ
て
次
の
と
お
り
十
年
か
ら
二
十
四

年
に
短
縮
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

金
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る
と
き
。

（
例
六
）

（
例
七
）

こ
の
短
縮
さ
れ
る
期
間
は
昭
和
三

十
六
年
四
月
一
日
以
降
の
期
間
に
限

ら
れ
ま
す
か
、
明
治
四
十
四
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
以
前
の
加
入
期
間
も
含
め

て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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◄楽しかったネ

わ

東
小
学
校
の
四
年
生
は
、
昼
休
み

の
わ
ず
か
な
時
間
を
利
用
し
て
「
歯

み
が
き
運
動
」
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
六
月
四
日
の
”
む
し
歯
予

防
の
日

1
1に
歯
科
医
か
ら
全
校
生
徒

が
「
む
し
歯
予
防
」
の
お
話
し
を
き

き
‘
む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
、
ま

ず
食
後
の
歯
み
が
き
を
習
慣
づ
け
る

こ
と
だ
と
、
四
年
生
全
員
が
自
主
的

に
始
め
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
‘
廊
下
に
表
を
備
え
付
け

や
っ
た
人
は
0
、
や
ら
な
か
っ
た
人

は
X

を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

一
目
で
実
施
状
態
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

卒業記念にキリンの像►
東小の 6 年生は卒業記念に、なにか想い出に

残るものを作ろうと、みんなで相談した結果「キ

リンの像」を残すことになり、このほど夏休み

を利用して、制作にかかりました。校長先生や、

石村先生のアドバイスを受けなから鉄骨で高さ

2m のキリンのワク組みを作り、その上に白セ

メントでペタペタと、塗り付けていました。

児童達は、顔までもまっ白にしながら「ここ

か、かっこ悪いから、このようにしたら」など

と口ぐちに話しながら作っていました。

臨海学校

ことしも新潟県出雲崎の東毛臨海学校へ村

内の小学 6 年生（東小28人、西小62人）の児

童が7 月 11 日から 13 日まで入校しました。

日ごろ海で泳ぐことの少ない児童に

海を目で見、耳で聞き、肌で感じて

もらい、さらに、協同生活をして

規律正しい人間になってもらお

うと行われたものです。昼間は水

泳や相撲をとったりして、夜ともな

ると、一緒に入校した千代田村の児童

と歌や佐渡おけさの踊りを練習したりし

て、楽しい 2 泊 3 日の臨海学校の生活を満

喫していたようです。

昭和52年 8 月 10 日

◄

む
し
歯
は
な
い
ヨ

,~ 
一
~

六通安全指導腹き
◄又 口舌術

七
月
二
十
七
日
、
若
い
女
の
お
ま
わ
り
さ
ん
三
人
か
三
保
育
園

に
腹
話
術
を
利
用
し
た
交
通
安
全
指
導
に
来
ま
し
た
。

こ
の
三
人
は
保
育
園
や
幼
稚
園
、
そ
し
て
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

を
訪
れ
て
、
人
形
を
使
っ
た
交
通
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
み
な
さ
ん
は
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
左
右
を
よ
く
見
ま

す
か
」
な
ど
と
聞
く
と
、
園
児
達
は
ハ
イ
ッ
／
と
大
き
な
声

で
答
え
、
楽
し
そ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

お
ま
わ
り
さ
ん
達
は
「
こ
の
よ
う
に
人
形
を
使
っ
て
や

る
と
、
と
て
も
理
解
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
一
年

た
っ
て
ま
た
同
じ
と
こ
ろ
に
き
て
も
内
容
を
そ
っ
く
り
憶
え

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
に
も
い
つ
ま
で
憶
え
て
い
る
ん

だ
ろ
う
か
と
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

文

芸

欄

: み老九各人月

い；まりし で 福祉間月 は
で
す

▼
新
里
の
松
本
時
計
店
よ
り
中
央
保

育
園
に
備
え
付
け
て
く
だ
さ
い
と
大

型
電
子
時
計
を
村
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

落
石
を
防
ぐ
網
を
ば
抜
き
出
ん
と
曲

り
て
生
え
る
う
ど
の
一
本
は細

田
武
子

荒
々
し
き
瀬
音
た
て
つ
つ
流
れ
ゆ
く

白
砂
川
の
水
は
に
ご
り
て

山
形
ト
メ

大
平
山
大
中
寺
ま
で
下
る
道
木
の
根

足
場
に
冷
汗
流
す
富
塚
富
江

蛙
の
声
も
や
や
に
老
ひ
た
り
忌
の
近

く
亡
母
の
顔
顕
つ
窓
に
仔
ち
お
り

中
島
あ
い
子

保
つ
よ
す
が
無
き
国
分
寺
跡
熊
笹
に

ひ
そ
み
し
瓦
拾
ふ
手
に
重
き
ま
で

坂
上
千
枝
子

隠
岐
の
島
見
ゆ
る
お
も
ひ
に
海
岸
線

車
窓
に
凝
ら
す
奇
岩
絶
壁

岡
安
ふ
み

潮
風
に
さ
ら
さ
れ
し
社
の
光
る
銀
硬

貨
も
桜
貝
も
二
片
な
ら
ぶ

高
橋
正
枝

す
ぐ
横
に
な
る
癖
つ
き
て
風
鈴
の
音

に
う
た
た
寝
の
ふ
と
目
覚
め
け
り

青
木
光
子

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

シ
リ
ー
ズ
⑧

数
ぷ
月
と
考
え
る

―
―
-
、
教
員
の
養
成
と
研
修

教
育
課
程
実
施
の
効
果
は
教

員
の
資
質
能
力
に
負
う
と
こ
ろ

か
極
め
て
大
き
い
の
で
、
教
員

の
研
修
の
充
実
に
努
め
て
指
導

力
を
高
め
、
更
に
教
員
の
養
成

に
お
い
て
は
実
際
の
指
導
に
関

す
る
資
質
能
力
の
向
上
を
図
る
。

四
、
上
級
学
校
の
入
学
者
選
抜
制
度

現
行
の
入
学
者
選
抜
の
あ
り

方
か
教
育
の
正
常
な
運
営
に
ひ

ず
み
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
児
童

生
徒
の
生
活
を
好
ま
し
く
な
い

も
の
に
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
改
善
措
置
を

講
ず
る
。

写
、
家
庭
教
育
及
び
社
会
教
育
と
の

関
連教

育
課
程
の
基
準
の
ね
ら
い

を
達
成
す
る
上
で
、
家
庭
教
育

の
果
す
役
割
か
大
き
い
の
で
、

学
校
教
育
と
家
庭
教
育
と
社
会

教
育
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を

発
揮
し
つ
つ
相
互
に
補
完
し
あ

う
よ
う
に
努
め
る
。

以
上
教
育
課
程
改
善
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
か
、
教
育
課

程
改
善
そ
の
も
の
に
も
幾
多
の
問

題
が
あ
る
か
、
関
連
事
項
に
よ
り

多
く
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

「
教
育
は
国
家
百
年
の
計
」
と

言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
教
育
が

国
家
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で

も
な
い
。
幾
多
の
困
難
を
の
り
こ

え
て
、
教
育
の
改
善
と
振
g

力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 6 件

●その他 3 件

第

3
0回
明
和
村
成
人
式
が
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

9

月

2
3日

（
秋
分
の
日
）

8

時
3
0分
か
ら

場
所
明
和
中
学
校
体
育
館

該
当
者
昭
和
3
2
年
4

月
2

日

か
ら
昭
和
3
3
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

成
人
式
が

行
わ
れ
ま
す

▼
場
所

▼
主
催

納
涼
祭
が
次
の
日
時
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
ク
ラ
ウ
ン
レ

コ
ー
ド
の
専
属
歌
手
（
民
謡
）

二
人
が
特
別
出
演
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

▼
日
時

八
月
十
五
日
，
午
後

七
時
か
ら
十
時
ま
で

（
雨
天
順
延
）

明
和
中
学
校
校
庭

婦
人
学
級
・
青
年
会

納
涼
祭
が

行
わ
れ
ま
す

五
十
二
年
度
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

の
試
験
が
次
の
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
試
験
日

九
月
二
十
一
日

▽
受
付
期
間

九
月
一
日
・
ニ
日

▽
受
付
場
所

各
保
健
所
衛
生
課

▽
受
験
資
格

中
学
校
を
卒
業
し

た
者
お
よ
び
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
者

▽
手
数
料
三
千
円

▽
合
格
発
表
九
月
三
十
日

な
お
、
受
験
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
、
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税
を

納
税
し
た
方
に
は
六
月
下
旬
に
税
務

署
か
ら
還
付
請
求

書
を
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
、

税
務
署
に
請
求
書

を
送
り
返
し
て
な

い
方
が
多
数
お
り

ま
す
。
お
手
元
に

お
持
ち
の
方
は
、

②
の
請
求
書
に
受

取
り
郵
便
局
名
、

住
所
、
氏
名
＠
、

電
話
番
号
な
ど
の

所
要
事
項
を
記
入

し
、
至
急
税
務
署

へ
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

特別澤税の還付
請求書の提出を

な
お
、
還
付
請
求
書
を
提
出
さ
れ

て
か
ら
還
付
金
を
受
取
る
ま
で
に
一

ー
ニ
ヵ
月
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
館
林
税
務
署

(
6館
林

ニ
ー
四
三
七
三
）
へ
。

役
場
、

八
月
は
「
固
人
事

業
税
」
の
納
税
月

個
人
の
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
か
た
に
納
め
て
い
た

だ
＜
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納

期
は
、
八
月
十
六
日
1

八
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、

お
手
も
と
に
納
税
通
知
書
か
届
き
ま

し
た
ら
、
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

納
税
の
窓
口
は
、

財
務
事

胃
の
集
団
検
診

が
行
わ
れ
ま
す

胃
の
集
団
検
診
か
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
希
望
者
は
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
九
月
五
日
明
和
農
協
第
一

▼
九
月
六
日
東
部
児
童
館

▼
時
間
午
前
九
時

1

十
一
時
ま
で

▼
受
診
料
五
百
円

ス
ポ
ー
ツ
体

験
作
文
募
集

県
体
育
協
会
、
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
、
県
教
育
委
員
会
な
ど
の

: ロニ
-----------------------------------------------

最
近
落
雷
や
風
呂
釜
の
空
焚
に
よ

る
家
屋
や
電
灯
配
線
の
損
傷
や
風
呂

釜
の
損
害
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
事
故
に
対
し
て
、
火

災
共
済
加
入
者
に
は
、
損
害
程
度
相

当
の
共
済
金
か
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
小

さ
な
事
故
で
も
、
家
屋
に
関
す
る
も

の
は
、
役
場
農
業
共
済
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

落
雷
な
ど
の
被
害
は

共
斉
金
支
払
の
対
象

務
所
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
‘
く
わ
し
く
は
館
林
財
務
事

務
所

(
6館
林
□
四
四
六
一
）
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

実施月日 時 間 会 場

午前10:00~11:30 明和農協第 1 事業所
8 月 25 日

午後 1 :oo~3 :oo 東部児童館

午前10:00~12:00 ) 明和村役場8 月 26 日
午後 1 :oo~3 :oo 

※学校、勤務先で実施または実施済の方は、必ず係

までご連絡〈ださい。

七
月
の
第
一
回
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
康

診
断
に
都
合
が
悪
く
て
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
は
今
回
は
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

を
；
§
§
名
…
“
s
i
一
あ
し
ら
せ
一
l
I
f
魯
魯
名
…
；
§
-
あ
し
ら
せ
一
を
§
§
§
を
；
§
§

と
を
知
り
た
い
方
、
ま
た
は
受
験
願
後
援
で
「
私
と
ス
ポ
ー
ツ
」
の
作
文
最
近
観
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
”
行
う

書
を
請
求
さ
れ
る
方
は
、
も
よ
り
の
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
”
へ
の
関
心
が
高
ま
り
‘

保
健
所
衛
生
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
こ
の
”
行
う
ス
ポ
ー
ツ
“
運
動
を
盛

さ
い
。
り
上
げ
る
た
め
、
体
験
的
ス
ポ
ー
ツ

作
文
を
広
く
募
集
す
る
も
の
で
、
小

学
生
か
ら
家
庭
の
主
婦
ま
で
、
多
数

の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
県
内
に
在
住
、
在
勤

し
て
い
る
者

●
応
募
方
法
①
応
募
は
一
人
一
点

②
作
品
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
四

枚
以
内
③
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
職
業
お
よ
び
勤
務
先
を

作
品
の
頭
初
に
明
記
す
る
。

●
送
り
先
〒

3
7
1

、
前
橋
市
大

手
町
一
丁
目
一
ノ
一
、
県
教
委
体
育

課
内
、
県
体
育
協
会
あ
て
(
€
J
O
ニ

七
ニ
ー
ニ
三
ー
―
―
―
-
)

●
締
め
切
り
九
月
三
十
日

ワリーニンワ師
試験のお知らせ

第
二
回
レ
ン
ド

ゲ
ン
健
康
診
断

▼
日
時

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

8
月

1
9日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
一
会
議
室

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
8
月
1
8
日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
1
日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
1
8
日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
5日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
i
二

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

二
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
二

期
、
個
人
事
業
税
第
一
期
、
国

民
年
金
第
二
期
、
利
根
加
用
水

組
合
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

▼
場
所
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悲
つ
と
う
に
白
寿
は
可
ぎ

庭
の
片
隅
に
椙
え
だ

ザ
ク
ロ

小
さ
な
石
怪
の
木
は

大
き
く
な
っ
て

雲
を
も
つ
力
む
ほ
ど
だ

ア
カ
シ

私
の
人
生
の
証
と
い
え
ば

ヒ
タ
イ

小
さ
な
額
に

誰
に
も
敗
け
な
い
ほ
ど
に

と
に
'

]
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村内の最長寿者

野本ひしやさん

深
く
鋭
く
刻
ま
れ
だ

雛
の
一
本
／
＼
な
の
さ

時
と
し
て
…
…
…カ
ゲ

デ
コ
ボ
コ
し
だ
陰
ガ

私
に
迫
っ
て
く
る
ガ

太
陽
の
広
大
な
恵
み
で

肌
・
肉
・
骨
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
勇
き

私
の
心
は
明
る
く
な
り

血
色
ガ
み
な
ぎ
り

み
ん
な
力
ら

不
老
不
死
の
霊
薬
で
毛

飲
ん
で
い
る
の
力
と

疑
わ
れ
る
ほ
ど
だ

村職員 E臼

I I 

村民 82人に 1 人の割合
村民 103人に // 

村民 128人に' II 

火 ‘d_ 
＜
嶋

災

46 日に 1 件発生
41 日に 1 件／／

122 日に 1 件／／

コミの量（コミ収集車のみ）

1 年に 27,021 袋
II I I, 868袋

救急車出動件数

3 日に l 台出動
8 日に l 台出動

122 日に l 台出動

在
前
前

現
5
1
0

数
字
で
見
る
我
が
村
年
年
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第
三
回
臨
時
議
会

各
種
常
任
委

員
が
決
ま
る

第
三
回
臨
時
議
会
か
八
月
十
二

日
に
行
わ
れ
‘
①
字
の
廃
止
に
つ

い
て
②
北
方
領
土
の
早
期
返
還

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
③
常
任
委
員
会
の
改
選
な
ど

に
つ
い
て
審
議
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

●
字
の
廃
止
に
つ
い
て

土
地
政
良
事
業
の
施
行
に
伴
い

斗
合
田
地
区
の
字
名
を
全
廃
し
、

地
番
も
全
面
的
に
改
訂
を
行
い
、

土
地
表
示
の
合
理
化
を
は
か
る
た

め
に
字
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

●
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
対
す

る
意
見
書

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
の
北
方
領
土
は
、
わ

れ
わ
れ
の
父
祖
か
開
拓
し
て
来
た

土
地
で
あ
る
の
で
早
期
返
還
し
て

く
れ
る
よ
う
政
府
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

●
議
会
常
任
委
員
会
の
改
選

（
◎
委
員
長
、
0

副
委
員
長
）

※
総
務
常
任
委
員
会

◎
石
崎
司
朗
〇
始
沢
三
郎

石
村
嘉
男
尾
花
時
夫

新
井
初
太
郎

※
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
泉
田
和
作

0

早
川
四
郎

栗
原
利
夫
新
井
真
三
郎

※
経
済
常
任
委
員
会

◎
高
瀬
米
造
〇
鯉
沼
―
二

小
松
原
一
好
早
川
藤
重

※
建
設
常
任
委
員
会

◎
関
口
正
四
郎

0

荒
木
一
郎

恩
田
義
雄
堀
口
正

（
敬
称
略
）

女
の
最
長
舟
者

野
本
ひ
し
や
さ
ん

9
9
オ

明
和
村
で
長
弄
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
野
本
ひ
し
や
さ
ん
は
明
治
十
一
年

七
月
十
四
日
生
ま
れ
の
九
十
九
オ
で

す
。耳

が
や
や
遠
く
て
、
他
人
と
話
し

を
す
る
の
は
不
自
由
を
き
た
し
て
い

る
か
そ
の
ほ
か
は
全
く
健
康
で
医
者

知
ら
ず
だ
そ
う
で
す
。

朝
は
早
く
起
き
、
自
分
で
鎌
を
研

ぎ
草
取
り
を
し
ま
す
。

食
事
は
よ
り
好
み
を
せ
ず
に
な
ん

で
も
食
べ
る
そ
う
で
す
。

昨
年
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
す
こ
ぶ

る
元
気
そ
う
な
最
長
寿
者
の
野
本
さ

ん
で
し
た
。

金
子
丈
吉
さ
ん
は
明
治
二
十
年
九

月
二
十
日
生
ま
れ
で
、
今
月
で
ち
ょ

う
ど
九
十
オ
に
な
り
ま
す
。

金
子
さ
ん
は
朝
五
時
頃
起
床
し
て

八
時
頃
床
に
着
き
ま
す
。

食
事
は
三
食
と
も
二
膳
い
た
だ
き

肉
や
魚
が
好
物
だ
そ
う
で
す
。

目
や
耳
は
若
い
人
と
変
わ
ら
な
い

か
、
最
近
腰
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
て

不
自
由
だ
か
、
今
で
も
畑
や
庭
に
雑

草
か
生
え
る
と
カ
マ
を
片
手
に
取
る

そ
う
で
す
。

酒
と
タ
バ
コ
は
全
く
飲
ま
ず
、
そ

れ
が
長
生
き
の
秘
訣
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

男
の
最
長
寿
者

金
子
丈
吉
さ
ん

8
9オ

ちのおん考うた

：田よ詞三しと、立ょ 1 敬老の日
いはちまいん思戸
もたゃれまなっ五口
の目んて、す0 歳てで
ででと はいも薮
す見しおかとまみ老
ねてたじわりすんの
゜いわいいたか｀ナ
てれちいく ‘よ旦
もてゃおな同生
気いん孫いじき
持る‘さとよし

村
長
ら
6
2名
を
慰
問

長
寿
あ
め
で
と
う

敬
老
の
日
に
か
ぎ
っ
て
ち
や
ほ
や

さ
れ
た
り
、
歯
の
浮
く
よ
う
な
言
葉

を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
き
ら

う
お
年
寄
り
の
か
た
か
多
い
よ
う
で

す
。
お
年
寄
り
の
か
た
に
は
、
こ
の

日
を
機
会
に
な
に
か
た
の
し
み
に
な

る
贈
り
物
と
か
、
作
る
よ
ろ
こ
び
を

持
た
せ
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
選

ん
で
差
し
あ
げ
て
は
…
…
。

達言足大臣長判疇先生 E! 長
谷
川
建
設
大
臣
来
庁
可
る

90オ以上の長寿者

9 月 10 日現在
（敬称略）

氏 名 性別 年令 生年月日 住 所

1 野本ひしや 女 99 Mll 7 14 大輪2123

2 村田かん 女 98 Ml2. 8 22 II 2051 

3 新井なっ 女 94 M16 7 1 江口 347の 1

4 飯塚かん 女 93 Ml7 2 8 II 713 

5 原口 ひで 女 93 Ml7 2 23 大輪1955

6 薗田みつ 女 92 M18. 6 21 大佐貰141

7 田口せん 女 91 Ml9 2 19 川俣241

8 高橋あき 女 90 Ml9 11 24 江口 607

9 機村ゐう 女 90 M20 8 5 斗合田 241

10 菌田りゃう 女 90 M20. 9 6 大佐貫316

村
で
も
村
長
、
社
協
会
長
、
民
生

委
員
代
表
、
地
元
区
長
ら
か
八
十
五

才
以
上
の
老
人
六
十
二
人
を
慰
問
し

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
の
た
め
に
つ

く
し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、

あ
わ
せ
て
長
弄
を
お
祝
い
し
ま
す
。

こ
の
日
の
行
事
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
八
十
五
オ
以
上
の
方
に
は
‘
敬
老
こ
れ
に
対
し
て
大
臣
は
一
っ
ひ
と

年
金
五
千
円
と
祝
品
な
ど
を
贈
り
ま
つ
う
な
ず
く
よ
う
に
聞
き
「
ぜ
ひ
調

す
。
査
し
て
必
要
の
よ
う
で
し
た
ら
や
り

▼
九
十
才
以
上
の
方
に
は
‘
敬
老
年
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

金
五
千
円
と
祝
品
な
ど
を
贈
る
ほ
か
‘
た
。

県
知
事
か
ら
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
村
と
し
て
次
の
四
点
を

陳
情
し
ま
し
た
。

▼
昭
和
5
2年
度
産
米
事
前
売
渡
申
し

込
み
限
度
数
量
の
増
加
に
つ
い
て

▼
公
民
館
新
設
に
伴
う
補
助
金
に
つ

い
て

▼
谷
田
川
河
川
改
修
工
事
の
促
進
と

谷
田
川
南
大
橋
架
替
工
事
促
進
に

つ
い
て

▼
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
の

予
算
増
額
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
補

導
推
進
員
委
嘱

八
月
八
日
、
長
谷
川
四
郎
建
設
大

臣
が
、
館
林
・
邑
楽
の
当
面
す
る
諸

問
題
を
把
握
し
た
い
と
い
う
事
で
、

公
務
の
忙
し
い
と
き
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
村
会
議
員
、
農
業
委
員
、

区
長
な
ど
が
集
ま
り
大
臣
に
盛
ん
に

実
情
を
話
す
と
と
も
に
、
要
望
な
ど

．
も
訴
え
ま
し
た
。

要
望
の
中
に
は
、
麦
価
を
も
っ
と

あ
げ
て
、
昭
和
橋
に
歩
道
を
取
り
付

け
て
、
川
俣
駅
に
急
行
を
停
車
さ
せ

て
な
ど
と
多
種
多
様
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
不
良
化
防

止
に
協
力
し
て
く
れ
る
青
少
年
育
成

補
導
推
進
員
を
新
た
に
群
馬
県
知
事

と
村
長
よ
り
次
の
方
々
か
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

蓮
見
一
雄
・
坂
上
長
吉
・
鈴
木
正
路

江
森
政
美
•
関
本
忠
・
丸
山
竹
一
郎

関
口
茂
三
郎
・
多
田
正
彦
・
小
池
清

野
本
和
市
・
王
井
一
次
・
滝
口
鎮
男

蓮
見
行
男
・
奥
沢
一
三
・
内
山
利
子

江
森
松
雄
・
藤
野
昌
一
•
田
口
和
晴

田
口
文
雄
・
金
子
竹
雄
・
石
崎
栄
一

篠
木
信
男

愛
の
鐘
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設

青
少
年
非
行
防
止
の
事
業
と
し
て

昨
年
よ
り
行
っ
て
い
る
愛
の
鐘
放
送

ス
ピ
ー
カ
ー
を
ニ
ヵ
所
増
設
し
ま
す
。

設
置
場
所
は
斗
合
田
薬
王
寺
境
内

と
大
輪
原
口
商
店
の
西
へ
増
設
し
ま

す
。
こ
れ
は
荒
井
建
設
咋
よ
り
の
寄

付
を
基
に
じ
て
設
置
し
ま
す
。
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私
達
の
相
談
相
手
で
す

人
権
擁
護
委
貝
と
は
、
地
域
住
民

の
中
か
ら
、
人
格
、
識
見
が
高
く
‘

広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁

護
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る
人
を
村
長

か
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
に
一
八
六
名
の
人
権

擁
護
委
貝
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

委
員
は
人
口
に
応
じ
て
各
市
町
村
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
、

い
わ
ば
「
人
権
の
番
人
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

わ
た
く
し
た
ち
の
人
権
が
犯
さ
れ
な

い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
を

犯
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相

談
相
手
に
な
っ
て
救
済
し
た
り
、
人

々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を

広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

0

子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る

と
き
。

〇
変
な
つ
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
誉

。

I
I

広
報
0

号
記
念
作
品
”
の
募
集

2
 

昭
和
3
0
年4
月
1

日
「
明
和
村

広
報
」
と
し
て
発
足
以
来
「
広
報

め
い
わ
」
と
名
称
を
変
え
な
か
ら

も
2
3
年
間
も
の
長
い
間
、
村
の
す

み
す
み
の
出
来
事
を
、
い
わ
ば
村

が
た
ど
っ
た
道
程
を
事
細
か
に
村

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
、

来
年
五
月
号
で
ち
ょ
う
ど
創
刊
以

来
二
百
号
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
記
念
し
ま
し

て
＂
広
報
二
百
号
記
念
作
品
“
を

募
集
し
ま
す
。

A

部
門

広
報
め
い
わ
に
関
す
る
感
想
文

●
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
以
内

B
部
門

広
報
に
関
す
る
標
語

c

部
門

広
報
写
真

●
広
報
め
い
わ
の
表
紙
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
も
の

●
大
き
さ
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
に
限
る

（
黒
白
、
カ
ラ
ー
両
方
可
）

▼
応
募
期
間
九
月
一
日
ー
来
年

三
月
末
日
ま
で

▼
応
募
資
格
村
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
が
あ

る
人

▼
応
募
点
数
各
部
門
と
も
各
一

点
ず
つ

▼
送
り
先
総
務
課
広
報
係

な
お
、
一
、
二
、
三
位
を
入
選
と

し
入
選
作
は
広
報
紙
で
紹
介
す
る

と
同
時
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
活
用
を

優勝矢島チーム
10 

矢

島

持
甲
商

H

フ

レ

ン

ス・

明
中

O
B

プ
ラ
タ
ナ
ス

大
佐
貫

東パ

亜ウ

ィヒ 1 

エス・

モ南サ

ン
ッ

大シ
プル

ノゞ

ス島 l

『
こ
醤
雪

’
-
W

←

新井特役：

本殊

産電

業装里

大

場成

和
光
金
虞

消
防
第
―
―
分
団

東
武
職
員

第
一
タ
イ
ガ
ー
ス

江

黒

や
信
用
を
失
っ
た
と
き
。

0

み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は
ず
れ

に
さ
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け

た
と
き
。

0

ひ
ど
い
騒
音
・
震
動
・
悪
臭
な
ど

で
な
や
ま
さ
れ
て
い
る
と
き
。

0

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
、
私
的
制
裁

（
リ
ン
チ
や
シ
ゴ
キ
）
を
受
け
た
と

き
。

第
二
十
回
成
人
野
球
大
会

明
和
タ
イ
ガ
ー
ス

矢
皇
チ
ー
こ
万
渥
続
優
誇

0

そ
の
他
、
日
常
生
活
の
中
で
無
理

な
要
求
を
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
と
き
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
次
の
「
人

権
擁
護
委
員
」
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

干
津
井
野
本
竹
蔵
さ
ん

6
館
林
局
□
二
六
七
一

坂
上
千
枝
子
さ
ん

6
川
俣
局
ニ
ニ
ニ
ニ

第
二
十
回
成
人
野
球
大
会
か
八
月

二
十
一
日
と
二
十
八
日
の
両
日
、
ニ

十
ニ
チ
ー
ム
か
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
一
日
は
東
小
、
西
小
、
明
中

の
三
会
場
で
行
わ
れ
二
十
八
日
に
は

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
の
チ
ー
ム
が
優
勝
を

中
谷

昭
和
五
十
三
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
母
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

歌
に
は
母
の
語
意
の
あ
る
他
の
言

葉
た
と
え
ば
「
た
ら
ち
ね
」
「
め
お
や
」

な
ど
用
い
て
も
よ
く
、
人
間
を
は
じ

め
生
命
の
あ
る
動
物
の
女
親
を
題
材

と
し
た
歌
に
限
り
ま
す
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

〇
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
未
発
表
の
も
の

0

用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
）
と
し

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間

0

昭
和
五
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
十

月
十
一
日
ま
で

詠
進
の
あ
て
先

「
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
番
号
一
0
0

な
お
、
詳
し
く
は
総
務
課
広
報
係

歌
会
始
め
の

お
題
は
「
母
」

目
指
し
て
戦
っ
た
結
果
攻
守
に
優
る

矢
島
チ
ー
ム
か
昨
年
に
引
き
続
い
て

連
続
優
勝
し
、
こ
れ
で
矢
島
チ
ー

ム
は
、
通
算
六
度
目
の
優
勝
を
な
し

と
げ
ま
し
た
。

◎
成
績優

勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
新
里
チ
ー
ム

三
位
南
大
島
チ
ー
ム

"
和
光
金
属
チ
ー
ム

◎
個
人
賞

最
優
秀
投
手
賞
田
中
実
（
矢
島
）

最
優
秀
選
手
賞
田
中
茂
男
（
矢
島
）

敢
闘
賞
大
塚
秀
夫
（
新
里
）

野
球
部
長
賞
小
菅
好
雄
（
南
大
島
）

昭
和
五
十
三
年
度

書

住
宅
部
品
は

職
業

式
一9
9
9
9
，
ー
（
折
り
目
）

住
所

（
ふ
り
が
な
）

氏
名
年
月
日
生

図

母

約33cm

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
半
紙
に
次
の
書
式
図
の
よ
う
に
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

約
2
4
c
m

B
L

マ
ー
ク
を

「
B
L

マ
ー
ク
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

B
L

と
は
ベ
タ
ー
・
リ
ビ
ン
グ
、

(
B
et
t

e
r
 L
i
v
in
g
)
の
頭
文
字
で
、

デ
ザ
イ
ン
や
性
能
な
ど
の
面
で
優
れ

て
い
る
と
国
か
認
定
し
た
住
宅
部
品

に
こ
の
マ
ー
ク
か
つ
け
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
住
宅
部
品
の
”
J
I
S

マ
ー
ク
“
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
B
L

マ
ー
ク
制
度
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
住
宅
部
品
は
つ
ぎ
の

十
品
目
で
す
。

▽
給
湯
器
ユ
ニ
ッ
ト
▽
溶
室
ユ
ニ

ッ
ト
▽
防
音
サ
ッ
シ
▽
キ
ッ
チ

ン
ユ
ニ
ッ
ト
▽
手
す
り
ユ
ニ
ッ
ト

▽
屋
外
収
納
ユ
ニ
ッ
ト
（
物
置
）

▽
収
納
ユ
ニ
ッ
ト
▽
換
気
シ
ス
テ

ム
▽
浴
そ
う
▽
洗
面
化
粧
台
。

B
L

住
宅
部
品
は
、
こ
れ
か
ら
も

毎
年
増
え
て
い
き
ま
す
。
住
宅
部
品

を
お
求
め
の
際
は
、
な
る
べ
く
こ
の

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
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なたの履鞠1お遍

最近、運転に不向きな履物か原因の交通事故か大変

増えております。

運転するあなたは、ゲタや足に固定しないサンダル、

スリッパなど、運転をあやまるおそれのある履物で自

動車などを運転していませんか。

遍しています力め：：：：：に履物か運転に適しているかどうか確か
あなた自身か事故を起こさないためにも、足に固定

した履物をはきましょう。

違反とならない履物

カリプソサンダル（男）

ベンハーサンダル（男女）

（鼻緒付）

防寒サンダル（鼻緒付）

靴・ハィヒール（男女）

サマーサンダル（男・女）

ベンハーサンダル（男）

（指付）

バックバンド靴（男女）

（かかとの低いもの）

不

ビーチサンダル

底がやわらかくて不安定

木製サンダル

向き

違反と な

な

スリッノ＼゜

ノゞックノゞンド靴

（かかとの低いもの）

履

靴・ハィヒール（男女）

物彦
草

下

履（女）

る履物

亨
駄（男女）

運動靴（男女）

靴

雪

（男女）

駄（男）

ヘップサンダル（男女）

三
十
八
日
間
に
わ
た
る
夏
休
み

を
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
に
従
っ
て
、
自
主
的
に
、
楽
し

V

、
有
効
に
す
ご
し
た
こ
と
、
そ

し
て
、
交
通
・
水
難
両
事
故
や
非

行
問
題
か
一
件
も
な
か
っ
た
こ
と

を
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
学
校
と
家
庭
か
一
体
と
な
っ

て
の
ご
努
力
と
村
民
各
位
の
ご
協

カ
の
賜
と
存
じ
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
前
回
ま
で
に
、
わ
か
国

か
進
め
て
い
る
教
育
課
程
改
善
の

概
略
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
か
、

今
回
か
ら
県
市
町
村
教
委
と
学
校

か
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
第

二
次
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
健
全

育
成
は
学
校
教
育
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
の
で
‘
県
市
町
村
教
委
と

学
校
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
五

か
年
計
画
（
第
一
次
学
力
向
上
対

策
）
を
た
て
、
学
力
向
上
に
努
力

し
て
き
た
か
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
再
び

五
か
年
計
画
を
た
て
‘
県
市
町
村

教
委
と
学
校
か
一
体
と
な
っ
て
第

二
次
学
力
向
上
に
と
り
く
ん
で
い

ま
す
。

今
回
の
対
策
は
、
三
目
標
、
六

方
針
、
九
観
点
を
設
定
し
、
年
次

別
の
五
か
年
の
歩
み
の
概
要
を
示

し
て
い
る
。
群
馬
の
教
育
の
大
き

な
流
れ
の
中
で
、
本
村
の
地
域
と

学
校
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
本
村
に

ふ
さ
わ
し
い
学
力
向
上
対
策
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ
⑨

数
育
と
考
え
る
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品
[
よ
苔
-
,

あ
な
た
も

＂
色
＂
作
に
し
て
は

皆
さ
ん
既
に
ご
存
知
の
と
お
り
い
う
こ
と
を
非
常
に
大
変
な
作
業
と

現
在
の
税
制
は
、
自
分
の
所
得
や
税
考
え
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
か

額
を
自
分
で
計
算
し
て
納
税
す
る
申
所
得
税
の
青
色
申
告
の
た
め
に
、
特

告
納
税
制
度
か
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
に
「
簡
易
帳
簿
」
に
よ
る
記
帳
か
認

す
か
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を
行
う
め
ら
れ
て
お
り
、
簡
単
に
、
決
算
ま

た
め
に
は
正
確
な
記
帳
か
必
要
な
こ
で
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
す
。

さ
ん
の
中
に
は
「
記
帳
を
す
る
」
と
青
色
申
告
を
行
い
ま
す
と
税
金
の

八
月
二
十
ニ
ー
ニ
十
四
日
、

役
場
職
員
で
組
織
し
て
い
る
青

年
部
（
部
長
田
端
栄
）
で
は
‘

き
れ
い
な
郷
土
に
し
よ
う
と
村

内
の
主
要
道
路
で
空
缶
・
空
ビ

ン
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

部
員
は
役
場
の
退
庁
後
‘
め

ぃ
め
い
に
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
片
手
に
、
ペ
チ
ャ
ン
コ
に
な

っ
た
缶
‘
排
水
路
に
浮
い
て
い

る
缶
な
ど
を
拾
い
‘
袋
は
み
る

み
る
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
い
、
い
か
に
道
路
に
捨
て

ら
れ
て
あ
る
か
物
語
っ
て
い
ま

し
た
。

面
で
、
い
ろ
い
ろ
と
有
利
な
取
扱
い

か
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。青

色
申
告
が
で
き
る
人
は
、
事
業
·

所
得
（
商
売
や
農
業
な
ど
）
不
動
産

所
得
（
土
地
や
建
物
な
ど
の
貸
付
）

山
林
所
得
の
あ
る
人
で
す
。

＊
青
色
申
告
の
特
典

青
色
申
告
を
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
特
典
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
は
、
一

律
に
十
万
円
を
所
得
金
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

▼
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
の
配
偶
者

や
十
五
才
以
上
の
親
族
で
、
そ
の
事

業
に
も
っ
ぱ
ら
従
事
し
て
い
る
人
に

支
払
っ
た
給
与
は
、
そ
の
全
額
か
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。

▼
売
掛
金
や
貸
付
金
の
貸
倒
れ
に
備

え
て
、
年
末
の
売
掛
金
や
貸
付
金
な

ど
の
五
、
六
％
（
金
融
業
は
三
、
三

,~ 

村
内
の
道
路
を
清
掃

役
場
青
年
部
の
人
た
ち

％
）
ま
で
の
金
額
を
、
貸
倒
引
当
金

と
し
て
必
要
経
費
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
年
末
の
商
品
な
ど
の
た
な
卸
高
の

二
、
四
％
（
特
定
商
品
は
五
％
）
ま

で
の
額
を
価
格
変
動
準
備
金
と
し
て

必
要
経
費
に
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
「
み
な
し
法
人
課
税

の
選
択
」
や
「
純
損
失
の
繰
越
し
・

繰
戻
し
」
な
ど
｛
三
十
六
の
特
典
か

あ
り
ま
す
。

＊
青
色
申
告
を
は
じ
め
る
に
は

む
ず
か
し
い
手
続
は
い
り
ま
せ
ん
。

税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

の
用
紙
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に

必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
帳
簿
の
つ
け
方
な
ど
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
税
務

署
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、
。

'> 

女
子
の
三
割
ガ
貧
血
症

で
予
防
で
き
ま
す
。

ま
た
、
少
年
、
青
年
‘
壮
年
か
ら

老
年
と
、
年
代
別
に
食
生
活
を
考
え

厚
生
省
の
「
国
民
栄
養
調
査
」
に
る
こ
と
も
、
健
康
の
も
と
で
す
。

よ
り
ま
す
と
、
成
人
女
子
の
三
人
に
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
体
力
回
復
の

一
人
は
献
血
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
貧
好
機
十
月
は
「
食
生
活
改
善
普
及
運

血
症
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
動
」
月
間
で
す
。

多
い
の
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
な
ど
の
栄
こ
れ
を
機
会
に
正
し
い
食
事
の
習

養
性
貧
血
で
す
か
‘
こ
れ
は
レ
バ
ー
、
慣
を
生
活
の
中
に
定
着
さ
せ
ま
し
ょ

ひ
じ
き
な
ど
栄
養
を
考
え
た
食
生
活
ぅ
゜
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都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
す
べ

き
区
域
と
市
街
化
を
防
ぎ
農
耕
地
な

ど
と
し
て
保
全
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う

区
域
と
に
区
分
す
る
都
市
計
画
、
い

わ
ゆ
る
線
引
き
か
八
月
三
十
一
日
付

け
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

決
定
す
る
ま
で
に
は
‘
皆
さ
ん
も

ご
承
知
の
と
お
り
‘
説
明
会
、
公
聴

会
、
縦
覧
な
ど
し
て
、
意
見
を
聞
き

調
整
し
て
こ
の
た
び
決
定
を
み
た
も

の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
線
引
き
の
後
は
、
都

市
計
画
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
土

地
の
区
画
の
変
更
ま
た
は
形
や
質
の

変
更
で
あ
る
開
発
行
為
や
建
築
行
為

を
す
る
場
合
は
開
発
許
可
、
建
築
許

可
か
な
い
と
そ
れ
ら
の
行
為
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
市
街
化
区
域
内
で
は
…
…

千
平
方
米
以
上
の
開
発
行
為
を
す

る
と
き
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
…
…

市
街
化
を
抑
制
す
る
た
め
の
区
域

で
す
か
ら
開
発
行
為
や
建
築
行
為
は

禁
止
さ
れ
る
区
域
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▼
線
引
き
以
前
か
ら
そ
の
土
地
の
権

利
を
も
っ
て
い
た
人
に
つ
い
て
の
経

過
的
措
置
…
…

恐
し
い
薬
物
乱
用

｛
覚
せ
い
剤
、
麻
薬
、
シ
ン
ナ
ー

i
な
ど
の
乱
用
は
近
年
急
速
に
増
加

一
し
、
こ
れ
に
よ
る
社
会
不
安
が
つ

ー
の
り
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

~
い
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

~
こ
う
し
た
時
期
、
来
る
十
一
月

―
―
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

一
月
間
「
薬
物
乱
用
防
止
強
化
月
間
」

~
か
定
め
ら
れ
、
全
国
的
に
運
動
か

~
展
開
さ
れ
ま
す
。

一
群
馬
県
に
お
い
て
は
薬
物
乱
用

ー
に
よ
る
事
犯
は
増
加
の
一
途
を
た

~
ど
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
一
、
五

ー
ニ
0
人
が
関
係
し
‘
覚
せ
い
剤
事

一
犯
に
限
っ
て
み
れ
ば
五
年
間
に
実

~
に
五
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
覚
せ
い
剤
は
取
扱
い
な
ど
に
つ

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

、
J

皿
覚
せ
い
剤
圃
~

”
麻
薬
圃
一

皿
シ
ン
ナ
ー

1
1
1

い
て
法
律
に
よ
り
厳
し
く
規
制
さ
ー

れ
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
に
も
か
か
~

わ
ら
ず
跡
を
た
た
ず
‘
一
般
市
民
一

に
ま
で
魔
の
手
か
の
び
て
い
る
と
一

い
う
事
実
は
覚
せ
い
剤
に
対
す
る
一

知
識
か
欠
け
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ー

り
、
今
一
度
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
知
一

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

▼
覚
せ
い
剤
は
薬
が
切
れ
る
と
く
一

り
返
し
使
う
よ
う
に
な
り
、
長
く
一

使
用
す
る
と
精
神
分
裂
症
と
な
り
一

廃
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

▼
中
毒
者
は
狂
暴
と
な
り
、
殺
人
、
一

傷
害
、
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を
一

犯
す
よ
う
に
な
り
身
を
破
滅
さ
せ
ー

ま
す
。

都
市
計
画
の

線
引
き
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

線
引
き
が
決
定
さ
れ
る
と
特
に
市
規
制
を
受
け
る
場
合
は
農
地
法
の
許

街
化
調
整
区
域
と
な
っ
た
土
地
に
つ
可
申
請
を
線
引
き
の
日
ま
で
に
提
出

い
て
は
、
そ
の
後
の
開
発
や
建
築
行
し
て
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

為
は
特
別
の
用
途
の
も
の
を
除
き
規
〇
建
売
住
宅
、
貸
家
住
宅
、
貸
倉
庫

制
さ
れ
ま
す
か
、
こ
の
線
引
き
時
点
な
ど
自
己
用
以
外
の
建
築
物
を
建
築

以
前
か
ら
開
発
ま
た
は
建
築
し
よ
う
し
よ
う
と
す
る
人
は
：
·
…

と
す
る
人
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
そ
の
土
地
の
造
成
済
の
も
の
、
ま

経
過
措
置
と
し
て
の
救
済
措
置
か
講
た
は
造
成
中
の
土
地
で
あ
る
も
の
は

ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
‘
こ
の
場
合
線
引
き
後
一
ヵ
月
以
内
に
届
出
し
て

は
「
既
存
権
利
の
届
出
書
」
を
期
間
お
い
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
し
て
お

内
に
提
出
し
て
お
か
な
い
と
、
折
角
く
こ
と
に
よ
っ
て
後
日
建
築
を
す
る

の
土
地
が
そ
れ
ら
の
用
途
に
利
用
で
と
き
に
建
築
許
可
を
受
け
る
権
利
か

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
得
ら
れ
ま
す
。

の
で
、
必
ず
‘
忘
れ
ず
に
県
の
土
木

0

線
引
き
の
日
ま
で
に
農
地
法
の
許

事
務
所
に
届
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
可
申
請
書
を
提
出
済
の
人
は
：
…
•

許
可
証
の
写
を
添
付
し
、
線
引
後

0

自
己
用
の
住
宅
や
業
務
用
の
建
築
三
ヵ
月
以
内
に
開
発
許
可
申
請
書
を

物
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
人
は
…
…
県
の
土
木
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

こ
の
線
引
き
後
六
ヵ
月
以
内
に
届
さ
い
。

出
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
届
出
以
上
の
よ
う
に
届
出
を
提
出
し
て

を
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
後
日
開
お
か
な
い
と
権
利
の
行
使
か
で
き
な

発
ま
た
は
建
築
の
許
可
を
受
け
る
権
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

利
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
役
場
企

た
だ
し
、
そ
の
土
地
か
農
地
法
の
画
開
発
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
万
ら
子
供
と

お
と
し
よ
り
を
日
ろ
う

最
近
、
館
林
警
察
署
管
内
で
は
‘
◎
自
転
車
乗
車
中
で
は

お
と
し
よ
り
と
、
子
供
の
関
係
す
る

0

一
時
停
止
し
な
い

交
通
事
故
が
非
常
に
多
く
発
生
し
て

0

交
差
点
で
徐
行
し
な
い
、
安
全
を

お
り
ま
す
。
確
認
し
な
い

本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
す
で

0

右
左
折
の
際
、
合
図
を
し
な
い

に
子
供
四
十
二
人
、
老
人
三
十
六
人
こ
の
よ
う
な
事
か
主
な
原
因
に
な

の
合
計
七
十
八
人
（
全
体
の
3
8
%
)
っ
て
お
り
ま
す
。

が
亡
く
な
っ
た
り
け
が
を
し
て
お
り
そ
こ
で
子
供
や
お
と
し
よ
り
の
危

ま
す
。
被
害
者
側
か
ら
の
原
因
を
み
険
な
状
態
を
み
ま
し
た
ら
注
意
を
し

ま
す
と
、
て
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
一
声
運
動

◎
歩
行
中
で
は
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

〇
路
上
で
の
と
び
出
し
ま
た
家
庭
で
も
子
供
や
お
と
し
よ

0

車
両
の
直
前
、
直
後
の
横
断
り
に
正
し
い
交
通
方
法
を
良
く
教
え

〇
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

かお 転入して 1 年だちましだ かお 転入して 1 年だちましだ

子供の教育に
ヒッタリの明和の里

渡辺茂男さん
（中谷）

私達、家族は明和村に転入

して、まだ 1 年です。自宅と

会社を往復する毎日なので、

まだ村の事は全〈といってい

いほどわかりません。

仕事柄、会社から帰るのか

昼頃なので時々子供と一緒に近くを散歩しますか、休日など

は部屋にこもってテレヒを見るなどという事かまだまだ多い

今日です。

数多くの人達と気軒に対話してこそ近所の事かわかリ、ひ

いては村の事か良くわかリ、それか、子ども達を育ててい〈

土で必要な事たと思います。これからは機会かある折リには

是非そうして行きたいと思っています。明和村のような、ゆ

ったりとした田園風景の中で素直な子ども達か伸びのびと育

ってし、〈のではなしヽでしょうか。

冬の砂ほこり
にビックリ
加藤繁蔵さん
（梱原）

一家 6 人この地に来て本当

によかったと思っています。

空気も良く、子供たちも元気

に走り回り、日やけして健康

色そのものです。朝窓をあけ

るとさわやかな空気がさ一つ

と顔をなぜ、外をなかめれば、豊かな緑か目に入ります。こ

の目の前にある豊かな自然か全て自分のもののような気かし

て、心に潤を与えてくれます。そしてそれか‘‘今日 1 日頑張

るぞ’'と働く原動力となりとても幸せです。村の人もとても

親切で、なじみやすく、とてもありかたく住みよいところで

す。ただ、ちょっと困るのは冬のからっ風です。亦城おろし

の寒い風と砂ほ‘‘こりには閉口してしまいます。また、夏のカ

ミナリの多いのにもおどろきました。それから前に仕んでい

たところに比べて交通の不便さを感じます。



(7) 第192号 広 報 め し＼ わ 昭和52年 9 月 10 日

-. 

薗部なかさん
（千津井）

赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
方
法
に
よ
っ
て

病
気
に
か
か
る
回
数
や
病
気
の
種
類

も
違
っ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
す

~力゚

母
乳
栄
養
児
は
、
か
ぜ
や
下
痢
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に
か
か
り
に
く

い
の
に
対
し
、
人
工
栄
養
児
は
、
下

痢
症
‘
ぜ
ん
そ
く
性
気
管
支
炎
な
ど

に
か
か
り
や
す
く
、
死
亡
率
も
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
母
乳
は
病
気
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
を
守
る
の
か
と
言
い
ま
す
と

出
産
後
三
日
目
ご
ろ
よ
り
出
る
粘
っ

こ
い
黄
色
の
濃
い
乳
、
こ
れ
を
初
乳

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
初
乳
に
赤
ち

ゃ
ん
を
病
気
か
ら
守
る
免
疫
体
が
非

我
が
家
で
は
米
作
り
の
か
た
わ

ら
観
葉
植
物
の
栽
培
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
農
業
改
良
普
及
所
の
家
計

簿
管
理
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
で
指
導

し
て
戴
き
現
在
記
帳
を
し
て
い
ま

す
。
簿
記
の
知
識
の
な
い
私
に
と

っ
て
は
大
変
な
事
で
す
。
年
間
と

お
し
て
記
帳
し
て
‘
我
か
家
の
家

計
の
実
情
を
つ
か
む
事
か
出
来
ま

•9 

常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
細
菌
に
対
し
、
細
苗
の
働
き
を

弱
め
た
り
、
あ
る
い
は
殺
し
て
し
ま

う
働
き
が
あ
る
た
め
で
す
。

黄
色
い
か
ら
変
な
お
乳
で
は
な
い

か
と
心
配
せ
ず
、
少
し
し
か
出
な
く

と
も
初
乳
は
必
ず
飲
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
初
乳
を
飲
ま
せ
る
か
飲
ま
せ
な

い
か
に
よ
っ
て
、
病
気
に
限
っ
て
言

え
ば
、
そ
の
子
の
一
生
か
左
右
さ
れ

る
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
す
。

次
に
、
母
乳
は
最
初
か
ら
は
良
く

出
ま
せ
ん
か
ら
、
出
な
い
か
ら
と
あ

き
ら
め
ず
に
母
子
と
も
に
根
気
よ
く

吸
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
母
さ
ん
の

母
乳
で
育
て
る
と
言
う
自
覚
が
必
要

し
た
。農

家
は
毎
月
の
収
入
か
一
定
し
て

い
な
い
の
で
、
つ
い
つ
い
赤
字
を
出

し
が
ち
で
す
。
集
計
の
際
に
、
そ
の

月
の
赤
字
の
原
因
を
考
え
て
、
年
度

初
め
に
予
算
を
正
し
く
立
て
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
農
家
は
年
間
の
う

ち
収
入
の
期
間
と
‘
支
出
の
期
間
か

わ
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
収
入
の
期

物
価
上
昇
の
中
で
今
度
、
で
き

る
か
ぎ
り
無
駄
を
な
く
し
て
、
家

計
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て
の
責
任

を
は
た
す
た
め
に
よ
り
正
確
な
記

帳
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
ふ
ー
ふ
げ
蟻
頁
；
料
匹

3

え
ル
ー
l
り

（題字は面部さん）

す
ば
ら
し
い
効
用
が
あ
り
ま
す

み
ん
な
田
乳
で
育
て
よ
う

で
す
。

み
ん
な
母
乳
で
育
て
よ
う
の
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
…
…

①
赤
ち
ゃ
ん
は
、
最
も
す
ぐ
れ
て
い

る
母
乳
で
育
児
す
る
よ
う
妊
娠
の
初

め
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
一

間
に
は
、
ど
う
し
て
も
支
出
が
多

く
な
り
が
ち
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
計
簿
を
つ
け
て
感
じ

る
こ
と
は
、
意
外
に
無
駄
な
支
出

が
多
い
事
で
す
。

五

ヵ
月
（
約
六
週
）
ま
で
は
母
乳
の
み

で
育
て
ま
し
ょ
う
。

③
三
ヵ
月
ま
で
は
、
で
き
る
だ
け
母

乳
の
み
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

④
四
ヵ
月
以
上
で
も
安
易
に
人
工
栄

養
に
切
り
か
え
な
い
で
育
て
ま
し
ょ

゜

、

7

自
転
車
も
止
ま
れ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

自
転
車
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

と
、
館
林
警
察
署
は
明
和
村
、
館
林

市
、
板
倉
町
の
各
交
通
対
策
協
議
会

と
協
力
し
て
「
じ
て
ん
し
ゃ
も
と
ま

れ
」
と
書
か
れ
た
タ
テ
3
0
c
m
、
ヨ
コ

8
C
mの
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
り
、
館
林

署
管
内
の
一
時
停
止
の
道
路
標
識
に

全
部
は
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
村
内
は
七
十
一
ヵ
所
）

こ
れ
は
館
林
署
管
内
の
昨
年
一
年

間
の
交
通
事
故
三
百
五
十
七
件
の
う

ち
自
転
車
に
関
係
し
た
事
故
か
九
十

七
件
（
二
七
％
）
も
あ
り
死
者
が
二

人
、
負
傷
者
が
百
一
人
と
大
変
多
か

っ
た
の
て
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
、

自
転
車
事
故
を
一
件
で
も
な
く
そ
う

と
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

かお 転入して 1 年だちましだ かお 転入して 1 年だちましだ

仕事をしながら
明和の自然が
渡辺操さん
（田島）

ゴL-i 私は袋物皮革加工を自宅で
ー ベし ーニ｀ f;• |行っております。本村に転入

←tぅ←一寸こ：、以：：］子言口
;; \ ！梨の実力ゞ日増しに大きくなる

---- - -- -—• ＝：様子が仕事をしなからよく見
えます。目の前に横たわる利根川がすきで、よく猟犬の散歩、

魚つりなどに出力~け、のんびりとした田園風景を満喫してい

ます。そのためか、せわしかった前の場所とちかい、ついの

んびりしてしまい、仕事がはかどらないことが多いです。家

の囲りは自然かいっぱい。甥や姪が遊びに来ては喜んで帰っ

て行きます。

実に住みよい所ですが、ちょっぴり心配なのは、水道管工

事のためか、鉄分が多いためかわかりませんか、時々水道の

水が濁ることがあるんです。

早く溶け込んで
明和の人に
戸ケ崎利夫さん

（大輌）

アパート住いに別れを告げ

この村に住んでもう 1 年にな

りました。

緑に囲まれた静かなところ

です。そして農繁期ともなる

---—＿と、耕運機、コンバインの音

で賑やかになりますか、そのあわただしさが、また、私達の

生活を張りのあるものにしてくれます。

夏の夜は家中でホタルを追つて興じることもあり子供の情

操教育には抜群の環境ですネ。しかし良いことづくめではな

いのです。それは、よそで育った私達には、この土地柄や風

習などかわからないことです。そのため近所づきあいで気ま

ずい思いをしたこともずいぶんありました。しかし、少しず

つグループ活動などに参加しなから、土地の人達に溶け込ん

で早くこの土地の人になるよう努力したいと思います。
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川
俣

南
大
島

梅
原

千
津
井

稲
荷
山

ぉ
年
省
り
O
J
税
金
特
典

九
月
十
五
日
は
敬
ど
の
日
で
す
。
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
＊
お
年
寄
り
が
受
け
ら
れ
る
特
典

お
年
寄
り
を
敬
い
、
長
寿
を
祝
う
行
年
齢
か
六
十
五
才
以
上
で
所
得
金

事
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。
額
か
一
干
万
円
以
下
の
人
は
次
の
特

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
典
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

は
お
よ
そ
男
性
七
十
ニ
オ
、
女
性
七
①
老
年
者
控
除
と
し
て
、
所
得
金
頷

十
七
オ
（
昭
和
五
十
一
年
現
在
）
で
、
か
ら
二
十
三
万
円
を
差
し
引
く
こ
と

世
界
の
長
寿
国
の
一
っ
と
な
っ
て
い
か
で
き
ま
す
。

ま
す
が
、
国
で
は
お
年
寄
り
の
社
会
②
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

福
祉
を
充
実
す
る
一
方
、
税
金
の
面
的
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
は

で
も
い
く
つ
か
の
特
典
を
設
け
て
い
こ
れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
老
年
者

年
金
特
別
控
除
額
七
十
八
万
円
を
差

し
引
く
こ
と
か
で
き
ま
す
。

従
っ
て
、
公
的
年
金
や
恩
給
だ
け

の
収
入
金
額
の
人
は
‘
ど
年
者
年
金

特
別
控
除
七
十
八
万
円
‘
老
年
者
控

除
二
十
三
万
円
、
給
与
所
得
控
除
五

十
万
円
、
基
礎
控
除
二
十
九
万
円
か

受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
百
八
十
万
円

の
収
入
金
額
が
あ
っ
て
も
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
収
入
金
額

か
百
四
十
八
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
‘

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

＊
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

受
け
ら
れ
る
特
典

生
計
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
る
親

軌
で
、
所
得
か
一
定
粕
以
下
の
人
に

つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
と
し
て
一
人
当
た
リ
ニ
十
九
万
円

を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
か

で
き
ま
す
か
、
こ
の
控
除
の
対
象
と

な
る
親
族
か
七
十
才
以
上
の
お
年
寄

リ
（
障
害
者
で
な
い
人
）
で
あ
る
と

き
は
、
一
人
当
た
り
二
十
九
万
円
の

代
わ
り
に
三
十
五
万
円
を
差
し
引
く

こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、
そ
の
方
か
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
扶
養
控
除
二
十
九
万
円
と

障
害
者
控
除
二
十
三
万
円
の
合
計
五

十
二
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
か
で
き

ま
す
。

八
月
一
日
、
午
後
六
時
か
ら
部
落

対
抗
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
育
協
会
が
「
日
頃
運

動
不
足
が
ち
な
パ
パ
さ
ん
達
に
‘
少

し
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
強
い
て
は
村
民
の
融
和
が
深
ま

れ
ば
…
…
」
と
い
う
事
で
今
回
初
め

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

新
里
と
須
賀
チ
ー
ム
の
対
戦
を
皮

切
り
に
、
毎
日
一
試
合
ず
つ
行
わ
れ

八
月
九
日
に
全
試
合
が
終
了
し
ま
し

こ
。f
 こ

の
試
合
に
出
場
し
た
あ
る
選
手

は
「
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
仲
間
達

と
汗
を
流
せ
る
の
は
最
高
で
す
ネ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
試
合
の
結
果
は
上
記
の
と
お

り
で
す
。

第
一
回
パ
パ
パ
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

干
津
井
チ
ー
い
万
優
勝

ご
存
知
で
す
か

真
夏
の
太
陽
か
キ
ラ
ギ
ラ
輝
く
八

月
。
こ
の
自
然
の
力
を
利
用
し
て
、

病
気
を
治
し
た
り
‘
若
さ
を
維
持
し

よ
う
と
”
砂
浴
研
究
会
”
（
事
務
局
足

利
市
）
の
人
達
か
大
輪
地
先
の
利
根

川
の
河
原
で
砂
ぶ
ろ
療
法
を
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
砂
の
中
に
顔
だ
け
出
し
て

入
っ
て
い
る
と
、
大
地
の
力
で
体
内

の
毒
素
を
排
出
し
て
く
れ
る
も
の
で

こ
れ
を
や
る
と
‘
色
々
な
病
気
か
治

り
、
特
に
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
胃
腸

炎
な
ど
に
効
果
か
あ
る
そ
う
で
す
。

八
月
の
二
十
一
日
の
日
曜
日
に
は

約
六
十
人
の
人
達
が
コ
ウ
モ
リ
を
立

て
て
、
ハ
ダ
カ
で
入
っ
て
お
り
、
遠

く
は
京
都
、
富
山
県
か
ら
‘
こ
の
話

し
を
聞
き
、
砂
ぶ
ろ
療
法
を
行
っ
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。

こ
の
砂
浴
研
究
会
の
世
話
人
の
西

村
さ
ん
（
足
利
市
在
住
）
は
「
砂
ぶ

ろ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
辺
の
砂

の
条
件
が
よ
い
で
す
ね
。
地
元
の
人

．．乞・← • ＝一

砂
ぷ
ろ
で
鱈
庫

も
や
っ
て
効
果
を
た
め
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ネ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

こ
。t
 軽

油
引
取
税
は
、
道
路
を
走
る
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
使
う
軽
油
一

リ
ッ
ト
ル
に
つ
い
て
十
九
円
五
十
銭

か
県
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
税
金
は
目
的
税
と
い
っ
て
道

路
や
橋
な
ど
の
建
設
整
備
の
費
用
に

あ
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
と
な
る
も

の
で
す
。
そ
こ
で
軽
油
引
取
税
は
、

販
売
店
が
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
っ

て
お
り
、
毎
月
財
務
事
務
所
へ
申
告

納
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
か
群
馬
県
内

の
販
売
店
で
軽
油
を
購
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
だ
け
県
内

の
道
路
の
整
備
が
進
み
、
住
み
よ
い

郷
土
造
り
か
は
か
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

な
お
、
群
馬
県
で
は
、
不
良
軽
油

を
使
わ
な
い
よ
う
に
九
月
一
日
か
ら

末
日
ま
で
を
不
良
軽
油
追
放
月
間
と

し
て
正
し
い
軽
油
の
使
用
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
協
力
を
求
め
る
と
と
も

に
調
査
、
検
査
等
を
行
っ
て
公
平
な

納
税
の
推
進
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
‘
良
質
な
軽
油
の
使
用
と
公

平
な
納
税
を
図
る
た
め
軽
油
の
品
質

を
見
分
け
る
分
析
機
か
財
務
事
務
所

に
配
置
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ご

不
審
の
あ
る
軽
油
を
お
買
い
に
な
っ

た
と
き
は
館
林
財
務
事
務
所

(
6館

林
二
局
四
四
六
一
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

[
 

九
月
は

不
良
軽
油
追
放

月
間
で
す
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キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
む

少
年
達

◄

楽
し
か
っ
た

少
年
野
外
キ
ャ
ン
プ

八
月
十
一
日
と
十
二
日
、
村
内
の

四
1

六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
第

四
回
青
少
年
野
外
教
育
キ
ャ
ン
プ
か

東
部
児
童
館
の
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
六
人
の
参
加
者
は
テ
ン
ト
の

張
り
方
、
ハ
ン
ゴ
ウ
の
た
き
方
な
ど

を
役
場
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
‘
夕

食
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
‘
み

ん
な
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

心
配
し
た
雨
も
夕
方
に
は
す
っ
か

り
あ
が
り
‘
楽
し
み
に
し
て
い
た
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ャ
ー
も
行
わ
れ
、
ア

コ
デ
ィ
オ
ン
を
持
参
し
て
特
別
参
加

し
て
く
れ
た
県
社
教
主
事
の
北
爪
さ

ん
を
中
心
に
し
て
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
、
楽
し
く
有
意
義
な
団

体
生
活
を
過
し
ま
し
た
。

▼
減
食
塩
の

料
理
講
習
会

保
健
所
と
村
て
は
八
月
五
、
九
、
十

日
に
村
内
三
カ
所
で
減
塩
食
指
導
の

料
理
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
以
前
成
人
病
検
診
を
行

っ
た
結
果
、
本
村
に
は
高
血
圧
者
か

他
の
市
町
村
と
比
較
し
て
多
い
た
め

に
‘
そ
れ
ら
の
人
を
対
象
に
実
施
し

た
も
の
で
す
。

受
講
者
は
で
き
あ
か
っ
た
料
理
を

口
に
運
ひ
な
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
塩
分

. 

か
足
ら
な
い
よ
う
だ
け
ど
ま
あ
ま
あ

ネ
」
と
い
い
な
か
ら
舌
つ
つ
み
を
打

ち
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
立一

一
ュ
ー
ス

置設の板看語
脊
書
且
坦
を賃匿
ぞ
岨

”
§
L
I
|

標
開
舟
惰
〇
仔
"
”
直
し
f

vi
'

.
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9
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村
内
の
三
カ
所
（
川
俣
・
新
里
・
上
江
黒
）
に
『
伸
び
る
芽
に
よ
い
友

よ
い
家
、
よ
い
村
』
な
ど
と
非
行
防
止
標
語
が
書
か
れ
た
大
き
は
看
板
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
村
民
か
一
丸
と
な
っ
て
青
少
年
非
行
防
止
に
立
ち
あ
が
り

一
年
を
経
過
し
た
現
在
、
お
ど
ろ
く
は
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら

に
こ
の
運
動
を
も
り
あ
げ
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
‘
昭
和

5
0年
↓
5
1年
の
非
行
実
態
を
比
較
対
象
し
て
み
る
と

＊
少
年
(
1
4
1
1
9
オ
）
人
口
…
八
二
五
人
↓
八
0
七
人
＊
犯
罪
触
法
少
年

…

2
3人
↓
2

人
＊
非
行
率
…
二
七
・
八
％
↓
ニ
・
五
％
と
い
う
驚
く
べ

き
成
果
か
得
ら
れ
ま
し
た
。

想もにししらはきを群甘 ちをう＜クウ ◄ 
しのなまてい直ま破でいムを前たちドの本 J鳥
て被らう ‘〈径すつ押のク悩にめばリ出村
い害ずたそい‘゜てしをドましにしや荷の 害：
まか年めこつ深ナく寄知リせた‘で力が特お根：
すあ問‘かつさシいせつやて栽本つラ始産手害：
゜る三全らきーなっ‘て力い培格っスま物
だ百く腐‘竺どつ袋かラま農的つがりであに
ろ万売つそぐ 大スす家ない成まあけ3
う円りて はの収て熟しる

享］物 、··胃9遍ヽ~ : ］よ［ ；こ、息
の‘ブ
をムド

農
家
の
人
た
ち
は
「
防
鳥
網
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
て
も
効
果
は
な
い
し
、

爆
音
器
の
音
に
も
慣
れ
て
し
ま
っ
て

と
」
困
り
は
て
、
頭
を
か
か
え
て
い

ま
す
。

明和村交通対策協議会では、警察官や交通指

導員らの協力を得て 7 月 21 日と 8 月 11 日の両日

村内 3 カ所でオートバイの街頭指導を一斉に行

いました。これは、最近オートバイによる事故

か大変多いために行われたものです。指導した

結果ヘルメットなし、とブレーキ履物不良が圧

倒的に多く、なかには、無免許、保険切れのオ

ートバイに乗っている者もありました。なお整

備良好のオートバイに乗っていた人は全体の約

三割でした。

▼
二
輪
車
の
街
頭
指
導

文
芸
欄

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
問

そ
ぴ
ら

い
ら
い
ら
と
叱
り
て
送
り
し
子
の
背

物
陰
に
追
う
角
曲
か
る
ま
で江森

佳
世
子

い
り
豆
を
戦
地
に
向
ふ
兄
に
届
け
し

ふ

南
海
に
沈
め
り
と
訃
友
を
嘆
か
ふ

瀬
下
一
江

づ
ら
た

柴
陽
花
を
地
面
ま
で
撓
め
梅
雨
明
け

あ
め

の
名
残
り
の
夕
立
降
る
西
は
茜
す

奈
良
原
キ
ク
ノ

か
っ
て
な
く
手
を
握
り
合
ふ
姑
と
我

と
き

と
森
羅
万
象
み
な
眠
る
刻
も江

森

（
来
月
は
俳
句
で
す
。
）

政
美

秋の全国交通安全運動
9 月 21 日～ 30 日

●とび出すな．／
道路はいつも赤信号

●安全は
お先にどうぞのゆずり合い

_
 

＞
川
俣
の
荒
井
建
設
憫
取
締
役
社
長

荒
井
清
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
事
業
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
と
五
十
万
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
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8月の

ヽ｀；救急軍出動回数
●交通事故 2 件

●急病 6 件

●その他 2 件

昭
和
五
十
二
年
度
群
馬
県
職

員
採
用
試
験
か
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
資
格

•
一
般
事
務
、
警
察
事
務
・
電

気
、
土
木
、
林
業
な
ど
の
技

一
｀
術
職
は
昭
和
2
9
年
4
月
2

．
日
か
ら
昭
和
3
5
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
公
立
学
校
事
務
は
昭
和
2
3

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
5

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
い
ず
れ
も
男
女

で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

▼
受
付
期
間
申
込
書
の
受
付

期
間
は
昭
和
5
2
年
9
月
1

日

ー
9
月
2
4
日
ま
で

▼
試
験
期
日
昭
和
5
2
年
1
0
月

1
6
日
（
前
橋
市
）

▼
申
し
込
み
先
群
馬
県
庁
人

事
委
員
会
事
務
局

※
申
し
込
み
用
紙
は
館
林
財
務

事
務
所
と
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
人

事
委
員
会

(
6前
橋
2
3
局
一
―

―
-
)
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
職
員
採

用
試
験
の
実
施

農枯省農業者大
学校の学生雰集

ニ
オ
ー
三
才
児
の
お
子
さ
ん
の
育

児
な
ど
に
つ
い
て
、
お
母
さ
ん
方
は

大
変
悩
み
の
多
い
時
期
、
こ
の
悩
み

に
つ
い
て
教
育
委

貝
会
で
は
四
人
の

幼
児
専
門
医
を
招

い
て
幼
児
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
心
配

ご
と
な
ど
か
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
九
月
二

十
日
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で

▼
場
所
役
場
会

議
室

▼
対
象
ニ
オ
か

ら
三
才
児
を
持
つ

こ
の
大
学
校
は

将
来
の
農
業
を
担

う
青
年
か
広
い
視

野
か
ら
農
業
を
考

え
判
断
し
、
行
動

で
き
る
能
力
を
や

し
な
っ
こ
と
を
目

的
に
農
林
省
か
設

、
、

立
し
た
も
の
て

少
数
徹
底
教
育
、

全
寮
制
、
三
年
教

育
を
特
色
と
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
人
員約五

十
人

▼
応
募
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
の
者

②
学
校
教
育
修
了
後
、
5
3年
4
月

1

日
ま
で
に
1

年
以
上
の
農
業
実

家庭教育巡回
相談実施

r-----------------------------------------------------------

にこ
保
護
者

な
お
相
談
な
さ
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

各
種
予
防
接
種

ガ
行
わ
れ
ま
可

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
と
‘
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
接
種
か
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
既
に

通
知
を
差
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
ま
だ

届
か
な
か
っ
た
り
、
す
で
に
他
の
市

町
村
で
実
施
さ
れ
た
方
は
役
場
保
健

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
シ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

▼
九
月
十
三
日
該
当
者
は
昭
和
4
9

年
6
月
1

日
ー
昭
和

5
0年
8

月
3
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

▼
九
月
二
十
日
該
当
者
は
昭
和
4
8

年
6
月
1

日
ー
昭
和
4
9
年
5
月
3
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
接
種

▼
九
月
二
十
七
日
該
当
者
は
昭
和

※
料
金

登
録
済
の
犬
…
…
千
円

未
登
録
の
犬
…
…
千
三
百
円

期日 時 間 場 所

午前9時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

10月 3 日 午前 11 時～ 12 時 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

午前9時30分～ 12 時 明和農協第 1
10 月 4 日

矢島公民館午後 1 時～ 3 時

午前9時30分～ 10時30分 南大島集会所

10 月 5 日 午前 11 時～ 12 時 梅原三島神社

午後 1 時～ 3 時 役場

5
1
年
中
に
生
ま
れ
た
児
童

▼
九
月
二
十
九
日
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
判
定

※
い
ず
れ
も
武
道
館
で
行
わ
れ
、
受

付
は
当
日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
車
で
お
い

で
の
方
は
中
学
校
北
側
の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
罫
可

斉
板
を
立
て
て

最
近
、
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
、

農
地
転
用
許
可
を
得
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
農
地
転
用
許
可
済
標
識
板
を

立
て
て
な
い
の
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

農
地
を
転
用
し
た
場
所
に
は
、
見

や
す
い
所
に
必
ず
許
可
済
標
識
板
を

立
て
て
く
だ
さ
い
。

庭
球
大
会
の

参
加
者
墓
集

▼
日
時
九
月
二
十
五
日
午
前
九

時
か
ら

▼
場
所
明
和
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー

卜

▼
対
象
中
学
生
及
び
一
般

▼
方
法
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式

▼
申
し
込
み
九
月
二
十
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ

危
険
物
取
扱

者
試
験
実
施

▼
試
験
日
十
一
月
十
三
日

▼
会
場
関
東
学
園
大
学

▼
申
し
込
み
先
十
月
二
十
二
日
ま

で
に
明
和
分
署
へ

を
；
§
魯
沙
t
§
，
一
あ
し
ら
せ
一
§
$
§
沙
＄
＄
§
-
あ
し
ら
せ
一
汐
＄
＄
~
§
魯
芯
；
§

務
に
従
事
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
村
で
は
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
経
験
を
有
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

し
、
卒
業
後
引
き
続
き
、
自
営
の

見
込
み
が
確
実
な
者

③
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子

④
知
事
の
推
せ
ん
を
受
け
た
者

▼
受
付
期
間
9
月

1

日
か
ら
9
月

3
0
日
ま
で

入
学
願
書
な
ど
詳
し
い
事
は
館
林

農
業
改
良
普
及
所

(
6館
林
四
ニ
ニ

五
七
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を

か
わ
い
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病

か
ら
守
る
た
め
に
、
生
後
三
ヵ
月
以

上
の
犬
は
春
秋
二
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
時

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

成
人
式
の
実
施

9
月
2
3
日
午
前
八
時

半
か
ら
明
中
体
育
館
で

該
当
者
昭
和
3
2
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
3
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

三
才
児
検
診
1
6
日
武
道
館

妊
婦
検
診

2
2日
役
場

い
ず
れ
も
受
付
は
当
日
の
午

後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
健
康
相

談
は
休
み
ま
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産

税
第
三
期
、
明
和
土
地
改
良
区

費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
8
日
役
場
第
一
会
議
室

2
9
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

3
0
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

▼
場
所

▼
日
時

9
月
1
6
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

役
場
第
一
会
議
室



村の人口
10 月 1 日現在

世帯数 2233戸

人口総数 9621 人

男 4802 人

女 4819 人
(9 月中の動き）

出生13 人 死亡 6 人
転入26人 転出 17 人

10 10 日発行
193 号

発行所明和村役場
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勺
ン
フ
を
持
っ
て
天
国
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
い
る
：
：
’
•
お
と
う
さ
ん

[
f
f
i
巳
／
＼
汗
水
流
し
て
元
気
に
働
い

て
し
ま
可
力
…
…
…
お
と
う
さ
ん

ジ
ャ
ン
フ
し
て
も
ジ
ャ
ン
フ
し
て
も

手
ガ
届
力
な
い
ョ
…
…
お
と
う
さ
ん

学
校
に
赤
・
毒
・
黄
・
緑
の
墨
船
ガ

だ
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど

私
は
青
の
墨
船
に
手
紙
を
つ
け
て

ち
と
う
さ
ん
に
送
り
ま
し
だ

風
船
は
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の

陽
ガ
い
つ
ば
い
の
天
へ
の
力
け
橋

西
の
空
に
風
船
は

貝
え
な
く
な
っ
だ
け
ど

私
の
心
の
あ
と
う
さ
ん
は

よ
く
貝
え
る

私
は
ち
っ
と
も
さ
び
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
…
…
お
と
う
さ
ん

て
毛
い
つ
て
も
い
い
力
ら

返
事
を
く
だ
さ
い
…
…
を
と
う
さ
ん

臼
さ
ん
は
[
f
f
i
日
オ
ウ
ム
の
よ
う
に

「
車
に
気
を
つ
け
て
L

の
く
り
返
し

私
だ
ち
の
こ
の
小
さ
な

家
庭
を
守
っ
て
ネ
青
い
犀
船
さ
ん

ととけ／置し＼〇鳳璽

交通安全防止運動

兼業農家（農外収入あり） 震地転用面積

[t 虻言
120戸（昭和50年） 1,091 戸（昭和50年） 1 、 205,635万円 60,751m' 現在
131 戸 (II 45年） 1 、 137戸(// 45年） 423,535万円 92, 190m• 5 年前
193戸＼，•’/40年） 1, 111 戸(// 40年） 107 、 804万円 54,245m• 10年前
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％
以
内
で
す
。

＿
第
四
回
定
例
村
議
会
一

5
1年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
認
定

1
1
1
第
四
回
定
例
村
議
会
が
九
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
二
十
二
日
ま
で
、
会
期
一
＿
一
日
間
で
行
わ
れ
ロ

呻
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
①
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
②
東
毛
広
域
市
町
村
圏
圃

疇
振
興
整
備
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
③
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
呵

圃
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
有
線
放
送
電
話
設
置
条
例
の
一
部
改
皿

”
正
に
つ
い
て
⑤
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て
®
青
年
農
業
』

叫
者
特
別
融
資
資
金
融
通
措
置
条
例
の
設
定
に
つ
い
て
⑦
）
昭
和
五
十
一
年
度
各
種
会
計
の
決
算
叩

皿
の
認
定
な
ど
十
五
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

皿
ま
た
、
最
終
日
の
二
十
二
日
に
は
一
般
質
問
九
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
村
長
、
圃

”
各
担
当
課
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。一

方
家
庭
て
は
‘
こ
の
許
可
を
受

け
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
か
ら

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
庭
の

ゴ
ミ
を
自
已
処
理
す
る
場
合
は
清
潔

の
保
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

◎
田
口
重
夫
さ
ん
を
再
任

教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
須
賀
の

田
口
重
夫
さ
ん

(
7
0オ）
は
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
か
、
再
び
、
田
口
さ
ん
を
任
命

す
る
こ
と
で
、
議
会
の
同
意
を
求
め

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
―
―
―
千
万
円
以
上
の
契
約
な
ど
は

議
会
の
同
意
を

今
ま
で
一
干
万
円
以
土
の
工
事
の

契
約
を
す
る
場
合
、
議
会
の
承
認
を

求
め
て
い
ま
し
た
か
‘
こ
の
一
干
万

円
か
、
三
干
万
円
以
上
と
な
り
ま
し

こ
。f
 

◎
処
理
業
が
許
可
制
に

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
設
置
か
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
村
内
で
一
般
廃
棄
物
処
理
業

や
、
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
を
行
う
者

は
村
長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
‘
+

一
月
以
降
は
許
可
を
受
け
な
い
と
処

理
業
か
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
後
継
者
資
金
の
利
子
補
給

青
年
農
業
者
特
別
融
資
資
金
融
通

措
置
条
例
の
設
定
か
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
例
は
十
八
オ
ー
三
十
才

ま
で
の
若
い
農
業
後
継
者
が
魅
力
あ

る
農
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
二
つ
の

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
で
す
。

▼
新
規
自
立
営
農
資
金
（
ス
タ
ー
ト

資
金
）

農
業
後
継
者
か
新
た
に
野
菜
や
果

樹
な
ど
に
取
り
組
む
場
合
の
必
要
資

金
を
融
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
七
年
以
内
の
返
済
で

三
百
万
円
ま
で
は
無
利
子
で
す
か
、

さ
ら
に
三
百
万
円
融
資
を
受
け
る
場

合
は
三
・
五
％
以
内
の
利
子
で
す
。

▼
経
営
拡
充
資
金
（
ダ
ッ
シ
ュ
資
金
）

こ
の
資
金
は
既
に
ス
タ
ー
ト
資
金

を
借
り
て
い
る
人
で
経
営
を
拡
充
し

た
い
と
い
う
人
に
適
用
さ
れ
、
六
百

万
円
ま
で
融
資
し
、
利
子
は
三
•
五

◎
昭
和
五
十
一
年
度
決
算
承
認

昭
和
五
十
一
年
度
の
各
種
会
計
の

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
‘

詳
し
く
は
四
ー
六
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。◎

一
般
質
問
事
項

▼
村
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

道
路
側
溝
の
改
良
を
さ
ら
に
一
段

と
推
進
し
て
は
。

▼
生
活
改
善
運
動
に
つ
い
て

村
内
の
実
施
状
況
と
今
後
の
指
導

は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
く
の
か
。

▼
適
正
な
る
課
税
に
つ
い
て

役
場
税
務
課
職
員
の
毎
戸
調
査
の

目
的
は
何
な
の
か
。

▼
中
部
地
区
に
中
小
排
水
を
吸
収
で

き
る
南
北
排
水
路
を
作
る
意
図
が
あ

る
か
ど
う
か

新
里
、
南
大
島
地
区
は
住
宅
が
大

変
増
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
区

の
排
水
路
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

▼
水
陸
稲
共
済
に
つ
い
て

長
い
冷
雨
に
よ
り
水
陸
稲
の
被
害

が
多
発
し
て
い
る
か
、
損
害
評
価
に

"—? 

.4 :t店』ii、t; 
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9. ̀  

よ
る
実
態
は
と
う
て
あ
っ
た
か

▼
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
に
つ
い
て

農
薬
用
ピ
ニ
ー
ル
を
一
般
家
庭
廃

棄
物
と
同
し
よ
う
に
収
駈
処
理
し
て

、

o

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
カ

▼
水
道
事
業
の
無
届
け
工
事
に
つ
い

て
新
・
改
発
に
あ
た
り
‘
村
指
定
業

者
以
外
の
無
届
け
工
事
を
調
介
す
る

名
え
は
。
も
し
あ
っ
た
な
ら
は
‘
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

▼
農
協
の
合
併
に
つ
い
て

―
つ
の
行
政
区
に
目
的
を
同
じ
く

し
た
事
業
体
か
二
つ
あ
る
の
は
不
自

然
で
あ
り
、
合
併
推
進
の
時
限
内
に

合
併
し
た
方
か
組
合
員
全
体
の
利
益

に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

苦
楽
を
と
も
に

5
0年

1

組
の
金
婚
者
を
顕
彰

こ
と
し
結
婚
五
十
年
を
迎
え
た
十
原
重
郎
さ
ん
は
「
さ
き
ほ
ど
来
賓
の

一
組
の
夫
婦
を
お
祝
い
し
よ
う
と
‘
方
か
社
会
に
尽
く
し
て
く
れ
た
、
村

村
で
は
九
月
十
三
日
「
金
婚
者
額
彰
に
つ
く
し
た
な
ど
と
申
さ
れ
た
か
‘

式
」
を
行
い
ま
し
た
。
た
た
我
々
は
夫
婦
と
も
長
生
き
し
た

ま
す
初
め
に
一
人
ひ
と
り
に
慶
祝
だ
け
の
こ
と
て
す
。
し
か
し
、
こ
れ

状
と
金
盃
を
贈
り
‘
つ
き
に
村
長
か
を
契
機
に
村
の
た
め
に
つ
く
し
た
い

「
苦
楽
を
と
も
に
し
て
5
0年
、
大
変
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

長
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
‘
た
。

こ
れ
か
ら
タ
イ
ヤ
モ
ン
ド
式
を
目
指
こ
の
日
顕
彰
さ
れ
た
夫
婦
は
次
の

し
て
夫
婦
と
も
に
こ
健
勝
で
あ
っ
て
通
り
で
す
。
〈
敬
称
略
〉

く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
▽
小
菅
塩
三
郎
・
つ
る
子
（
南
大
島
）

最
後
に
受
彰
者
を
代
表
し
て
‘
折
▽
森
尻
英
一
．
の
ぶ
（
南
大
烏
）

▽
秋
野
隆
治
・
千
代
（
新
里
）

▽
荒
川
忠
之
水
・
ち
よ
（
新
里
）

▽
堀
口
治
平
・
く
ら
（
新
里
）

▽
折
原
重
郎
・
げ
ん
（
中
谷
）

▽
坂
上
嘉
吉
・
よ
し
（
中
谷
）

▽
佐
藤
猪
之
四
郎
・
永
女
（
梅
原
）

▽
松
本
陽
三
・
ヨ
シ
（
大
輪
）

▽
大
沢
高
次
・
セ
キ
（
大
佐
貫
）

▽
園
田
哲
雄
・
好
子
（
大
佐
貫
）

日
本
赤
十
字
社

よ
り
四
名
表
彰

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
既
に
輸

血
の
お
世
話
に
な
っ
た
人
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
血
液
は
献
血
の

趣
旨
を
理
解
し
て
献
血
し
て
く
れ
た

人
の
血
液
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
こ
の
よ
う
な
人
に
感
謝
申
し
上

け
る
と
と
も
に

1
0回
以
上
献
血
し
て

く
れ
た
人
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

本
村
関
係
で
は
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

▽
恩
田
亀
蔵
（
川
俣
）

▽
植
竹
平
作
（
梅
原
）

▽
森
尻
岩
雄
（
南
大
島
）

▽
横
塚
か
つ
子
（
千
津
井
）

〈
敬
称
略
〉

選
挙
管
理
委
員

会
表
彰
さ
れ
る

村
選
挙
管
理
委
員
会
は
七
月
に
執

行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の
成
績

が
優
秀
で
あ
っ
た
と
し
て
九
月
十
六

日
、
県
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民
の
皆
さ
ん

の
選
挙
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。耐

震
装
置
付

ス
ト
ー
プ
を

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
、
人

の
生
命
、
財
産
を
灰
に
し
て
し
ま
う

火
事
の
恐
ろ
し
さ
は
ど
な
た
も
ご
存

知
。
火
災
で
も
地
震
な
ど
に
よ
っ
て

起
こ
る
も
の
が
一
番
恐
ろ
し
い
も
の
。

グ
ラ
ッ
と
き
た
時
、
自
動
的
に
火
が

消
え
る
耐
震
安
全
装
置
の
ス
ト
ー
プ

は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
の
新
製
品
に

は
J
I
S

規
格
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
ス
ト
ー
プ
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
購
入
を
予
定
し
て

い
る
人
は
必
ず
新
型
の
耐
震
安
全
装

置
の
つ
い
て
い
る
ス
ト
ー
プ
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。



(3) 第193号 広 報 め し‘ わ 昭和52年10 月 10 日

こ
の
制
度
は
、
国
が
中
小
企
業
対

策
の
一
っ
と
し
て
、
中
小
企
業
に
働

＜
従
業
員
の
老
後
の
安
定
な
ら
び
に

中
小
企
業
の
振
輿
を
目
的
に
、
共
済

方
式
に
よ
る
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ

る
退
職
金
か
支
給
で
き
る
よ
う
に
と

い
う
趣
旨
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
い

て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

◎
制
度
の
特
色

①
掛
金
は
金
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

②
退
職
金
額
に
国
唐
補
助
金
が
つ
き

ま
す
。

③
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施
設

の
建
設
資
金
の
融
資
か
低
利
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

遠
い
昔
の
私
達
の
祖
先
か
美
し

い
花
に
感
動
し
て
髪
に
さ
し
た
り

身
近
に
置
い
て
は
心
を
慰
め
ま
し

た
。
仏
に
仏
花
と
し
て
花
を
さ
さ

げ
、
平
和
な
世
界
へ
の
人
々
の
祈

んさ
）
―
ナ
里戸

ぽ
関

り
と
願
い
を
花
に
託
し
て
神
仏
に

加
護
を
祈
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
華

道
の
始
め
で
す
。

平
安
時
代
に
も
「
枕
の
草
子
」

「
源
氏
物
語
」
の
中
に
仏
花
に
四
季

ご
芍
ミ
を
言
ふ

ヽ
—

Iん

丁
）
1
1
匹
四

題
関
I

¥

 

◎
制
度
の
利
点

①
月
々
わ
す
か
な
掛
金
で
‘
将
来
多

額
の
退
職
金
か
用
意
で
き
ま
す
。

②
手
続
き
は
簡
単
で
、
国
の
制
度
て

す
か
ら
安
全
、
確
実
で
す
。

◎
加
入
で
き
る
企
業

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
か
三
百
人

（
卸
売
業
百
人
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
五
十
人
）
以
下
の
企
業
で
、
法

人
企
業
で
も
個
人
企
業
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

◎
加
入
で
き
る
従
業
員

こ
の
制
度
で
は
、
原
則
と
し
て
全

員
を
加
入
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
た
し
、
臨
時
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
人
は
加
入
さ
せ
な
く
て
も
よ

の
花
を
用
い
た
事
が
出
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
も
南
北
朝
時
代
に
も

花
の
事
が
で
て
き
ま
す
。
室
町
時
代

に
な
っ
て
生
花
、
立
花
の
一
定
の
花

型
か
完
成
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
明
治
時
代
に
な
り
衣
食
住

に
洋
風
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
と
‘

花
も
洋
風
を
加
味
し
て
盛
花
、
自
由

花
な
ど
か
出
来
て
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
時
代
が
変
り
世
が
変

派
手
な
服
装
で
身
を
飾
る
よ

り
心
を
飾
ろ
う
と
、
こ
と
し
も
九
月

二
十
三
日
の
秋
分
の
日
に
第
三
十
回

成
人
式
か
行
わ
れ
百
三
十
一
人
（
出

わ
っ
て
も
花
の
心
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
花
そ
の
も
の
の
美
と
、
そ
の

花
の
心
を
貸
り
て
人
間
の
心
の
姿

を
表
現
す
る
の
で
す
。

花
を
見
て
怒
る
人
は
い
な
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
花
は
花
自
身
の
中

に
見
る
人
に
い
つ
も
人
の
心
の
美

し
さ
と
豊
か
な
心
を
開
か
せ
、
時

と
し
て
は
な
ぐ
さ
め
と
な
っ
て
無

言
に
語
り
か
け
て
く
る
の
で
す
。

第30回成人式

身を飾るより

見＼を飾る成入式

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
の
利
用
を

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
毎
月
の
掛
金

掛
金
は
八
百
円
か
ら
一
万
円
の
十

九
種
頷
の
中
か
ら
従
業
員
ご
と
に
き

め
て
毎
月
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
加
入
の
手
続

事
業
団
所
定
の
申
込
書
に
一
ヵ
月

分
の
掛
金
を
添
え
て
、
お
近
く
の
金

融
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
商
工
会
又
は
役

場
経
済
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

席
者
百
十
一
人
）
か
新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
は
奈
良
村
長
か
「
大
人
と
し
て

法
律
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
民
権
、
選
挙
権
を
は
じ
め
‘

日
本
国
民
と
し
て
、
持
つ
こ
と
の
出

来
る
各
種
の
権
利
の
す
べ
て
か
、
与

え
ら
れ
、
自
分
の
自
由
意
志
に
よ
っ

て
行
動
す
る
こ
と
か
で
き
る
か
、
そ

の
半
面
重
い
義
務
も
課
せ
ら
れ
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
‘
是
否
善
悪
の
判
断
を
誤
る

こ
と
な
く
‘
良
識
の
上
に
立
っ
て
‘

す
べ
て
の
行
為
に
責
任
を
持
つ
よ
う

心
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
成
人

者
男
子
代
表
の
富
塚
基
輔
君
と
、
女

子
代
表
の
泉
田
澄
子
さ
ん
の
答
辞
か

の
べ
ら
れ
式
を
終
え
ま
し
た
。

な
お
、
両
人
の
答
辞
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

か

富
塚
基
輔
君
の
泉
田
澄
子
さ
ん
の

答
辞
要
旨
答
辞
要
旨

現
在
の
日
本
は
学
歴
主
義
と
い
う
成
人
と
し
て
、
認
め
ら
れ
た
以
上

偏
重
し
た
考
え
が
先
行
し
、
そ
の
ゆ
自
分
の
言
動
に
対
し
て
は
、
何
事
に

か
み
は
道
義
の
退
廃
ま
で
に
発
展
し
も
軽
薄
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
善
悪
の
判

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
容
易
な
ら
断
を
誤
ら
ず
、
良
識
の
上
に
立
っ
て

ぬ
問
題
に
た
だ
苦
し
む
た
け
で
な
く
責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
し

最
善
の
方
法
を
考
究
せ
ね
ば
な
り
ま
自
己
の
人
格
完
成
に
努
め
国
家
社
会

せ
ん
。
こ
れ
ら
問
題
解
決
に
私
達
は
の
繁
栄
と
発
展
の
た
め
に
最
善
の
努

全
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
力
を
傾
け
る
決
心
で
す
。
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⑮固別毎屈踪困
3億

2i意

1 億

億
四
三
0
六
万
円
（
三
四

·
l
%

二
億
七
六
八
二
万
円
（
二
七
・
五
％

歳入10億705万円

昭
和
五
十
一
年
度
の
村
の
家
計
簿
と
い
え

る
べ
き
決
算
ガ
九
月
の
定
例
会
て
認
定
さ
れ

ま
し
だ
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
五
十
一

年
度
の
一
般
会
計
歳
入
十
億
七
百
五
万
円
、

マ
特
別
会
計
て
あ
る
国
民
健
康
保
険
会
計
歳
入

二
悟
一
干
二
百
七
十
九
万
円
、
有
線
放
送
歳

入
二
干
三
百
＿
万
円
、
農
業
共
済
会
計
歳
入

四
干
八
百
十
＿
万
円
、
水
追
会
計
の
収
茄
的

＇
収
入
五
干
百
四
十
四
万
円
の
限
ら
れ
だ
財
源

ガ
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
だ
の
力
、

あ
ら
ま
し
を
あ
知
ら
せ
し
、
皆
様
の
ご
理
解

を
得
だ
い
と
思
い
ま
弓
゜

(
1
0
・
ニ
％
）

一
億
二
六
0
万
円

（
六
・
九
％
）

ハ
千
九
八
七
万
円

（
五
・
九
％
）

五
千
九
七
四
万
円

（
四
・
五
％
）

四
千
五
四
二
万
円

（
ニ
・
六
％
）

二
千
六
二
0
万
円

地
方
交
付
税

村 村

税 債

繰
越
金

国
庫
支
出
金

票
支
出
金

分
担
金
及
び

負
担
金 の

他

I
主
な
支
出

l

圏
土
木
費

0

小
籾
タ
ン
プ
一
台
を
購
入
し
て
｀

細
い
道
で
も
砕
石
か
敷
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

0

舗
装
工
事
を
二
十
四
ヵ
所
実
施
、

延
長
に
し
て
一
万
五
六
二

m
o

0

道
路
改
良
工
事
を
十
ニ
ヵ
所
実
施

延
長
に
し
て
五
五
五
九
m
。

0

村
営
住
宅
を
四
戸
建
設
し
‘
住
宅

困
窮
者
に
貸
し
た
。

圏
総
務
費

0

広
報
紙
を
毎
月
一
回
す
つ
発
行
し

て
村
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
の
役
割
り

を
し
た
。
（
総
発
行
部
数
一
＿
一
方
八
八
芭
部
）

0

村
勢
要
覧
を
作
成
し
村
の
歩
み
と

現
状
と
今
後
の
施
策
を
述
べ
各
家
庭

に
一
冊
つ
つ
配
布
し
た
。

〇
税
金
完
納
者
に
記
念
品
を
送
り
村

民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

0

村
民
の
交
通
安
全
の
た
め
に
街
頭

指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
一
五
七
回
実

施
し
た
。

0

選
挙
管
理
委
員
会
を
十
四
回
開
き

知
事
選
挙
、
衆
議
院
議
員
選
挙
、
農

税金はこのように使われましだ

◎総額
合村民一人当り

業
委
員
会
選
挙
な
ど
に
備
え
た
。

I
l
l
民
生
費

0

東
保
育
園
を
開
設
し
、
ほ
と
ん
ど

の
入
園
希
望
者
を
入
園
可
能
と
し
た
。

0

青
少
年
非
行
防
止
の
た
め
＂
愛
の

鐘
＂
を
三
ヵ
所
設
置
し
た
。

0

村
民
総
く
る
み
で
非
行
防
止
に
あ

た
り
‘
部
落
座
談
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
宣
言
村

の
立
看
板
な
ど
を
設
置
し
た
。

0

名
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
‘
六
十

五
才
以
上
の
名
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

I
l
l
教
育
費

0

両
小
学
校
に
オ
ー
ハ
ー
ヘ
ノ
ド
。
フ

ロ
ジ
ェ
タ
ー
を
購
入
し
て
児
童
の
学

習
効
果
を
図
っ
た
。

0

東
小
に
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
、
各
種

行
事
‘
集
会
活
動
に
利
用
し
た
。

0

文
化
財
調
査
（
石
物
）
を
行
い
‘

＂
明
和
村
の
石
仏
“
と
題
し
た
小
冊

子
を
作
成
し
た
。

0

中
学
校
校
庭
に
照
明
灯
を
増
設
し

て
広
く
一
般
の
利
用
を
図
っ
た
。

圏
農
林
水
産
業
費

〇
排
水
路
改
修
工
事
を
十
六
路
線
三

五
九
0
m
実
施
し
ま
し
た
。

0

広
域
農
道
整
備
事
業
と
し
て
、
南

大
島
地
区
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

0

本
村
の
商
工
業
を
振
興
さ
せ
る
た

め
に
一
九
0
万
円
助
成
し
ま
し
た
。

昼
消
防
費

0

第
一
、
第
二
分
団
の
可
搬
動
カ
ポ

ン
プ
は
既
に
二
十
年
間
使
用
し
て
い

る
の
で
、
新
刑
の
に
買
替
え
ま
し
た
。

（
ト
ー
ハ
ツ
、
三
十
馬
力
‘
セ
ル
付
）

0

防
火
水
槽
を
（
基
川
俣
地
区
に
増

設
し
て
地
域
防
火
態
勢
の
充
実
を
図

つ
こ
。f
 

圏
衛
生
費

0

成
人
病
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て

高
血
圧
者
七
十
六
人
に
保
健
所
と
連

け
い
し
て
‘
栄
養
士
の
食
事
療
法
の

訪
問
指
導
を
開
始
し
た
。

0

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
各
種
予

防
接
種
を
一
‘
九
六
三
人
。
結
核
予
防

と
し
て

X

線
撮
影
な
ど
五
、
〇
五
五
人
。

成
人
病
予
防
と
し
て
胃
腸
病
検
診
な

ど
二
、
〇
八
0
人
。
母
子
保
健
と
し
て

妊
婦
検
診
な
ど
七
八
三
人
実
施
し
た
。

その他(10.4%)
◎9385万円
*9,818円

消防費(4.3%) ◎3876万円合4,054円

農林水産業費（ 9.3%)
◎8390万円合8,777円

教育費(1 10%) 
◎9996万円 ＊ 10,457 円

民生費(131%) 
◎ 11827万円
*12,372 円

総務費 (23.2%)
◎21002万円

*21 、 971 円

土木賣（28.7%) 
◎26014万円
*27,215円

人口 9,559人世帯2,211戸 52 、 3 、 1 現在
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409 、 269円

2445千円

邑、

”：勺塁王

¥ 総 額 閲民 1 人が 霜帯が担した額 負した額

村民税 108,456,728円 11, 346円 49,053円

村 固定資産税 105,195,700 11,005 47 、 578

税 軽自動車税 6,040,830 632 2, 732 

の 村たばこ

内 消費税
16,483,020 1,724 7,455 

訳 電気税 13,146,609 l,375 5,946 

特別土地
27,499,460 2,877 12,438 保有税

40年度 98,077千円

41 11 I 172,747千円

42 11 I I 138,014千円

43 11 I 203, 201 千円

44 11 I 231 、 868千円

45 " I 214, 655千円
46 11 I 325,550千円

47 11 I 366 、 902千円

48 11 ¥ 512,964千円

49 11 ¥ 745,475千円

50 11 I 837, 797千円

51 11 I 1,001 、 051 千円

年度別決算の推移
（一般会計の歳入額）
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昭
和
五
十
一
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
総
収
入
二
億
―
二

七
八
万
円
、
総
支
出
一
億
九
五
一
四

万
円
で
差
引
き
一
七
六
四
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
、
健
全
運
営
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
収
入
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

保
険
税
の
八
五
八
七
万
円
と
国
庫
支

出
金
の
一
億
二
0
三
九
万
円
で
収
入

全
体
の
九
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
‘

保
険
事
業
の
対
象
者
は
四
六
八
二
人

で
す
。
各
医
院
か
ら
の
診
療
報
酬
請

求
明
細
書
は
二
万
四
七
八
一
枚
で
総

額
は
一
億
六
八
四
0
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
一
人
当
た
り
の
平
均
受
診
回

数
は
五
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
事
業
の
う
ち
療
養
給
付

費
は
一
億
六
六
0
一
万
円
で
二
万
三

七
八
一
件
で
す
。

こ
れ
は
一
人
当
た
り
三
万
五
四
五

七
円
、
世
帯
当
た
り
十
二
万
一
0
八

九
円
の
支
給
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
請
求
は
二
五
一
件

九
六
万
円
の
支
払
い
。
助
産
費
の
請

求
は
四
二
件
百
六
六
万
円
の
支
払
い
。

葬
祭
費
の
請
求
は
六
二
件
三
一
万
円

の
支
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
有
線
放
送
会
計

主
な
収
入
は
加
入
者
の
月
々
六
百

円
の
使
用
料
収
入
で
、
こ
れ
が
―
二

六
七
万
円
と
全
体
の
五
五
％
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の
収
入

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
別
使

用
料
が
前
年
度
と
比
べ
て
五
十
一
万

円
と
大
幅
に
減
と
な
っ
て
い
ま
す
か

こ
ル
は
、
公
社
電
話
か
普
及
し
、
公

社
電
話
と
の
接
続
回
数
か
減
少
し
た

た
め
て
す
。
そ
の
他
の
収
入
と
し
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
三
百
万
円
繰

越
金
の
二
五
八
万
円
、
基
金
繰
入
金

の
一
五
0
万
円
な
ど
が
収
入
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
主
な
支
出
は
大
き
な
工
事
も

な
く
ほ
と
ん
ど
か
人
件
費
一
六
九
三

万
円
で
全
体
の
八
六
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
他
と
し
て
は
、
基
金
積

立
金
八
十
五
万
円
、
公
債
費
二
十
九

万
円
な
ど
が
主
な
支
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
農
業
共
済
会
計

昭
和
五
十
一
年
度
の
農
業
共
済
会

計
の
各
作
目
別
に
見
て
み
る
と
…
…

•
•
O

・
農
作
物
共
済
の
加
入
戸
数
は
一
五

六
九
戸
で
掛
金
総
額
は
八
九
四
万
円

で
、
三
割
以
上
の
被
害
九
八
二
戸
に

共
済
金
二
四
五
一
万
円
を
支
払
い
‘

さ
ら
に
三
二
四
戸
に
無
事
戻
金
ニ
ニ

万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

・
蚕
繭
共
済
の
加
入
戸
数
は
七
戸
で

掛
金
総
額
は
三
万
円
で
、
被
害
は
全

く
な
か
っ
た
の
で
、
共
済
金
支
払
い

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
家
畜
共
済
の
引
受
頭
数
は
一
―
二

頭
で
掛
金
総
額
は
五
十
万
円
で
、
事

故
に
あ
っ
た
家
畜
か
六
三
頭
あ
っ
た

の
で
八
六
万
円
の
共
済
金
を
支
払
い

ま
し
た
。

・
果
樹
共
済
の
加
入
戸
数
は
四
十
五

戸
で
掛
金
総
額
は
三
二
万
円
で
し
た
。

果
樹
共
済
は
初
年
度
の
た
め
共
済
金

の
支
払
い
は
な
く
、
次
年
度
か
ら
被

害
に
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

・
園
芸
共
済
の
加
入
戸
数
は
二
七
戸

で
掛
金
総
額
は
三
四
万
円
て
し
た
か

被
害
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
共
済
金

の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
水
道
事
業
会
計

昭
和
五
十
一
年
度
の
水
道
会
計
の

決
算
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
‘

収
入
額
五
一
四
四
万
円
、
支
出
額
三

五
八
八
万
円
で
差
引
き
純
利
益
か
一

五
五
六
万
円
あ
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
収
入
額

は
な
し
、
支
出
額
は
六
三
六
万
円
で

こ
の
不
足
額
は
過
年
度
損
益
勘
定
留

保
資
金
一
六
一
万
円
、
建
設
改
良
積

立
金
三
八
八
万
円
、
減
債
積
立
金
八

七
万
円
で
補
い
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
本
管
を
梅
原
地
内
に

五
六
0
m
、
大
佐
賞
地
内
に
七
六
m
‘

新
里
地
内
に
は
三
四
四
m
布
設
し
ま

こ
。

し
f

ま
た
、
第
一
水
源
配
水
塔
亦
装
工

事
を
行
い
‘
さ
ら
に
第
三
水
源
の
水

中
ポ
ン
。
フ
を
取
替
え
ま
し
た
。

な
お
、
給
水
状
況
は
年
度
末
で
、

給
水
戸
数
ニ
―
五
四
戸
‘
給
水
人
数

九
〇
六
二
人
で
前
年
度
と
比
較
す
る

と
‘
給
水
戸
数
は
六
一
戸
‘
給
水
人

口
も
百
十
人
増
加
し
て
お
り
、
水
道

普
及
率
は
九
六
・
九
％
、
年
間
有
収

水
量
は
七
三
万
九
四
一
八
面
と
な
り

ま
し
た
。

県
の
赤
坂
部
長
ら

＿
＿
人
の
長
寿
者
を
祝
う

村
内
の
最
高
齢
者
で
あ
る
大
輪
の
赤
坂
氏
と
村
長
な
ど
か
九
月
十
三
日

野
本
ひ
し
や
さ
ん
（
九
十
九
オ
）
と
多
く
の
慰
問
品
を
持
っ
て
訪
問
し
ま

二
番
目
の
高
齢
者
の
村
田
か
ん
さ
ん
し
た
。
県
か
ら
は
三
つ
重
ね
の
会
津

（
九
十
八
オ
）
を
県
民
生
活
部
長
の
ぬ
り
杯
と
村
か
ら
は
鶴
の
置
物
な
ど

を
贈
り
二
人
の
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。最

初
に
野
本
さ
ん
を
訪
れ
ま

し
た
か
野
本
さ
ん
は
九
十
九
オ

と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
す

皆
さ
ん
を
見
る
な
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
口
調
で
「
わ
ざ
わ
ざ

遠
い
と
こ
ろ
ま
で
よ
う
こ
そ
お

い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
昔
の
出
来
事
な
ど

を
話
し
た
り
し
て
な
ご
や
か
な

う
ち
に
、
野
本
さ
ん
と
村
田
さ

ん
の
慰
問
を
終
え
ま
し
た
。

▲
野
本
さ
ん
を
訪
れ
た

赤
坂
部
長
さ
ん

責任ある行動
をとれる人間に
小松原みゆきさん

（南大島）

23 日成人式を迎え、社会か

ら一人前として認められまし 1., 

たが、成人としての実感はな

く、まだまだ未熟な自分をか

ばってくれる人が沢山いる様

な気かしてなりません。ぎこ

ちない行動に対しても、まわりから 1憂しい眼差しか返って来

そうな気がして、ついあまえてしまいます。しかし、こうし

て成人式を迎えた以上、村長さんや、来賓の方の祝辞の中で

言われたように、確かな認識と責任ある行動をして行かねば

ならないと痛感しました。

今、原点からの第一歩を大切に、年令と行動、そして責任

が一体化して描く人生路になるように、一般杜会へ踏み出し、

確かな足跡を残して行くようにしていきたいと思っておりま

す。

かお 成人式を迎えて かお 成人式を迎えて

成人として
重荷を感じる

滝口晃さん
（上江黒）

’'成人，，というのは心身か

十分に成長した人のことだそ

うです。しかし、 20歳になっ

てしまうと、自分ではまだ半

人前だと思っていても回りか

一人前として扱ってくれます。 一

それか少し重荷になることかあります。

今日このように成人式を迎えて一番喜んで〈れるのは両親。

今日まで、悩み苦労して一人前として私を手離したのですか

ら。―

私か、 20歳になって大人の仲間入りをしたんだなァーとい

う自覚を持ったのは 7 月の参院選のときでした。当日の朝投

票開始前に投票所に行くと、もう何人も集まっていました。

なかには 1 時間も待っているとの事。そんな人と共に選挙に

参加できる。すばらしい事でした。
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整
備
さ
れ
た
高
速
道
路
て
は
つ
い

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
か
ち
。
そ
れ
だ
け

に
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
大
き
な

事
故
に
結
び
つ
き
ま
す
。

こ
こ
五
年
間
の
高
速
道
路
て
の
事

故
を
み
ま
す
と
‘
石
油
シ
ョ
ソ
ク
の

四
十
八
年
末
か
ら
四
十
九
年
に
か
け

て
は
、
さ
す
か
に
減
り
ま
し
た
か
‘

そ
の
他
の
年
は
い
す
れ
も
ふ
え
、
と

く
に
五
十
一
年
は
、
死
者
数
か
前
年

よ
り
二
四
•
五
％
も
ふ
え
ま
し
た
。

こ
と
し
も
‘
す
で
に
上
半
期
で
死

者
数
は
前
年
同
期
に
比
べ
八
•
五
％

も
ふ
え
て
い
ま
す
。

い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
や
中
央
分
離
帯
に
衝
突
す
る
事

故
て
、
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。
し
か
も
‘
高
速
で
走
行
し

て
い
る
た
め
死
傷
者
も
多
く
‘
致
死

率
（
死
傷
者
数
に
占
め
る
死
者
数
の

こ
の
写
真
は
昭
和
橋

開
通
式
の
時
の
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
素
晴
ら

し
い
晴
天
で
、
埼
玉
県

側
で
竣
工
の
祭
典
を
行

い
、
終
了
後
、
群
馬
・

埼
王
両
県
知
事
の
テ
—

プ
カ
ッ
ト
を
最
初
に
渡

り
始
め
式
が
行
わ
れ
、

神
主
の
お
祓
い
を
先
頭

に
三
夫
婦
、
関
係
者
の

長
い
行
列
が
続
き
盛
大

な
も
の
で
し
た
。

当
時
は
近
代
的
な
立

派
な
橋
で
し
た
が
今
は

交
通
量
の
増
大
に
よ
り

狭
さ
を
感
じ
る
程
に
な

り
ま
し
た
。
（
私
は
二

番
目
で
後
ろ
は
羽
生
の

小
松
宮
司
で
す
。
）

ぃ
虫
i
[
よ
盲

通
事
故

: [ , , 晶冬 ; 白 店

：ノ1、
ど ど
で

]" ;f スレ の

た‘ • 種
きと キヤ

た た た占
類

ノゞ ; ; きと ン‘ 
レ

I 痔

; 金か一人
<人 人

閲 一回 三泊 一回
の

I) 
七の: [ 七の り[ : ; 責；

金一

^<人 か人 人

II 
二回 四泊 二回 〖の
0賃の9 0賃〗の 篇0 〗の ｀贔｀1 ' 

割
合
い
）
も
一
般
道
路
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
‘
事
故
の
原
因
は
前
方
不
注

意
と
居
眠
り
運
転
か
全
体
の
六
割
近

く
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈
事
故
を
防
ぐ
七
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
〉

0
タ
イ
ヤ
空
気
圧
は
ニ
ー
三
割
ア

ゾ
。
フ
し
ま
し
ょ
う
。
低
空
気
圧
の
場

合
は
、
タ
イ
ヤ
に
波
状
の
変
形
か
起

こ
り
‘
転
覆
な
ど
大
事
故
に
な
り
ま

す
。

0
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
ゆ
る
む
と
傷
み

か
激
し
く
‘
切
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま

す
。
指
一
本
の
ゆ
る
み
か
最
適
゜

0

ブ
レ
ー
キ
高
速
走
行
の
制
動
距

離
は
、
予
想
外
に
伸
ひ
る
も
の
で
す
。

自
分
の
車
の
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
か
料
金
と
あ
わ
せ
て
税
金
証
は
、
税
を
間
違
い
な
く
納
め
た
証

を
納
め
た
と
き
、
そ
の
店
の
経
営
者
拠
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
必
す
受
け

は
、
料
理
飲
食
な
ど
消
費
税
を
確
か
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

に
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
と
い
う
料
理
飲
食
な
ど
消
費
税
か
今
月
一

県
か
発
行
し
て
い
る
「
公
給
領
収
証
」
日
よ
り
大
衆
負
担
の
軽
滅
と
い
う
こ

を
お
客
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
よ
う
に
と
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
公
給
領
収
た
。

と
‘
車
間
距
離
を
考
え
て
踏
む
こ
と

か
大
切
で
す
。

0
ハ
ン
ド
ル
遊
び
か
大
き
す
ぎ
る

と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
あ
わ
て

る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

〇
燃
料
年
間
故
障
車
の
一
五
％
が

燃
料
切
れ
の
立
往
生
で
す
。

0
オ
イ
ル
と
冷
却
水
オ
イ
ル
は
で

き
る
だ
け
新
し
い
も
の
と
交
換
す
る

こ
と
。
普
通
走
行
に
く
ら
べ
、
高
速

で
の
オ
イ
ル
の
消
費
量
は
想
像
以
上

に
多
い
も
の
で
す
。

〇
灯
火
装
置
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
、
ル

ー
ム
ミ
ラ
ー
の
調
整
‘
ワ
イ
パ
ー
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
の
点
検
を

忘
れ
す
に
。

かお 成人式を迎えましだ かお 成人式を迎えましだ

成人としての
自覚や認識を

栗原治夫さん
（大佐貫）

漸く 20歳になるんだなァー

成人式を迎えたんだなァーと

近頃とっても考えさせられま

す。

中高校時代のあの平穏な、

ある程度自由であって、そし

て無知的な時期はもう味わえなくなった。刻々と私の環境全

てか社会の一個人としての私自身を執拗に変貌させ、社会馴

れさせようとしている。「社会の中の私」この句は、私の“代

名詞，，となるでしょう。もう甘えは通用しなくなります。そ

れも私は承知しているつもりです。これから自分で行動しな

ければ進歩は無い、それどころか、社会の中で生きる資格さ

え貰え無い。全〈木知で恐ろしい。私はどう抵抗しても成人

になるのですから、成人としての自覚や認識を持ち、この成

人式を契機に大きく羽ばたきたいと思います。

“言行一致，，の
精神で物事を

神谷友子さん
（梅原）

私もこの世に生まれて早20

年。昨年の春杜会に出て 1 年

半が過ぎ去ろうとしています。

「光陰矢の如し」と申します

か、本当に其の通りだと思い

ます。親の保護のもとに置か

れていた学生時代には、「早〈一人前として思い通りの事か

したい」などと思っておりました。しかし、この現実を目の

当たりにしますと、その様な訳にも行かず、思いもしなかっ

た事に突当たり、考え込む事もたびたび。自由と裏腹に義務

や責任を取らなければならない大人の社会を痛感している今

日この頃です。これから私は、この成人式をよい機会として

ロだけで物事を片付け様とせす、い言行一致，，の精神で長い人

生、そして大人としての路を悔いのないよう歩んで行きたい

と思います。
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コソ泥被害266億円（全国）

2時万ら4時力□］ソ記時閻
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~
ま
た
、
支
払
開
始
日
に
つ
い
て
も

~
昼
も
夜
も
二
時
1

四
時
が
…
…
~
こ
れ
ま
で
、
各
支
払
期
月
の
六
日
で

ー
：
あ
っ
た
も
の
か
十
一
日
に
変
更
さ
れ

ー
｀
ロ
ロ
[
+
+
[
+
+
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]
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]
]
置
口

□[
0
の
年
全
を
支
払
う
こ
と
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二
百
六
十
六
億
円
1

こ
れ
は
、

昨
年
中
に
起
き
た
あ
き
巣
や
忍
び
こ

み
な
ど
、
コ
ソ
泥
に
よ
る
被
害
額
で

す
。被

害
件
数
は
三
十
二
万
件
で
す
か

ら
、
全
国
の
百
軒
に
一
軒
は
コ
ソ
泥

の
被
害
者
と
い
う
勘
定
に
な
り
ま
す
。

ど
う
も
コ
ソ
泥
は
昼
も
夜
も
二
時

か
ら
四
時
と
い
う
時
間
が
好
き
な
よ

う
で
、
被
害
も
こ
の
時
間
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

昼
の
二
時
か
ら
四
時
と
い
う
の
は

主
婦
か
買
い
物
や
用
事
で
家
を
留
守

に
す
る
時
間
、
夜
中
の
二
時
か
ら
四

時
は
、
熟
睡
中
の
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ソ
泥
は
、
ま
ず
鍵
の
か
け
忘
れ

を
ね
ら
い
ま
す
が
、
締
め
た
つ
も
り

で
忘
れ
て
い
る
場
合
が
結
構
多
い
よ

う
で
す
。

ま
た
‘
鍵
を
か
け
て
も
簡
単
に
は

ず
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
い

っ
ぺ
ん
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

コ
ソ
泥
を
防
ぐ
に
は
、
鍵
を
完
全

に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、

外
出
の
と
き
は
、
お
隣
に
声
を
か
け

る
な
ど
、
近
所
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る

み
の
協
力
が
大
切
で
す
。

万
一
、
あ
き
巣
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
ら
‘
犯
行
現
場
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
‘
―

-
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。

現
場
の
わ
ず
か
な
手
が
か
り
が
、

事
件
の
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

福
祉
年
金
の
支

払
期
月
の
変
更

福
祉
年
金
の
支
払
い
は
一
年
分
を

三
回
に
分
け
、
一
月
、
五
月
、
九
月

に
今
ま
で
支
払
わ
れ
て
き
ま
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
盆
や
暮
に
ま
に
あ
う
よ

う
に
四
月
、
八
月
、
十
二
月
に
変
更

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
十
二
月
支
払
い

分
に
つ
い
て
は
十
一
月
か
ら
受
け
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

支
払
期
月
支
払
開
始
日

士
一
月
ー
↓
十
一
月
十
一
日

四
月
|
↓
四
月
十
一
日

八
月
|
↓
八
月
十
一
日

車ばを

↑［ □ 老人に手紙で
にやま

っ外ら
は：： 交通安全を訴える
ぶへおにやが孫をのた大ち を止人年七員小の運
んでじ→おおに願交め変のこ出をに寄十か学九動秋
気るい私ばじあ？通に増交れし訴交りオ村校月にの
をとちたあいたて事老え通はまえ通七以内の二入交
つきゃちちちる孫故人て事老しる事百上に児十る通
けはんもやや児や防たい故人た手故五の住童日前安
て‘お気んん童ひ止ちるかた゜紙防十おむ全両日全

田
口
久
美
子
組

町
田
房
子
組

菌
部
恵
子
組

島
田
健
二
組

北
島
浩
組

野
本
哲
男
組

9
2人
が
熱
戦
展
開

く
た
さ
い
J
」
な
ど
と
内
か
れ
た
手
紙

を
出
し
た
も
の

C

き
っ
と
‘
か
わ
い

い
手
紙
を
見
て
、
さ
ぞ
、
「
気
を
つ
け

な
く
て
は
」
と
思
っ
た
ボ
て
し
ょ
う

C

l村
長
に
老
人
へ
の

手
紙
を
託
す
児
童

第
三
回
テ
ニ
ス
大
会

九
月
二
十
五
日
明
中
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
第
三
回
庭
球
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
絶
好
の
運
動
日
和
に

恵
ま
れ
、
九
十
二
人
も
の
テ
ニ
ス
愛

好
者
が
盛
ん
に
白
球
を
追
っ
て
い
ま

し
た
。
な
か
に
は
、

5
0オ
代
の
人
も

出
場
す
る
な
ど
大
変
盛
り
あ
が
っ
た

テ
ニ
ス
大
会
で
し
た
。

◎
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
浅
見
修

準
優
勝
松
本
茂

三
位
運
見
和
久

▼
中
学
生
女
子
の
部

優
勝
岩
崎
文
江

準
優
勝
小
菅
美
奈

三
位
野
中
朱
美

住
民
票
は
必
要
な
し

運
転
免
許
証
の
更
新

三県優▼三漁優▼三
優高優高

位勝勝校位勝勝校位

森
田
幸
枝
新
井
喜
代
美
組

一
般
男
子
の
部

奈
良
伊
佐
功
関
口
章
夫
組

奥
沢
憲
治
田
口
久
夫
組

述
見
一
治
増
田
亮
組

一
般
女
子
の
部

浦
野
典
子
原
口
京
子
組

和
田
直
美
窃
塚
喜
美
代
組

森
尻
宏
子
富
塚
恵
子
組

シ
リ
）
｀
ス
⑲

放
士
月
と
考
え
る

地
域
社
会
と
の

連
携
指
導
の
推

進

第
二
次
群
馬
県
学
力
向
上
対
策

か
年
計
画
の
三
目
標
‘
六
方
針
｀

一
九
観
点
は
次
の
と
お
リ
で
あ
る
。

一
オ
方
針
具
体
策
の
観
点

-
票

一
目

一
学
力
の
実
態
学
力
実
態
調
杏

一
調
査
診
断
の

i
口
推
進
学
秤
診
断

運
転
免
許
証
の
更
新
（
書
き
替
え
）
一
の
教
材
研
究
と
指

辺
の
徹
底

の
時
に
‘
住
所
を
変
更
し
た
場
合
は
一
ヵ

住
民
票
を
持
参
す
る
よ
う
に
と
交
通
一
芍
授
業
方
略
の
個
別
指
袢
の
充

礎

セ
ン
タ
ー
の
ハ
ガ
キ
に
は
書
い
て
あ
一
確
立
実

0

俵

校
内
研
修
の
改

り
ま
す
が
本
村
の
場
合
は
土
地
改
一

良
に
よ
り
地
番
か
全
面
的
に
変
わ
っ
盤
i
善

た
た
め
に
‘
特
別
に
セ
ン
タ
ー
の
取

り
計
ら
い
に
よ
り
住
民
票
は
必
要
あ
自
主
性
・
自

発
性
の
育
成

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
転
入
‘
転
居
上

の
体
験
的
学
習
の

転
籍
な
ど
の
住
所
変
更
は
、
従
来
ど
r
t
気
カ
・
根
気

お
り
住
民
票
は
必
要
で
す
。
力
の
充
実
頂
視

践

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金
実
基
本
的
ル
ー
ル
を
守
る
態

最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と
度
の
形
成

経
営
体
制
の
改

い
う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
の
善

関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
上

。
体
力
つ
く
り
の

う
向
体
育
・
ス
ポ

指
導
の
充
実

奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
か
の
ー
ツ
の
充
実

ヵ

年
間
七
十
九
万
円
（
月
平
均
約
六
万
体

五
千
八
百
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所

得
が
な
い
場
合
に
は
税
金
が
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
収
入
か
年
間
七
十
万

（
月
平
均
約
五
万
八
千
円
）
以
下
で

あ
れ
ば
‘
ご
主
人
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
事
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課
で
お
き
き
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
は
教
育
専
門
用
語
が
あ

リ
理
解
し
に
く
い
と
思
う
の
で
、

第
二
次
学
力
向
上
対
策
に
お
け
る

五
項
目
の
努
力
点
に
つ
い
て
、
次

号
で
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
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◄

三
氏
の
出
版
記
念
会

九
月
十
j
l
日
‘
館
林
文
化
会
館
で

こ
ほ
ろ
き
知
歌
会
の
会
員
で
あ
る
三

氏
5
岡
安
ふ
み
（
南
大
島
）
‘
坂
上
千

枝
f
る
中
谷
）
、
館
林
市
1
1
仕
1

合
田

出
身
の
新
井
た
つ
〉
の
歌
集
出
版
記

念
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
氏
は
か
ね
て
よ
リ
知
歌
を
志
し

て
お
リ
ま
し
た
の
て
、
多
数
の
作
品

か
た
ま
っ
た
の
て
‘
今
ま
て
の
勉
強

の
一
区
切
リ
と
し
て
歌
集
を
発
表
し

ま
し
た
。

当
H
‘
会
場
に
は
各
方
血
か
ら
約

（
人
の
方
か
三
氏
の
出
版
を
祝
幅
し

ま
し
た
。

こ
の
歌
比
を
出
版
し
た
一
人
の
岡

安
さ
ん
は
「
晶
に
つ
た
な
い
歌
J
t
て

は
す
か
し
い
の
て
す
か
‘
比
1
1さ
ん
か

お
祝
い
の
石
＂
集
や
ら
‘
激
励
し
て
く

れ
ま
し
た
の
で
‘
こ
れ
を
機
会
に
‘

な
お
一
刷
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
、
）

一
一
ュ
ー
ス

◄

家
庭
教
育
巡
回
相
談

県
教
育
委
員
会
と
村
教
育
委
員
会

で
は
、
村
内
に
住
む
ニ
オ
ー
三
才
児

を
持
つ
親
を
対
象
に
家
庭
教
育
相
談

事
業
を
九
月
二
十
日

役
場
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
日
十
四
人
の

お
母
さ
ん
方
か
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
来
ら

れ
―
二
人
の
専
門
相
談

員
（
尾
形
秀
雄
氏
、

古
茂
田
良
証
氏
、
平

田
迪
代
氏
）
の
方
か

一
対
一
で
長
時
間
お

母
さ
ん
方
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
し

こ
。t
 

◄

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室

県
と
村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
か
九
月
十
日
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
方
は
新
島
三
郎
氏
（
県
バ

ンf: - ◄ 

コこる東
柿のは小
を運どで
配動東平
リは小友

•]: 

：i;,]。コ亨：: : ：動しそなウ‘ま 記了せすかン徒行
たのもセ観し役校ちンと後‘るど力にわ
゜人のン察た立美寄カホ観夏かのをホれ
たを力日゜た化リをウ察休をよ観ウま
ち二の記なせに学持セ日み記う察セし

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副
理
事
長
）
を
は

じ
め
、
柿
沼
氏
、
高
橋
氏
。
約
六
十

人
の
マ
マ
さ
ん
達
は
準
備
体
操
、
レ

シ
ー
ブ
、
ト
ス
、
サ
ー
ブ
な
ど
の
指

導
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

◄

二
輪
車
の
技
能
指
導

九
月
一
日
中
学
校
校
庭
で
二
輪
車

の
技
能
指
導
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
八
月
十
七
日
に
原
付
二
輪
車
の

学
校
試
験
が
行
わ
れ
た
か
、
そ
れ
に

合
格
し
た
十
九
人
（
受
験
は
五
十
八

人
）
は
、
い
き
な
り
道
路
で
運
転
す

る
の
は
危
険
と
い
う
事
で
、
自
動
車

安
全
協
会
の
人
達
の
指
導
で
、
実
際

に
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
り
練
習
し
ま
し

f
 み

ん
な
始
め
て
な
の
で
方
向
指
示

器
の
出
し
忘
れ
、
左
右
の
確
認
の
忘

れ
か
目
に
つ
き
ま
し
た
か
、
何
回
か

乗
る
に
つ
れ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

こ
れ
で
実
際
道
路
で
乗
っ
て
も
よ
い

と
許
可
か
で
た
と
こ
ろ
で
笞
察
署
よ

り
ま
新
し
い
免
許
証
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

農
業
ま
つ
り
開
催

前
橋
市
の
経
済
連
総
合
セ
ン

タ
ー
で
1
0
月
1
5
1
1
6日
開
催
さ

れ
る
農
業
ま
つ
り
は
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
迎
え

る
実
り
の
秋
を
祝
福
し
農
業
の

発
展
に
貢
献
す
る
た
め
の
全
県

民
的
な
ま
つ
り
で
あ
り
ま
す
の

で
‘
ぜ
ひ
参
加
し
て
は
。
当
日

は
新
技
術
の
展
示
や
農
林
水
産

物
即
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

文
芸
欄

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

憶
い
出
の
数
や
ア
ル
バ
ム
秋
の
旅

青
木
光
子

秋
さ
び
し
ま
た
も
大
き
な
ハ
イ
ジ
ャ

ッ
ク
田
口
春
栄

茸
狩
る
山
に
斜
す
発
破
音

岡
安
福
一

コ
ス
モ
ス
の
皆
上
を
向
き
咲
き
揃
う

林
秀
峰

学
童
の
写
生
大
会
草
紅
葉林

倫
常

．
？
た

絵
に
詩
に
収
め
置
き
度
き
良
夜
か
な

北
島
若
水

彼
岸
花
五
十
路
の
吾
れ
を
い
と
う
如

安
見
あ
っ
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）
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9月の

3塁救急軍出動回数
●交通事故 4 件

●急病 2 件

●その他 2 件

“
赤
い
羽
根
“
で
親
し
ま
れ
て

い
る
共
同
募
金
運
動
か
、
こ
と

し
も
1
0
月
1
日
か
ら
1
2
月
3
1日

ま
で
の
3

ヵ
月
間
全
国
一
せ
い

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
共
同
募
金
は
「
国
民
助

け
あ
い
」
の
精
神
と
「
世
の
中
の

不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な
か
し

あ
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
昭
和

2
2年
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
、
民
間
社
会
福

祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
費

用
を
、
国
民
自
ら
か
集
め
よ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
の
お
金
は
民

間
杜
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、

在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
や
心
身

障
害
者
な
ど
の
福
祉
事
業
に
配

分
さ
れ
ま
す
。
区
長
さ
ん
や
民

生
委
員
さ
ん
が
募
金
に
お
伺
い

す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
善
意
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

ノ‘

▼
修
業
期
間

▼
願
書
受
付

お

わ

び

林
六
一
七
の
一
群
馬
県
立
准
肴
護
蛹

養
成
所
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

6
0
二
七
六
ー
三
八
ー

0
七
七
一

行
政
書
土
の
試
験

ガ
実
施
さ
れ
ま
芍

他
人
か
ら
の
依
頼
を
受
け
‘
官
公

署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
を
行
う

行
政
書
士
（
代
書
士
）
の
試
験
か
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
試
験
期
日
昭
和

5
2年
1
1月

1
3日

▼
受
験
資
格
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者

▼
受
付
期
間
1
0
月

2
5日
ま
で

▼
受
験
手
数
料
三
千
円

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
実
施

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
予
防
接

種
（
第
一
期
の
二
回
目
）
か
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
1
0月

1
8日
第
一
期
の
一
回
目
の

接
種
（
九
月
実
施
）
を
受
け
た
幼

児
▼
接
種
は
武
道
館
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
ー
時

3
0分
か
ら
2

時
ま
で
で
す
。
な
お
、
車
で
お
い

で
の
方
は
、
中
学
校
北
側
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
訓
練
三
十
一
日
ま
て
。
他
の
三
科
は
十
二
回
ハ
古

1＃
写
有
華
竺
婚
の

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
月
一
日
か
ら
五
十
一
一
一
年
一
月
十
七
日

▼
訓
練
種
目
機
械
製
図
科
・
機
械
ま
で
華
去
成
王
：
王
往
八
草
R隼
〖

科
・
板
金
科
・
自
な
お
‘
く
わ
し
く
は
館
林
職
業
訓
こ
の
養
成
所
は
、
県
立
か
ん
セ
ン

動
車
整
備
科
練
校

(
6館
林
（
0
1
三
九
）
へ
お
タ
ー
東
毛
病
院
構
内
に
設
置
さ
れ
て

▼
募
集
人
員
各
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
い
る
県
内
唯
一
の
県
立
准
石
護
婦
養

集
科
と
も
三
十
人
□

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
‘
9
9
,
'

一
成
所
で
あ
り
ま
す
。

生
募
[
:
ー
ロ
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
：
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た

屑
を
日
[
t
i
高
[
[
汀
こ
｀
《
月

□`
業
見
込
含
も
）

□
〖B
賃
[
]
書
受

]
]
1
5
[
]
]
B
2
2

械
製
図
科
は
十
月
＇

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ9
9
9
9
9
9
9
]
な
お
‘
詳
し
い
こ
と
は
太
田
市
高

名
t
t
を
；
t
…
-
あ
し
ら
せ
一
§
§
名
…
§
§
一
あ
し
ら
せ
一
を
§
§
名
を
；
§
§

前
橋
市
の
郊
外
▼
願
書
受
付
来
年

1

月
1
7
日
ー
1

な
お
、
詳
し
く
は
館
林
農
業
改
良

に
あ
る
県
立
農
業
月

3
1日
ま
で
普
及
所

(
6館
林
四
局
ー
ニ
ニ
五
七
）

集
大
学
校
で
は
、
裔
な
お
、
詳
し
く
は
県
立
農
業
大
学
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

校
雲
□
日
い□
ね
T
O□`
。
九
―
二
四
）

r

J

学
生
の
者
を
対
象
に
、
農
業
経
営
大
学
一
『
嘉
ヽ
ー

C
8
[

将
来
、
農
業
改
良
一
遷
の
ま
杢
戸
男

汰
｛
子
普
及
員
、
農
協
幹
校
の
学
生
募
集
―
-
F
[
-

業
の
日
nパ
い
り
f
B
汀
戸1
1い
汀
言
―

,
0
.
'
I

農
団
体
な
ど
の
営
農
業
経
営
者
を
養
成
す
る
学
校
で
す
。

~
[
l
3
-

―
~

指
導
員
と
な
る
農
来
年
度
も
、
高
等
学
校
卒
業
者
（
予

~
[
3
-

i
-
i

1
＼
＿
業
指
導
者
を
次
の
定
者
を
含
む
）
を
対
象
に
次
の
と
お
―
-
[
ざ
心
[
{
―

-
0

i
-
i

票
と
お
り
募
集
し
ま
り
募
集
し
ま
す
。
―

[
：
人
員
農
▼
募
集
人
員
日

3
0
[
亡
転I
l
l、
』
』

学
科
3
0人
‘
蚕
業
学
科2
0人
、
各
課
程
と
も
2
年
間
i
純
玩
止
め

―
ょ
f
J
ご
く

農
協
経
営
学
科

2
0人
来
年
1
月
1
7
日
ー
1
~

▼
修
業
期
間
各
学
科
と
も
2
年
月

3
1日
ま
で

先
月
号
の
各
常
任
委
員
の
建
設
常

任
委
員
の
な
か
で
、
中
村
光
雄
議
員

の
氏
名
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

1
8
日
東
部
児
童
館

1
9日
明
和
農
協
第
一

2
0日
役
場

時
間
は
い
ず
れ
も
1
0
時
か
ら

1
5時
ま
で
で
す
。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
1
0
月

1
3日
午
前
1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
‘
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
3日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
0日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
7日
（
第
四
木
躍
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
ー
ニ

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

三
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
三

期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、
有

線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用

料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館



十
月
は
な
ん
と
い
っ
て
も

村
民
体
育
祭
で
弓

青
い
空
は
ど
こ
ま
て
も
青
く

笑
い
の
絶
え
な
い
こ
の
運
動
会
は

楽
し
く
ゆ
力
い
な
祖
杞
の
祭
り

勝
利
の
だ
め
に

部
落
代
表
の
胃
年
は

あ
り
っ
だ
け
の
力
を
発
揮
し
だ
ガ

タ
メ
だ
っ
だ

青
年
は
手
に
つ
い
だ

泥
を
ぬ
ぐ
い
な
ガ
ら

だ
め
患
を
つ
い
だ

な
ん
の
だ
め
息
な
の

刀
い
つ
ば
い
頑
張
っ
だ
だ
め
患
な
ら

そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
方

負
け
だ
く
や
し
さ
の
だ
め
患
な
ら

ま
だ
来
年
禎
覗
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

ま
わ
り
の
ピ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
な

人
刀
を
貝
て
ご
ら
ん

寂
し
さ
店
ん
カ

入
る
余
地
な
ん
力
な
い
じ
ゃ
な
い
刀

-T 
4
1
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総支払い 9 、 561,456円 (51 年）
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1 日当たり 13通 (51 年）
// 10.5通 (46年）
// 6.4通 (42年）

饒□三
4.2軒に 1 頭

3.8軒に 1 頭

4.5軒に 1 頭

在
前
前

数
字
で
見
る
我
が
村
一
年
年

現
5
1
0
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職
業
的
常
習
犯
人
に
よ
る
も
の
か
多

V

、
主
と
し
て
、
一
般
家
庭
を
ね
ら

い
、
家
人
に
発
見
さ
れ
る
と
、
強
盗

な
ど
の
凶
悪
犯
に
早
変
わ
り
す
る
と

い
う
危
険
性
を
は
ら
む
悪
質
な
犯
罪

で
す
。

そ
こ
で
、
一
般
家
庭
で
も
侵
入
盗

の
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
‘
十
分

年
末
か
近
づ
く
に
つ
れ
て
商
店
街
な
戸
締
り
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ケ
ソ
ト
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
‘
◎
必
ず
戸
締
り
を

買
物
客
な
ど
で
混
雑
し
、
な
ん
と
な
出
か
け
る
機
会
か
多
く
な
る
こ
の

く
落
ち
つ
か
な
い
ふ
ん
囲
気
に
つ
つ
時
期
、
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
戸
締

ま
れ
、
つ
い
防
犯
も
忘
れ
か
ち
。
り
を
し
、
お
と
な
り
に
ひ
と
声
か
け

侵
入
盗
は
‘
窃
盗
犯
の
な
か
で
も
て
出
か
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

一
ま
た
、
カ
ギ
を
牛

―
乳
箱
や
新
聞
受
け

ー
舅

T
:
[
O
*
1

-
『
-
一
に
カ
ギ
は
こ
こ
に

一
あ
り
ま
す
よ
‘
と

ｧ

(

 

虚
霰
ぇ
て
い
る
よ
う

丑
口
宣
]
[
[□
[
[

~
く
た
め
、
ほ
ん
の

―
ヵ
ギ
か
け
て

~
三
十
分
間
位
、
カ

r. 

一
旱
ヮ
一
ギ
を
か
け
ず
に
留
：
守
に
し
て
し
ま
っ

0
0
~

た
ら
、
あ
の
重
い

一
テ
レ
ビ
を
盗
ま
れ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

，
し
て
し
ま
／
、
な

躙拿亨の瓢躙六立攣守
◎
訪
問
販
売
に
ご
注
意

最
近
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
の
年
金
を
目
当
て
に
し
た

悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
か
各

地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

販
売
に
不
審
を
も
っ
た
り
、
無
理

や
り
押
し
つ
け
る
よ
う
で
し
た
ら
‘

す
ぐ
―

-
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
事
例2
〕
漬
物
の
販
売
に
来
た
と
（

い
っ
て
、
最
初
に
試
食
さ
せ
、
あ
ま

り
に
も
高
い
値
段
な
の
で
買
う
の
を

こ
と
わ
っ
た
ら
、
試
食
し
た
分
と
し

て
二
千
五
百
円
と
ら
れ
た
。

〔
事
例3
〕
江
口
で
自
動
車
で
や
っ

て
来
た
三
人
連
れ
の
男
か
「
消
防
署

か
ら
来
た
」
な
ど
と
言
っ
て
、
ガ
ス

も
れ
警
報
器
を
法
外
な
値
段
で
、
四

軒
の
家
で
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

◎
塾
の
帰
り
は
注
意

日
か
暮
れ
る
の
か
め
っ
き
り
早
く

な
っ
た
近
頃
、
最
近
は
塾
ブ
ー
ム
と

や
ら
で
、
夜
遅
く
塾
帰
り
の
子
ど
も

を
よ
く
見
か
け
ま
す
か
、
い
つ
変
質

者
な
ど
か
ら
襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
夜
遅
く
の
一
人
で
の
塾
通
い

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
事
例
4

〕
午
後
八
時
頃
ピ
ア
ノ
塾

通
い
の
女
の
子
か
自
動
車
に
乗
っ
た

不
良
風
の
三
人
組
に
い
や
か
ら
せ
を

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
役
場
に
助

け
を
求
め
難
を
逃
れ
た
。

◎
自
動
車
に
は
カ
ギ
か
け
て

カ
ギ
を
つ
け
た
ま
ま
や
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
た
ま
ま
で
‘
ち
ょ
っ
と
車
か

ら
離
れ
た
ら
車
を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
車
は
犯
罪

に
使
わ
れ
る
場
合
か
多
く
あ
る
の
で

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
カ
ギ
を
は

ず
し
ロ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
事
例5
〕
館
林
市
で
1
0月
1
4日
・

青
木
勝
美
君田

島

(
2
8オ）

今
成

登
美
雄
君

江
口

(
2
3オ
）

1
7日
・

2
1日
と
連
続
し
て
車
か
盗
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
車
は
館
林
農
協
赤

羽
支
所
の
駐
車
場
と
新
宿
地
内
で
カ

ギ
を
つ
け
た
ま
ま
の
車
か
盗
ま
れ
た

県
青
年
海
外
派
遣
「
第
五
回
群
馬

県
青
年
洋
上
大
学
」
の
派
遣
団
員
に

本
村
か
ら
二
人
の
青
年
（
田
島
の
青

木
勝
美
君
と
江
口
の
今
成
登
美
雄

君
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
洋
上
大
学
は
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
青
年
を
養
成
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
県
内
各
地
か
ら

選
ば
れ
た
百
八
十
人
の
青
年
と
と
も

に
十
二
月
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

既
に
延
べ
日
数
八
日
間
の
事
前
研

修
を
修
了
し
て
、
し
だ
い
に
洋
上
大

学
の
目
的
か
は
っ
き
り
し
て
き
て
、

不
安
か
ら
大
き
な
期
待
へ
と
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

私
は
農
業
に
従
事
し
て
い
る
関
係

上
、
外
国
で
の
農
業
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
じ
っ
く
り
研
修
し
て
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
の
で
す
。
な
か
に
は
、
ほ
ん
の
五

ー
六
分
離
れ
た
と
き
に
盗
ま
れ
た
人

も
あ
り
ま
し
た
。

の
十
七
日
間
、
船
内
研
修
を
通
じ
て

自
己
啓
発
、
心
身
の
鍛
練
、
連
帯
感

な
ど
を
勉
強
し
、
あ
わ
せ
て
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
な
ど
の
現
地
青
年
と
の
交
歓

会
や
歴
史
や
文
化
の
探
究
な
ど
も
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
出
発
に
あ
た
っ
て
二
人
の

団
員
か
ら
次
の
よ
う
な
感
想
か
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

県
内
の
職
業
・
性
格
・
年
齢
の
異

な
る
百
八
十
人
の
青
年
達
の
集
ま
り

な
の
で
、
そ
の
人
達
と
話
し
を
聞
く

だ
け
で
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
事
ば
か

り
で
す
。

力
あ
る
限
り
頑
張
り
、
海
外
研
修

で
見
て
学
ん
だ
事
を
地
域
社
会
の
発

展
に
少
し
で
も
。
フ
ラ
ス
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

青
年
洋
上
大
学
に

頭
豆
君
派
遣
さ
れ
る

群
馬
労
働
基
準
局
は
川
俣
の
昧
大

成
の
庄
條
徳
弄
社
長
を
労
働
衛
生
面

で
特
に
功
労
か
あ
っ
た
と
し
て
、
全

国
労
慟
衛
生
期
間
中
の
十
月
四
日
前

橋
市
の
上
毛
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。f
 庄

條
徳
寿
さ
ん

表
彰
さ
れ
る

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
本
村
か
ら
三
名
入
選
し

ま
し
た
。

▼
二
等

▼
二
等

▼
三
等

大
久
保
晃
く
ん
（
西
小
一
年
）

高
瀬
恵
子
さ
ん
（
東
小
四
年
）

金
子
光
江
さ
ん
（
明
中
二
年
）

県
は
先
に
実
施
し
た
道
路
愛
護
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
道

路
愛
護
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
全
部
で
九
十
七
点
の
応
募
が
あ
り

本
村
か
ら
二
人
か
入
選
し
ま
し
た
。

▼
銅
賞
野
沢
直
く
ん
（
東
小
四
年
）

▼
佳
作
新
井
和
彦
く
ん
（
東
小
六
年
）

十
月
二
十
四
日
前
橋
市
で
行
わ
れ

た
各
市
町
村
職
員
の
代
表
か
集
ま
っ

て
競
う
珠
算
大
会
に
本
村
の
泉
田
澄

子
さ
ん
（
住
民
課
）
が
見
事
満
点
優

勝
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
泉
田
さ
ん
は
珠
算
一
級

の
腕
前
で
す
。

珠
算
大
会
で

泉
田
さ
ん
優
勝

道
路
愛
護
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

選
挙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
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票
所
は
梅
島
村
役
場
て
し
た
。

以
後
五
十
二
回
選
挙
か
行
わ
れ

ま
し
た
か
、
そ
の
う
ち
惜
し
く
も

二
番
乗
リ
か
三
回
あ
リ
‘
そ
し
て

昨
年
十
二
月
五
日
の
衆
議
院
選
の

h
,
'
ｭ

,
i
r

一
」
一
．
．
一

9
1ダ
．
d
-
ー
一
―-
r
.

_

.

I

 

.

.

 

—-— 

`
-
」

.. 

9
.
l
-
9
←
·
一
h』
一
，

”
、

-
0
．
ジ
｝
J
．
,
•

-
a
a
·

畠
畠
＇

万
灼
；
炉
今成久雄さん

（南大島）

従
業
員
の
退
職
金
は
今
や
常
識
て

す
か
、
事
業
主
で
も
退
職
す
る
と
き

か
あ
リ
ま
す
。
た
と
え
は
‘
第
一
線

を
引
退
し
老
後
を
楽
し
み
た
い
、
自

分
に
万
一
の
こ
と
か
あ
っ
た
と
き
‘

経
営
の
都
合
に
よ
る
工
場
や
商
店
の

閉
鎖
な
ど
…
…
い
ろ
い
ろ
な
場
合
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か
起

こ
っ
た
と
き
に
そ
な
え
て
事
業
主
の

生
活
安
定
を
は
か
る
退
職
金
制
度
、

そ
れ
か
、
国
で
つ
く
ら
れ
た
〈
小
規

模
企
業
共
済
〉
制
度
で
す
。

将
米
に
そ
な
え
て
制
度
へ
の
こ
加

入
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▼
加
入
資
格
は
…
…

常
時
使
用
す
る
従
業
員
か
二

0
人

（
商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
て
は
五
人
）

私
は
、
こ
の
ほ
ど
通
算
四
十
八

回
目
の
投
票
一
番
乗
り
を
達
成
し

ま
し
た
。
最
初
の
一
番
乗
り
は
昭

和
十
二
年
四
月
二
十
二
日
に
執
行

さ
れ
た
旧
梅
島
村
議
選
の
時
て
投

以
下
の
個
人
事
業
主
お
よ
び
会
社
や

企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役
員
の
方

々
で
す
。

▼
毎
月
の
掛
金
は
…
…

毎
月
の
掛
金
は
最
高
三
万
円
ま
て

の
範
囲
内
で
自
由
（
最
低
干
円
で
五

百
円
き
さ
み
）
に
き
め
て
加
入
て
き

ま
す
。
ま
た
加
入
後
‘
増
・
減
額
か

て
き
、
前
払
い
も
で
き
ま
す
。

▼
共
済
金
の
支
払
い
は

「
共
済
金
A

」
・
個
人
事
業
を
や
め

た
と
き
（
死
亡
を
含
む
）
・
会
社
や

企
業
組
合
・
協
業
組
合
の
役
員
か
そ

の
法
人
の
解
散
に
よ
り
や
め
た
と
き
。

「
共
済
金
B

」
・
役
員
や
疾
病
・
負

傷
に
よ
り
役
員
を
や
め
た
と
き
（
死

亡
を
含
む
）

•
6
5オ
以
上
て
1
5年
以

時
、
病
気
入
院
中
に
つ
き
‘
残
念

な
か
ら
不
在
者
投
票
を
し
た
の
で
、

こ
の
四
回
だ
け
一
番
乗
り
を
逃
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

本
年
七
月
十
日
の
参
議
院
選
に
は

削
回
の
不
右
者
投
票
の
分
も
と
思
っ

て
、
前
日
の
夜
九
時
十
分
に
投
歌
所

に
即
け
付
け
投
梨
開
始
を
付
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
‘
そ
れ
ガ
通
算
し
て
、

四
十
八
回
目
の
一
番
東
リ
を
心
成
し

た
の
て
す
。
し
か
し
、
今
か
ら
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
‘
病
気
の
時

は
し
ょ
う
か
な
い
と
し
て
も
、
他

の
人
に
三
回
一
番
乗
リ
を
許
し
た

の
は
自
分
に
油
断
か
あ
っ
た
た
め

て
あ
リ
ま
す
。
一
番
苦
労
す
る
の

は
な
ん
と
い
っ
て
も
冬
の
寒
い
夜
。

大
変
き
つ
い
か
‘
寒
さ
に
も
敗
け

す
、
今
後
も
出
来
る
限
り
‘
一
番

泉
リ
を
続
け
る
党
柏
て
す
、

繋
審
果
t
絆
品
旦

共済金等の一覧表

事
業
王
の
退
職
金

制
度
の
ご
和
用
を

月額 3 万円掛けの場合

（月額千円の場合は3扮のI)

例えは 5 年且

(60 カ月且）

10年目

(1 20 カ月且）

15 年且

(ISO 力月且）

20 年目

(240 カ月目）

掛 金 合 計 1 800,000 円 3,600,00C 円 5,400,000円 7,200,000円

共済金 A

共済金 B

2,452,200円

1,990,200円

5,829,000円 I 10,476,600円 I 16,873,800円

4,656,000円 8,338,200円 I 13,014,600円

準 共 済 金 1,800,000円 3,724,800円 6,670,560円 I 10,411,680円

上
掛
金
を
払
っ
て
い
る
と
き
。

「
準
共
済
金
」
・
個
人
事
業
を
会
杜

組
織
に
か
え
て
、
そ
の
役
貝
に
な
ら

な
い
と
き
。
・
個
人
事
業
を
配
偶
者

や
子
に
譲
っ
た
と
き
。
・
役
員
か
疾

病
・
負
傷
・
死
亡
あ
る
い
は
解
散
以

外
の
理
由
で
退
職
し
た
と
き
（
た
と

え
ば
役
員
の
改
選
や
任
期
満
了
な
ど
）

な
お
、
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
、

明
和
村
商
工
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、
。
し

ご
存
知
て
す
か

”
行
政
相
談
”

行
政
相
談
と
は
‘
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て

皆
さ
ん
の
生
活
を
守
り
、
し
い
て
は

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
業
務
の
こ

と
で
す
。

私
達
の
生
活
は
行
政
機
関
の
業
務

と
多
く
の
点
で
結
び
つ
き
を
持
っ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
道
路
‘
年
金

国
保
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど

数
え
あ
げ
れ
は
キ
リ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
行
政
か
複
雑
化
し
て
、
仕
組

み
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
か
多
く

出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
『
こ
れ

は
困
っ
た
‘
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
』
『
こ
う
し
て
は
し
い
の
だ
か
』

と
い
う
人
の
た
め
に
＂
行
政
相
談
“

の
必
要
性
か
あ
る
わ
け
て
す
。

本
村
て
も
大
佐
貰
の
鯉
沼
利
三
郎

さ
ん
か
常
時
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て

い
る
ほ
か
‘
毎
月
一
回
役
場
会
議
室

て
行
政
相
談
を
開
い
て
お
り
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
利
用
く
た
さ
い
。

▼
行
政
相
談
の
特
色

①
電
話
て
も
手
紙
て
も
口
珀
て
も
相

談
に
応
し
て
く
れ
ま
す
。

②
相
談
は
無
料
て
秘
密
は
絶
対
に
守

ら
れ
ま
す
J

③
申
出
人
と
行
政
機
関
と
の
間
に
立

っ
て
相
談
に
応
し
ま
す
の
で
中
立
公

平
で
す
，
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融資利率 期間延長

改正前 改正後 改正前 改正後

% % 3（年運転以内) 4 年以内

小口資金融資促進制度 7 6 7 3 
5（年設備以内) 6 年以内

小企業特別小口融資制度 7 35 7 0 3 年以内 4 年以内

中小企業経営振興資金融資制度 7 0 6 75 5 年以内 7 年以内

輸出産業振輿資金融資制度 7 3 7 0 6 ヵ月以内 1 年以内

中小企業季節資金融資制度 7 3 7 0 

5 年以内 6 年以内

商業設備近代化資金融資促進制
7 年以内

6 5 6 2 
度 摩車場閲 8 年以内

中小企業設備資金融資促進制度 7 75 7 3 5 年以内 6 年以内

協同組合等融資促進制度 7 2~7 7 6 6~7 1 

公害防止施設整備資金融資制度 6 8 6 6 7 年以内 8 年以内

労働福祉施設資金融資促進制度 6 5 6,2 5 年以内 6 年以内

中小企業関係の

制度融資大幅改善

融資利率の引き下げ

貸付期間の延長措置

(4) 

県
て
は
、
政
府
の
総
合
景
氣
対
策

の
一
環
と
し
て
の
公
定
歩
合
預
則
金

金
利
等
の
引
き
下
け
に
伴
い
、
今
回

県
単
の
制
度
融
資
の
融
資
利
率
の
引

き
下
け
と
期
間
延
長
を
表
の
と
お
り

十
月
一
日
か
ら
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。な

お
、
新
利
率
は
十
月
一
日
以
後

の
新
規
融
資
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
既
に
制
度
融
資
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

申
請
に
も
と
づ
き
所
定
の
条
件
で
貸

付
期
間
延
長
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、

役
場
経
済
課
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

な
お
村
の
中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
融
資
促
進
制
度
の
貸
付
期
間
も

五
年
か
六
年
と
な
り
ま
し
た
。

j
 

一
表
彰
を
受
罰
鯰
村
婦
人
部

\ 
ヽ·

九
月
三
十
日
館
林
文
化
会
館
で
昭

和
5
2年
度
秋
期
優
良
運
転
者
の
表
彰

式
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
村
関
係
者

は
次
の
方
々
で
す
。

▼
交
通
栄
誉
賞
関
口
正
四
郎

▼
民
間
交
通
功
労
者
明
和
村
交
通

安
全
協
議
会
婦
人
部

▼
優
良
自
動
車
運
転
者
日
比
野
正

美
関
口
浅
次

▼
優
良
運
転
者
藤
野
昭
一
郎
丸

山
國
一
本
田
幸
一
藤
野
宗
次

金
子
恵
一
本
田
松
男
石
塚
正

大
山
典
雄
張
谷
文
太
郎
篠
木
重

夫
竹
越
進
二
早
川
幸
恵
柴
崎

昭
夫
野
本
長
松
恩
田
義
雄
始

沢
一
彦
中
島
章
薗
部
加
一
堀

昭
和
の

口
正
柿
沼
音
治
本
島
宗
治
木

村
よ
し
子
笠
井
成
泰
多
田
鉄
雄

商
田
啓
一
郎

▼
優
良
事
業
所

ン
販
売
閻

1
1

目
安
箱
“

「
私
書
箱
1
号
」
の
活
用
を

江
戸
時
代
に
あ
っ
た
「
目
安
（
め

や
す
）
箱
」
は
、
広
く
庶
民
の
声
を

求
め
‘
行
政
に
生
か
す
た
め
に
幕
府

か
設
け
た
＂
投
書
箱
“
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
現
代
は
目
安
箱
な
ら
ぬ

「
私
書
箱
一
号
」
で
す
。

《
買
っ
た
ば
か
り
の
子
供
用
シ
ャ
ツ

か
色
お
ち
し
た
》
、
《
通
信
販
売
で

サ
イ
ズ
の
違
う
品
か
届
い
た
の
で
‘

返
送
し
た
か
返
金
さ
れ
な
い
》

ー
な
ど
商
品
や
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
苦
情
を
受
け
つ
け
‘
一
ヵ

月
以
内
に
文
書
で
回
答
し
て
く
れ
ま

す
。こ

れ
は
、
通
産
省
か
消
費
者
保
護

の
立
場
に
立
っ
て
‘
四
十
八
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
ま
で
に

受
付
け
た
苦
情
相
談
は
、
一
万
件
以

上
に
の
ぱ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ぜ
ひ
‘
み
な
さ
ん
も
「
私
書
箱
一

号
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
私
書
箱
一
号
」
の
あ
て
先
は
、
郵

便
番
号
、
一
0
0

ー
九
一
東
京
中

央
郵
便
局
私
書
箱
一
号
（
苦
情
相
談

は
必
ず
文
書
）

ニ
和
ポ
リ
エ
チ
レ

（
敬
称
略
）

優
良
運
転
者
と
し
て

表
彰
を
受
け
る

かお 楽しかつだ運動会 かお 楽しかつだ運動会

綱引きでガン
バレ南大島よ
赤坂チエ子さん
（南大島）

私は百足競争に出場しまし

たか、こんなにも難しい競技

だとは思わなかったですね。

普段の練習では、一度も倒

：：口言ロニ:i：'·冒rJ
全〈だめになってしまった。一度倒れてしまうと五人の気持

がバラバラになってしまって、四位という成績に終わってし

まい誠に残念であった。

私は綱引きには出場しませんでしたか、南大島といえば、

綱引き。もうこの種目だけは、伝統的に南大島は‘'優勝II と

いう指定席をいただいていたものですか、どうも、ここ 2 ~ 

3 年はかんばしくないですね。再び「綱引きの優勝は南大島

です」というアナウンスを聞きたいと思っているのは、私だ

けではないでしょう。

百足でのプラ
カードは危い
森田美代子さん
（須賀）

四年前百足競争に男性ばか

りの中に紅一点の女性チーム

として出場しましたか、残念

なから四位という成績に終わ

りました。その時の男性チー r

ムか私達を抜いて行く時の掛t !』'·~二」［｀：_,_,.__;心·
け声ときたら「オンナに負けるな、オンナに負けるな」で、

地響きをたてて、花の五人組を抜いて行くのです。 まった

く、くやしかったですね。今年はスタートから他をグングン

離してもう大丈夫と思？たとき、転んでしまったか、そこは

気のあう五人組、すぐさま体勢を立て直してゴールインしま

した。今年転んで分かったのですか、あの部落名のプラカー

ドを持つのは一寸危いと感じました。またコーナー付近で競

り合っているとき、隣のプラカードの棒か目の前に出て来て

危いのです。いっそ、プラカードは廃止したらどうですか。
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こ
の
写
真
は
旧
梅
島

小
学
校
校
舎
（
現
在
明

和
中
学
校
）
の
上
棟
式

の
時
の
も
の
で
す
。
校

舎
は
、
当
時
と
し
て
は

屋
根
が
赤
瓦
で
実
に
り

っ
ぱ
だ
っ
た
。
私
達
青

年
団
の
役
員
は
、
よ
く

勤
労
奉
仕
と
い
う
事
で

木
を
植
え
た
り
、
柵
を

作
っ
た
も
の
で
し
た
。

現
場
監
督
は
実
に
き

び
し
く
、
瓦
を
上
か
ら

落
と
さ
せ
て
、
割
れ
る

よ
う
で
し
た
ら
、
失
格

と
し
た
り
、
材
木
も
全

部
目
を
通
し
て
返
品
も

か
な
り
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
校
舎
は
昭

和
1
1
年
1
1月

2
9日
に
完

成
し
ま
し
た
。

（
私
は
一
番
左
て
す
。
）

み
な
さ
ん
も
こ
承
知
の
と
お
り
‘

米
は
余
る
一
方
、
そ
の
反
面
、
大
豆
、

麦
‘
飼
料
類
は
幻
の
作
物
と
い
わ
れ

る
は
ど
に
農
家
の
皆
さ
ん
は
作
付
を

し
な
く
な
リ
、
今
日
の
不
足
傾
向
を

•
I
J
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
パ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る

奨励金補助金（予定） 10アール当たり

作物別 奨励金 加計画（集団算) 合計

大飼］米、［•I· ・ 麦 55,000円 10,00 < 65,000~ 
20, 00円 75,000円

一l．般記以作物外 40,000 II 10,000 II 50,000 II 
狩理転作 40'000 II 10, 000 11 50,000 II 

※計画（集団）加算とは、集団で 3 ha 転作した
場合をいう。

※管理転作とは、農協か水田を預って更に専業

農家へ委託し転作した場合をいう。

麦
も
奨
励
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
す

し‘

I
,
.
 

品
[
よ
百
＿
ハ

「
及
生
涯
翫
興
奨
励
金
」

基
本
及
●
に
お
り
込
む

昭
和
五
十
二
年
産
麦
か
ら
、
六
十

キ
ロ
当
た
り
二
千
三
百
円
の
麦
生
産

振
興
奨
励
金
が
基
本
麦
価
に
お
り
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
「
奨
励
金
は
い
つ
打
ち
切

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
「
奨
励
金

の
交
付
が
遅
い
」
な
ど
と
い
う
問
題

か
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

契
約
生
産
奨
励
金
も
、
小
麦
、
大

麦
、
は
だ
か
麦
に
六
十
キ
ロ
当
た
り

六
百
円
か
出
る
ほ
か
、
ビ
ー
ル
大
麦

に
も
新
た
に
二
百
四
十
円
か
出
る
よ

を

う
に
な
り
ま
し
た
。

水
田
裏
作
で
麦
を
作
れ
ば
、
六
十

キ
ロ
当
た
り
、
小
麦
で
約
一
万
一
千

五
百
円
、
ビ
ー
ル
大
麦
で
約
一
万
一

千
八
百
円
の
手
取
り
額
に
な
り
ま
す
。

麦
作
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
事
業

ゃ
”
ほ
場
”
の
排
水
用
”
弾
丸
暗
き

ょ
”
の
工
事
、
必
要
な
機
械
や
施
設

に
も
補
助
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ま

た
、
災
害
を
受
け
た
時
に
支
払

わ
れ
る
キ
ロ
当
た
り
の
共
済
金
額
は
、

い
っ
き
ょ
に
一
・
六
倍
強
に
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
共
済
の
掛

金
の
う
ち
約
七
割
（
全
国
平
均
）
ま

で
国
か
負
担
し
ま
す
。

た
め
に
”
水
田
総
合
利
用
対
策
I
i
に

よ
り
、
大
豆
や
飼
料
な
ど
に
つ
い
て

は
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
麦

に
つ
い
て
は
対
象
外
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
度
再
び
、
”
水
田
利
用

再
編
対
策
（
仮
称
）
”
か
制
定
さ
れ
る

運
び
と
な
り
、
麦
に
つ
い
て
も
奨
励

金
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
奨
励
補
助
金
（
予
定
）
は

上
表
の
と
お
り
で
す
。

健
康
優
良
児
で
表
彰

健
康
で
欠
席
か
な
く
、
明
る
い
性

格
の
人
を
表
彰
す
る
健
康
優
良
児
表

彰
式
か
十
月
二
十
一
日
館
林
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◎
幼
稚
園
横
塚
良
紀
•
吉
田
京
子

香
山
裕
一
・
阿
部
隆
史
・
坂
庭
知
美

◎
小
学
校
二
十
里
清
寿
・
阿
部
智

秋
・
玉
井
章
喜
•
松
本
治
恵

◎
中
学
校
清
水
一
雄
•
松
本
初
枝

▼
須
藤
親
司
さ
ん
（
江
口
）
群
馬
県

統
計
協
会
長
表
彰

須
藤
さ
ん
は

3
7年
に
調
査
員
に
就

任
以
来
、
統
計
事
務
に
対
し
て
、
厳

正
適
格
し
か
も
迅
速
な
完
全
統
計
の

向
上
に
努
め
ら
れ
た
事
か
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

▼
酒
井
消
さ
ん
（
役
場
職
員
）
全
国

統
計
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

洒
井
さ
ん
は
八
年
に
わ
た
り
調
木

I
L

員
を
よ
く
指
尊
す
る
と
と
も
に
‘
統

計
へ
の
理
解
と
認
識
を
断
め
‘
そ
の

活
動
を
柏
極
的
に
梢
進
し
た
ポ
か
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

統
計
事
務
で二名

表
彰

かお 楽しかつだ運動会 かお 楽しかつだ運動会

みんなの和で
優勝を得る
吉田重信さん
（梅原）

村民体育祭で優勝する事か

目的ではなしヽでしょうか、我

か梅原部落か他の部落を大き

〈引き離して優勝できたの、は

なによりも嬉しいですね。こ

れも梅原の人達の和があった

ればこそ成し得た事だと思います。さらに、事前に夜、お寺

の庭で、玉入れ、各種リレー、綱引き、百足競走などの得点

種目を少しですか、練習したのか「優勝するぞ」という気運

か盛j)あかったようでした。まして綱引きは昨年優勝してい

るので、今年もなんとしても、という事で、体重計を持参し

て、一人ひとり計って重い順から選びました。それがよかっ

たせいか、 「オレは全く力を入れなかった」という人もいる

はど簡単に勝ってしまった。最後に優勝か決定すると胴あげ

までしてくれだのは誠にうれしかったですね。

運動会のふん囲気
がとつてもすき
江森ほの子さん
（斗合田）

私は村あげての運動会が好

きで、ここ数年休むことなく

参加しています。選手として

出場する人達をお世話したり

声援したり、踊ったり、綱引

きに出場したり、食べたり、

飲んだり、また、多くの人々に会うのも楽しみの一つです。

子ども達は裏にズラリと並んだ店々を歩きまわりおこずかい

をはたいているようすでした。きっと子ども達も、楽しいん

でしょうね。

時々発表される得点を気にしなから、斗合田が優勝に向か

って前進して行くたびに歓声かあかり、とっても緊張したも

のでした。今年も区長さんをはじめ皆さんか優勝を望んだと

思いますか、力及ばず逸しましたか、上位の成績を得ること

かできましたのでこんなうれしいことはありません。
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国
民
年
金
は

あ
な
た
を
守
る
ガ
ー
ド
マ
ン

男
十
三
・
九
年
。
女
十
六
・
八
年
。

こ
れ
は
現
右
六
十
血
オ
の
人
か
あ
と

何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
統
計
数

字
で
す
。
こ
ん
な
に
永
い
老
後
生
活

は
収
入
の
道
も
絶
え
か
ち
で
す
。
で

も
国
民
年
金
か
あ
れ
ば
安
心
で
す
。

国
民
年
金
は
‘
こ
の
よ
う
に
年
を

と
っ
た
り
‘
あ
る
い
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
り
‘
母
子
世
帯
に
な
っ
た

時
に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
人
は
、

二
十
オ
か
ら
五
十
九
オ
ま
で
の
人
で

農
林
漁
業
に
従
事
す
る
人
や
商
店
な

ど
を
営
ん
で
い
る
人
で
す
。
な
お
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
か
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
児
さ
ん
は
希
望
で
加

人
で
き
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
は
‘
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
‘
障
害
年
金
‘
母
子

年
金
‘
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
の
七
種
顆
で
す
。
年
金
頷

は
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人

の
老
齢
年
金
で
、
月
額
三
万
五
千
五

百
五
十
八
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保

険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
保
険
料
は
月
額
二
千
二
百
円

で
す
。
そ
の
は
か
に
、
付
加
保
険
料

四
百
円
を
納
め
る
と
よ
り
高
い
年
金

を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
生
活
が
苦
し
か
っ
た
り
‘

生
活
保
護
を
受
け
て
い
て
、
保
険
料

わ
か
国
に
は
約
百
万
人
の
糖
尿
す
。

病
患
者
か
い
ま
す
。
と
く
に
四
十
③
異
常
な
は
ど
の
空
腹
感
や
、
甘

歳
以
上
の
男
子
は
‘
二
十
人
に
一
い
も
の
を
は
し
か
る
よ
う
に
な
り

人
か
重
症
、
軽
症
を
含
め
て
糖
尿
ま
す
。

病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
④
ダ
ル
さ
‘
疲
れ
、
冷
汗
、
ど
う
き

糖
尿
病
は
、
初
期
の
段
階
で
は
目
ま
い
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

自
覚
症
状
り
ま
す
。

冒
L
患
者
は
全
国
に
百
万
人
冒
[
』

か
し
、
次
ま
す
。

の
よ
う
な
糖
尿
病
週
間

1
1月
1
3日
ー

2
1日
⑥
頑
固
な

症
状
か
出
神
経
痛
、

は
じ
め
た
ら
い
わ
ば
”
危
険
信
号
”
し
っ
し
ん
に
な
や
ま
さ
れ
ま
す
。

で
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
⑦
化
膿
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
発

っ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
熱
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
の
ど
か
乾
き
、
驚
く
は
ど
水
を
⑧
若
い
の
に
血
圧
か
高
く
な
り
ま
す
。

飲
み
た
く
な
り
ま
す
。
⑨
狭
心
症
の
発
作
を
お
こ
す
こ
と

②
尿
の
回
数
も
量
も
多
く
な
り
ま
が
あ
り
ま
す
。

を
納
め
る
こ
と
か
困
判
な
人
に
は
保

険
利
の
納
付
を
免
除
す
る
聞
度
も
あ

リ
ま
す

3

粁
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
‘
将
米
の
年
全
支
払
い
の
財
加
と

し
て
柏
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
‘

そ
の
一
部
は
‘
加
入
者
や
受
給
者
の

福
祉
増
進
の
た
め
‘
市
町
村
や
団
体

十
月
二
十
日
、
新
里
地
内
に
あ
る

第
一
水
源
地
で
水
道
施
設
の
拡
張
工

事
の
起
工
式
が
工
事
施
工
主
の
天
笠

工
業
欄
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
第
一
水
源
の
水
の

濁
度
が
増
し
、
村
内
各
地
か
ら
「
水

か
濁
っ
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
し

て
」
な
ど
と
い
う
要
望
や
ら
、
苦
情

に
よ
り
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

工
事
で
す
。

十
二
月
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ

て
年
末
調
整
の
月
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
方

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
I
.

年
末
調
整
を
忘
れ
ず
に

炉9衣

た事事
いエる区二芝鐸翌零でて五五記竺直嘉葦事

會：：
し完も通 す水みす り過五りのし人鉄
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惑まり間 事に成月 るかでもいりる塩

；ごをすか中 かきしの こけ‘のるまも素
おの多は でれま予 とて村でとせのに
掛で〈 ‘ きいす定 に‘ではいんでよ
。け‘出普 まなとで なろはあう°‘る

に
融
資
さ
れ
て
‘
伽
刊
施
設
や
病
院
‘

保
育
所
の
建
設
な
ど
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
私
達
の

生
活
と
大
き
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。
さ
あ
‘
ま
だ
加
入
し
て
な

い
人
は
‘
す
ぐ
国
民
年
金
の
仲
間
入

リ
を
し
ま
し
ょ
う
。

は
‘
旬
月
の
給
料
か
ら
、
所
得
税
を

芹
し
引
か
れ
て
い
ま
す
か
‘
こ
の
税

粕
は
‘
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
月
々
の

給
料
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
た
も
の
で

す
。そ

こ
で
一
年
分
の
所
得
に
対
す
る

税
額
を
正
し
く
計
算
す
る
た
め
‘
こ

と
し
最
後
の
給
与
の
支
払
い
を
受
け

る
と
き
‘
①
年
の
中
途
で
の
出
生
、

結
婚
‘
就
職
な
ど
扶
養
親
族
な
ど
の

増
減
‘
②
一
年
間
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
や
損
害
保
険
料
‘
③
住
宅
取

得
控
除
と
し
て
税
務
署
か
ら
通
知
の

あ
っ
た
金
額
…
…
な
ど
が
い
っ
し
ょ

に
精
算
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
に

差
し
引
か
れ
た
税
額
か
年
税
額
に
比

べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
税
金

か
戻
り
‘
逆
に
少
な
い
場
合
は
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ

の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
、
こ
と
し
一

年
間
の
納
税
か
完
了
し
、
改
め
て
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た

人
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
、
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。な

お
‘
給
与
の
年
収
額
か
一
干
万

円
を
超
え
る
人
、
給
与
所
得
及
ぴ
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の

合
計
額
か
二
十
万
円
を
超
え
る
人
、

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
場
合
で
、
一
定
の
要
件
に
あ
た
る

人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
期
間
は
来
年
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
ず
の

で
お
忘
れ
な
く
。

ジ
リ
ー
ズ
⑪

数
育
と
考
え
る

·、---9、.、織冑‘··、鼻·、一一、一‘-- -·よ罵·ょ―-- -、-- -·よ菖ヽ·‘·rー鼻曹’---』·--、·‘··、---------- - - -

す成で題〈児めつの習をしし二時み学広の 写 四 芸 宍一、つるし六上
゜立すとか童さて仕の問たてか代に力〈通こめ児る守杜気困め自基い時ま方対前
を゜す‘生し闇方過題゜考らと考か解りの召童゜る会の難る主礎て‘し針策回
‘即るこ徒‘めヒ程に従え五社えー釈‘努 生 児生育に゜性学説特た‘五
めちよれのそらををすつるま会らにさ学力 徒 童活成立 ‘力明にか九カ~第
ざ‘うを身れれ学重るてよてのれあれ力点 の 生のにち 自のし努‘観年ニ
し新に群にをる習視だ‘うの進かけてとを 体 徒基努向 発向ま力そ点計次
てしな馬ついよすしけ学に事展ちたいし｀、見 力 の本めか 性上しすれに画群
いいつのけかうるたで力な柄とで埜るって の 育的るう のによるらつの馬
る学て教さになこ‘なのつもとし礎゜言お 向 成ル゜気 育努う五をい三県
わ力き育せし学と→〈到て学もた学従葉わ 上 に 1 カ 成め゜項実て目学
け観たのてて力に学‘達き力にか力来かか に 努ル ‘ にる 目践表標力
でのの課い‘をよ習学度まと‘‘の‘幅り 努 めを 根 努゜ にす示‘向
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5 1 世帯;::コ人
本村の 1 世帯当たり人員は4.33人で県平均3.79 人に比べ

0.54 人多い。しかし本村も年々 1 世帯当たりの人員は低下

している。

6 人

2 -

●
昭
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3
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1 世帯当たり人員の推移

5.48人
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6 — 持ち家に住む世帯は
総世帯の90.7%

住宅に住む 2,112 世帯の住宅の所有の関係別は持ち家に

仕む世帯か 1,917 世帯（ 90.7%) で最も多く民営借家に住む

世帯95世帯 (4.5%)、公営住宅に住む世帯31世帯（1. 5%)、給

与住宅に住む世帯(2.4%) で、このはか住宅に間借りして

いる世帯か18世帯(0.9%) となっている。

人当たりの

畳数は7.9畳

年々生活文化か向上して来たために、自分の部屋を持っ

たリ子供たちには勉強部屋を与えるようになったので、 1

世愕当たり (1 人当たり）の畳数が増加して、空間か広〈

なり、快適な生活を営めるようになった。

7-1  

年 次 1 世帯当たり畳数 1 人当たり畳数

昭和30年 2 4 9 畳 4. 2 畳

// 35年 2 6 2 4. 8 

II 40年 2 9. 4 5. 7 

// 45年 3 I 4 6 7 

// 50年 3 4 4 7. 9 

5 オ段陥別男女人口図

（男）
合計4,508人

170人
l 

186人

200人

192人

1 人 I 95以上 I 2人

3 

196ロ
55~59オ

50~54オ

（女）
合計4,674人

280人

241 人

344人

317人

269人
I 

350人

45~49オ

40-44オ

35~39オ

434人

30~34オ

25~29オ

20~24オ

15~19オ

10~|4オ

5~9 オ

324人

375人
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人
口

1 明和村の人口は 9, 182人で
県人口の0.52％を占める

明和村の人口は 9,182 人で県総人口の0.52％を占め県下

70市町村中47番目の村であり、また人口密度(lk而当たり）

は479.7人で、県下22番目である。
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゜ 昭和

生産年令人口の割合の低下、老年人口の割合の上昇に伴

い、明和村の平均年令は、昭和45年の 34.3オから 50年には、

34.9オと上昇した。これは全国平均年令32.5オに比べ2.4オ

上まわっている。ちなみに邑楽郡の町村は表のとおりです。

※｛全国 32.5オ
県 33.2オ

40オ

0

0

0

 

3

2

1

 

昭和50年 10 月 1 日に村民のみなさんの協力

を得て実施した国勢調査かこのほどまとまり

ましたので、みなさんに本村の人口の概要を

お知らせします。（数字はすべて 50年10 月 1 日
現在です）

2 人口増加率は 8. 1 ％で
県下28番目である

明和村の増加

率は 8.1 ％で県

平均の増加率5.9

％に比べるとや

や高く、県下28

番目にあたる。

この増加は昭和

25年以来減少を

続けてきたが昭

和45~50年に初

めて増加に転じ

た。

人口推移

25年

34.9オ

明

和

村

世帯推移

-----ナ
_ ＿七八二
六六 0 -
七八ご四戸
五ー＝戸
戸戸戸

35年

35.2オ

板
倉

町

40年 45年

3 平均年令は34.9オ

邑楽郡の平均年令

0

千
代
田
村

才4
 
3
 

50年

33.0オ

邑

楽

町

418人

351状人
I 

4 第 1 次産業35.3%、第 2
次35.5%、第 3 次29.2%

第 1 次産業は 1,801 人で割合は 35.3% 、第 2 次は 1,814 人

で35.5% 、第 3 次は 1,488人で29.2% となっている。これを

県平均でみると、第 1 次は 20.1% 、第 2 次36.2% 、第 3 次

43.3％となっており、第 1 次、第 2 次の割合が大きく、第

3 次産業の割合か小さい。

第 1 次産業 第 2 次産業 第 3 次産業

ti:i:i:i各各；i:i:ささとさとと:§§§；忍象i:i:i:
明和村

295人 276人

310人 298人

I 
375人 0 -4 オ 394人

400 300 200 100人 年令 100人 200 300 400 

群馬県i婆笙；］登蒋•••：ぷ.. ：芝·3.5_'.2% ざざ··;市:1,、7心こ｀、43；烹：：！忍沢11言喜
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車
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
取
り
付
け
面
衝
突
す
る
と
、
ビ
ル
の
四
階
か
ら

か
義
務
づ
け
ら
れ
て
八
年
、
着
用
逆
さ
ま
に
落
ち
た
と
き
の
衝
撃
だ

か
義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
六
年
に
そ
う
で
す
。
し
た
か
っ
て
生
死
を

な
り
ま
す
か
、
着
用
率
は
一
向
に
左
右
す
る
の
は
、
ま
さ
に
三
点
式

か
ん
ば
し
く
な
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に

ょ
／1
[口
忘
ね
ぢ
い
で
ネ
シ
ー
」
ぃ
ベ
ル
ド
]
[
/
[
°
ぃ
／

1

は
な
ぜ
着
用
さ
れ
ト
ベ
ル
ト
は

I
I

生

な
い
の
か
。
「
面
倒
く
さ
い
」
か
命
を
守
る
帯
I
J
で
す
の
で
ぜ
ひ
締

最
も
多
く
、
「
格
好
か
よ
く
な
ぃ
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

か
ら
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
中
う
。
な
お
、
特
に
同
乗
者
に
は
シ

に
は
「
自
分
は
絶
対
に
事
故
に
遭
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
要
で
す
。

よ
う
で
す
。

車
か
衝
突
し
た
と
き
の
衝
撃
は

信
じ
ら
れ
な
い
は
ど
大
き
く
、
6
0
キ
ロ

の
速
度
で
走
っ
て
い
る
車
と
車
が
正

わ
な
い
」
と
い
う
自
信
過
剰
型
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
大
半
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
締
め
て
い
れ
ば
安
全
と
分
か
っ

て
い
な
か
ら
、
締
め
な
い
方
か
多
い

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
で
は
、
主
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
・
主
掃
・
学
生
な
ど
を

対
象
に
、
十
万
円
程
度
の
お
金
を
貸

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
‘
給
与
明

細
書
や
健
康
保
険
証
だ
け
で
も
お
金

か
借
り
ら
れ
る
た
め
、
利
用
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
利
用
者
は
‘

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
遊
興
費
、
ほ
か
の
借

金
を
返
す
た
め
に
借
り
る
と
い
っ
た

人
か
多
く
、
ま
た
、
気
軽
に
お
金
を

借
り
ら
れ
る
た
め
に
利
息
や
借
入
れ

条
件
を
十
分
に
考
え
な
い
で
、
無
計

画
に
借
り
て
い
る
人
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
借
金
の
返

済
に
困
り
家
を
売
っ
た
り
会
社
を
や

め
た
り
す
る
人
、
売
春
や
罪
を
犯
し

た
人
な
ど
、
み
じ
め
な
結
果
を
招
い

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
落
と
し
穴

”
借
金
残
酷
物
語
I
Iを
解
剖
す
る

た
人
も
少
な
く
な
い
現
状
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
無
計
画
な
利

用
は
恐
ろ
し
い
結
果
を
招
く
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

借
り
た
金
よ
り
多
く

な
る
“
利
息
の
魔
術
I
f

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
と

き
、
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
「
利
息
」
の
こ
と
で
す
。

借
金
の
利
息
に
つ
い
て
は
、
一
般

に
「
利
息
制
限
法
」
に
よ
っ
て
、
年

利
二
0
％
ま
で
と
最
高
限
度
か
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
サ
ラ
リ
ー

ロ
ー
ン
の
場
合
は
、
「
出
資
受
入
‘
預

り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
等
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
、
最
高
利
息

は
一
日
当
た
り

0

．
三
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

十
万
円
借
り
る
と
、
一
日
当
た
り

の
利
息
は
三
百
円
に
な
り
ま
す
か
、

一
ヵ
月
後
に
は
九
千
円
（
月
利
九
％
）

一
年
後
に
は
利
息
だ
け
で
十
万
九
千

無
知
に
つ
け
こ
み

暴
利
を
む
さ
ほ
る

几
1
1
1円
と
‘
利
息
の
は
う
か
‘
倍
り

た
お
金
よ
リ
も
多
く
な
り
ま
す

C

”
雪
ダ
ル
マ
”
を
作
ら

な
い
、
三
つ
の
心
得

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
か
ら
お
金
を
借

り
た
場
合
に
は
‘
一
日
あ
た
り
の
利

息
は
0
·

三
％
ま
で
で
す
か
ら
‘
そ

れ
を
越
え
る
利
息
は
も
ち
ろ
ん
違
法

に
な
り
ま
す
か
、
そ
れ
以
外
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
あ

り
ま
す
。

①
借
金
の
手
続
き
や
返
済
の
時
に
、

書
類
代
、
印
紙
代
、
手
数
料
と
い
っ

た
名
目
で
、
利
息
以
外
の
お
金
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

②
お
金
を
借
り
る
時
、
利
息
を
ま
え

．
も
っ
て
ひ
か
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す

（
利
息
天
引
）
十
万
円
を
一
ヵ
月
後

返
済
す
る
こ
と
に
し
て
も
‘
こ
の
方

法
で
は
九
万
一
千
円
に
し
か
な
り
ま

せ
ん
。

(
1
0万円
ー
九
％
の
利
息
九

千
円
）
借
り
る
際
に
、
ど
う
し
て
も

十
万
円
欲
し
い
場
合
に
は
十
一
万
円

借
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
借
金
を
増

や
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

③
利
息
か
元
金
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ

と
か
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
借
金
し

今
ま
で
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与

金
の
支
払
月
の
十
一
日
に
支
払
っ
て

い
ま
し
た
か
来
年
か
ら
の
支
払
か
ら

は
六
日
に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
新
有

権
者
感
想
文
を
た
だ
い
ま
募
集
し
て

い
ま
す
。

こ
の
感
想
文
募
集
は
●
新
た
に
有

権
者
と
な
っ
た
青
年
男
女
か
、
社
会

人
と
し
ズ
‘
み
ず
か
ら
経
験
し
た
り

新
戸
権
者
の

感
想
文
募
集

遺族 遺族
年金 給与金

3 月及び 4 月及び
改正前

9 月の II 日 10月の II 日

3 月及び 4 月及び
改正後

9 月の 6 日 10月の 6 日

改正後の
昭和53年 昭和53年

叢初の支
3 月 6 日 4 月 6 日

払い日
L L 

遺
族
年
金

遺
族
給
与
金
の

支
払
日
の
変
更

た
十
万
円
を
一
ヵ
月
後
に
返
済
す
る

こ
と
か
不
可
能
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
十
万
円
プ
ラ
ス
九
％
の

利
子
九
干
円
の
計
十
万
九
千
円
か
借

金
と
な
り
‘
こ
れ
に
利
息
か
か
け
ら

れ
ま
す
。

こ
の
方
法
で
は
、
利
息
か
雪
ダ
ル

マ
式
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

借
り
る
前
に
返
済
で
き
る
か
ど
う
か

よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

名
え
た
こ
と
を
要
約
し
て
発
表
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
‘
新
有

権
者
、
新
成
人
と
し
て
の
政
治
意
識

の
向
上
と
選
挙
に
対
す
る
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
規
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す

か
ら
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
と
標
題
最
近
の
選
挙
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
成
人
の
日
を
迎
え

新
有
権
者
と
し
て
地
方
自
治
や
国
政

へ
の
参
加
に
つ
い
て
自
分
自
身
で
経

験
し
、
も
し
く
は
考
え
た
り
、
感
じ

た
り
し
た
こ
と
。
標
題
は
、
そ
の
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

▼
字
数
千
六
百
字
以
内
（
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
）

▼
応
募
資
格
昭
和
3
2
年
1

月

1

日

か
ら
昭
和
3
3
年
認
月
3
1日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
方
。

▼
締
め
切
り
昭
和
5
3
年
1

月

3
1日

▼
提
出
先
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
前
橋
市
大
手
町
一
i
-
i
-
)

な
お
詳
し
く
は
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
6
=―
-
七
―
―
ー
―
―
―
―
―
ー
ニ
―
-
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
を
正
し
く
理
解
し
て

税
を
知
る
週
間

1
1月
1
1日
1
1
7日

税
金
は
、
私
た
ち
か
安
定
し
た
住

み
よ
い
暮
ら
し
を
願
う
と
き
、
社
会

の
一
員
の
義
務
と
し
て
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
＂
会
費
“
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
に

必
要
な
道
路
や
住
宅
を
つ
く
っ
た
り

社
会
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
面
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
に
深

い
つ
な
か
り
を
も
っ
て
い
る
税
金
に

つ
い
て
、
そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
＜

よ
う
‘
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

ま
で
「
税
を
知
る
週
間
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
期
間
中
館
林
税
務
署
で

は
‘
税
務
相
談
や
物
品
税
の
座
談
会

な
ど
の
多
く
の
行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会

に
大
い
に
税
の
知
識
を
吸
収
さ
れ
て

み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
日
程

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
‘
詳
し
く
は
館
林
税
務
署
へ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

6
館
林
ニ
ー
四

三
七
三

赤
い
羽
根
の
募
金
は
目
標
額
を
二

三
％
も
上
回
る
六
十
万
三
千
二
百
四

十
四
円
の
募
金
か
集
ま
り
ま
し
た
。

募
金
の
内
訳

。
戸
別
募
金
三
六
万
七
三
九
五
円

。
法
人
1
1

二
三
万
二
千
円

。
明
中
よ
り
千
八
七
六
円
・

。
そ
の
他
千
九
七
三
円

み
な
さ
ん
か
ら
の
あ
た
た
か
い
善

意
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
の
募

金
あ
り
が
と
う

行事内容 場 所 時間

II 日 無料税務相談所の開設 各税理士事務所
10 00-

14 日 酒税についての座談会 館林酒販会館
10 00~ 
12 00 

II 税金を知る会 館林商工会議所
13 30~ 
16 00 

16 日 優良申告法人の座談会 // // 

17 日 物品税についての座談会 館林税務署
14 oo-
16 00 

18 日 青色申告者との座談会 館林商工会議所
15 00-
17 00 

II 税を知る会 館林文化会館
13 00~ 
11:00 
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村民体育祭成績一覧表

こ
れ
を
み
か
ね
た
住
民
か
改
築
し
て

り
っ
ば
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
工
事
か
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
か
、
こ
の
は
ど
り
っ
ぱ
に
出
来
あ

か
り
‘
十
月
二
日
薬
師
棠
の
落
成
式

か
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
稚
児
二
人
か
除
幕
を
行
い

且
十
七
年
ぶ
り
に
本
尊
の
ご
開
帳
と

な
り
‘
参
列
し
た
人
達
は
目
を
見
張

っ
て
い
ま
し
た
。

世
話
人
の
一
人
で
あ
る
岩
上
昇
さ

ん
は
「
こ
れ
を
機
会
に
境
内
を
整
備

し
た
リ
集
会
所
に
、
あ
る
い
は
老
人

の
憩
の
場
に
し
て
行
き
た
い
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

豆
＼
考
i
1
 

ノ

i
”
疇
r

山

新
里
の
婦
人

グ
ル
ー
プ
は
県

よ
り
貯
蓄
実
践

地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で

▼貯蓄グループが

編物教室を

『
そ

4
 

大
輪
常
光
寺
の
境
内
に
あ
る
薬
師

堂
か
大
変
い
た
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

◄

り
っ
ぱ
な
薬
師
堂が

完
成 主

毎
月
料
理
講
習
会
や
講
演
を
開
い
て

お
り
ま
す
か
、
指
定
さ
れ
て
一
年
目

の
先
月
、
冬
に
備
え
て
毛
糸
の
チ
ョ

ッ
キ
を
編
も
う
と
い
う
事
で
、
十
月

二
十
六
日
集
会
所
で
編
物
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

こ
の
貯
蓄
実
践
グ
ル
ー
プ
は
、
貯

蓄
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、

心
（
教
養
）
の
貯
蓄
も
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
会
の
推
進
貝
で
あ
る
瀬
下
チ

イ
さ
ん
は
「
物
質
的
な
貯
蓄
ば
か
り

で
な
く
こ
の
よ
う
に
精
神
的
な
蓄
積

も
あ
る
の
で
大
変
有
意
義
で
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

東
毛
漁
連
明
和
支
部
の
秋
期
鯉
釣

り
大
会
か
梅
原
地
内
の
水
路
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

幅
―
m
、
長
さ
九
十
m
と
い
う
‘

狭
い
水
路
に
約
三
百
匹
の
鯉
を
放
ち

こ
の
日
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
釣
り

キ
チ
か
と
こ
ろ
狭
し
と
糸
を
垂
れ
て

い
ま
し
た
。

鯉
は
5
0ー
6
0丑
／
も
あ
る
大
物
だ
け

に
‘
釣
り
あ
げ
ら
れ
ず
、
糸
か
切
れ

て
し
ま
っ
た
り
‘
バ
ラ
し
て
し
ま
う

人
か
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
か
、
な

か
に
は
、
二
十
匹
近
く
も
釣
り
あ
け

る
人
も
い
ま
し
た
。

▼ところ狭しと

鯉釣り大会

◄

機
関
砲
の
弾
を

.. 

発
も
発
見

江
口
地
先
の
利
根
川
河
原
に

て
、
戦
時
中
の
物
と
思
わ
れ
る

機
関
砲
の
弾
か
木
箱
に
入
っ
て

百
五
十
一
発
も
発
見
さ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

の
弾
は
ま
だ
使
用
で
き
る

も
の
で
、
子
ど
も
達
か
む
や
み

に
い
じ
り
ま
す
と
大
変
危
険
で

す
。
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
警

察
か
駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

lu1 年度 （受勝 準優勝 3 位 11 41 梅原 千津井 田島

梅大田 島輪原 12 42 梅原 南大島 干津井
I 31 

13 43 南大島 千津井 梅原

2 32 下江黒 梅原 千津井 14 44 新里 南大島 斗合田

3 33 下江黒 梅原 千津井 15 45 梅原 南大島 千津井

4 34 梅原 大輪 下江黒 16 46 南大島 斗合田 梅原

5 35 千津井 ? ? 17 47 南大島 大佐貰 新里

6 36 大輪 干津井 江口 18 48 梅原 南大島 大佐貫

7 37 大輪 梅原 矢島 19 49 南大島 斗合田 新里

8 38 梅原 大輪 斗合田 20 50 南大島 新里 梅原

9 39 千津井 梅原 下江黒 21 51 斗合田 田島 梅原

10 40 下江黒 梅原 欠•島 22 52 梅原 南大島 斗合田

文よ

バ
ス
避
け
し
修
学
旅
行
の
一
団
の
引

率
の
女
教
師
と
ふ
と
目
を
合
は
す

坂
上
千
枝
子

道
の
辺
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
り
道
祖
神

遠
き
旅
人
の
足
音
き
こ
ゆ

中
島
あ
い
子

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
り
し
と
ん
ぼ
を
は

ず
し
や
る
秋
海
棠
の
花
の
真
盛
り

富
塚
富
江

歴
代
の
位
牌
所
守
る
木
村
亀
重
寺
再

建
に
熱
は
入
れ
り

山
形
ト
メ

夜
行
バ
ス
明
け
て
越
路
の
海
蒼
し
双

手
を
あ
げ
て
息
深
く
吸
う

岡
安
ふ
み

朝
露
に
畔
草
刈
れ
ば
悩
ま
さ
る
追
っ

ぷ
ゆ

て
も
又
来
る
納
の
集
り

細
田
武
子

生
き
て
来
し
七
十
余
年
の
足
跡
を
か

へ
り
み
す
れ
ば
昨
日
の
如
し青木

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

芸

欄

光
子
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▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
の
女
子
。

矯
正
視
力
0

・
八
以
上
。
身

長
一
四
五
c
m
以
上
。
体
重
四

+
k
g
以
上
。

▼
募
集
人
員
三
十
人

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
十
日

か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

▼
修
業
年
限
三
ヵ
年

▼
卒
業
後
の
資
格
・
看
護
婦

国
家
試
験
受
験
資
格
・
保

健
婦
、
助
産
婦
‘
養
護
教
諭

養
成
機
関
へ
の
受
験
資
格

な
お
、
受
験
手
続
き
な
ど
‘

詳
し
く
は
館
林
高
等
看
護
学
院

(
6館
林
図
七
一
五
七
）
へ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

館
林
高
等
看
護

学
院
生
徒
募
集

景職員（胃言霜謬）の
採用試験の実施

▼
採
用
人
員
各
若
干
人

▼
受
験
資
格
昭
和
2
3
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
3
年
4

月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で
各

普
及
員
の
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た

は
、
来
年
3

月
3
1

日
ま
で
に
資
格
を

取
得
す
る
見
込
の

者▼
申
込
用
紙
の
交

付
先
群
馬
県
人

事
委
員
会
事
務
局

で
交
付
し
ま
す
。

（
郵
便
請
求
も
で

き
ま
す
。
）

▼
受
付
期
間

1
1

月
1
0
日
か
ら
1
9
日

ま
で県

立
福
祉
大
学

校
は
、
診
療
放
射

線
技
師
・
保
健
婦
・

看
護
婦
を
養
成
す

る
医
療
関
係
技
術

者
の
専
門
養
成
機

関
で
す
。

▼
放
射
線
学
科

0

受
験
資
格
大

学
の
入
学
資
格
を

有
す
る
者

〇
募
集
人
員

3
5名

〇
修
業
年
限

3

年

〇
願
書
受
付
来

年
1

月
1
7
日
か
ら
1

月
3
1
日
ま
で

0

試
験
期
日
来
年
2
月
2
2
日

▼
保
健
婦
学
科

大
学
の
入
学
資
格
を

有
す
る
者

5
0名

3

年
来
年
1
月
1
4
日
か
ら

1

月
3
1
日
ま
で

0

試
験
期
日
来
年
2
月

1
3日

な
お
、
応
募
等
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
や
出
顧
用
紙
の
請
求
は
、
次
の

〇
募
集
人
員

〇
修
業
年
限

〇
願
書
受
付

0

試
験
期
日

▼
看
護
学
科

〇
受
験
資
格

▼
試
験
期
日

実
施な

お
‘
詳
し
く
は
前
橋
市
大
手
町

一
ー
一
ー
一
群
馬
県
人
事
委
員
会

(
~
o
二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
一
―
―
-
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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｛
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
｛

-
1
1

月
2
6日
ー

1
2月
2

日
i

ャ亭
王
口
[

）
）
）
：
』

ご
）
）
）

)) 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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名
ー
予
t
を
；
§
,
―
あ
し
ら
せ
一
§
屯
§
睾
魯
沙
§
一
お
し
ら
せ
一
を
魯
名
を
…
§
＄
汐

各
学
科
あ
て
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

放
射
線
学
科
と
保
健
婦
学
科
は
、
前

橋
市
上
小
出
町
七
二
五
番
地
（

~
o

二
七
ニ
ー
三
一
ー
六
七
五
六
）
へ

看
護
学
科
は
前
橋
市
亀
泉
町
甲
三
ー

―
二
(
~
o
二
七
二
闘
0
0

―
二
）
へ

犀立唇祉大学
校入学者募集

0

受
験
資
格
文
部
大
臣
ま
た
は
厚

生
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
婦
学
校

あ
る
い
は
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業

し
た
者
（
卒
業
見
込
の
者
含
む
）

〇
募
集
人
員

4
0名

〇
修
業
年
限
1
年

〇
願
書
受
付
来
年

1

月

1
1日
か
ら

1
月
3
1
日
ま
で

米
年
2

月

3

日

1
1月

2
7
日
県
庁
で

く
み
取
り
料
改
定

今
ま
で
し
尿
く
み
取
り
料
金
が
十

八
£
六
十
円
で
あ
っ
た
も
の
か
今
月

か
ら
七
十
五
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
労
働
賃
金
の
引
き
上

げ
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
や

む
を
え
ず
改
定
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
す
で
に
購
入
す
み
の
く
み

取
り
券
か
十
一
月
一
日
以
降
に
も
ち

越
さ
れ
て
あ
る
場
合
は
、
改
定
料
金

と
の
差
額
を
現
金
で
支
払
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ポ
リ
方
(
J
j
兒
マ
ヒ
）

生
ワ
ワ
チ
ン
投
与

ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。
該
当
者
に
は
通
知
を
差
し
上

府
猟
は
十
分
注
意
を

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
か
解
禁

と
な
り
ま
す
が
、
近
頃
は
狩
猟
中
の

事
故
や
銃
を
使
っ
た
殺
人
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
①
獲
物
に
気
を
と

ら
れ
銃
先
の
確
認
を
怠
っ
た
り
②

猟
友
と
獲
物
を
間
違
え
た
り
③
銃

に
タ
マ
を
こ
め
て
転
倒
し
た
な
ど

と
い
っ
た
ハ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
基
本

を
忘
れ
た
事
故
か
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
、

狩
猟
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

げ
ま
す
か
、
も
し
届
か
な
か
っ
た
り

す
で
に
他
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た

方
は
‘
役
場
保
健
課
ま
て
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

▼
該
当
者
昭
和

5
0年
2

月
1

日

1

昭
和
5
2年
7

月
3
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
乳
幼
児
と
、
そ
れ
以
前
に
生

ま
れ
、
未
実
施
（
2

回
投
与
し
て

な
い
）
の
幼
児
。
た
だ
し
満
四
オ

未
満
の
幼
児
に
限
り
ま
す
。

▼
1
1月
1
5
日
対
象
地
区
は
中
谷
、

新
里
、
川
俣
、
須
賀
、
大
輪
、
入

ヶ
谷
、
矢
島
、
大
佐
貫

▼
1
1月

2
5日
対
象
地
区
は
斗
合
田

下
江
黒
、
上
江
黒
、
千
津
井
、
江

ロ
、
田
島
、
南
大
島
、
梅
原

▼
い
ず
れ
も
武
道
館
で
行
わ
れ
、
受

付
は
当
日
の
午
後
1

時
3
0
分
か
ら

2

時
ま
で
で
す
。

消
防
職
員
の
募
集

昭
和
五
十
三
年
度
消
防
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
男
子
四
名

▼
応
募
資
格
・
高
等
学
校
卒
業
以

上
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
の
も
の

で
、
昭
和
2
9
年4
月
2

日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
・
身
長
一
六
O
c
m

以
上
体
重
五
十
五
k
g
以
上
で
胸

囲
は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
の
者

▼
募
集
期
間

1
1月
7

日
か
ら
1
4
日

ま
で
。

▼
提
出
書
類
①
履
歴
書
②
学
業

成
績
証
明
書
③
人
物
証
明
書

▼
試
験
期
日
直
接
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

な
お
、
応
募
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
明
和
分
署
ま
で
に
。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時

1
1月
1
7
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
貝
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
0
日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
1
7
日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談
2
4
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
ー
ニ

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期

国
民
年
金
第
三
期
、
明
和
土
地

改
良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
八
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
九
日
東
部
児
童
館

"
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

• ▼月
冑 時日 例

<
時 11 政行9 -

1 月＾
午 15 人

ー後日 権ヽ
会 3

議室時ま乞即 相
で 10 ＝畝火
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

深
い
手
の
し
わ

方
だ
く
黒
び
ん
て
き
だ
つ
め

太
い
ゆ
び お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手

力
だ
い
手
の
ひ
ら

大
き
い
手

な
ん
で
も
で
き
る
手

あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
の
手
は

伺
十
年
も

働
き
続
け
て
き
だ
手
だ

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
貝
て

木
の
年
醗
を
思
い
出
し
だ

深
い
手
の
し
わ
一
本
／
＼
に

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
長
い
歴
史
ガ

き
ざ
み
こ
ま
れ
て
涜
る
の
だ
ろ
う

版
画
と
詩
は
東
小
学
校

六
年
生
の
菌
部
真
澄
さ
ん

の
作
品
で
す
。

消火栓設置状況 防火水槽設置状況 カーフミラー設置状況 公害苦情件数

晨

ff 二 只 ／しg 塁
-：：麿<鶯9一̀ニソ，王

1 1 3 基 38 基 1 7 3 基 16件 (51 年） 現在

1 1 0 // 20 // 60 // 8 件 (46年） 5 年前

1 1 0 3 II 2 // 10年前
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衝突事故で歩行者の死亡する可能性 ふ
だ
ん
落
ち
着
い
て
い
る
先
生
ま

で
走
り
出
す
と
い
う
十
二
月
（
師
走
）

忙
し
い
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
つ
い
、
不
注
意
に
な
り
か
ち
で
、

交
通
事
故
も
急
増
し
ま
す
。

死
亡
事
故
の
ト
ッ
プ
は
な
ん
と
い

っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
き
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
交
通
ル
ー
ル

の
違
反
者
を
み
て
も
、
そ
の
半
数
近

く
は
ス
ピ
ー
ド
違
反
で
す
。

車
が
六
十
キ
ロ
を
越
え
る
ス
ピ
ー

ド
で
歩
行
者
を
は
ね
た
と
し
ま
す
と

歩
行
者
の
死
亡
す
る
確
率
は
九
0
%

に
達
し
ま
す
。
（
第
一
図
）

な
お
、
車
ど
う
し
か
衝
突
し
た
場
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動
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月

1
5日

〖
ー
一
〗
瀕

合
、
衝
突
時
の
両
方
の
ス
ピ
ー
ド
か

四
0
キ
ロ
を
越
え
る
く
ら
い
か
ら
‘

ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
車
か
死
亡
す
る

確
率
は
、
ぐ
ん
と
高
く
な
っ
て
米
ま

す
。
（
第
二
図
）

卓
の
“
ス
ピ
ー
ド
“
と
い
う
の
は

こ
わ
い
も
の
で
す
ね
。

年
末
、
年
始
の
頃
と
も
な
る
と
‘

飲
洒
運
転
に
よ
る
事
故
か
多
く
な
り

ま
す
。
飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
は
‘

誰
も
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
‘
い

ま
だ
に
平
気
で
飲
酒
運
転
を
す
る
悪

質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多
い
の
で
す
。

飲
酒
運
転
と
い
え
ば
、
す
ぐ
四
輪

車
を
連
想
し
か
ち
て
す
か
、
オ
ー
ト

゜
2
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
た
め

に
、
村
で
は
、
村
営
住
宅
を
建
設
し

゜
2
 

ｷ
 

直
こ
＂

押
入
＿
m

笞
察
庁
科
学
磐
察
研
究
所
か
、
飲

泊
運
転
に
つ
い
て
行
っ
た
お
も
し
ろ

い
実
験
か
あ
り
ま
す
。

車
の
運
転
か
て
き
る
二
十
人
の
人

か
そ
れ
ぞ
れ
三
百
c
C
の
日
本
酒
を
飲

み
、
七
十
五
分
後
に
六
百
メ
ー
ト
ル

飲
酒
運
転
は

注
意
力
が
鈍
る

村営住宅

完
成
も
う
ま
じ
カ

須
賀
地
区
に
四
戸
建
設

バ
イ
や
自
転
車
の
飲
洒
運
転
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
飲
洒
運
転

は
都
会
よ
り
も
地
方
の
ほ
う
か
目
立

っ
て
い
ま
す
。

「
飲
ん
た
ら
運
転
し
な
い
」
、
「
運
転

す
る
と
き
は
飲
ま
な
い
‘
飲
ま
せ
な

い
」
、
「
飲
ん
た
者
に
は
運
転
さ
せ
な

い
」
と
い
う
鉄
則
を
守
っ
て
‘
み
ん

な
か
、
力
を
合
わ
せ
て
飲
泊
運
転
を

な
く
し
‘
み
ん
な
楽
し
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

の
コ
ー
ス
を
、
時
速
三
十
キ
ロ
で
車

を
連
転
し
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う

も
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
‘
一
周
す
る
時
間

か
半
常
時
に
く
ら
べ
て
几
秒
岸
く
な

っ
た
人
か
い
れ
ば
‘
逆
に
十
秒
五
く

な
っ
た
人
も
い
て
、
運
転
か
不
安
定

な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
反
射
神
粁
の
実
験
で
は
‘

信
号
か
亦
か
ら
青
に
変
わ
リ
ア
ク
セ

ル
を
踏
ん
で
車
を
発
進
さ
せ
る
ま
で

ギ
常
に
く
ら
べ
て

0
•

一
ー
0

．
ニ

秒
巡
く
な
っ
た
り
‘
ア
ク
セ
ル
か
ら

ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
ま
で
も
同
様
起
＜

な
っ
て
い
ま
す
。

椋
識
板
へ
の
注
滋
力
て
は
、
平
常

の
時
は
見
落
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
か
‘
飲
泊
連
転
で
は
二
十
人
の

う
ち
六
人
か
見
烙
し
て
い
ま
す
。
信

号
に
対
す
る
反
応
で
も
二
十
人
中
十

i
l
人
か
誤
り
を
し
て
い
ま
す
。

わ
す
か
三
F
i
c
C
の
お
泊
で
も
‘
こ

ん
な
有
様
で
す
。
深
洒
を
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ど
ん
な
運
転
ふ
り
に
な
る

か
‘
考
え
た
だ
け
で
も
ゾ
ソ
と
し
ま

す
ね
。

て
お
リ
ま
す
か
‘
今
年
も
珀
賀
地
区

に
第
二
期
分
と
し
て
、
四
戸
（
一
棟

二
戸
建
）
の
建
設
を
行
っ
て
お
り
‘

工
事
か
今
月
末
に
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
入
居
募
集
は
来
年
一
月
頃

開
始
す
る
予
定
で
す
。
家
賃
に
つ
い

て
は
‘
昨
年
よ
り
若
干
あ
か
る
見
込

み
で
す
。

▼
入
居
者
の
資
格

①
村
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
か

あ
り
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
。

②
世
帯
員
二
人
以
上
の
家
族
構
成
の

方
（
婚
約
者
を
含
む
）

③
そ
の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制
限
か

あ
り
ま
す
。
ま
た
‘
税
金
の
滞
納
が

な
く
‘
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方
な

ど
で
す
。

田
島
納
税
組
合
は
十
一
月
十
七
日

国
民
年
金
優
良
団
体
と
し
て
社
会
保

険
庁
長
官
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

田
島
納
税
組
合
は
、
国
民
年
金
の

加
入
率
お
よ
び
納
付
状
況
か
他
の
地

区
よ
リ
、
す
ぐ
れ
て
い
る
た
め
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

農
業
災
害
補
償
法
か
施
行
さ
れ
、

今
年
で
三
十
周
年
に
な
り
、
頼
れ
る

農
業
共
済
制
度
に
発
展
充
実
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
去
る
十
一
月
二

十
四
日
県
民
会
館
に
お
い
て
記
念
大

会
か
あ
り
、
二
十
年
以
上
引
き
続
き

役
員
等
に
従
事
し
功
労
の
あ
っ
た
次

の
方
々
か
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
井
初
太
郎
鯉
沼
―
二

坂
上
善
太
郎

ま
た
、
三
十
周
年
を
記
念
し
て
行

わ
れ
た
水
稲
検
見
競
技
会
に
本
村
か

ら
八
名
の
評
価
員
か
参
加
し
、
上
位

を
独
占
し
、
上
位
三
名
の
次
の
方
々

か
表
彰
さ
れ
ま
し
．
た
。

最
優
秀
賞
坂
上
貞
雄

優
秀
賞
横
塚
弥
一

優
良
賞
立
川
可

（
敬
称
略
）

農
業
共
済
3
0周
年
記
念

功
労
者
な
ど
表
彰

田
島
納
税
組
合
が
表
彰
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蓮見幸蔵さん
（入ヶ谷）

主
婦
A

「
あ
ら
、

で
し
た
の
。
」

主
婦
B

「
え
え
‘
役
場
へ
行
っ
て
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
来

た
と
こ
ろ
で
す
わ
。
し

主
婦
A

「
で
も
‘
奥
さ
ん
は
ご
主
人

か
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
で

国
民
年
金
に
入
ら
な
く
て
も
い
い
ん

で
し
ょ
う
。
」

主
婦
B

「
私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
の

よ
。
て
す
け
ど
希
望
す
れ
ば
加
入
で

き
る
ん
て
す
っ
て
。
私
達
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
は
夫
の
厚
生
年
金
だ
け
か

た
よ
リ
で
、
私
達
だ
け
の
年
金
は
な

い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
か
国
民
年
金

に
加
入
す
れ
は
私
達
主
婦
も
年
金
か

私
は
十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
戦
没
者
の
遺
族
を
代
表

し
て
沖
縄
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
は
沖
蠅
戦
没
者
の
三
十
三

回
忌
に
参
列
す
る
た
め
で
し
た
。

私
は
、
弟
を
沖
蠅
弁
ヶ
岳
で
亡

く
し
て
い
る
の
で
、
一
度
は
行
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
の
で
す
。

沖
蠅
到
着
後
我
々
は
‘
守
礼
門

並
び
に
司
令
部
跡
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
の
付
近
か
、
弟
か
戦
死
し
た

弁
ヶ
岳
で
、
今
は
も
う
跡
形
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
、
そ
の
地
を
踏
み
、

線
香
を
あ
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
だ
け

で
も
満
足
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

沖
蠅
群
馬
の
塔
は
‘
土
台
に
は
‘

ど
っ
し
り
と
浅
間
溶
岩
か
使
わ
れ
、

そ
の
上
の
石
に
は
三
波
石
か
使
わ
れ

＂
群
馬
の
塔
＂
と
刻
ま
れ
て
あ
り
‘

受
け
ら
れ
る
の
よ
。
」

主
婦
A

「
そ
う
だ
っ
た
の
。
」

国民年金

ど
こ
へ
お
出
か
け

已
加
入
で
き
ま
弓

げ
＿
フ
ロ
ー
マ
ン
の
輿
さ
ん

主
婦
B

「
そ
れ
に
、
も
し
万
一
障
害

者
に
な
っ
た
り
、
主
人
と
離
婚
で
も

し
た
場
合
に
厚
生
年
金
の
保
障
は
受

け
ら
れ
な
い
し
、
そ
う
な
っ
て
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
遅
い
で
し

ょ
う
。
今
か
ら
将
来
に
備
え
な
く
ち

」

ゃ
。

主
婦
A

「
そ
れ
じ
ゃ
、
私
も
さ
っ
そ

く
加
入
し
よ
う
か
し
ら
、
そ
れ
で
、
保

険
料
は
ど
の
く
ら
い
か
し
ら
。
」

主
婦
B

「
一
ヵ
月
二
千
二
百
円

よ
。
そ
れ
に
付
加
保
険
料
四
百

円
を
納
め
る
と
、
よ
り
高
い
年

金
が
受
け
ら
れ
る
そ
う
よ
。
」

主
婦
A

「
加
入
の
手
続
き
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ら
。
」

主
婦
B

「
印
鑑
と
ご
主
人
の
年

金
手
帳
か
厚
生
年
金
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
役
場
の
国
民
年
金

係
へ
行
け
ば
親
切
に
教
え
て
く

れ
る
わ
。
」

十
分
に
群
馬
の
名
石
で
作
ら
れ
て

あ
り
ま
し
た
。

慰
霊
祭
は
、
群
馬
の
塔
前
広
場

に
て
神
式
と
仏
式
で
行
い
、
全
員

か
涙
流
し
た
場
所
で
し
た
。

（
題
字
は
蓮
見
さ
ん
）

一
行
は
、
沖
縄
で
戦
死
し
て
な

い
遺
族
達
か
大
部
分
で
あ
っ
た
か

物
見
遊
山
的
な
人
は
い
な
く
‘
と

て
も
‘
あ
り
か
た
く
思
っ
た
群
馬

の
塔
参
拝
で
し
た
。

深さ 15cm位のとこ

ろから最低ニヵ所

から土壌をとる

新聞紙などの上

で陰干しする

乾いたらよく混ぜ

約コップ一杯位の

量をとる

土
壌
中
の
養
分

の
良
否
に
よ
っ
て

作
物
の
生
育
か
違

い
ま
す
。
こ
れ
は

あ
た
り
ま
え
の
よ

う
な
事
で
す
か
、

最
近
ハ
ウ
ス
土
壌

は
塩
顆
濃
度
か
高

く
な
っ
た
り
‘
田

畑
で
は
各
種
養
分

の
バ
ラ
ン
ス
か
く

す
れ
土
壌
と
な
っ

て
、
作
柄
の
不
安

定
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ

こ
で
農
業
改

良
普
及
所
で
は
‘

皆
さ
ん
の
土
を
無

料
て
診
断
し
て
健

康
な
土
づ
く
リ
の

普及所で、毎月

8 日・ 26 日の両日

土壌分析する

あなたの田畑の

土壌調査をしては

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
土
の
改
善
と
地

カ
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

作
柄
が
不
安
定
と
い
う
こ
と
は
、

結
果
的
に
農
業
経
営
に
ま
で
、
影
響

し
ま
す
の
で
、
土
の
診
断
を
進
ん
で

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
土
壌
診
断
の
料
金
は
無
料

で
す
。社

会
保
険
料
を

完
納
し
ま
し
ょ
う

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
な
ど
の
保

険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
大
部
分
は

事
業
主
と
被
保
険
者
が
負
担
す
る
保

険
料
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。保

険
料
の
納
付
義
務
は
事
業
主
に

あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
ま

す
と
、
そ
れ
だ
け
被
保
険
者
に
支
給

す
る
保
険
給
付
な
ど
か
円
滑
に
行
わ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は
保
険
料

の
納
入
に
つ
い
て
つ
ね
に
努
力
し
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
‘
一
部
の

事
業
所
で
保
険
料
の
完
納
か
な
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
か
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
一
年
の
し
め
く
く
り
を
つ

け
る
意
味
で
‘
と
く
に
十
二
月
は
事

業
主
の
皆
さ
ん
に
保
険
料
の
完
納
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
民
生
委
員
に

小
菅
美
津
さ
ん

十
一
月
三
十
日
、
任
期
満
了
に
伴

う
民
生
委
員
の
改
選
か
行
わ
れ
た
結

果
田
鳥
の
奈
良
ふ
さ
さ
ん
の
後
任
に

新
た
に
小
菅
美
津
さ
ん
か
厚
生
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
他

の
部
落
の
民
生
委
員
さ
ん
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

本
年
一
月
か
ら
連
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
か
、
今
回
か
最
終

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
の

す
き
る
こ
と
の
速
さ
に
、
今
更
さ

の
よ
う
に
驚
い
て
い
ま
す
。
一
月

か
ら
十
一
月
ま
で
の
広
報
を
読
み

返
し
て
み
て
、
内
容
の
貧
し
さ
と

表
現
の
不
手
際
の
こ
と
の
み
感
し

ら
れ
て
、
果
し
て
、
村
民
各
位
に

教
育
の
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
け

た
か
ど
う
か
危
ぶ
ん
で
い
ま
す
。

戦
後
に
お
け
る
社
会
の
混
乱
は

教
育
界
に
大
き
な
混
迷
を
与
え
‘

三
十
数
年
を
経
た
今
日
、
よ
う
や

く
民
主
国
家
の
確
立
と
と
も
に
‘

新
し
い
教
育
制
啜
も
着
々
そ
の
実

を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
か
、
最

近
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
激
変
は

教
育
界
に
多
大
の
影
響
を
与
え
、

幾
多
の
ひ
ず
み
や
矛
盾
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
考
察
し

て
き
た
教
育
課
程
の
改
善
や
学
力

向
上
対
策
は
そ
れ
ら
の
ひ
ず
み
や

矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
教
育
改

革
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
国
や

県
の
方
針
に
即
応
し
、
明
和
村
の

教
育
の
展
開
を
ど
の
よ
う
に
進
め

9
て
い
く
か
‘
ま
た
、
い
か
に
し
て

t
教
育
行
政
施
策
と
教
育
実
践
を
有

゜「
効
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
‘
衆
知

一
を
集
め
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
ぃ

一
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
民
各
位
の

一
絶
大
な
御
鞭
撻
と
御
支
援
を
お
顧

一
ぃ
し
て
‘
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
終
り

i
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四一口

完

シ
リ
ー
ズ
最
終
回

放
育
と
考
え
る
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江口

1
1
0

天

)
'
ー 江

ロ

下
江
黒

千
津
井

大
佐
貫

南
大
島
山

大
輪

m

稲
荷
山 里

南
大
島

m

斗
合
田

須
賀
田
島
梅
原
中
谷

◎
家
庭
婦
人
の
部

▼
優
勝
江
ロ
チ
ー
ム

体
育
協
会
主
催
の
第
二
十
一
回
村

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
か
十
一
月
三

日
（
家
庭
婦
人
の
部
）
と
十
一
月
二

十
日
（
一
般
男
女
の
部
）
の
両
日
行

わ
れ
ま
し
た
。

年
々
盛
ん
に
な
る
こ
の
大
会
は
、

今
回
三
十
八
チ
ー
ム
も
出
場
し
、
昨

年
よ
り
九
チ
ー
ム
も
増
え
ま
し
た
。

今
年
か
ら
男
子
か
六
人
制
に
な
っ

た
事
で
、
男
子
チ
ー
ム
の
出
場
が
多

か
っ
た
事
と
、
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が

ァ
ッ
プ
し
た
事
か
目
だ
ち
ま
し
た
。

111111111111111 I I I I I I I I I 

フ明江
ァ和口
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明和クラブ

中
央
幼
稚
園

¥
 J

A
 

ー幸
化
成

殊
電
装

小
B

ト
田
商
工 場

◎
一
般
女
子
の
部

▼
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

ファイターズ
◎
一
般
男
子
の
部

▼
優
勝
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
明
中

体
育
館
と
校
庭
で
熱
戦
か
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
家
庭
婦
人
の
部

第
1

回
菊
花
大
会

特
選
に
坂
上
新
一
さ
ん

が
優
勝

で
は
江
ロ
チ
ー
ム
か
、
一
般
女
子
の

部
で
は
明
和
ク
ラ
ブ
か
、
一
般
男
子

の
部
で
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
二
年
連
続
の
優
勝
で
す
。

ま
た
、
女
子
の
江
ロ
チ
ー
ム
と
‘

明
和
ク
ラ
ブ
は
十
一
月
二
十
七
日
大

泉
町
で
行
わ
れ
た
郡
大
会
に
明
和
代

表
と
し
て
出
場
し
、
明
和
ク
ラ
ブ
は

見
事
第
三
位
と
い
う
成
績
を
あ
げ
ま

し
た
か
、
江
ロ
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

◄

家
庭
婦
人
の
部
で

優
勝
し
た
江
ロ
チ
ー
ム

十
一
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
明
和

村
総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
第
十

一
回
菊
花
大
会
が
商
工
会
館
で
行
わ

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
か

十
一
月
六
日
、
谷
田
川
の
南
大
島
地

先
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
絶
好
の
釣
り
日
和
に
恵

ま
れ
、
七
十
人
も
の
釣
り
天
狗
か
集

ま
り
、
日
頃
の
腕
を
競
い
あ
い
ま
し

こ
。f
 そ

の
結
果
千
三
百
？
釣
っ
た
大
塚

良
助
さ
ん
か
優
勝
し
、
大
物
賞
は
六

百
九
十
グ
の
鯉
を
釣
っ
た
松
本
徳
二

さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た
。

魚
つ
り
大
会
成
績
（
敬
称
略
）

◎
大
物
賞
松
本
徳
二
（
大
輪
）

▼
優
勝
大
塚
良
助
（
南
大
島
）

▼
準
優
勝
福
島
甚
一
（
南
大
島
）

▼
三
位
大
津
一
夫
（
矢
島
）

▼
四
位
奈
良
嘉
一
郎
（
田
島
）

▼
五
位
菅
谷
陸
（
大
輪
）

▼
六
位
大
塚
み
さ
（
南
大
島
）

魚
つ
り
大
会

大
塚
さ
ん
が
優
勝

れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
菊
の
審
査
の
結
果
、

坂
上
新
一
さ
ん
（
南
大
島
）
の
細
物

三
本
立
か
見
事
特
選
に
選
は
れ
、
上

毛
新
聞
社
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
丹
精
こ
め
た
キ
ク
の
花

か
と
こ
ろ
狭
し
と
百
二
十
三
鉢
も
出

品
さ
れ
‘
道
行
く
人
も
足
を
止
め
‘

香
り
に
む
せ
る
ほ
ど
‘
ゆ
っ
く
り
と

な
か
め
て
い
ま
し
た
。

ーーかお がんばつています かお がんばつています

あわてすゆつくり
1 1 9番

明和分署長
石橋恒男さん

私は明和分署に赴任して、

1 年 4 ヵ月か経過しました．

我々か出動しな〈てもよい

ようにと思いなから、毎日を

過しておりますか、不幸にし 1 - —-ｻ 
て、最悪の事態か生じた時、 ` 9... 9r • 

我々は被害を最少限にくい止めるべく、最大の努力をいたし

ております．そこで、今までの経験から皆さまに紙面を借り

てお願いをします．それは、最悪の事態か発生し、消防車や

救急車を要請する場合、あわてないで少な〈ても場所、氏名
目標物だけは、ハッキリ言って下さい．また若いお母さんな

どか大変あわてて、子供さんの事で、救急車を要請しますか

一寸した医療の心得かあれば、治るといった事などか最近多

いですね．最後に消火器の扱い方などの講習会などもやって

おりますので、寸暇をさいて、勉強してはどうでしょうか，

オールランドの
知識が必要

竹越医院
竹越功さん
近代医学は旧に日に進歩を

重ね、多くの専門医か育って

います．それぞれの専門医か

1 人の病人を何人もで治療す

ることは、患者にとって最商

の医療だと思います．しかし
自分の専門以外は他医まかせという傾向かあり困ります．そ

れは、総合病院や大学病院では、よいかもしれませんか、私

のような農村地区の開業医では、それか許されません．たと

えどんな患者に当面しても適切な指導、治療をしていかねば

なりません．それが家庭医ホームドクターの姿だと思います．

近頃医者と患者の関係か何か物質的で、心の通い合いかな

いようですか、幸い当村は昔なからの心のあたたかい、環境

かあるので、とても仕事に張り合いか持て、これからもこの

ような心の触れ合いは大切にしたいと願っております。
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こ
の
写
真
は
、
昭

和
三
十
七
年
陸
田
組

合
が
結
成
さ
れ
、
最

初
の
田
植
の
時
に
撮

っ
た
も
の
で
す
。

今
で
は
全
く
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
馬
を
使
っ
て
私

が
万
鍬
（
ま
ん
ぐ
わ
）

で
田
を
耕
し
て
い
る

と
こ
ろ
の
写
真
で
す
。

こ
の
頃
と
い
え
ば

耕
運
機
な
ど
な
く
、

す
べ
て
人
や
牛
馬
で

や
っ
た
も
の
で
、
今

か
ら
は
想
像
も
つ
か

な
い
ほ
ど
、
き
つ
い

農
作
業
で
し
た
。

l,ヽ

., ... ,'’ 

品
[
よ
盲
-
，

ど
こ
に
で
も
い
る
音
楽
好
き
の
少

年
彼
は
あ
る
晩
‘
F
M
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
山
口
百
恵
ち
ゃ
ん
の
歌

を
録
音
し
、
音
楽
好
き
の
仲
間
数
人

に
贈
り
ま
し
た
。

友
人
の
な
か
に
は
、
「
テ
ー
プ
代
だ

け
で
も
」
、
と
お
金
を
支
払
う
者
も

い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
話
は
、
日
常
私
た
ち
の

周
辺
で
よ
く
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
音
楽
少
年
の
行
為

は
、
法
的
に
い
う
と
「
音
楽
著
作
権

の
侵
害
」
と
な
り
‘
三
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金

を
課
せ
ら
れ
ま
す
。

個
人
だ
け
で
な
く
‘

団
体
や
会
杜

手
軽
に
テ
ー
プ
録
音
等
を

他
人
に
は
譲
れ
ま
せ
ん

コ
ウ
ジ
米
を
混
ぜ
る
杜
氏
た
ち

な
ど
か
音
楽
を
利
用
す
る
と
き
も
同

し
で
す
。
つ
き
の
よ
う
な
場
合
‘
す

べ
て
著
作
権
者
の
了
解
を
得
て
‘
使

用
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
音
楽
を
舞
台
劇
や
音
楽
会
で
使

う
と
き
。

②
音
楽
を
レ
ス
ト
ラ
ン
、
キ
ャ
バ

レ
ー
で
使
う
と
き
。

③
音
楽
を
放
送
、
映
画
、
有
線
放

送
で
使
う
と
き
。

④
音
楽
を
楽
譜
や
歌
本
と
し
て
出

r
‘
令
ヽ

d
r
‘
◆

`
d
r
‘
,
‘
d
p
‘
.
‘
d
r
‘
,
‘
d
r
‘
,
‘
d
r
‘
,
‘
d
p
‘
◆
r
‘
,
‘
d
r
‘
,
‘
d
r
‘
,
‘
d
r
‘
,
‘
d
r
‘

i

r
‘
,
‘
d

f
‘
,
‘
d
r
‘
.
‘
d
p
‘
,
`
u
p
‘
,
‘
u
r
‘
,
`
d
r
‘
~
r
‘
.
`
d
r
‘
~
r
‘
,
‘
d

困
桐
函
切
＠
忌
固

赤
城
お
ろ
し
か
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と

身
を
刺
す
よ
う
な
季
節
に
な
る
と
、

新
酒
造
り
の
時
期
か
や
っ
て
来
ま
す
。

江
口
の
玉
井
酒
造
（
玉
井
正
助
杜

長
）
で
も
十
一
月
二
十
一
日
東
毛
地

版
す
る
と
き
。

⑤
音
楽
を
レ
コ
ー
ド
、
テ
ー
プ
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ビ

テ
オ
カ
セ
ッ
ト
な
ど
に
取
り
、
第
三

者
に
頒
布
し
た
り
、
貸
し
出
し
た
り

す
る
と
き
。

と
こ
ろ
か
こ
れ
も
、
自
分
一
人
で

利
用
す
る
分
に
は
別
に
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
他
人
に
譲
っ
た
り
、
売

っ
た
り
す
る
と
法
に
触
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

倶
り
唇
{
,
江
口
の
玉
井
酒
造
圏
，
＇

方
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
新
酒
の
仕
込

み
を
始
め
ま
し
た
。

今
年
も
新
潟
か
ら
来
た
杜
氏
（
と

う
じ
）
五
人
が
朝
の
四
時
頃
か
ら
福

島
産
の
良
質
米
を
七
百
ー
八
百
キ
ロ
竺
フ

も
入
る
大
き
な
釜
で
ふ
か
し
高
さ
三

〕
い
も
の
大
き
な
タ
ン
ク
に
入
れ
、
そ

れ
に
酒
母
と
水
を
加
え
、
長
い
か
い

棒
て
か
き
混
ぜ
る
と
約
二
十
ニ
ー
ニ

十
三
日
後
に
は
新
酒
か
で
き
あ
か
り

ま
す
。

こ
の
作
業
は
二
月
い
っ
ぱ
い
行
わ

れ
、
そ
の
あ
と
ビ
ン
詰
め
に
し
て
の

埼
王
県
地
方
を
中
心
に
四
月
頃
、
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う
‘

名
酒
＂
山
陽
I
i
と
し
て
出
荷
し
ま
す
。

玉
井
社
長
は
「
最
近
は
ビ
ー
ル
や

ウ
ィ
ス
キ
ー
に
圧
さ
れ
か
ち
だ
か
‘

今
年
は
米
の
品
質
か
よ
い
の
て
、
お

い
し
い
お
酒
か
て
き
る
の
と
‘
年
々

日
本
酒
の
愛
飲
家
か
増
え
て
い
る
の

て
も
リ
返
せ
る
で
し
ょ
う
。
」
と
話
し

て
お
リ
ま
し
た
。

かおーかんばっています かあ がんばっています かお

交通ルールを
習慣づけて
交通指導員隊長
坂上貞雄さん

私達交通指導員は日ごとに

激しさを増しつつある車杜会

から人命を守るため、交通安

全活動に努力しています。

交差点や踏切で指導をしてい

ると、なんでこんなにも皆ん

な急〈 （違反）のだろうと痛感せざるを得ません。

よ〈耳にするのは、 「自分は運か悪かつたから警察に捕ま

つたのた」という言葉でず。ほとんどの運転者かそのような

気持ているとしたら、交通事故や違反者は絶対になくならな

し、と思います。

今更、私か申し上けるまてもなく、事故を少しでもなくす

ため、車を運転する人も、歩行者も、常に交通ルールを習慣

つけるように、それぞれの家族ぐるみで工夫していただけたら

ら、誠に結構な事だと思います。

村発展に鉄道
利用を．，

川俣駅長
小西政雄さん

明和村の皆さん常日頃東武

の電車やバスを 利用くださ

いまして誠に有難くお礼申し

~云~ロム：ま］：ロニ：］しま、
すが、この理想郷明和村に勤務できました事を心から喜びと

しております。よく皆さんから、 『川俣駅に準急は停まらな

いのですか』 『複線にならないのですか』という声を聞きま

すか、準急の停車は現在の約倍の利用客にならないと無理か

もしれませんネ。また、複線化については、両毛号の車両を

増やす関係上本社でも、そうしたいという返事をいただきま

した。これから、明和村に住宅、工業団地などか造成され、

益々発展すると思われますか、なお一層発展するためにも、

是非鉄道の力を御利用いただきたいと思います。
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弔
慰
金

晶
求
を
し
ま
し
た
か

来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す

戦
没
者
の
遺
族
の
う
ち
、
特
別
弔
者
は
次
の
と
お
リ
て
す
。

慰
金
（
二
十
万
円
）
の
受
給
権
を
も
①
前
回
の
特
別
弔
慰
金
受
給
者
な
ど

っ
て
い
る
遺
族
の
か
た
は
、
特
別
弔
で
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
逍
放
年

慰
金
の
請
求
は
済
み
ま
し
た
か
。
金
、
公
務
扶
助
料
な
ど
受
給
者
か
い

請
求
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
来
な
い
者

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
請
求
し
な
②
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
に

い
と
時
効
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と
か
死
亡
し
た
者
の
次
の
遺
族

で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
期
限
ま
で
⑦
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
遺
族
援
護
法
に
よ
り
弔
慰
金
の
受

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
‘
終
戦
三
十
給
権
を
取
得
し
た
者
で
‘
遺
族
年

周
年
に
当
リ
、
国
か
戦
没
者
の
遺
族
金
、
公
務
扶
助
料
な
ど
の
受
給
権

に
対
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
わ
を
有
す
る
者
か
い
た
か
‘
昭
和
四

す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
て
す
。
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十

な
お
、
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
す
べ
て

泥
棒
撃
退
三
カ
条

音
と
光
と
キ
ー
ロ
ッ
ク

音
と
光
と
キ
ー
ロ
ッ
ク
ー
こ
調
べ
て
み
る
と
、
カ
キ
の
締
め
忘

の
三
つ
は
‘
泥
棒
か
大
き
ら
い
な
れ
‘
戸
締
ま
り
か
不
十
分
た
っ
た

も
の
ば
か
り
で
す
。
と
い
う
の
か
大
半
だ
そ
う
て
す
。

泥
棒
は
、
非
常
ヘ
ル
や
防
犯
燈
‘
と
く
に
風
呂
場
の
窓
や
ト
イ
‘

そ
れ
に
堅
い
戸
締
ま
り
の
と
こ
ろ
レ
の
高
窓
な
ど
の
戸
締
ま
り
は
油

を
避
け
て
通
リ
ま
す
。
断
し
か
ち
。
泥
枠
は
＂
ま
さ
か
＂

な
に
よ
り
大
切
な
の
は
、
キ
ー
と
思
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
ぐ

ロ
ッ
ク
。
被
害
に
あ
っ
た
家
庭
を
り
こ
み
ま
す
。

ま
た
‘
南

京
錠
は
留
守

を
知
ら
せ
る

よ
う
な
も
の
、

す
ぐ
に
は
か

の
し
っ
か
り

し
た
錠
に
と

リ
か
え
ま
し

ょ
｀
つ
。

: 
` 

乗用車類 貨物車類

軽乗用 乗用車 パス 軽悶 貨小型物 貨霊 普貨通物 （特種殊車
合計

（田県島道須麦永倉理ー容川院俣前停車場線）
台 台 」ロ」口 4 ロ 4ロ 台 4ロ→'_,_ロ 台

144 164 892 35 165 387 424 280 62 2,253 

南（県大道島江八ロ軒一公館民林館線前) 128 152 81 I 31 147 236 174 56 11 I, 746 

大（県佐道貫上落中合森理ー容川俣院停前車場線） 125 178 933 56 100 313 239 244 106 2,294 

寛, ガソ 月リ• l• j ン I 上り 76 186 I, 716 52 173 648 808 I, 221 148 5,028 
スンド

（国道 122号線） I 下り 64 249 I, 864 69 141 610 793 l 、 431 97 5,318 

須（上賀中落森合一商川店俣前停車場線） 128 213 I,681 61 196 543 682 I 、 107 170 4,781 

国
道
は

失
杵
し
た
者

口
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

I

慰
窟
の
み
取
得
さ
れ
た
も
の

③
日
華
事
変
間
に
お
け
る
戦
没
者
の

逍
叔昭

和
ト
ニ
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和

十
六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に

死
亡
し
た
者
（
車
人
、
小
屈
お
よ

び
吼
車
属
）
の
追
放
で
、

1
に
叱

亡
し
た
者
か
‘
昭
和
十
六
年
十
二

月
八
日
以
後
に
お
い
て
化
亡
し
た

と
し
た
な
ら
は
‘
援
護
法
に
お
け

る

I
慰
金
を
取
得
し
た
こ
と
と
な

る
者
で
、
昭
和
血
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
逍
放
年
金
、
公

も
う
一
度
調
べ
て
”

務
秋
助
料
な
ど
の
受
給
杓
者
か
す

べ
て
失
杓
し
‘
昭
和
j
L
十
年
四
月

一
日
現
f
l
受
給
柘
者
か
な
い
者

①
↓
記
①
②
③
に
か
か
け
た
者
か
‘

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、

川
籍
喪
失
‘
離
縁
な
ど
に
よ
リ
査
格

を
失
っ
た
か
‘
叱

'
Lし
た
場
合
は
代

っ
て
晶
求
て
き
る
者

▼
特
別
弔
慰
金
の
額

戦
没
者
一
人
に
つ
き
二
十

h

円
十

年
佑
遥
の
国
債
て
文
給
さ
れ
ま
す
。

▼
請
求
手
続

晶
求
用
紙
は
役
楊
仕
民
課
に
用
意

し
て
あ
リ
ま
す
。

な
お
‘
詳
し
い
こ
と
は
仕
民
課
ま

で
。

万
台
以
上
通
過

ー
交
通
量
調
査
結
果

1

一
月
十
・
日
‘
役
場
で
は
村
内
主

要
道
の
交
辿
箪
を
調
介
し
ま
し
た
。

こ
の
調
介
は
交
通
籠
の
一
般
的
な

変
化
を
把
据
し
‘
道
路
の
計
画
‘
建

設
な
と
の
枯
礎
食
料
を
得
る
た
め
に

朝
の
七
開
か
ら
夜
の
七
時
ま
て
の
十

二
時
間
‘
車
杯
別
に
つ
い
て
調
介
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
木
1
1に
よ
る
と
各
地
点
の
交

通
箪
は
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

2
4年
以
前
の
保
険
契
約
を

昭
和
二
十
四
年
九
月
以
前
に
こ
加

入
の
蘭
易
生
命
保
険
に
つ
い
て
は
‘

加
入
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
‘
保

険
金
と
配
当
金
の
ほ
か
に
特
別
付
加

金
を
お
支
払
い
し
‘
保
険
契
約
を
終

了
さ
せ
る
特
別
措
置
を
扱
っ
て
い
ま

す
か
、
今
な
お
‘
こ
の
特
別
措
置
の
▼
昭
和

1
6年
3

月

3
1日
以
前
に
加
入

対
象
と
な
っ
て
い
る
保
険
契
約
か
相
の
契
約
は
：
：

.. 

昭
和
5
3年
認
月
3
0

当
数
残
っ
て
い
ま
す
。
日
ま
で

も
う
一
度
‘
お
手
元
の
保
険
証
書
▼
昭
和

1
6年
4

月

1

日
以
降
に
加
入

を
お
確
か
め
の
上
、
ま
た
お
申
し
出
の
契
約
は
：
·
…
昭
和

5
4年
6

月

3
0

さ
れ
て
い
な
い
方
は
‘
郵
便
局
へ
持
日
ま
で

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
‘
詳
し
く
は
郵
便
局
で
お
た

◎
取
り
扱
い
期
間
ず
ね
く
だ
さ
い
。



(7) 第195号 広 報 め し＼ わ 昭和52年 12 月 10 日

昭
和
四
十
九
年
に
国
土
利
用
計
画

法
が
施
行
さ
れ
、
次
の
面
積
に
該
当

す
る
土
地
の
売
買
契
約
（
予
約
含
む
）

を
す
る
と
き
は
、
役
場
を
経
由
し
て

知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
面
積
要
件

市
街
化
区
域
二
千
面
以
上

市
街
化
調
整
区
域
五
千
面
以
上

な
お
面
積
の
小
さ
い
土
地
で
も
、

一
人
か
数
人
か
ら
買
っ
た
り
、
一
人

が
数
人
に
売
っ
た
り
す
る
場
合
、
そ

の
合
計
面
積
か
上
記
の
規
模
以
上
に

な
る
一
団
の
土
地
に
つ
い
て
も
届
出

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
場
合
一
期
二
期
な
ど

に
分
け
て
売
買
す
る
も
の
も
、
一
期

の
と
き
か
ら
届
出
が
必
要
で
す
。

②
届
出
が
必
要
な
も
の

所
有
権
·
賃
借
権
・
地
上
権
の
売

買
交
換
‘
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、

共
有
物
の
持
分
権
の
売
買
及
び
権
利

金
な
ど
一
時
金
を
伴
う
賃
借
権
、
地

上
権
の
設
定
な
ど
の
契
約
ま
た
は
予

勺糸

よ

9
、
!
!
!
i
i
‘
t
;
t
t
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
‘
ー
；
ー
、
ー
；
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；
~
!
!
!

一
日
本
人
か
死
ぬ
病
気
を
多
い
順
千
人
す
つ
ふ
え
て
い
ま
す
か
、
昭
和
い
す
れ
も
結
核
を
抜
い
て
上
位
に
―

一
に
な
ら
べ
る
と
、
全
年
齢
で
は
‘
五
十
一
年
に
は
、
は
し
め
て
一
四
万
あ
か
り
‘
そ
れ
以
来
こ
の
死
亡
順
i

一

i
 

i
脳
卒
中
、
ガ
ン
‘
心
臓
病
の
順
て
人
を
突
破
し
て
一
四
万
八
四

0
人
と
位
は
動
い
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
｛

一
す
か
、
男
は
四
十
オ
か
ら
六
十
九
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
時
計
の
針
か
脳
卒
中
は
昭
和
四
十
五
年
を
ピ
ー
i

一
オ
ま
て
、
女
は
三
十
オ
か
ら
六
十
三
分
四
五
秒
進
む
こ
と
に
日
本
の
と
ク
に
着
実
に
戚
少
し
て
い
ま
す
か
‘
―

-

i

 

一
四
オ
ま
で
の
ガ
ン
と
心
臓
病
は
―

i
 

一
年
齢
層
て
は
ガ
ン
か
ら
家
庭
を
守
ろ
う
・
・
…
…
④
／
リ
／
リ
と
増
え
一

ロ
ガ
ン
か
一
位
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
一

一
を
占
め
て
ぃ
ガ
ン
死
亡
が
増
え
て
い
ま
す
昭
和
五
十
一
年
i

一
ま
す
。
こ
の
の
自
動
車
事
故
に
一

-

i

 

i
年
齢
層
は
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ン
年
齢
」
こ
か
で
‘
だ
れ
か
か
カ
ン
て
死
ん
て
よ
る
死
亡
は
約
一
万
三
千
人
て
し
一

一
で
、
男
は
四
人
に
一
人
、
女
は
三
い
る
わ
け
て
す
。
た
か
ら
‘
こ
の
十
一
倍
も
の
ひ
と
一

一
人
に
一
人
が
ガ
ン
で
死
亡
し
て
ぃ
脳
卒
中
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら
一
か
ガ
ン
て
死
ん
て
い
る
事
に
な
リ
一

一一
ま
す
。
位
に
、
カ
ン
は
二
十
八
年
か
ら
二
位
ま
す
。
i

リ
ガ
ン
の
死
亡
者
は
毎
年
三
、
四
に
‘
心
臓
病
は
三
十
年
か
ら
三
位
に
｛

一r
l

i
i
!
!
!
!
!
!
!
l
l
l
l
l
・
・
l
~

... ,
 
.. 
h'~:r.,lii;llll!i

a 

.. ,
l
,
l
i
l
i
'
i
3
.
9
.
3
i
l
!
!
l
3
l
・
;
i
g

土地の売買には
届出が必要です

市街化区域 2,000 而以上＇
市街化調整区域 5,000m2)) ' [ 

③
届
出
が
不
要
な
も
の

相
続
、
贈
与
、
抵
当
権
の
設
定
、

農
地
法
三
条
の
許
可
を
受
け
て
行
う

権
利
の
移
転
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・

公
社
・
公
団
な
ど
か
売
買
の
相
手
方

で
あ
る
も
の
の
売
買
の
契
約
ま
た
は

予
約

④
届
出
は
土
地
を
売
る
人
と
買
う
人

が
連
名
で
、
役
場
を
経
由
し
て
県
に

提
出
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
売
買
予
定
価
格
ま
た

は
土
地
の
利
用
目
的
か
著
し
く
、
適

正
を
欠
く
と
き
は
、
変
更
な
ど
の
勧

告
か
行
わ
れ
ま
す
。

⑤
売
買
の
契
約
ま
た
は
予
約
は
、
「

勧
告
を
し
な
い
旨
の
通
知
」
か
あ
る

ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届

出
を
す
る
と
‘
六
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三

0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

届
出
用
紙
交
付
や
、
お
問
い
合
わ

せ
は
役
場
企
画
開
発
課
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

茂
林
寺
へ

園
外
保
育

秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月
保
育
園
で

は
茂
林
寺
に
電
車
に
揺
ら
れ
て
‘
園

外
保
育
に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

身
近
な
社
会
へ
の
関
心
を
広
け
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
児
に
な
る
事
を
ね

ら
い
と
し
た
保
育
で
す
。

川
俣
駅
か
ら
切
符
を
手
に
改
札
を

通
り
、
園
で
は
昧
ゎ
え
な
い
経
験
を

得
る
と
と
も
に
‘
境
内
で
、
昔
し
話

し
の
＂
分
福
茶
釜
“
を
読
ん
で
や
り

ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
本
堂
に
安

置
し
て
あ
る
茶
釜
に
大
変
興
味
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
ズ
ラ
リ
並
ん
で
い

る
タ
ヌ
キ
を
め
ず
ら
し
そ
う
に
見
て

い
る
児
、
マ
ネ
を
し
て
い
る
児
、
は

て
は
だ
き
つ
く
児
ま
で
出
現
。

居
り
に
は
住
職
か
ら
鈴
の
付
い
た

"
無
病
の
お
守
り
J
J
を
い
た
た
き
本

当
に
園
児
に
と
っ
て
楽
し
い
一
日
だ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
心
身
共
に
充
実

し
て
来
た
園
児
達
に
有
意
義
な
経
験

を
よ
り
多
く
習
得
さ
せ
‘
豊
か
な
情

操
を
養
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
中
央
保
育
園
長
記
）

テ
レ
ビ
は
わ
た

g
．
し
た
ち
の
生
活
の

`‘ 
ヵ
中
で
欠
か
せ
な
い

t
J
も
の
の
―
つ
に
な

~
っ
て
い
ま
す
か
、

＼
ヵ
し
す
最
近
ト
ラ
ン
シ
ー

ゴ
で
バ
ー
、
ア
マ
チ
ュ

ー
ー
、
ア
無
線
の
違
法
使

ー
＞

ヒ
良
用
、
家
庭
用
電
気

し
〗
か
器
具
、
自
動
車
な

り
ど
に
よ
っ
て
テ
レ

ー
プ
映
ビ
の
画
像
か
ズ
レ

の
た
り
、
ボ
ケ
た
り
‘

宅
雑
音
か
入
っ
た
り

す
る
こ
と
か
あ
り

円
ま
す
。
こ
れ
を
見

る
の
は
と
て
も
不
愉
快
で
す
ネ
。

も
し
、
お
宅
の
テ
レ
ビ
か
映
り
か

悪
く
‘
誰
か
に
電
波
を
防
害
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
群
馬
県
電
波

障
害
防
止
協
議
会
（

6
=―
-
七
―
-
l五
一

ー
一
七
―
-
)
へ
ご
相
談
く
た
さ
い
。

育
児
休
業
の

奨
励
金
の
支
給

わ
か
国
の
勤
労
婦
人
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
か
、
そ
の
半
数
以
上
は

既
婚
婦
人
で
す
。
そ
の
な
か
に
は
優

れ
た
技
能
を
持
ち
、
す
っ
と
慟
き
っ

づ
け
た
い
と
思
い
な
か
ら
、
出
産
・

育
児
の
た
め
に
退
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
々
の
た
め
に
勤
労
婦

人
福
社
法
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
五

十
年
か
ら
、
育
児
休
業
を
行
う
事
業

主
に
対
し
て
「
育
児
休
業
奨
励
金
」

か
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
は
、
一
企
業
あ
た
り
年
額

九
万
五
千
円
で
す
。
育
児
休
業
に
よ

っ
て
勤
労
婦
人
か
三
ヵ
月
間
育
児
休

業
し
た
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
県
の

婦
人
少
年
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
年
収
が
7
9万
円
を

超
え
る
と
税
金
が
か
か
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
慟
く
主
婦
か
増

え
て
い
ま
す
か
、
年
収
か
七
十
万
円

（
月
平
均
約
五
万
八
千
三
百
円
）
を

超
え
る
と
‘
夫
の
所
得
か
ら
配
偶
者

控
除
（
二
十
九
万
円
）
か
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
収

入
か
年
に
七
十
九
万
円
を
超
え
る
と

き
は
主
帰
自
身
に
も
税
命
か
か
か
リ

ま
す
。
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千
津
井
の
渡
し
で
十
一
月
二
日
新
し

い
舟
の
＂
進
水
式
I
J
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
舟
は
「
第
一
千
津
井
丸
」

と
名
付
け
ら
れ
、
県
か
東
京
の
業
者
か

ら
五
百
三
十
万
円
で
購
入
し
た
も
の
で
、

長
さ
十
ぃ
八
十
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
積

ん
だ
定
員
十
二
人
の
。
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
近
代
的
な
舟
で
す
。

こ
の
日
乗
っ
た
人
達
は
「
ス
ピ
ー
ド

は
出
る
し
、
す
べ
て
近
代
的
な
の
で
渡

し
の
情
緒
か
な
く
な
っ
た
な
ー
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
新
し
い
舟
の
乗
り
ご
こ
ち

を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

◄
保
育
園
で

郵
便
局
を
見
学

勤
労
感
謝
の
日
の
前
日
、
西

保
育
園
で
は
、
お
父
さ
ん
や
、

お
母
さ
ん
の
働
き
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
勤
労
の
尊
さ
を
少

し
で
も
理
解
さ
せ
よ
う
と
、
川

俣
郵
便
局
へ
見
学
に
行
き
ま
し

こ
。f
 最

初
に
局
長
さ
ん
か
ら
「
郵

便
局
は
ポ
ス
ト
ヘ
入
れ
ら
れ
た

手
紙
を
お
じ
さ
ん
達
か
ど
こ
ま

で
も
運
ぶ
ん
だ
よ
。
ま
た
、
お
金

は
大
切
な
の
で
む
だ
づ
か
い
し

な
い
よ
う
に
、
も
し
余
っ
た
ら

郵
便
局
へ
持
っ
て
来
て
貯
金
し

ま
し
ょ
う
。
」
な
ど
と
話
し
か
あ

っ
た
あ
と
‘
局
内
を
見
学
し
ま

\ 
\ 
¥̀  `ヽ

\ 
\ 
、

し
た
。園

児
達
は
「
手
紙
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
」
「
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
お
も
し

ろ
い
ネ
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
盛
ん

に
見
学
し
ま
し
た
。

► 信号機が
つきました

｢ 

こ
の
ほ
ど
千
津
井
の
谷
津
理
髪
店

前
に
信
号
機
か
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
は
東
小
学
校
の
児
童

か
県
道
を
横
断
し
て
通
学
す
る
た
め

大
変
に
危
険
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
信
号
機
は
押
し
ボ
タ

ン
方
式
な
の
で
、
県
道
を
横
断
す
る

と
き
は
、
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い
と
信

号
は
い
つ
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
信
号
は
、

す
ぐ
に
青
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

信
号
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ

゜

、

7

ま
た
、
来
年
三
月
頃
ま
で
に
南
大

島
八
軒
公
民
館
前
の
県
道
に
も
信
号

機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◄

消
火
器
の扱い

方
講
習
会

十
一
月
二
十
七
日
、
中
学
校
裏
の

公
民
館
用
地
で
消
火
器
の
扱
い
方
の

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
消
防
団
が
主
婦
を
対
象
に

各
地
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
ガ
ス

や
石
油
に
火
を
つ
け
て
、
実
際
に
、
消

火
器
を
使
っ
て
消
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
、
黒
煙
を
あ
げ
る
石
油

ご

◄

千
津
井
渡
船
に

新
し
い
船
が

`

`

`

`

u

 

村
内
各
地
に
残
っ
て
い
る
火
の
見
や
ぐ
ら
も
、
最
近

で
は
利
用
価
値
か
全
く
な
く
な
り
、
道
路
の
拡
幅
な
ど

に
よ
り
邪
魔
扱
い
さ
れ
、
村
で
は
、
少
し
ず
つ
で
す
か

四
ー
五
基
残
し
て
撤
去
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
火
の
見
や
ぐ
ら
は
、
消
防
団
が
出
動
し
た
後
、
ぬ

れ
た
ホ
ー
ス
を
干
す
ぐ
ら
い
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
‘

な
つ
か
し
い
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
時
代
の
波
に
は

勝
て
な
い
よ
う
で
す
ネ
。

t •////]‘ 

ー：—⇒ 屯/·l 

“.“芦

◄

火
の
見
や
ぐ
ら
撤
去

群
馬
県
史
を
作
成
し
て
い
る
県
史

編
さ
ん
室
の
民
俗
調
査
員
九
人
か
、

十
一
月
二
十
六
・
ニ
十
七
日
の
両
日

本
村
を
訪
れ
、
昔
か
ら
伝
わ
る
風
俗

風
習
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
員
は
、
古
老
か
ら
昔
か
ら
伝

◄

民
俗
調
査
員
が
米
村

大
輪
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
松
本
ト

ヨ
）
は
十
一
月
二
十
七
日
優
良
帰
人

消
防
隊
と
し
て
館
林
地
区
消
防
管
理

者
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
輪
婦
人
消
防
隊
は
毎
月
第
三
日

曜
日
に
各
世
帯
を
巡
回
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
非
常
備
消
防
団
と
連
携
し

て
、
定
期
的
に
消
火
器
の
講
習
会
を

開
催
し
た
り
し
て
い
る
の
か
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
同
時
に
元
支
団
長
松
本
功

さ
ん
と
、
優
良
消
防
団
員
六
人
か
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◄

優
良
婦
人
消
防

隊
と
し
て
表
彰

な
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
に
消
し
て
し

ま
う
の
で
、
主
婦
の
間
か
ら
、
「
小
さ

い
消
火
器
で
も
す
ご
い
偉
力
だ
ね
。
」

な
ど
と
い
う
さ
さ
や
き
か
、
聞
か
れ

ま
し
た
。

わ
っ
て
い
る
も
の
を
詳
し
く
聞
い
て

い
ま
し
た
か
、
古
老
達
は
ま
る
で
若

か
え
っ
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
答
え

て
い
ま
し
た
。

調
査
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
、
調

査
員
は
「
ヘ
ー
こ
れ
は
め
ず
ら

し
い
な
ー
。
」
な
ど
と
た
び
た
び

連
発
し
て
い
ま
し
た
。
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こ
と
し
も
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬

か
や
っ
て
き
ま
し
た
。
一
年
間
の
整

理
に
追
わ
れ
、
多
忙
な
日
々
が
続
く

反
面
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
、
忘

年
会
と
楽
し
い
語
ら
い
や
飲
酒
の
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
年
末
年
始
の
時
期
は
、

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
達
の
注

應
力
は
散
漫
に
な
り
、
落
ち
着
き
を

失
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
”
火

1
1は

ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
油
断
を
ね
ら
っ

て
い
ま
す
。

「
あ
の
と
き
火
の
元
を
消
し
に
戻

皮

贈
与
税
の
は
な
し

れ
ば
よ
か
っ
た
…
…
」
よ
く
聞
く
被

災
者
の
言
葉
で
す
か
、
外
出
中
の
火

災
は
煙
や
炎
が
噴
き
あ
げ
る
ま
で
気

づ
か
な
い
た
め
、
そ
の
被
害
は
第
三

者
に
及
ぶ
こ
と
か
よ
く
あ
り
ま
す
。

火
に
関
し
て
は
注
意
し
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
器
具
の
点
検
を
行
っ
て
火
災
に

よ
る
生
命
の
危
険
や
財
産
の
焼
失
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
お
年
寄
り
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
お
年
寄
り
の
起
居
す
る
部
屋
は

①
二
方
向
以
上
の
避
難
路
が
あ
る

②
お
年
寄
り
か
は
っ
て
避
難
で
き
る

マ
イ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
に
は
多
①
親
な
ど
か
ら
借
金
を
し
た
と
き

額
の
資
金
か
必
要
で
す
か
ら
、
あ
父
母
や
祖
父
母
な
ど
か
ら
借
金
に

ら
ゆ
る
方
法
で
資
金
づ
く
り
を
す
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
貸
借
で
あ
る
か
、

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ち
贈
与
で
あ
る
か
、
の
事
実
の
認
定
を

よ
っ
と
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
か
起
る
こ
と
か

い
の
か
贈
与
税
の
問
題
で
す
。
あ
り
ま
す
。

④
[
コ
｀
住
宅
資
金
と

住
宅
の
買
入
資

金
と
し
て
、
自
分

の
預
金
の
ほ
か
に

妻
や
子
ど
も
の
預
金
を
あ
て
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

妻
や
子
ど
も
か
ら
贈
与
を
受
け
た

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
額

か
一
年
間
に
六
十
万
円
を
こ
え
る

と
贈
与
税
か
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
は
実
質
課
税
か
建
前
で
す

か
ら
、
形
式
上
貸
借
と
し
て
い
る
と

き
で
も
、
実
質
的
に
贈
与
で
あ
れ
は

贈
与
税
か
か
か
リ
ま
す
。
ま
た
、
「
あ

る
と
き
払
い
の
催
促
な
し
」
と
か
、

将
来
返
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
返
す

弱

翌
碗

年
末
. 
年
始

ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を

取
り
つ
け
ま
し
ょ
う

tの

③
お
年
寄
り
を
抱
き
か
か
え
て
避
難

で
き
る

以
上
三
つ
の
条
件
を
備
え
て
い
る

部
屋
に
寝
起
き
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、

タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
で
す
。
な
に

げ
な
く
捨
て
た
り
、
消
し
忘
れ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、
完

全
に
火
か
消
え
る
ま
で
目
と
心
を
離

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
で
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
ガ

ス
淵
れ
警
報
器
が
取
り
付
け
て
あ
り

ま
す
か
。

最
近
、
日
常
生
活
に
お
い
て
家
庭

燃
料
の
。
フ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
需
要
は
年

年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
プ
ロ
パ

と
い
う
「
出
世
払
い
」
の
よ
う
な

借
金
は
、
実
質
的
に
贈
与
を
受
け

た
こ
と
と
変
り
か
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

0
共
働
き
の
夫
婦
が
住
宅
を
買
っ

た
と
き

た
と
え
ば
一
千

万
円
の
住
宅
を
買

い
、
夫
が
七
百
万

円
、
妻
か
三
百
万

円
負
担
し
た
と
き

そ
の
住
宅
を
夫
名
義
に
す
る
と
‘

妻
か
ら
夫
へ
三
百
万
円
の
贈
与
と

な
リ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
負
担
額

に
応
じ
て
夫
十
分
七
、
妻
十
分
三

の
持
分
と
し
た
共
有
名
義
に
す
る

と
‘
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
米
は

誤
解
さ
ね
て
い
る

ご
は
ん
を
た
べ
る
と
「
ふ
と
る
」

「
高
血
圧
に
な
る
」
「
頭
か
悪
く
な
る
」

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
か
、
ほ
ん
と
う

に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

必
要
以
上
に
カ
ロ
リ
ー
を
と
れ
ば

何
を
た
べ
て
も
ふ
と
る
の
は
当
然
で

「警報器」を選ぶ時は

このグリーンラベルを目印に．”

`I液化石油ガス警報器
50年基準検定合格証

に」竺竺竺竺

ン
ガ
ス
に
よ
る
事
故
も
増
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ら
事
故
原
因
を
み
ま
す

と
器
具
せ
ん
、
元
せ
ん
の
締
め
忘
れ
、

点
火
不
確
認
な
ど
の
単
純
な
ミ
ス
に

よ
る
ガ
ス
漏
れ
事
故
が
大
半
を
占
め

て
お
り
ま
す
。

警
報
器
を
取
り
付
け
た
事
に
よ
っ

て
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
事
故
か
防
げ
た
例

は
全
国
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
の
家
で
も
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
警
報

器
を
取
り
付
け
の
際
は
高
圧
ガ
ス
保

安
協
会
の
品
質
検
定
合
格
の
グ
リ
ー

ン
ラ
ベ
ル
か
貼
付
し
て
あ
る
警
報
器

を
必
ず
取
り
付
け
て
下
さ
い
。

自
動
車
事
故
で
一
家
の
働
き
手
か

な
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障

害
に
な
ら
れ
、
生
活
に
困
っ
て
お
ら

れ
る
こ
家
庭
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
方
に
‘

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
（
法
律

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
）

で
は
無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。

本
年
四
月
か
ら
は
、
お
子
さ
ん
一

人
、
こ
と
の
一
時
貸
付
金
は
九
万
円
に

毎
月
の
貸
付
金
は
八
千
円
に
そ
れ
ぞ

れ
増
頷
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お

子
さ
ん
か
小
学
校
ま
た
は
、
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
際
、
入
学
支
度
金
と

し
て
二
万
五
干
円
を
お
貸
し
す
る
制

入
学
支
度
金
制

度
も
ス
タ
ー
ト

す
し
、
運
動
不
足
も
原
因
の
ひ
と
つ

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
米
の
中
に
は
、
血
圧
を

高
め
る
よ
う
な
成
分
は
何
も
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
血
圧
か
高
く
な
る
と

し
た
ら
‘
塩
辛
い
お
か
ず
の
と
り
過

ぎ
で
す
。

同
様
に
、
脳
の
働
き
を
妨
げ
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
居
眠
り

や
物
忘
れ
の
大
半
は
、
過
労
、
寝
不

足
に
よ
る
も
の
で
、
原
因
は
、
ビ
タ

ミ
ン
‘
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
で
お
こ
り

ま
す
。
ど
う
や
ら
”
お
米
犯
人
説
“

は
誤
り
の
よ
う
で
す
。

む
し
ろ
欧
米
で
は
‘
健
康
食
と
し

て
お
米
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
く
ら
い
で
す
。

大
切
な
カ
ロ
リ
ー
源
で
あ
る
と
と

も
に
、
す
ぐ
れ
た
タ
ン
パ
ク
源
で
あ

る
お
米
を
、
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

柿
た
わ
わ
さ
わ
だ
つ
野
鳥
ら
し
づ
も

り
て
夕
飼
の
黄
菊
残
照
に
摘
む

奈
良
原
キ
ク
ノ

久
々
に
ゆ
と
り
の
あ
れ
ば
う
き
う
き

つ
ま

と
夫
の
皮
靴
今
朝
は
み
が
け
り

江
森
佳
世
子

P

)

 

六
人
の
息
ら
皆
兵
に
出
で
し
黙
々
と

草
取
り
し
祖
母
に
香
焚
く

頼
下
一
ェ

:

/

`

y

i

 

夜
毎
訪
う
却

6

の
目
気
し
病
む
因
に
添

ひ
て
久
し
く
妻
は
名
の
み
の

江
森

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

政
美

冬の青少年健全育成運動
12 月 16 日～ 1 月 31 日

年末年始は、学校、会社など休日が続き、一家団

らんにはもってこいの時期です。

年末は社会があわただしく、非行、交通事故、火

災などが多発しやすい時期でもあります。その反面

年始は、青少年が大きな夢と希望をはぐくむ時期で

す。そこで、青少年とコタツを囲み、青少年の健全

育成などについて、話しあってみましょう。

度
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
は
い
つ
で
も
て
き
ま

す
。
詳
し
く
は
前
橋
市
三
俣
町
（
山

ニ
ビ
ル
三
F
)
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー

~
o
二
七
二
閲
六
五
一
五

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
認

月

2
9日
1
1

月

4

日
ま
で
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
窓
口
事
務
で
あ
る

▼
死
亡
届
▼
婚
姻
届
▼
出

生
届
の
仕
事
は
平
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

11 月の

責元二
救急車出動回数
●交通事故 0 件

●急病 7 件

●その他 0 件

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教

室
か
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日

1

月

2
8
.
2
9
.
3
0

日

▼
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員

5
0人

▼
参
加
費
用
九
千
円

▼
申
し
込
み
予
約
金
二
千
円

を
添
え
て
教
育
委
貝
会
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

年
末
年
始
の

役
場
業
務

管道
9
,
9
’
水

,
.
 、
一

;,·• げ
、9ー
／
ー

水
道
管
に

冬
じ
た
く
を

群
馬
県
史
刊
行
会
て
は
本
年
度
新

た
に
‘
三
巻
の
予
約
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
県
史
編
さ

ん
事
業
は
、
本
県

の
旧
石
器
時
代
か

ら
現
代
に
い
た
る

歴
史
を
全
三
十
七

巻
に
集
大
成
し
よ

う
と
す
る
も
の
で

本
年
度
は
次
の
三

巻
を
次
の
要
領
で

予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼
書
名
／
①
群
馬

県
史
資
料
編
5

中

世
一
（
古
文
書
一
）

②
群
馬
県
史
資
料

編
1
0近
世
2

（
西

9
9
9
9
,
'
9
9
9
1
1
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9

ー

＿
年
頭
の
思
い
や
リ

―
一
人
暮
ら
し
の

｛
老
人
に
も
（
2
[芦
昌
真
―

~
明
る
＜
楽
し
い

一
お
正
月
を
も
＂
未
し
ア
と
生
双

｛
魯
哀
応
こ
だ三

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

`

 

を
；
§
~
を
；

5
-あ
し
ら
せ
一
§
魯
望
沙
§
§
§
一
あ
し
ら
せ
一
…
魯
魯
沙
魯
魯
魯
＄
§

年
か
あ
け
ま
す
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署

(
6館
林
四
局
ー
五
五
五
三
）
こ
の
期
間
中
に
必
ず
大
掃
除
を
し

と
、
例
年
の
こ
と
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。
て
、
あ
わ
せ
て
、
越
冬
ハ
エ
の
撲
滅

で
す
が
、
い
ろ
い
務
課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
十
ハ
埠
匹
除

m
二
宇K榔
g
を
と
‘
下
水
溝
や
水
の
た
ま
り
や
す
い

を
ろ
の
税
金
の
申
告
所
‘
ご
み
捨
場
な
ど
を
き
れ
い
に
し

仝
か
か
は
じ
ま
り
ま
す
。
て
、
お
互
い
住
み
よ
い
環
境
で
、
明

n

抄

そ
の
事
前
準
備
と
る
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

の
控
し
て
、
昭
和
5
2年
な
お
、
期
間
中
に
各
部
落
の
衛
生

得
料
[
『
[
]
王
1
2

委
員
さ
ん
の
巡
視
か
あ
り
ま
す
。

所
人
月
末
ま
で
に
、
税

務
課
へ
領
収
書
を

業
雇
提
出
し
て
く
だ
さ

農
t

L『[
L
5
1
[

れ
ま
す
。

な
お
、
領
収
書

に
は
作
業
名
、
作
業
日
数
、
単
価
、

支
払
い
金
額
（
現
物
給
与
も
含
む
）
、

受
取
人
の
住
所
‘
氏
名
な
ど
記
入
し

群馬鼠史の
予約受付

L

地
域
2
)
③
群
馬
県
史
資
料
編
1
8

近
代
・
現
代
2

（
群
馬
県
臨
時
農
事

調
書
、
群
馬
県
勧
業
年
報
）

▼
体
裁
／
A
5

判
上
製
柏
入
り
‘

各
巻
約
千
ペ
ー
ジ

▼
頒
布
価
格
／
①
中
世
＝
一
千
六
百
円

②
近
世
三
千
五
百
円
③
近
代
現
代

に
せ
税
務
署
員

に
ご
注
意
を
”
~

最
近
、
税
務
署
の
も
の
だ
と
偽
っ

て
税
務
関
係
の
出
版
物
を
不
当
に
高

い
値
段
で
販
売
し
た
り
‘
売
上
げ
や

取
引
先
な
ど
営
業
上
の
秘
密
を
電
話

で
聞
き
出
す
＂
に
せ
税
務
署
員

I
lか

出
没
し
、
各
地
で
被
害
か
発
生
し
て

い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
出
版
物
を
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

税
務
署
の
職
員
は
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
不
審
な
場
合
は

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

’’ 
: : 

’’ 
: と 9 塁塁 ぉ孟 ! 
: うまをの 程年へ , 

バ：----------------------------------------------

三
干
二
百
円

▼
発
行
予
定
／
来
年
一
月
1

三
月

▼
申
し
込
み
方
法
／
官
製
の
往
復
は

か
き
に
購
入
希
望
の
書
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
県

庁
県
史
編
さ
ん
｛
至
内
‘
群
馬
県
史
刊

行
会

(
6前
橋
認
ー
一
―
―
一
）
あ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
限
／
認
月

2
8日

工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を
”
~

村
内
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
工
業
統
計
調
査
か
実
施
さ
れ

ま
す
。こ

の
調
査
は
事
業
所
の
内
容
（
従

業
員
数
、
製
造
品
目
、
在
庫
な
ど
）

に
つ
い
て
、
十
七
項
目
に
つ
い
て
、

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
調
査
を
し

村
で
は
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
を
清
掃
旬
間
と
定
め
ま
し

こ
。f
 

ま
す
。
統
計
調
企
員
か
う
か
か
い
ま

す
の
て
‘
該
当
す
る
事
業
所
は
こ
協

力
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
調
査
て
得
た
結
果
は
‘
統

計
資
料
以
外
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

東
京
電
カ
力
ら
あ
願
い

▼
お
正
月
か
近
づ
く
に
つ
れ
て
‘
洋

タ
コ
や
ユ
ー
コ
ン
飛
行
機
を
飛
ば
し

て
遊
ふ
の
か
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
か

電
線
に
か
ら
む
と
大
変
危
険
で
す

し
、
ま
た
、
か
ら
ん
だ
物
を
取
ろ
う

と
し
て
電
柱
に
登
る
の
も
大
変
危
険

で
す
。

ま
た
、
電
線
の
近
く
で
そ
の
よ
う

な
遊
び
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
を
見

か
け
た
ら
、
そ
の
場
を
離
れ
る
よ
う

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

農
業
調
査
ガ

行
わ
れ
ま
す

農
業
を
営
ん
で
い
る
農
家
を
対
象

に
調
査
か
行
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
中
に
統
計
調
査
員
、
な
ら

び
に
農
業
委
員
か
農
地
移
動
、
家
族

構
成
、
農
業
機
械
所
有
状
況
な
ど
に

つ
い
て
調
査
に
う
か
か
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

▼
日
時

1
2月

1
5日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
役
場
第
一
会
議
室

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。交

通
事
故
相
談

▼
日
時
認
月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
5日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
2日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

〈
集
合
納
入
日
〉

2
1日
役
場
第
一
会
議
室

2
2日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

2
3日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館



村

1 月 1 日現在

世帯数 2239 戸
人口総数 9620 人

男 4799 人
女 4821 人
(1 2月中の動き）

出生 11 人 死亡 3 人
転入26人 転出 19人

の 人 口

印刷所
定価

マ
マ
”
~

そ
ん
な
に
強
く

抱
き
寄
せ
な
い
で

こ
わ
れ
て
し
ま
う
よ

マ
マ
”
~

そ
ん
な
に
鋭
く

貝
つ
め
な
い
で

気
ま
り
ガ
悪
い
よ

マ
マ
”
~

そ
ん
な
に
き
つ
く

し
力
ら
な
い
で

薇
笑
っ
て
や
ら
な
い
よ

マ
マ
”
~

そ
ん
な
に
何
回
毛

起
こ
さ
な
い
で

素
敵
な
要
ガ
消
え
て
し
ま
う
よ

：
マ
”
~

こ
ん
な
小
さ
な
体
だ
ガ

動
き
出
可
力
は
十
分
あ
る
よ

そ
の
だ
め
に

大
人
は
ボ
ワ
ラ
の
だ
め
に

岨
る
い
未
来
を
て
ら
し
て
ね

大佐貫

-T 

ク
イ発日

1

1

0

 

第 196号
発行所明和村役場
編集総務課

広報係
小林印刷所
1 部 60 円

折原さん宅にて

りつはな子に

なってね“

村口田木口

義一正
四

雄正雄郎郎

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村
長
奈
良
丑
松

助
役
関
口
浅
次

収
入
役
宮
沢
恒
雄

教
育
長
三
田
惣
三
郎

明
和
村
村
議
会

議
長
新
井

副
議
長
堀
口

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
石
崎

副
委
員
長
始
沢

委
員
石
村

＂
尾
花

1
1

新
井

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
泉
田

副
委
員
長
早
川

委
員
栗
原

1
1

新
井

経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
高
瀬

副
委
員
長
鯉
沼

委
員
小
松
原

1
1

早
川

建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
関

副
委
員
長
荒

委
員
恩

1
1

堀

＂
中

光 藤一ー米

重好二造

真利四和
= 
郎夫郎作

初時嘉三司
太
郎夫男郎朗

初
太
郎正

賀
正
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第
五
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
⑦
函
竺
業
後
継

者
に
対
す
る
農
業
資
産
に
つ
い
て
の
相
続
権
の
優
位
性
に
つ
い
て
陳
情
決
議
要
請
②
老
令
者
医

療
保
障
に
関
す
る
坂
本
改
革
に
つ
い
て
の
決
議
③
館
林
伝
染
病
院
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
④

明
和
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
設
定
に
つ
い
て
⑤
明
和
村
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
⑥
明
和
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑦
明
和
村
職
員
、
特
別
職
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑧
明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
⑨
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
、
陳
情
一
件
、
決
議
一
件
、

議
案
十
五
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
三
件
が

行
わ
れ
、
そ
れ
そ
れ
に
つ
い
て
、
村
長
や
担
当
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

▼
農
業
後
継
者
に
対
す
る
農
業
資
産

に
つ
い
て
の
相
続
権
の
優
位
性
に
つ

い
て
陳
情

現
憲
法
の
相
続
権
に
よ
る
と
個
人

の
尊
厳
•
平
等
・
自
由
な
ど
確
立
さ

れ
た
か
、
し
か
し
、
現
状
に
お
い
て

農
地
の
分
散
か
促
進
さ
れ
、
農
業
の

継
続
を
断
ち
切
ら
れ
る
現
状
に
あ
る

た
め
、
農
業
後
継
者
に
対
す
る

農
業
資
産
に
つ
い
て
の
相
続
権

の
優
位
性
の
特
別
措
置
の
制
度

化
に
つ
い
て
決
議
し
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
老
令
者
医
療
保
障
に
関
す
る

抜
本
改
革
に
つ
い
て
決
議

国
民
健
康
保
険
事
業
は
老
令

者
医
療
無
料
化
と
人
口
老
令
化

現
象
の
進
行
に
よ
り
、
著
し
く

過
重
な
医
療
費
負
担
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
か
続
く
と

完
全
に
財
政
破
た
ん
に
な
っ
て

し
ま
つ
の
で
、
こ
れ
を
是
正
す

る
た
め
に
、
国
民
か
全
体
で
公
平
に

負
担
す
る
制
度
を
確
立
し
て
も
ら
お

う
と
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

▼
館
林
邑
楽
伝
染
病
院
組
合
の
解
散

に
つ
い
て

近
年
‘
．
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

館
林
邑
楽
地
方
で
は
、
伝
染
病
が
発

生
し
て
い
な
い
の
で
、
経
費
節
減
の

た
め
に
組
合
を
解
散
し
、
邑
楽
館
林

医
療
事
務
組
合
に
合
併
さ
れ
ま
す
。

▼
明
和
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
設
定
に
つ
い
て

特
別
職
（
村
長
・
三
役
）
や
村
議

会
議
員
の
給
与
を
改
正
す
る
と
き
‘

給
与
か
適
当
か
ど
う
か
審
議
す
る
機

関
か
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
村
長
案
に
対
し
て
、
総

務
常
任
委
員
が
審
議
を
行
っ
て
い
ま

定例村議会

広
域
農
道
に
四
百

道
路
改
良
工
事
に

一
十
四
ガ
円

千
万
円

戸
玉9
ロ
ビ
皿

し
た
か
、
今
度
は
全
く
別
の
第
三
者

に
審
議
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。な

お
‘
こ
の
審
議
会
は
、
各
種
公

共
団
体
の
代
表
者
及
び
住
民
の
う
ち

か
ら
八
人
で
も
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

▼
明
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
の
給
与
勧
告
か
行
わ
れ
た

事
に
伴
い
、
昨
年
十
二
月
二
十
一
日

に
国
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
‘
こ
れ
に
準
じ
て
諸
手
当
を
含

め
て
官
民
較
差
六
・
九
三
％
の
給
与

の
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
高
校
卒
業
者
の
初

任
給
は
七
万
七
干
百
円
と
な
リ
ま
し

F

)
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▼
特
別
職
な
ど
の
諸
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
特

別
職
の
給
与
を
次
の
と
お
り
改
定
い

た
し
ま
し
た
。
（
）
は
現
行
。

こ
れ
に
よ
り
村
長
か
三
十
九
万
円

（
三
十
六
万
円
）
に
‘
助
役
か
三
十
一

万
二
千
円
（
二
十
八
万
八
千
円
）
に
‘

収
入
役
か
二
十
九
万
三
千
円
（
二
十

七
万
円
）
に
、
教
育
長
か
二
十
八
万

一
千
円
（
二
十
六
万
円
）
に
な
り
ま

し
た
。

▼
明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
会
議
員
の
報
酬
額
を
次
の
と
お

り
改
正
し
ま
し
た
。
（
）
は
現
行
。

に
‘
議
員
か
八
万
四
千
円
（
七
万
八

議
長
か
十
三
万
七
千
円
（
十
二
万

六
千
円
）
に
‘
副
議
長
か
九
万
五
千

円
（
八
万
七
千
円
）
に
‘
常
任
委
員

長
か
八
万
九
千
円
（
八
万
二
千
円
）

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
・
歳
出
の
補
正
を
行
い
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
二
百
八
十

六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

が
十
億
四
千
百
三
十
八
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
歳
出
補
正
は
一
般
職
及
び
特

別
職
の
人
件
費
一
千
七
百
三
十
四
万

二
千
円
、
広
域
農
道
の
受
益
者
負
担

金
四
百
二
十
四
万
二
千
円
、
農
道
改

良
舗
装
工
事
費
七
百
四
十
五
万
円
、

共
同
利
用
機
械
施
設
導
入
補
助
金
一

千
三
百
三
十
五
万
四
千
円
、
谷
田
川

大
橋
架
替
工
事
地
元
負
担
金
二
百
万

円
、
河
川
災
害
復
旧
工
事
費
百
四
十

七
万
二
千
な
ど
で
す
。

◎
一
般
質
問

▼
有
線
放
送
利
用
の
問
題
点

役
場
か
ら
の
広
報
連
絡
に
有
線
放

送
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
、
有
線
未

加
入
者
に
対
し
て
の
連
絡
方
法
も
検

討
す
る
必
要
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

▼
成
人
病
患
者
の
指
導
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

利
根
川
流
域
に
は
‘
特
に
高
血
圧

患
者
か
多
い
と
聞
く
か
、
現
在
役
場

で
は
、
保
健
所
や
保
健
婦
に
よ
っ
て

指
導
さ
れ
て
い
る
が
‘
将
来
専
門
の

指
導
責
任
者
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

▼
村
当
局
に
て
の
各
課
の
備
品
及
び

消
耗
品
な
お
工
事
の
見
積
発
注
に
対

す
る
再
検
討
に
つ
い
て

限
ら
れ
た
予
算
を
よ
り
効
率
的
に

使
う
た
め
に
、
事
業
や
物
品
を
購
入

す
る
時
は
、
必
ず
見
積
を
取
っ
て
、

村
内
外
の
業
者
を
問
わ
ず
‘
安
く
‘

村
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

受
付
開
始

＿
月
十
七
日
か
ら

一
月
二
十
六
日
ま
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に

少
し
で
も
安
い
家
賃
で
住
宅
を
貸
そ

う
と
須
賀
に
村
営
住
宅
四
戸
を
建
設

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
は
ど
完
成

し
ま
し
た
の
で
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
受
付

一
月
十
七
日
i
二
十
六
日

◇
募
集
戸
数
四
戸

◇
家
賃
一
万
六
千
円

◇
入
居
者
の
決
定
方
法

多
数
の
と
き
は
公
開
抽
せ
ん

◇
床
面
積
五
一
・
一
七
面
（
三
D
K
)

◇
入
居
者
の
資
格

①
村
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方

②
世
帯
員
二
人
以
上
の
家
族
構
成

の
方
（
婚
約
者
を
含
む
）

③
そ
の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制
限

か
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
税
金
の
滞

納
が
な
く
、
保
証
人
を
つ
け
ら
れ

る
方
で
す
。

◇
申
し
込
み
手
続
き

入
居
申
し
込
み
書
（
役
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
）
に
源
泉
徴
収
票

ま
た
は
所
得
証
明
を
つ
け
、
住
民

票
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
、

役
場
企
画
開
発
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

千
円
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
よ
り
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
発
注
し

し
た
。
て
も
ら
い
た
い
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
は
汀
戸
い
戸
[
[
い
い
汀
―

大
き
く
躍
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
厳
し

い
経
済
社
会
の
動
き
に
対
応
し
な

が
ら
福
祉
の
充
実
、
道
路
の
整
備
、

農
業
商
工
業
の
振
興
等
、
従
来
か

ら
の
重
要
な
施
策
を
後
退
さ
せ
る

こ
と
な
く
‘
よ
り
充
実
を
図
る
と

共
に
、
今
年
は
、
公
民
館
を
建
設

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の

生
涯
に
わ
た
る
研
修
活
動
の
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
ま
た
全
村
民
の
和

や
か
な
交
流
の
場
と
し
て
明
和
村

に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
公
民
館
を

つ
く
り
‘
こ
れ
を
皆
さ
ま
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
得
て
、
総
力
を
結
集
し
発
想
を

新
た
に
し
て
、
豊
か
で
明
る
＜
魅

明
和
村
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ま
に
は
‘
お
元
気
で
家
族
そ
ろ

っ
て
良
い
お
年
を
お
迎
え
に
な
っ

た
こ
と
と
‘
心
か
ら
お
祝
い
申
し

問
題
に
明
け
て
、
円
高
不
況
で
暮
れ

た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
か

景
気
浮
揚
対
策
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
手

を
尽
く
し
た
に
も
抱
ら
ず
、
低
迷
す

る
景
気
は
日
増
し
に
深
刻
の
度
を
加

え
、
不
況
の
波
は
私
達
に
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に

ま
た
、
昨
年
は
米
の
不
作
と
い
う
大

き
な
痛
手
を
受
け
る
な
ど
、
私
達
の

生
活
を
と
り
ま
く
情
勢
は
誠
に
厳
し

V
‘
ま
た
激
し
く
変
動
い
た
し
ま
し

た
。
私
も
皆
さ
ま
の
限
り
な
い
ご
支

援
と
、
ご
鞭
撻
に
よ
り
村
政
の
重
責

を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
か

新
し
い
年
を
迎
え
一
層
そ
の
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
村
政
に
対

し
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
‘

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て

道
路
改
良
や
排
水
路
改
修
等
、
村

づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
建
設
事
業

を
は
じ
め
、
行
政
各
般
に
わ
た
り
、

順
調
な
進
展
を
み
る
こ
と
か
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
に
び
堪

え
ま
せ
ん
。
昭
和
五
十
二
年
と
い

う
年
は
、
日
本
列
島
か
二
百
海
里
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快
適. 
利
便. 

村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

健
康
. 村 長

奈 良 丑 松

力
に
満
ち
た
明
和
村
の
建
設
に
‘

最
善
を
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
‘
ど
う
か
本
年

も
旧
に
倍
し
て
村
政
に
深
い
ご
理

解
と
‘
こ
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す

よ
う
お
顧
い
申
し
上
け
ま
す
。
皆

様
の
ご
多
幸
と
‘
こ
一
家
の
繁
栄

を
心
か
ら
お
析
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

安
全
は

歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、
毎
年
十

二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。こ

の
運
動
の
趣
旨
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
、

少
し
で
も
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
と
展
開
さ
れ
る
も
の
で

す
。本

村
で
も
‘
皆
さ
ん
か
ら
の
物
心

両
面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
た
＜

さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
額
は
四
十
八

万
七
千
三
百
四
十
九
円
と
な
り
‘
+

二
月
十
五
日
に
配
分
会
議
を
開
き
‘

村
内
の
保
護
世
帯
三
十
三
世
帯
（
八

十
八
人
）
及
び
長
期
入
院
入
所
者
三

十
人
に
送
る
事
を
決
定
い
た
し
ま
し

こ
。f
 

◎
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
善
意
品

▽
手
ぬ
ぐ
い
一
四

0
八
本

▽
タ
オ
ル
四
八
八
本

▽
サ
ラ
シ
ニ
十
七
反

▽
戸
別
募
金
四
三
万
九
五

0
0
円

▽
川
上
ハ
ル
さ
ん
（
中
谷
）
よ
り

三
五
三
0
円

▽
千
津
井
友
の
会
よ
り
七

0
0
0

円

▽
宮
崎
敬
次
さ
ん
（
南
大
島
）
よ
り

一
万
四
六
二
円

▽
や
ま
う
の
漬
物
社
員
一
同
よ
り

二
万
六
八
五
七
円

▽
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
婦
人

部
明
和
支
部
よ
り
一
万
五
七
一

0
円

▽
田
中
時
計
店
（
矢
島
）
よ
り
‘
寝

た
き
り
老
人
と
独
居
老
人
の
眼
鏡
使

用
者
に
メ
ガ
ネ
ニ
十
七
個

な
お
、
手
拭
い
、
タ
オ
ル
、
サ
ラ

シ
は
婦
人
民
生
員
、
明
中
女
生
徒
、

千
津
井
友
の
会
、
江
原
サ
イ
（
大
輪
）

さ
ん
、
斗
合
田
の
新
井
縫
製
さ
ん
達

の
ご
奉
仕
に
よ
り
オ
ム
ツ
に
縫
っ
て

常
時
オ
ム
ツ
を
使
用
し
て
い
る
寝
た

き
り
老
人
な
ど
に
送
り
ま
し
た
。

水
・
陸
稲
の
共
済
金

七
千
二
百
万
円
余
に

昨
年
‘
だ
れ
も
か
予
想
も
で
き
な

い
よ
う
な
長
雨
か
、
ち
ょ
う
ど
稲
の

開
花
時
期
に
当
た
っ
た
た
め
に
、
水

・
陸
稲
は
末
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。水

稲
で
二
百
六
十
六
ト
ン
（
四
千

四
百
三
十
三
俵
）
陸
稲
で
三
ト
ン
（

約
五
十
俵
）
の
滅
収
認
定
を
受
け
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
共
済
の
加
入
者
に
は
‘
こ
の

認
定
に
も
と
づ
き
‘
十
二
月
二
十
四

日
付
で
各
農
業
協
同
組
合
の
個
人
口

座
に
共
済
金
の
振
り
込
み
を
行
い
ま

し
た
。

共
済
金
は
水
稲
で
七
千
一
四
五
万

七
三
四
五
円
‘
陸
稲
て
七
十
七
万
二

七
二
六
円
と
な
り
‘
共
済
掛
金
の
六

曇
謬
さ
加
方
l口
の
讐
鸞

祠
り
宣
と
う
ご
ぎ
い
蒙
言

歳
末
望
□
合
い
運
動

県
警
の
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

人
は
日
常
生
活
の
な
か
で
、
少
な

か
ら
す
い
ろ
い
ろ
の
悩
み
や
困
り
ご

と
を
持
ち
、
時
に
は
こ
れ
か
い
ま
わ

し
い
犯
罪
に
発
展
す
る
こ
と
か
あ
り

ま
す
。そ

う
し
た
方
々
の
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
応

じ
‘
問
題
の
早
い
解
決
を
図
り
な
か

ら
事
件
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
も
警
察
の
大
切
な
仕
事
の
―
つ
で

す
。県

警
で
は
、
昨
年
四
月
か
ら
県
民

の
皆
さ
ん
か
気
軽
に
相
談
で
き
る
、

「
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
、
多

く
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
の
相
談

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

開
設
以
来
、
月
平
均
二
百
二
十
二

件
の
利
用
か
あ
り
ま
し
た
。

相
談
の
内
容
は
、
家
庭
内
の
紛
争

問
題
二
六
％
、
少
年
問
題
ニ
―
%
、

債
権
、
債
務
に
関
す
る
問
題
―
二
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
‘
相

談
者
は
女
性
か
多
く
、
そ
の
う
ち
家

庭
の
主
婦
か
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。テ

レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
の
電
話
は

0
二
七
ニ
ー
一
西
ー
八
0
八
0
で
す
。

「
通
報
し
て
晴
れ
晴
れ
」
と
覚
え
て
く

だ
さ
い
。

”
困
り
こ
と
相
該
所
”
の
利
用
を

・
三
倍
か
支
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
被
害
の
認
定
ま
で
に

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
損
害
評
価
員
、
農
事
組
合
の

方
々
を
初
め
関
係
者
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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＝
＝
＝
＝
＝
＝

昨
年
一
年
間
に
お
い
て
役
場
に
公

害
苦
情
相
談
に
来
ら
れ
た
方
は
九
人

（
件
）
で
し
た
。

苦
情
件
数
は
前
年
か
十
五
件
で
あ

っ
た
も
の
か
九
件
と
約
半
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
水
質
汚
濁
の
苦
情

か
著
し
く
減
っ
た
の
か
目
立
ち
ま
す

か
、
そ
の
他
の
苦
情
件
数
及
び
苦
情

内
容
（
住
宅
密
集
地
で
の
焼
却
の
苦

情
・
畜
産
の
悪
臭
苦
情
）
も
ほ
ぼ
同

じ
位
い
で
し
た
。

タ
ン
パ
ク
質
か
不
足
す
る
と
‘
身

体
の
抵
抗
力
か
弱
ま
り
ま
す
。
そ
の

う
え
‘
寒
さ
の
ス
ト
レ
ス
は
体
内
の

タ
ン
パ
ク
質
を
大
量
に
分
解
し
ま
す
。

ひ
か
な
い
だ
め
の

食
事
い
ろ
い
ろ

風
邪
を

。

ク
広
報0
号
記
念
作
品
”

2
 

昭
和
3
0年
4
月
1

日
「
明
和
村

広
報
」
と
し
て
発
足
以
来
「
広
報

め
い
わ
」
と
名
称
を
変
え
な
か
ら

も
2
3
年
間
も
の
長
い
間
、
村
の
す

み
ず
み
の
出
来
事
を
、
い
わ
ば
村

か
た
ど
っ
た
道
程
を
事
細
か
に
村

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
、

今
年
五
月
号
で
ち
ょ
う
ど
創
刊
以

来
二
百
号
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
記
念
し
ま
し

て
”
広
報
二
百
号
記
念
作
品
“
を

募
集
し
ま
す
。

A

部
門

広
報
め
い
わ
に
関
す
る
感
想
文

●
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
以
内

B
部
門

広
報
に
関
す
る
標
語

c

部
門

昭和52年公害苦情件数

区分 ー相談数

件
ばい煙 2 (2) 

水質汚濁 2 (9) 

騒 音 0 (0) 

悪 臭 3 (2) 

土壌汚染 0 (0) 

その他 2 (2) 

計 9 (15) 
, 

公
や
や
減
少
芍
る

害

苦
構

（）は51 年

====-—-==================-F 

====-====———F 

こ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
、

肉
、
さ
か
な
、
豆
腐
と
い
っ
た
良
質

の
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
に
と
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

C

が
必
要
で

す
。
新
鮮
な
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
ろ
し

大
根
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
一
品
を

つ
け
、
食
後
に
は
ミ
カ
ン
を
一
っ
必

ず
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン

C

の
補
給
を
。

そ
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

A

は
粘
膜

を
強
め
て
、
鼻
や
の
ど
か
ら
ウ
ィ
ル

ス
か
侵
入
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
油

で
料
理
し
た
青
菜
や
に
ん
じ
ん
‘
レ

バ
ー
を
多
く
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し

よ
、
つ
。

の
募
集

広
報
写
真

●
広
報
め
い
わ
の
表
紙
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
も
の

●
大
き
さ
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
に
限
る

（
黒
白
、
カ
ラ
ー
両
方
可
）

▼
応
募
期
間
三
月
末
日
ま
で

▼
応
募
資
格
村
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
か
あ

る
人

各
部
門
と
も
各
一

点
ず
つ

総
務
課
広
報
係

▼
送
り
先

な
お
、
一
、
二
、
三
位
を
入
選
と

し
入
選
作
は
広
報
紙
で
紹
介
す
る

と
同
時
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
点
数
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千
津
井
友
の
会

私
は
若
い
頃
か
ら
盆
栽
や
動
物

か
好
き
だ
っ
た
。
．

あ
る
時
一
寸
し
た
き
っ
か
け
か

ら
矮
鳥
（
チ
ャ
ボ
）
を
買
い
求
め

そ
れ
か
ら
矮
鳥
か
我
か
趣
味
と
な

り
、
現
在
何
種
類
も
集
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

矮
鳥
好
き
の
人
と
会
っ
て
話
を

す
る
と
、
非
常
に
奥
か
深
く
私
の

長
年
手
か
け
て
き
た
盆
栽
作
り
に

千
津
井
の
婦
人
達
に

よ
リ
、
こ
の
は
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
福
祉
）
活

動
を
目
的
と
し
た
＂
千

津
井
友
の
会
“
（
会
員

三
十
一
名
・
会
長
奈
良

原
宣
子
）
が
誕
生
し
ま

し
た
。と

か
く
‘
婦
人
グ
ル

ー
プ
は
、
旅
行
や
娯
楽

に
走
り
か
ち
な
た
め
‘

そ
の
事
を
反
省
し
、
社

会
の
た
め
‘
人
の
た
め
‘

相
通
ず
る
も
の
か
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

そ
し
て
何
に
も
増
し
て
矮
鶏
飼
い

が
わ
か
家
の
円
満
に
役
立
っ
て
い
る

の
で
す
。

盆
栽
の
事
だ
と
息
子
や
孫
は
全
く

輿
味
を
示
さ
す
一
人
さ
び
し
く
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
か
、
こ
と
‘
矮
鶏
の

事
と
な
る
と
息
子
‘
孫
の
共
通
の
話

題
か
で
き
る
の
は
、
と
て
も
素
晴
ら

石崎武芳さん
（川俣）

広

古
新
聞
や
古
雑
誌
を

集
め
る
会
員
達

三
ニ
一
て
行

私
達
の
力
を
少
し
で
も
‘
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
発
足
し
た
会
で
す
。

会
員
達
は
古
着
を
利
用
し
て
オ
ム

ツ
を
作
っ
て
寄
付
し
た
り
、
十
二
月

四
日
に
は
古
新
聞
や
古
雑
誌
を
集
め

て
七
千
円
の
お
金
を
つ
く
り
、
歳
末

助
け
合
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
は
‘
晴

れ
て
社
会
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
二
十
歳
に
な
る
と
多
く

の
権
利
か
与
え
ら
れ
ま
す
か
、
そ
れ

と
同
時
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の

も
そ
の
一
っ
で
す
。

若
い
人
に
と
っ
て
‘
老
後
は
遠
い

将
来
の
こ
と
と
思
い
か
ち
で
す
か
、

し
い
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
で
楽
し
ん

で
い
る
の
で
は
な
く
、
同
し
趣
味

を
持
っ
た
人
と
知
識
を
交
換
し
‘

楽
し
み
な
か
ら
矮
鳥
つ
く
リ
に
精

ヽ

チ
ャ
ポ
を
五
f5
今
＞題

字
は
石
崎
さ
ん

を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
々
明
和
村
に
も
矮
鵠
愛
好
会

の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
‘
一
人

で
も
多
く
の
友
達
と
楽
し
み
を
共

に
出
来
た
ら
幸
わ
せ
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し

こ
。f
 会

長
の
奈
良
原
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
は
不
用
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
行
っ

た
り
し
て
‘
助
け
合
い
の
精
神
を
忘

れ
な
い
会
作
り
に
励
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

老
後
は
必
ず
訪
れ
る
も
の
で
す
。

平
均
痔
命
も
年
々
の
び
、
老
人
の

人
口
割
合
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
老
後
に
お
け
る

収
入
の
減
少
を
お
ぎ
な
い
、
豊
か
な

老
後
生
活
を
守
る
た
め
に
も
「
年
金
」

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
老
い
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら

将
来
の
生
活
設
計
を
心
か
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
老
後
の
不
安
ば
か
り
で
な
く

突
然
の
事
故
や
病
気
に
よ
り
障
害
者

に
な
っ
た
リ
‘
母
子
家
庭
に
な
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

と
き
生
活
の
保
障
を
す
る
の
も
年
金

制
度
の
役
目
で
す
。

現
在
、
わ
か
国
で
は
「
国
民
皆
年

金
」
と
い
っ
て
、
二
十
歳
以
上
の
国

民
は
必
す
―
つ
の
年
金
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
‘
老
齢
年
金
‘
通

算
老
齢
年
金
‘
障
害
年
金
‘
母
子
年

命
な
ど
七
種
類
も
ー
の
年
金
給
付
か
あ

り
ま
す
の
で
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら

自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
に
、
必
す

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

＿
十
歳
に
な
っ
だ
ら

国
民
年
金
に
入
ろ
う

夕
食
を
家
族
そ
ろ
っ
て

い
た
し
ま
し
ょ
う

愛
の
鐘
か

鳴
っ
た
ら

す
ぐ
に

帰
り
よ
し
ょ
う

報 め し＼ わ
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こ
の
写
真
は
昭
和
＋

五
年
に
建
築
さ
れ
た
旧

佐
貫
村
役
場
の
上
棟
式

の
時
の
も
の
で
す
。

当
時
は
物
資
の
不
足

し
た
時
代
で
、
木
材
を

集
め
る
に
も
大
変
だ
っ

た
よ
う
で
し
た
。

庁
舎
建
築
に
つ
い
て

も
知
事
の
認
可
が
必
要

で
、
建
築
費
も
五
十
万

円
と
制
限
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

堅
牢
な
も
の
を
主
眼

に
し
た
た
め
ぜ
い
た
＜

品
は
一
切
使
わ
れ
て
お

ら
な
い
が
、
素
晴
ら
し

く
整
っ
た
庁
舎
で
し
た
。

（
私
は
右
か
ら
九
人
目

て
す
）

昭和53年 1 月 10 日

ぃ
虫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
誕
生
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苦
さ
を
保
つ
食
事
療
法

動
脈
硬
化
は
老
化
の
―
つ
の
あ
ら

わ
れ
で
す
。
動
脈
硬
化
の
速
度
を
遅

ら
せ
た
り
、
進
行
を
阻
む
た
め
に
は

栄
養
、
運
動
、
休
養
の
調
和
を
と
っ

て
若
さ
を
保
つ
生
活
を
心
か
け
ま
し

よ
、
つ
。コ

レ
ス
テ
ロ
ー
）

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
か
一

定
量
以
上
に
ふ
え
る
と
、
長
い
間
に

血
管
に
た
ま
り
、
動
脈
を
硬
化
さ
せ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
は
と
ん
ど
は
体

内
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
食
品
に
含
ま

れ
て
体
内
に
入
る
分
も
少
な
く
あ
り

でな約をず かブつ常ッは像
卜り二八カ~消あラでにチ‘の

ンす口間す電かン映気切なるッ
ラまキ時で費るウも電を見出~-
゜ワとか力ら管像かつい瞬チ

スこッす‘はでをか流てと間を
タの卜る一約す暖出れいき受入
テニ／と日八゜めせてる ‘イ象れ
レキ時‘のワ てるいとつ式る

：言靡：塁[ 1 ]手： ］塁字
ニッ約月時と 必に゜もスレぐ
十卜にで間わ 要‘い‘イビ画

ス
ィ
ッ
チ
は
こ
ま
め
に

ま
せ
ん
。

ま
た
、
肉
、
卵
、
チ
ー
ズ
な
ど
に

含
ま
れ
る
動
物
性
脂
肪
は
、
体
内
で

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
作
用
を

し
ま
す
。食

事
の
と
り
方

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
物
の
肝
臓

を
は
じ
め
、
内
臓
‘
卵
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
丸
ご
と
食
べ
る
小
魚

や
貝
類
、
卵
、
た
ら
こ
、
す
じ
こ
な

ど
は
注
意
し
た
は
う
か
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
ほ
か
、
い
か
、
た
こ
‘
え

び
な
ど
も
含
有
量
が
多
く
、
ま
た
‘

卵
を
多
用
す
る
カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
ケ

テ
レ
ビ
と
電
力

時
間
続
け
て
見
る
こ
と
か
で
き
る

の
で
す
か
ら
、
ム
ダ
に
は
し
た
＜

な
い
も
の
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
時
計
か
わ
り

に
使
う
の
は
、
電
気
の
大
き
な
ロ

ス
で
す
。
つ
け
っ
ば
な
し
で
中
座

し
た
り
、
用
事
で
し
ば
ら
く
見
な

い
と
き
は
、
面
倒
で
も
こ
ま
め
に

ス
イ
ッ
チ
を
切
る
習
慣
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
＂
ム
ダ
な
放
映
時

間
＂
を
一
日
三
十
分
短
縮
す
る
と

2
0
型
の
テ
レ
ビ
で
一
ヵ
月
に
約
二

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
進
行
を
は
ば
も
う

館
枯
地
区
識
業

訓
綬
運
営
会

肉
や
魚
な
ど
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
そ
の
も
の
の
含
有
量
は
少
な
い
の

で
す
か
、
そ
の
あ
ぶ
ら
身
か
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
の
で
問
題
で

す
。
肉
の
あ
ぶ
ら
身
、
コ
ン
ビ
ー
フ
‘

ベ
ー
コ
ン
‘
卵
黄
、
生
ク
リ
ー
ム
‘

ま
ぐ
ろ
の
ト
ロ
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ

゜

、

1

楢
物
性
泊
の
可
可
め

同
じ
脂
肪
で
も
、
植
物
性
脂
肪
の

ほ
う
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
ら
す
働
き
を
し
、
動
脈
硬
化
に

対
し
て
よ
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
肥

満
治
療
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
食

を
指
示
さ
れ
て
い
る
人
の
は
か
は
、

植
物
性
油
を
も
っ
と
料
理
に
使
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
大
臣
よ
り
表
彰

館
林
地
区
職
業
訓
練
運
営
会
か
、

こ
の
ほ
ど
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

避
け
だ
い
動
物
性
脂
肪

砂
糖
は
、
成
分
の
上
で
は
糖
質
で

す
か
、
余
分
に
と
り
す
き
る
と
、
脂

肪
（
中
性
脂
肪
）
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
中
性
脂
肪
は
皮
下
、
肝
臓
、
動

脈
に
た
ま
り
や
す
く
、
動
脈
硬
化
の

も
と
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

く
だ
も
の
中
の
糖
分
も
同
じ
で
す
か

ら
、
甘
味
の
強
い
く
だ
も
の
は
制
限

し
て
く
だ
さ
い
。

砂
糖
は
ほ
ど
ほ
ど
に

ー
キ
類
も
盲
点
で
す
。
食
べ
す
ぎ
な

い
よ
う
に
。

こ
の
運
営
会
は
館
林
邑
楽
管
内
の

大
工
さ
ん
や
左
官
や
さ
ん
、
あ
る
い

は
タ
イ
ル
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
板
金
、
木

工
さ
ん
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
こ
れ
ら

を
志
望
す
る
若
者
を
夜
間
指
導
育
成

す
る
も
の
で
、
昭
和

4
5年
か
ら
館
林

市
当
郷
で
開
設
し
て
お
り
‘
生
徒
の

指
導
運
営
な
ど
か
優
秀
だ
と
い
う
も

の
で
す
。

東
京
電
力
か
ら

お
知
ら
せ

▼
最
近
‘
。
フ
ー
ル
や
池
の
ポ
ン
。
フ
な

ど
で
感
電
事
故
か
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

水
気
や
湿
気
の
あ
る
場
所
で
電
気
を

使
う
と
き
は
、
そ
の
機
器
に
ア
ー
ス

と
い
っ
し
ょ
に
必
ず
漏
電
し
ゃ
断
器

を
取
り
付
け
、
感
電
事
故
か
ら
尊
い

人
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
北
風
や
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

電
線
か
切
れ
た
り
‘
垂
れ
下
か
っ
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
電
線
に

近
づ
い
た
り
、
触
れ
た
り
し
な
い
で

す
ぐ
東
京
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
正
月
か
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
洋

ダ
コ
や
ユ
ー
コ
ン
飛
行
機
を
飛
ば
し

て
遊
ぶ
の
か
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
か

電
線
に
か
ら
む
と
大
変
危
険
で
す
し

ま
た
‘
か
ら
ん
だ
物
を
取
ろ
う
と
し

て
電
柱
に
登
る
の
も
大
変
危
険
で
す
。

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

東
京
電
力

6
0
-―
七
六
七
□
四
三
四
0

タ
＼
コ
は
村
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

街
を
自
然
を

c

美
し
く

吸
い
が
ら
の

,
C
a
 

・
必d

投
げ
捨
て
は

e

や
め
ま
し
ょ
う

ら

2度目のギとしを
迎えましだ
本島智子さん
（斗合田）

明けましておめでとうござ

います。私も 2 度目の午年を

迎える事かできまして、大変

嬉しく思っております。

現在世の中、昭和48年のオ

イルショック以来とても不況

不況と騒かれています。とても景気の事が気になるきょうこ

の頃です。

物価高、円高による失業、農家をとりまく諸情勢など、う

んざりする事ばかり、夢多き私達若人にとって、これから先

どうなって行くのだろうかととても不安を感じています。

早く希望を持って、豊かに、安心して慟いた仄生活して

いけるようになりたいですね。゜

今年は私の年、午年、早く不況風を蹴ちらしてもらいたい

ですね。

かあー一今年は我々の年だ かあ 今年は我々の年だ
ゥマ

3度目の午としを
迎えましだ
篠原喜次さん
（上江黒）

明和村のみなさん、新年明

けましておめでとうございま

す。

私もお陰さまで 3 度目の午

年を迎えることかでき大変う

れしく思っています。

もう私は 36歳、今まで歩んで来た36年間を振り返ると、満

足な事は 1 度もなく失敗の連続だった。想い出すと、はずか

しいばかりだ。

私は人生の中ば過ぎ、もうそろそろ本当の大人達への仲間

入りをさせていただき、少しでも村の為、世の為になる事を

今年はやってみたいと思っております。

3 人の子供も、おおらかに育っていますか、きびしい社会

に出ても、悔いのない人生を送つてもらいたいと、子供に新

年早々から夢を託しています。
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襲仰璽園繍畠怠と聾宮墨
（昨年の1.7倍）

ー水田利用再編対策

表ー 2

今
、
全
国
ど
こ
の
農
家
も
同
じ
よ

う
に
、
大
変
な
時
期
に
直
面
し
て
い

ま
す
そ
れ
は
米
の
生
産
調
整
。

水
田
利
用
再
編
対
策
と
い
う
名
称
の

対
応
策
た
。
こ
の
施
策
は
、
二
本
の

柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
‘
―
つ
は

今
後
十
年
間
米
の
生
産
を
強
力
に
お

さ
え
る
と
い
う
事
と
、
米
の
消
費
拡

大
を
図
る
と
い
う
二
つ
の
事
で
す
。

昨
年
政
府
は
水
田
の
転
作
割
当
て

を
全
国
平
均
前
年
の
二
倍
に
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
群
馬
県
で

は
昨
年
の
ニ
・
一
倍
、
明
和
村
て
は

一
・
七
倍
八
十
七
h
a
の
転
作
を
割
当

て
ら
れ
ま
し
た
。
表
一

ま
た
米
の
事
前
売
渡
し
限
度
数
量

に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
、
四
十
ト
ン

昭和 52 年度 昭和 53 年度

全国 8,700,000t 8,300,000 t 

群馬県 73,500 t 69,000 t 

明 うるち米
I, 948 t_ 

うるち米
I,896 t 

I, 990 t (32,481 俵） I, 950 t (31, 602俵）

和

(33, 162 5俵） 40 t (32,497俵） 53 t 
村 もち米 もち米

(681 5俵） (895俵）

本村の死亡別原因順位

報

（
六
百
六
十
五
・
五
俵
）
も
少
な
い
数

量
に
な
り
ま
し
た
。
表
二

こ
の
よ
う
に
‘
き
び
し
く
規
制
さ

れ
た
以
上
、
こ
れ
か
ら
農
家
は
タ
ダ

米
さ
え
作
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う

考
え
を
、
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
き
な
転
換
期
に
た
た
さ
れ
た

わ
け
で
す
か
、
こ
れ
ら
割
当
て
は
‘

ど
う
し
て
も
く
ぐ
り
ぬ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
‘
ぜ

ひ
と
も
目
標
達
成
の
た
め
、
お
頗
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
‘
も
う
―
つ
の
柱
で
あ
る
米

の
消
費
拡
大
を
全
国
農
協
中
央
会
か

盛
ん
に
P
R

し
て
い
ま
す
か
、
も
う

一
歩
と
い
う
よ
う
て
す
。
我
々
も
少

し
で
も
米
の
消
費
を
拡
大
し
、
外
国

一
辺
倒
の
食
エ
ネ
ル
キ
ー
依
存
を
少

し
で
も
な
く
す
よ
う
努
力
す
る
必
要

か
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

万
ン
ガ
ら
家
庭
を
守
こ
っ② 

ガ
ン
の
死
亡
順
位
は
第
二
位

本
村
の

死
亡
者
を

み
る
と
‘

昨
年
は
八

十
五
人
か

死
亡
し
て

い
ま
す
。

そ
の
う
ち

直
接
の
死

因
か
ガ
ン

で
あ
る
人

か
十
三
人
‘

間
接
的
に

ガ
ン
で
あ

る
人
か
三

人
お
リ
ま

（昭和51 年）

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

心臓病 脳卒中 老衰 ガン その他

22人 18人 14人 13人 18人

25 9% 21 1% 16 5% 15 4%  21 1% 

め し＼ わ

表ー 1 転作割当目標面積

昭和52年度 昭和53年度 比率

全国 195,000 ha 391,000 ha 2 0倍

群馬県 2 I 610 // 5,540 II 2. I 倍

明和村 50 II 87 II I. 7倍

米の事前売渡し申し込み限度数量

し
た
。十

三
人
の
ガ
ン
死
亡
の
内
訳
は
、

胃
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
か
十
人
、
子
宮

ガ
ン
に
よ
る
死
亡
か
二
人
‘
肺
ガ
ン

に
よ
る
死
亡
か
一
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。結

果
的
に
胃
ガ
ン
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
事
か
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
全

国
で
も
胃
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
か
第
一

位
で
あ
る
の
と
同
様
で
す
。

不
良
軽
油
の
追
放
に

ご
協
力
を
”
~

軽
油
引
取
税
は
、
バ
ス
、
ト
ラ
ゾ

ク
タ
ン
プ
カ
ー
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る

軽
油
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
軽

油
に
灯
油
を
混
和
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
灯
油
を
自
動
車
燃
料
に
使
用
す

る
場
合
は
、
そ
の
灯
油
に
対
し
て
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

5
1
年
度
に
納
め
た
本
県
の
軽
油
引

取
税
は
、
約

4
8億
円
で
、
こ
の
税
金

は
、
県
内
の
道
路
や
橋
の
建
設
整
備

な
ど
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
‘
県
民
の

生
活
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
か
‘
不
正
な
事
例
と
し
て

軽
油
に
灯
油
な
ど
を
混
和
し
て
軽
油

の
価
格
で
販
売
す
る
業
者
や
、
自
分

で
軽
油
と
灯
油
を
混
和
し
た
り
‘
灯

油
の
み
を
使
っ
て
い
る
テ
ィ
ー
セ
ル

自
動
車
か
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
‘
こ
の
よ
う
な
脱
税
行
為

を
無
く
し
‘
適
正
な
軽
油
の
流
通
と

課
税
の
公
平
と
を
は
か
る
た
め
‘
不

良
軽
油
の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
‘
皆
さ
ん
か
購
入
さ
れ
た
軽

油
に
不
審
な
点
か
あ
っ
た
と
き
は
‘

も
よ
り
の
財
務
事
務
所
に
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

かあ 今年は我々の年だ かあ 今年は我々の年だ
ウマ

6 度目の午としを
迎えましだ

須藤重吉さん
じエロ）

1978年の午年を迎えまして

おめでとうございます。私は
ひのえ

丙午の生まれで、光陰矢の如

しと申しますか、月日のたっ

のは早いもので第六回目の午

年を迎えました。こうした午

年の過ぎ去ったことを振り返ってみますと、午年か悪という

こともなく、今日まで元気でかんばってきました。私は生ま

れて 3 回目の午年のとき現役兵として近衛第 1連隊に入隊し、

連隊長の馬持などしましたか、午年のせいか、馬に好かれて

兄弟同様にかわいいものでした。こうして午年を考えると決

して悪いとは思いません。

私の生まれは丙午年で60年に 1 回巡って来ると言われてい

ますか、 12支を考えてみますと仲々おもしろいものですね。

村民の皆さん、お互いかんばりましょう。

ウマ

4度目の午としを
迎えましだ

本沢静永さん
（南大島）

新年を迎えて、今まで、自

分の人生を振り返ってみます

と、一輪の花、一羽の鳥にも

風雪に耐えぬいた年かあった

ように、私も永年よくもかん

｀よ濯．．ばって来られたものだと感じ
ております。また、同時に私をささえてくれた知友に感謝を

いたしております。

こんど 4 度目の干支を迎えることになり、本当に幸福者で

ごさ‘‘しヽまず。

先日、かわいい数人の小学生か軽快にペタルを踏んで、家

路を急ぐ姿を見て懐かしいなー自分もあんな姿があったのだ

と見とれていたら、手元を離れた自分の子どもの顔と二重に

映るのでした。早いものだとつくづく感じたものでした。そ

して今日という日を精いっぱい努力しようと、誓いました。
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十
二
月
二
十
二
日
、
歳

末
恒
例
の
施
設
慰
問
に
‘

村
長
‘
助
役
、
社
協
の
正

副
会
長
ら
は
‘
‘
本
村
出
身

の
人
か
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
老
人
ホ
ー
ム
や
精
薄

施
設
（
十
五
施
設
、
二
十

九
人
）
を
訪
れ
、
長
期
入

院
入
所
者
を
励
ま
し
て
歩

き
ま
し
た
。

こ
の
日
館
林
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る

田
村
つ
ね
さ
ん
を
訪
れ
た

助
役
ら
は
慰
問
金
を
送
り

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気

な
顔
を
見
て
安
心
し
た
よ
。
」

な
ど
と
励
ま
し
‘
こ
の
日

の
慰
問
を
終
え
ま
し
た
。

暮
れ
も
お
し
せ
ま
っ
た

十
二
月
二
十
三
日
、
明
中

の
実
習
室
で
婦
人
学
級
は

保
健
所
の
黒
岩
先
生
の
指

導
を
い
た
だ
い
て
、
お
正

月
料
理
（
七
品
目
）
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ど
な
た
に
で

も
簡
単
に
で
き
て
、
し
か

も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
色
あ

い
は
自
然
色
を
う
ま
く
利

用
し
た
み
ご
と
な
料
理
で

出
来
あ
が
る
の
か
ま
ち

き
れ
な
い
か
の
よ
う
に
ほ

お
ば
る
と
「
さ
す
か
う
ま

い
ね
」
「
お
正
月
に
は
ぜ
ひ

►

ハ
ニ
ワ
な
ど
彫
塑
作
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」
な
ど

作
品
ズ
ラ
リ
と
さ
さ
や
き
か
あ
ち
こ
ち

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

_
@
_
⑧

I

⑤
_
H
_

こ
_
@
_
①
_
’
②

I

◄

火
災
発
生
？
保
育
園
で
退
避
訓
練

村
内
の
三
保
育
園
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
園
児
達
は
合
唱

や
劇
を
演
じ
、
見
て
い
た

父
兄
か
ら
盛
ん
に
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

役
場
の
職
員
が
扮
し
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
突
然

現
わ
れ
大
き
な
袋
か
ら
、

園
児
達
が
ほ
し
か
っ
て
い

る
カ
ル
タ
や
ケ
ー
キ
を
取

り
出
し
、
よ
い
児
の
み
ん

な
に
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り

し
て
‘
終
始
な
ご
や
か
な

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。

保
育
園
で
火
災
か
発
生
し
ま

し
た
。
と
い
う
想
定
で
退
避
訓

練
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
達
は
火
災
ベ
ル
か
鳴
る

と
同
時
に
保
母
さ
ん
達
に
引
卒

さ
れ
て
、
空
地
に
避
難
し
、
す

る
と
三
台
の
消
防
車
か
か
け
付

け
園
舎
を
守
り
ま
し
た
。

最
後
に
石
橋
分
署
長
さ
ん
は

「
み
な
さ
ん
は
段
々
避
難
す
る

の
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
」
と

お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
「
よ

く
で
き
た
の
で
、
今
度
来
る
時

は
ハ
シ
ゴ
車
や
消
防
車
に
乗
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
」
と
約
束
し

て
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

◄

楽
し
い
保
育
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

◄

P
T
A

が
版
画
を
習
う

►

村
長
ら
福
祉

施
設
を
慰
問
す
る

►

婦
人
学
級
で
お
正
月

料
理
を
習
う

• ` 
ー·→•一—•-

しぶみ査を 二高のにもでてて 焼こ
たのごし表最ワ学で入い‘も ‘こ物の東
゜にとて彰後な年‘れの児ら作れーほ小
苦ないしにどは低焼色童お品は作ど学
労でまよりを灰学物を達うを‘り自校
しきしうつ作皿年を塗はと作自を分の
てばたとぱり ‘は完り粘行る分行の児
いえが先にま花ぺ成‘土わ喜のい手童
たな‘生出しビンさ大にれび手まで全
よのみ方来たンダせき思たををし塑員
うでんかた゜‘ンたないも持汚た像か
で選な審物 ハトも釜おのつし゜ヘ

東
小
の
P
T
A

は
お
正

月
の
年
賀
は
か
き
は
手
作

り
の
版
画
を
つ
く
っ
て
差

し
出
そ
う
と
版
画
教
室
を

開
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
版
画
を
彫

っ
た
事
が
な
い
母
親
だ
け

に
椎
原
校
長
に
版
画
の
イ

口
ハ
を
指
導
し
て
も
ら
い

な
か
ら
、
下
絵
の
午
の
絵

に
盛
ん
に
彫
刻
刀
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。

真
心
の
こ
も
っ
た
賀
状

だ
け
に
‘
受
け
取
っ
た
人

の
喜
ぶ
顔
か
想
像
さ
れ
る

よ
う
で
し
た
。
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三
月
十
五
日
が
期
限

昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
と
納
税
の
時
期
か
近
つ
い
て

き
ま
し
た
。
期
間
は
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
三
月
十

五
日
間
近
に
な
り
ま
す
と
‘
税
務
署

か
大
変
混
雑
し
待
ち
時
間
が
多
く
な

リ
ま
す
か
ら
、
お
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
次
の
よ
う
な
条
件
の
人
か

確
定
申
告
を
し
ま
す
と
‘
税
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

-
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な

ど
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
る
人

m
雑
損
控
除
と
は
‘
災
害
や
盗
難
、

横
領
に
あ
っ
て
住
宅
や
家
財
に
損

害
を
受
叶
た
場
合
、
そ
の
損
害
か

所
得
の
一
0
％
を
こ
え
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
こ
え
て
い
る
部
分
の

金
額
か
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

図
医
療
費
控
除
と
は
、
本
人
や
家

族
か
病
気
に
な
り
‘
支
払
っ
た
医

療
費
か
所
得
の
五
％
か
五
万
円
の

ど
ち
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
こ
え

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
こ
え
て
い

る
部
分
の
金
額
か
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
人
で
、
次
の

い
す
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

m

父
母
が
離
婚
し
‘
母
親
と
生
活

し
て
い
る
子
。

図
父
親
と
死
別
し
た
子
。

⑤
父
親
か
重
い
病
気
（
た
と
え
ば

両
眼
の
視
力
か
＝
凸
四
以
下
の
人
、

⑤
住
宅
取
得
控
除
と
は
、
住
宅
を

新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入

し
て
、
そ
の
床
面
積
か
百
六
十
五

平
方
訂
以
下
で
、
新
築
、
購
入
し

て
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、

引
続
き
住
ん
で
い
る
場
合
に
は
‘

居
住
し
た
年
以
降
三
年
間
に
わ
た

っ
て
、
各
年
分
の
所
得
税
の
額
か

ら
最
高
三
万
円
か
控
除
さ
れ
ま
す
。

（
な
お
‘
住
宅
取
得
控
除
に
つ
い

て
は
、
最
初
の
年
に
確
定
申
告
を

す
れ
ば
‘
二
年
目
‘
三
年
目
は
年
末

調
整
で
控
除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

二
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

三
、
特
定
の
寄
付
金
を
支
出
し
た
り

し
て
‘
寄
付
金
控
除
か
受
け
ら
れ

る
人
。

四
、
原
稿
料
や
利
子
・
配
当
な
ど
の

収
入
か
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め

「
児
童
扶
養
手
当
」
は
‘
寡
婦
国
父
親
か
法
令
に
よ
っ
て
一
年

の
家
庭
と
か
、
父
親
か
重
い
病
気
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
。

に
か
か
っ
て
い
る
家
庭
で
、
母
親

m

未
婚
の
母
の
子
。

の
ほ
か
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
⑧
捨
子
の
場
合
（
た
だ
し
‘
里

る
人
に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
親
に
出
さ
れ
て
い
る
子
や
、
児

た
だ
し
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て
い
る

い
る
人
か
、
障
害
年
金
‘
老
齢
福
子
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

祉
年
金
以
外
の
国
▼
手
当
額
（
月
額
）

民
年
金
や
厚
生
年

m
J
u
辛
里
止
い
辛
箕
ギ
丁
虫
コ
ぇ

9

子
ど
も
か

金
恩
給
な
ど
の
一
人
の
人

1
1

公
的
年
金
を
胄
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
―
万
九
千
五
百
円

て
い
る
人
、
ま
た
、
二
人
の
人

1
1

子
ど
も
か
里
子
に
な
っ
て
い
る
場
二
万
一
千
五
百
円
、
三
人
以
上
の

合
は
手
当
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
時
は
、
一
人
増
え
る
ご
と
に
四
百

せ
ん
。
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
子
ど
も
▼
手
当
の
支
給
開
始
月

十
八
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
役
場
に
請
求
書
を
提
出
し
た
日

の
子
ど
も
‘
ま
た
は
心
身
に
障
害
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

耳
か
は
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
人
、
両

手
、
両
足
の
な
い
人
な
ど
）
の
子
。

田
父
親
の
生
死
か
明
ら
か
で
な
い

子
。

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
旱
め
に

た
全
体
の
所
得
か
あ
ま
り
多
く
な

い
人
。

五
‘
予
定
納
税
を
し
て
い
た
か
、
休

業
や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前

年
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
人
。

早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
付
も

早
く
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

肢
体
不
自
由
者
の

自
動
車
豆
麟
＂
に
は

補
助
金
が
支
給

肢
体
不
自
由
者
か
自
動
車
免
許
の

取
得
に
要
し
た
経
費
や
運
転
し
よ
う

と
す
る
自
動
車
を
運
転
し
や
す
い
よ

う
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
経
費
に

つ
い
て
補
助
か
な
さ
れ
ま
す
。

◎
自
動
車
免
許
取
得
に
要
し
た
費
用

▼
対
象
者
肢
体
不
自
由
者
（
一
級

ー
六
級
）

▼
補
助
基
本
額
十
万
円

▼
補
助
率

、
＇

ア
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
‘
村
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
村

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
：
…
•

…

10/10 □
所
得
税
非
課
税
で
‘
村
民
税
所

得
割
課
税
世
帯
：
·
·
:
5
/
1
0

[
前
年
度
分
所
得
税
三
万
二
干
四

百
円
以
下
の
世
帯
…
·
:
1
/
3

◎
自
動
車
改
造
に
要
し
た
費
用

▼
対
象
者
肢
体
不
自
由
者
（
一
級

ー
六
級
）

▼
補
助
基
本
額
ー
五
万
円

▼
補
助
率

5
/
1
0

▼
所
得
制
限
な
し

な
お
‘
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
役
場
住
民
課
で
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

石
け
ん
水
で
ガ
ス
も
れ
探
知

L
P

ガ
ス
事
故
の
大
部
分
は
ガ
ス

も
れ
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

手
軽
に
ガ
ス
も
れ
を
調
べ
る
に
は

石
け
ん
水
か
役
立
ち
ま
す
。
筆
で
ゴ

ム
管
に
塗
る
と
‘
も
れ
て
い
る
と
き

は
泡
立
つ
の
で
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

ゴ
ム
管
は
古
く
な
る
と
ヒ
ビ
割
れ

か
で
き
て
•
ガ
ス
も
れ
の
原
因
と
な

リ
ま
す
。
少
な
く
と
も
二
年
か
限
度

と
心
得
て
、
早
目
に
と
り
替
え
る
の

か
安
全
で
す
。

ま
た
、
ゴ
ム
管
を
長
く
使
っ
て
い

る
と
ガ
ス
臭
く
な
る
こ
と
か
あ
り
ま

す
か
、
そ
の
と
き
は
、
石
け
ん
水
か

泡
立
た
な
く
て
も
、
新
し
い
の
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

清
潔
さ
が
あ
な
た
を
守
る

ヽ
ゞ

ネ
ズ
ミ
に
と
っ
て
は
コ
ム
管
に

つ
い
た
煮
こ
ぼ
れ
も
、
お
い
し
い
ご

ち
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
か
‘
煮
こ
ほ

れ
だ
け
で
な
く
ゴ
ム
管
ま
で
か
じ
っ

て
し
ま
い
、
ガ
ス
も
れ
を
引
き
起
こ

す
こ
と
か
あ
り
ま
す
。
鉛
管
ま
で
食

い
破
る
ほ
ど
の
歯
を
も
つ
ネ
ズ
ミ
の

こ
と
、
ゴ
ム
管
な
ど
ワ
ケ
あ
り
ま
せ

ん
。
ガ
ス
管
の
汚
れ
は
、
い
つ
も
き

れ
い
に
ふ
き
と
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
”
~

村
政
に
対
可
る

疑
闘
な
ど
を

村
か
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
し
て

日
頃
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
事
や
、

年
金
や
税
金
な
ど
わ
か
ら
な
い
事
か

あ
り
ま
し
た
ら
広
報
紙
上
の
＂
お
た

最
近
多
い
ガ
ス
爆
発

L
P

ガ
ス
の
事
故
防
止
を

ず
ね
コ
ー
ナ
ー
”
と
題
し
た
欄
で
お

答
え
し
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

▽
送
り
先
△

明
和
村
大
字
新
里
二
八
八
番
地

明
和
村
役
場
総
務
課
広
報
係

疇
[
"
蒻
｛
か
空
ゑ

▼
斗
合
田
の
野
ロ
タ
カ
さ
ん
は
、
東

小
学
校
に
来
客
用
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
ス
リ
ッ
パ
五
十
個
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

▼
朝
日
生
命
厚
生
事
業
団
は
東
部
児

童
館
に
児
童
に
読
ま
せ
て
く
だ
さ
い

と
教
育
図
書
二
十
一
冊
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

年
明
け
て
沼
展
け
行
く
漁
師
の
唄

坂
村
芳
明

鞭
打
っ
て
老
に
耐
え
な
ん
午
の
春

北
島
若
水

送
り
来
し
残
り
毛
糸
の
足
袋
カ
バ
ー

安
見
あ
っ
子

老
い
た
れ
ど
飛
躍
に
燃
え
ん
午
の
春

田
口
春
栄

安
泰
の
家
庭
う
る
わ
し
古
稀
の
春

田
口
春
耕

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
財
布
を
し
め
て
師
走

行
く
原
口
春
晴

時
雨
降
る
里
は
静
か
に
暮
れ
て
ゆ
く

林
秀
峰

昏
れ
残
る
社
の
森
や
い
て
ふ
黄
葉

林
倫
常

生
き
甲
斐
を
歌
句
三
味
老
の
春

青
木
光
子

雪
の
富
士
う
つ
し
て
澄
め
り
氷
面
鏡

岡
安
福
一

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

今
月
は
短
歌
で
す

文

芸

順
不
同

欄
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12月の

ら謬救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 6 件

●その他 1 件

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を

さ
し
あ
げ
ま
す

総
務
課
広
報
係
で
は
、
広
報

に
の
せ
る
写
真
を
い
ろ
／
＼
の

角
度
か
ら
撮
り
、
こ
の
う
ち
の

一
枚
か
二
枚
を
広
報
に
の
せ
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
広
報
写
真

に
の
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ

ら
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
か
数
多
く

保
存
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
の
で
、
広
報
を
ご

覧
に
な
っ
て
自
分
の
写
真
が
あ

る
と
思
っ
方
は
広
報
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
希
望
の
写
真
を

差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
広
報
に
の
っ
て
い
な

い
場
合
で
も
、
そ
の
と
き
、
そ

の
場
に
い
た
記
憶
の
あ
る
方
は

＇
念
の
た
め
問
い
合
わ
せ
て
下
さ

、
。
し

毎月 15 日は「村民交通

安全の日」です。

年
金
の
支
払
い

は
年
金
を
受
け
て

い
る
人
（
受
給
者
）

か
指
定
し
た
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便

局
を
通
じ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

受
給
者
か
今
後
も

引
き
続
い
て
支
払

い
を
受
け
る
た
め

に
は
現
況
の
確
認

を
受
け
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年

二
月
十
五
日
ま
で

に
受
給
権
者
現
況

届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年金受紀者の
現況届は芭早めに

---------------------------------------------------

; ク／／乞 ゜ことしは : 
: /' や酒 絶対守ってね/_/ ! 

□ニ

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
と
県
貯
蓄

推
進
委
員
会
で
は
、
自
主
的
な
生
活

設
計
や
計
画
的
な
貯
蓄
を
す
す
め
‘

家
庭
生
活
の
安
定

と
向
上
に
役
立
て

る
た
め
に
、
次
の

要
領
で
体
験
談
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

二
月
末
日
ま
で

▼
内
容

家
計
簿
記
帳
の
動

機
、
苦
心
談
、
家
族

の
協
力
の
よ
う
す
。

生
活
内
容
の
変
化

な
ど
自
由
で
す
。

▼
原
稿

四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

「わガ家の家言十簿」
の体験談を雲集

▼
入
選
発
表
六
月
中
旬
頃

▼
送
付
先
群
馬
県
貯
蓄
推
進
委

員
会
（
前
橋
市
大
手
町
―
―
ー
六
日
本
銀
行

前
橋
支
店
内
）
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

な
お
詳
し
く
は
総
務
課
広
報
係
で

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9
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9
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上
毛
学
〈
吉
の

入
寮
生
募
集

群
馬
県
育
英
会
で
は
、
東
京
都
世

田
谷
区
に
あ
る
学
生
寮
「
上
毛
学
舎
」

の
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
八
十
人
程
度

▼
応
募
資
格
本
県
出
身
者
の
男
子

▼
募
集
期
間
二
月
下
旬
ま
で

▼
入
寮
選
考
書
類
と
面
接
に
よ
る
。

▼
入
寮
期
間
二
年
以
内

▼
経
費
負
担

m
入
寮
金
一
万
二
千

円
図
寮
費
二
人
部
屋
四
千
円
一

人
部
屋
四
千
五
百
円
／
月
額

な
お
‘
詳
し
く
は
群
馬
県
育
英
会

(
C
JO
二
七
二
闘
一
―
―
一
内
線
七

三
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t
i
t
夕
，
―
あ
し
ら
せ
一
§
§
§
名
名
を
＄
一
お
し
ら
せ
一
を
§
$
§
を
；
§

人
は
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
五
日

以
前
か
ら
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
ま

た
は
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

人
で
す
。

該
当
す
る
人
に
は
‘
一
月
中
旬
に

社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届
の
用
紙
か

送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
二
月
十
五
日

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
現
況
届
か
提
出
さ
れ

な
い
場
合
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
期

以
降
支
払
分
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
が
あ
る
人
は
、
役
場
住

民
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保
育
園
児
募
集

昭
和
五
十
三
年
度
の
三
保
育
園
の

園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
該
当
児
童
昭
和
四
十
八
年
四
月

保
田
試
験
ガ

行
わ
ね
ま
可

昭
和
5
2年
度
第
2

回
保
母
試
験
か

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
受
験
資
格

w
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

図
満
1
8オ
に
達
し
て
か
ら
児
童
福

祉
施
設
に
お
い
て
3

年
以
上
児
童

の
保
護
に
従
事
し
た
者

⑤
そ
の
は
か
、
県
知
事
か
適
当
な

資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
者

▼
受
験
手
数
料
二
千
円

▼
願
書
受
付
期
間

昭
和
5
3年
1

月

1
0日
ー

1

月
2
0
日

▼
試
験
日
程

2

月

2
8日i

3

月

3

日
ま
で

な
お
、
詳
し
く
は
県
庁
婦
人
児
童

課
~
o
二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
―
―
―
―

二
日
ー
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
生

ま
れ
た
児
童

▼
受
付
期
間
一
月
十
日
ー
ニ
十
一

日
ま
で

▼
受
付
場
所
役
場
住
民
課
お
よ
び

各
部
落
民
生
委
員

生活改善運動に
ご協力を．［9

本村の生活改善運動は昭和51年

発足以米、みなさまのご協力を得

て、おおむね H 的か達成されてお

1) ますか、残念なから一部の人の

協力を得られす、派手な葬儀を h

った人もあ 1) ましたか、以後牛活

改善連動の趣旨をご理解のうえ、

ご協力をお/.9.f[し、し、たします。

（明和村・社会幅祉協議会）

二
月
二
十
八
日
頃

▼
募
集
人
員
三
百
人

▼
決
定
方
法
申
し
込
み
の
あ
っ
た

者
に
つ
い
て
個
別
訪
問
し
、
家
庭
の

実
態
を
調
査
し
民
生
委
員
の
意
見
も

考
慮
し
決
定
す
る
。

▼
実
態
調
査
一
月
三
十
日
ー
ニ
月

四
日
ま
で

▼
決
定
通
知

内
線
三
三
一
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

今
月
は
都
合
に
よ
り
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
来
月
か

ら
再
び
行
い
ま
す
。

交
通
事
故
相
談

1

月

1
9日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

乳
児
検
診

2

月

9

日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
ー
ニ

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
‘
明
和
土
地

改
良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

2
7日
役
場
第
一
会
議
室

3
0日
東
部
児
童
館

"
斗
合
田
薬
王
寺

3
1日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

▼
日
時



村 の 人 口

2 月 1 日現在

世帯数 2240戸

人口総数 9629 人

男 4804 人

女 4825 人

(1 月中の動き）

出生16 人 死亡 8 人

転入18 人 転出 17 人

年\
t
J
っ
て
川
侯
の
宿
は

六
一

ー西
江
戸
の
陸
候
達
ガ
日
光
参
拝
の
お
り

会
行
き
は
日
光
街
追
を

は斎
の
帰
り
は
川
戻
宿
に
寄
っ
だ
の
で

日
光
脇
街
造
と
し
て

こ

お
あ
い
に
栄
え
だ

下
に
し
だ
に
の
参
勤
交
代
も

徳
□
家
康
の
霊
柩
も

こ
の
街
追
を
適
り
抜
け
だ
と
い
う

軒
を
並
べ
だ
旅
籠
屋
や
女
郎
唇
万

か
さ

旅
ゆ
く
入
の
蓋
を
引
き

利
根
川
は
こ
こ
で
要
と
西
と
に
分
刀
ね

冨
丁
見
の
渡
し
は

馬
泳
船
言
扇
船
て
脈
わ
い

高
沢
、
藤
野
、
松
本
な
ど
の
船
胴
屋
は

円
日
／
＼
イ
モ
を
洗
う
よ
う
だ
と
聞
く

合
で
は
自
然
文
学
者
の
田
山
花
袋
の

作
＝0
0で
知
る
事
万
て
き
る
し

整
然
と
並
ん
で
い
る
軒
並
み
と

金
閤
寺
を
ま
ね
だ
エ
手
の
家
店
と
万

当
時
の
香
り
を
力
も
し
だ
し
て
い
る

'78 
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第 197号
発行所明和村役場
編集総務課

広報係
小林印刷所印刷所

丸山公一君（新里）の作品です

静寂なたたずまい

``JII僕奮、、

車の所有状況

1 世帯に1. 3台

// 1. 2台

ォートバイの所有状況

‘ 1 世帯に 0. 7台

歳末助け合い共問募金

：
シ

?'-— 

つ
、
\
j
`
‘
,
'
ノ

、
ヽ
j年
年
年

5
0
4
5
4
0
 

竺
虚
扇

□

こ
感
：

1
0
7
5

＿
フ
（
（

卜 数
字
で
見
る
我
ガ
村1 人当たりの募金額63円

// 12円

II 9円

現在

5 年前

10年前



昭和53年 2 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第197号 (2) 

五
十
三
件
、
八
十
万
六
千
円
、
こ

の
数
字
は
、
昨
年
、
館
林
邑
楽
交
通

災
害
共
済
見
舞
の
対
象
に
な
っ
た
本

村
だ
け
の
件
数
と
金
額
で
す
。

交
通
関
係
の
事
故
は
新
聞
紙
上
を

毎
日
に
ぎ
わ
し
て
お
り
ま
す
。
交
通

事
故
は
い
つ
自
分
か
犠
牲
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
に
備
え
て
い
ま
ま
で

加
入
し
て
い
た
方
は
、
今
年
も
忘
れ

ず
に
再
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
未
加
入
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

安
い
会
費
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

死
亡
、
ま
た
は
傷
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
見
舞
金
（
表
ー
一
）
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
入
院
し
た
日
数

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
入
院
見
舞
金

制
度
も
加
わ
り
一
段
と
充
実
し
ま
し

た
。
な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

共
済
は
三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
切

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
他
の
共
済
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
方
で
も
、
そ
れ
に
関
係

な
く
加
入
で
き
ま
す
。

一
人
に
つ
き
年
額
二
百
五
十
円
で

す
。
な
お
期
間
途
中
（
四
月
一
日
以

降
）
に
加
入
し
て
も
会
費
は
同
じ
で

す
。
年
齢
制
限
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
途
中
加
入
し
た
場
合
で
も
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
と
会
員
証
に
必
要
事
項
を
記
入
し

会
費
を
添
え
て
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②
三
月
七
日
以
後
の
申
し
込
み
は
役

一今
年
か
ら
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、

交
通
事
故
に
よ
り
入
院
治
療
を
受
け

た
方
に
つ
い
て
、
共
済
見
舞
金
の
は

か
に
、
入
院
実
日
数
の
二
分
一
に
対

し
、
一
日
に
つ
き
五
百
円
の
入
院
見

舞
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば

十
日
入
院
す
る
と
二
千
五
百
円
加
算

さ
れ
ま
す
。

議会3月10日頃招集

各種予算店ど奎議

場
総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

今
年
第
一

回
目
の
定
例

村
議
会
か
三

月
十
日
頃
に

招
集
さ
れ
、

会
期
七
日
間

の
日
程
で
行

わ
れ
る
予
定

で
す
。

今
回
上
程

さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
議
案

は
、
一
年
間

表ー 1 共済見舞金

傷 害 の 程 度 金 額

死亡した場合 500,000円

廃疾となったもの

（身障福祉法により 1 級， 2 級に認定され 300,000 

身体障害者手帳を交付されたもの）

1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

6 カ月以上の治療を要する傷害 100,000 

5 カ月以上の治療を要する傷害 80,000 

4 カ月以上の治療を要する傷害 60,000 

3 カ月以上の冶療を要する傷害 40,000 

2 カ月以上の治療を要する傷害 20,000 

I 力月以上の治療を要する傷害 10,000 

1 週間以上 I 力月未満の治療を要する傷害 6,000 

250 
円

間
安

心 ” 
交通災害共済

自
動
車
税
（
県
税
）
も

口
座
振
替
納
税
を

食
物
の
中
に
異
物
が
入
っ
て
い
た

か
、
ど
こ
へ
‘
ど
の
よ
う
に
苦
情
を

持
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
な
ど
と

お
困
り
の
方
に
、
村
で
は
消
費
苦
情

相
談
員
を
次
の
三
人
の
方
に
委
嘱
し

て
お
り
ま
す
の
で
消
費
に
対
し
て
の

苦
情
な
ど
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
成
キ
ク
江
（
江
口
）
6
川
俣
―
―
七
三

有
線
―
―
九I-―
―
―

利
子
（
中
谷
）6
川
俣
二
翌
七

有
線
七
九
ー
八

サ
イ
（
大
輪
）
6
川
俣
墨
―
―
―
―

有
線
一
三
—
-
=

（
敬
称
略
）

近
年
、
電
話
料
金
、
電
気
料
金
、

N
H
K

の
聴
取
料
な
ど
の
料
金
の
支

払
い
方
法
か
、
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
自
動
的
に
振
替
支
払
い
か
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
同
し
方
法
で

自
動
車
税
の
納
税
も
口
座
振
替
納
税

か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
五
十

三
年
度
か
ら
こ
の
方
法
に
よ
る
納
税

を
ご
利
用
な
さ
る
方
は
、
農
協
ま
た

は
銀
行
に
口
座
振
替
依
頼
書
か
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
江
原

▼
内
山 消

費
苦
情
は

相
談
員
へ

の
方
向
を
決
定
す
る
昭
和
五
十
三
年

度
の
各
種
会
計
予
算
や
条
例
改
正
な

ど
で
す
。

な
お
、
議
会
の
様
子
な
ど
を
傍
聴

し
た
い
と
‘
ご
希
望
の
方
は
議
会
事

務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。



(3) 第 197号

臣
亨
1

►

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
田
園
風
景

広 報 め し＼

青
木

わ 昭和53年 2 月 10 日

私
は
農
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う

田
ん
ぼ
は

田
植
と
刈
取
り

11111111111111111111111111111111111111111111111111111'1 

た 君を二
の洋も訪十群
で上元問三馬
ご大気し日青
紹学にまま年
介の帰しで洋
いよ国たの上
たっさか十大
しすれ‘七学
まなま本日は
すどし村間‘
゜感たか ‘昨
想゜ら沖年
を 参編十
寄加‘二
せ し香月
て た港七
く青‘日
だ 木マに
さ ‘二出
い 今ラ発
ま 成なし
し 両どて
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勝
美
（
田
島
）

つひ小 的事

` →…―ー←芝ら一彎:·—玉゜昔人ィ見フ
多前とリ学イ

たなたと陽えなに悲つ農い とは改る 差いいのにッしリ
最゜ぐち踊気る南咲して業小多痛遅革で私かて人日完ピてッ
後 さ゜りでバ国きくやは作く感れをしは大‘は本全ンまピ
に めそを明ナの乱思つ畜料のしてしよ色き持何とにのいン
洋 のん愛るナ花れえて力贔小ましなう々いて十同分農りの
上 ーなすい忘‘るたいと、 しまけかの事な ha じカ~家ま農大 つ事る性し遠色かる人言 1 fこうれ早事だいもよれはし業
学 でか小格の方鮮‘の力納は゜だばく情゜者持うて地たを
に あ私作‘林にや庭でにめ‘ ろ農土も とつでい主゜重
参 つの人歌‘見か先‘よ‘高 う業地あ のてあてと 点

群
馬
県
洋
上
大
学
参
加
の
二
名

大
き
な
収
穫
を
み
や
げ
に
帰
国

昨
年
の
広
報
十
月
号
（
第
百
九
十

三
号
）
で
『
老
人
に
手
紙
で
交
通
安

全
を
訴
え
る
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

小
学
校
の
児
童
全
員
か
七
十
才
以
上

の
お
年
寄
り
に
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
‘

関根美映ちゃん 藤野朋子ちゃん

加
す
る
に
あ
た
り
、
村
長
さ
ん
を
は

じ
め
多
く
の
方
の
ご
協
力
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
成
登
美
雄
（
江
口
）

百
八
十
人
の
仲
間
と
日
本
丸
と
い

う
船
の
中
で
過
し
た

1
1

た
っ
た
十
七

日
間
”
の
付
き
合
い
。

十
七
日
間
と
い
え
ば
自
分
の
歩
ん

で
来
た
人
生
の
何
百
分
の
一
だ
。
こ

の
何
百
分
の
一
だ
が
、
私
の
人
生
の

中
で
、
こ
ん
な
に
も
す
ば
ら
し
く
充

実
し
た
日
々
は
今
だ
か
つ
て
味
わ
っ

た
事
が
な
い
。

不
思
議
と
助
け
合
お
う
と
す
る
連

帯
感
は
わ
き
出
て
く
る
し
、
分
担
さ

れ
た
仕
事
は
必
ず
実
行
す
る
と
い
っ

た
事
だ
が
、
船
自
体
が
―
つ
の
社
会

の
縮
図
を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

こ
の
仲
間
達
と
過
し
た
十
七
日
間

は
何
年
、
何
十
年
も
か
か
っ
て
築
き

あ
げ
た
人
間
関
係
に
値
す
る
と
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
こ
の
洋
上
大
学
で
得
た
多

く
の
知
識
、
経
験
を
少
し
で
も
、
社

会
の
為
、
村
の
為
に
つ
く
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
外
へ
出
る
時
は
気

を
つ
け
て
」
な
ど
と
手
紙
を
出
し
ま

し
た
。
と
い
う
記
事
を
ご
記
憶
の
こ

と
と
思
い
ま
す
か
、
そ
の
老
人
へ
の

手
紙
が
き
っ
か
け
で
、
川
俣
の
藤
野

朋
子
ち
ゃ
ん
と
須
賀
の
関
根
美
映
ち

ゃ
ん
の
二
人
は
今
で
も
手
紙
の
や
り

と
り
を
し
て
い
ま
す
。

朋
子
ち
ゃ
ん
は
大
輪
の
青
木
光
子

さ
ん
と
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
か

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
に
は
‘
ひ

ざ
掛
け
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
の

仲
の
良
さ
。
そ
れ
に
応
え
て
「
ひ
ざ

小
憎
に
朋
子
ち
ゃ
ん
よ
り
ひ
ざ
掛
け

を
や
さ
し
き
心
い
つ
い
つ
ま
で
も
」

と
い
っ
た
短
歌
で
返
事
を
よ
こ
す
な

ど
の
ほ
の
ほ
の
と
し
た
や
り
と
り
か

続
い
て
い
ま
す
。

も
う
一
組
の
美
映
ち
ゃ
ん
は
大
輪

お
と
し
よ
り
と
小
学
生
の

ほ
の
ぼ
の
文
遅
い
つ
ま
で
も

す
ば
ら
し
か
っ
た

十
七
日
間

県年齢別体位の平均値

年齢別
【幼稚園】

5 オ

【小学校】
6 オ
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9 // 
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【中学校】
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【高校】
15オ
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＜；主＞下が女子で、単位は体重が院、
その他はいずれも苫ン。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の

体
格
は
ど
う
で
す
か

の
早
川
水
門
さ
ん
と
の
や
り
と
り
も

相
当
な
も
の
、
一
字
一
句
や
さ
し
く

昔
の
明
和
村
の
様
子
な
ど
を
書
い
て

く
れ
、
美
映
ち
ゃ
ん
は
社
会
の
勉
強

に
役
立
つ
わ
と
大
喜
び
。

二
人
と
も
返
事
か
く
る
の
を
首
を

長
く
し
て
待
つ
毎
日
で
す
。

ち
な
み
に
、
老
人
へ
手
紙
を
出
し

て
、
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
西

小
で
調
査
し
た
結
果
、
返
事
が
届
い

た
の
は
三
四
・
九
％
、
電
話
な
ど
で

お
礼
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
を
加

え
る
と
四
一
・
七
％
で
し
た
。

子
を
持
つ
親
に
と
っ
て
子
供
の
成

長
は
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
り
、
ま

た
、
他
人
の
子
と
の
対
比
も
気
に
な

る
も
の
で
す
。

県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
幼
稚
園
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
年
令
別

体
位
を
次
の
表
の
よ
う
に
発
表
し
ま

し
た
。
前
年
に
比
べ
る
と
全
体
的
に

は
あ
ま
り
差
は
な
く
、
中
学
生
で
身

長
、
体
重
か
ふ
え
て
い
る
の
か
目
立

つ
程
度
で
す
。

こ
れ
を
五
年
ご
と
の
推
移
で
み
る

と
、
胸
囲
、
座
高
の
伸
び
は
小
さ
い

か
、
身
長
、
体
重
か
伸
び
て
お
り
、
日

本
人
特
有
の
短
足
が
少
な
く
な
り
、

足
長
で
ス
マ
ー
ト
な
現
代
っ
子
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
体
格
は
ど

う
で
す
か
。
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ

、
。
し

ゴ
ミ
は
…
…

指
定
さ
れ
た
日
に

指
定
さ
れ
た
袋
で

最
近
、
ご
み
袋
が
指
定
さ
れ
た
日

以
外
に
で
て
お
り
、
収
集
所
近
く
の

家
で
は
大
変
迷
惑
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
ご
み
袋
は
収
集
日
（
月
・
金
曜

日
）
の
午
前
九
時
ま
で
に
指
定
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
紙
袋
か
村
の
指
定
以
外
の

袋
を
使
用
し
て
い
る
人
か
お
り
ま
す

か
、
指
定
以
外
の
袋
は
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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い
う
観
念
を
持
た
せ
る
よ
う
話
し
あ

っ
て
く
だ
さ
い
。

要
7苓
ぐ
へ
咎

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
新
学
期
。
こ
と
し
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
、

さ
ぞ
心
待
ち
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
入
学
準
備
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
は
、
希
望
と
同
時

に
何
か
し
ら
一
ま
つ
の
不
安
も
お
あ
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
月
か
ら
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
生
活
に
入
り
ま
す
。
親
と
し
て

お
子
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
に
と
け
込
め
る
よ
う
好
ス
タ
ー
ト

を
き
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

っ
て
い
ま
す
。
二
月
二
十
五
日
（
土
）

午
後
二
時
よ
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
多

用
中
と
存
じ
ま
す
か
、
必
ず
出
席
し

て
よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
は
か
き
や
ミ
ニ
レ
タ
ー
で
書

き
損
じ
た
り
‘
汚
し
た
り
‘
印
刷
を

誤
っ
た
り
し
た
も
の
は
新
し
い
も
の

と
交
換
で
き
ま
す
。

書
き
損
じ
た
こ
と
し
の
お
年
玉
つ

き
年
賀
は
か
き
も
普
通
の
官
製
は
か

き
と
交
換
で
き
る
の
で
、
小
さ
な
暮

ら
し
の
節
約
を
め
ん
ど
う
か
ら
す
に

こ
の
際
ぜ
ひ
゜

こ
の
場
合
、
手
数
料
か
必
要
で
、

通
常
は
か
き
十
枚
交
換
す
る
の
に
三

十
円
（
一
枚
三
円
）
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

交
換
手
数
料
（
一
枚
に
つ
き
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
通
常
は
か
き
（
三
円
）

▼
年
賀
は
か
き
（
三
円
）

▼
往
復
は
か
き
（
六
円
）

▼
ミ
ニ
レ
タ
ー
（
六
円
）

▼
外
国
郵
便
用
は
か
き
（
五
円
）

▼
航
空
書
簡
(
+
円
）

な
お
、
表
示
さ
れ
て
い
る
金
額
か

旧
料
金
の
も
の
に
つ
い
て
は
差
額
料

金
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ

捨
て
ず
に
交
換
を

こ
と
の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
家
庭
で
教
育
し
、
交
通
ル
ー

ル
に
強
い
お
子
さ
ん
に
育
て
て
く
だ

さ
い
。

◎
親
と
子
で
一
緒
に
学
校
ま
で
歩
い

て
み
て
、
特
に
気
を
つ
け
る
場
所

な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
子
ど

も
の
身
に
つ
く
ま
で
教
え
る
）

◎
時
間
に
よ
ゆ
う
を
持
た
せ
て
登
校

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
せ
か
せ
か
登

校
は
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま

す
。

国
民
年
金
に
は
、
六
十
五
オ
に
な

っ
た
と
き
う
け
ら
れ
る
老
齢
年
金
、

病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
日
常
生
活
に

さ
し
さ
わ
る
程
度
以
上
の
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
う
け
ら
れ
る
障
害
年
金
、

夫
と
死
別
し
、
十
八
オ
未
満
の
子
供

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
と
き
う
け

ら
れ
る
母
子
（
準
母
子
）
年
金
、
十

八
才
未
満
の
子
供
か
父
母
と
死
別
し

た
と
き
う
け
ら
れ
る
遺
児
年
金
、
老

国
民
年
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

齢
年
金
を
う
け
る
資
格
か
あ
る
夫
か

死
亡
し
た
と
き
、
妻
か
う
け
る
寡
婦

年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

年
金
を
う
け
る
た
め
に
は
、
役
場
で

請
求
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
か
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
を
う
け
る

要
件
を
満
た
し
て
も
自
動
的
に
は
、

う
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
資
格
か
あ

る
人
は
早
目
に
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
年
金
を
つ
け
る
要
件
を
満

た
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
請
求
し
な

い
と
、
時
効
に
な
っ
て
権
利
か
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

を

I
I
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西
い
ア
ル
バ
ム

を
整
理
し
て
い
た

ら
、
こ
の
写
真
か

見
つ
か
っ
た
。

現
在
の
風
景
と

比
べ
て
、
あ
ま
り

の
変
り
よ
う
に
驚

い
て
し
ま
っ
゜

こ
の
写
真
は
私

か
中
学
二
年
生
の

三
学
期
、
昭
和
十

八
年
二
月
の
も
の

な
の
で
、
ち
ょ
う

ど
三
十
五
年
前
の

昭
和
橋
と
渡
し
舟

で
あ
る
。

防げま言．”
幼児の知恵遅れ

先
天
代
謝
異
常
（
フ
ェ
ニ
ー
ル
ケ
ト
ン
尿
症
‘

ホ
モ
シ
ス
チ
ン
尿
症
、
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
血
症
、

ヒ
ス
チ
ヂ
ン
血

症
な
ど
）
は
‘

ご
く
ま
れ
に
み

る
病
気
て
す
か
、

放
置
し
て
お
く

と
必
ず
知
恵
お

く
れ
な
ど
の
重

い
心
身
障
害
を

き
た
し
ま
す
。

生
後
＿
週
間
以
内
に
検
査
を

フ
ェ
ニ
ー
ル
ケ
ト
ン
尿
症
は
、
お

そ
く
と
も
生
後
一
ー
ニ
ヶ
月
ま
で
に

治
療
を
は
し
め
な
け
れ
ば
脳
に
障
害

を
お
こ
し
て
知
恵
遅
れ
と
な
り
、
ガ

ラ
ク
ト
ー
ス
血
症
は
、
放
っ
て
お
く

と
生
後
一
ー
ニ
週
間
で
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
早
期

に
発
見
し
て
、
治
療
を
早
く
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
に
こ
の
病
気
か
あ
る
か

な
い
か
の
検
査
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
。

検
査
の
方
法
は
簡
単
で
生
後
五
ー

七
の
赤
ち
ゃ
ん
の
カ
カ
ト
か
ら
は

ん
の
少
し
血
液
を
と
る
だ
け
で
す
。

大
切
な
あ
な
た
の
赤
ち
ゃ
ん
を
知

恵
遅
れ
か
ら
ふ
せ
く
た
め
に
‘
せ
ひ

こ
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

料
金
は
採
血
料
、
指
導
料
と
て
ニ

0
0
0
円
か
個
人
負
担
て
、
検
査
料

は
県
で
負
担
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
一
部
の
病
院
で
は
実

施
さ
れ
て
な
い
か
‘
ぃ
す
れ
全
産
婦

人
科
院
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。一

月
二
十
二
日
、
村
と
子
ど
も
会

育
成
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
第
二
回
新
春
手
つ
く
り
タ
コ
あ
げ

大
会
か
梅
原
地
先
の
利
根
川
堤
防
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
全
部
で
百
二
十
五
個
の

タ
コ
か
集
ま
リ
、
高
度
や
安
定
感
を

競
い
合
い
ま
し
た
か
‘
午
後
一
時
の

開
始
時
間
か
近
つ
く
に
つ
れ
て
、
上

州
名
物
の
か
ら
っ
風
か
一
段
と
吹
き

気
象
台
か
ら
強
風
注
意
報
か
発
令
さ

第
二
回
タ
コ
揚
げ
大
会

強
風
で

糸
切
れ
続
出

春
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動

3
月

1
日

1
4

月

1
日

れ
る
ほ
ど
。

こ
の
風
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
終

始
あ
か
っ
て
い
る
タ
コ
も
あ
リ
ま
し

た
か
、
あ
げ
る
の
と
同
時
に
糸
か
切

れ
て
し
ま
い
、
河
原
や
川
の
中
に
落

ち
る
の
が
続
出
し
、
糸
な
ど
を
変
え

る
な
ど
し
て
、
親
子
で
苦
労
し
て
い

る
様
子
か
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し

こ
。f
 

▼
タ
コ
あ
げ
大
会
成
績

〈
小
学
生
の
部
〉

優
勝
立
川
康
二
（
梅
原
）

準
優
勝
関
口
峰
之
（
新
里
）

第
三
位
柿
沼
洋
一
（
江
口
）

〈
中
学
生
の
部
〉

優
勝
橋
本
悛
幸
（
斗
合
田
）

準
優
勝
松
本
衛
（
大
輪
）

以
下
該
当
な
し

春
を
迎
え
て
青
少
年
を
と
り
ま
く

環
境
は
変
わ
リ
ま
す
。
学
校
を
卒
業

す
る
青
少
年
は
社
会
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
進
級
‘
進
学
を
ひ
か
え

た
青
少
年
も
開
放
的
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
勤
労
青
少
年
も
新
年
度
で

▽
人

場

県
民
参
加
に
よ
る
第
一
回
県
民
芸

術
祭
の
一
環
と
し
て
、
県
内
ア
マ
チ

ュ
ア
演
劇
団
体
の
公
演
か
次
の
と
お

リ
行
わ
れ
ま
す
の
で
‘
鑑
賞
し
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時

2

月

1
9日

9

時
か
ら

1
6時
ま
で

館
林
文
化
会
館

劇
団
「
あ
し
」
な
ど

六
団
体

無
料

▽
会
場

▽
出
演
団
体

棗
劇
祭
の
開
佳

|
2

月

1
日
1

転
勤
や
職
場
替
え
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
‘
と
も
す

る
と
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
か
ら

心
の
安
定
を
欠
き
、
家
出
や
非
行
に

陥
い
る
青
少
年
も
出
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
あ
た
り
、
青
少
年
み

す
か
ら
の
自
覚
は
も
と
よ
り
大
人
自

身
も
姿
勢
を
正
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
た
め
三
月
十
六
日

か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

全
県
下
で
春
の
青
少
年
健
全
育
成
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
は
‘

「
青
少
年
の
自
覚
を
高
め
よ
う
」
「

青
少
年
の
非
行
、
交
通
事
故
そ
の
他

の
事
故
を
な
く
そ
う
」
「
青
少

年
を
め
く
る
社
会
環
境
浄
化
活

動
を
推
進
し
ょ
う
」
の
三
つ
の

推
進
目
標
か
あ
リ
ま
す
。

最
近
の
少
年
非
行
の
傾
向
と

し
て
シ
ン
ナ
ー
乱
用
少
年
、
女

子
少
年
の
性
の
逸
脱
行
動
‘
万

引
な
ど
の
遊
び
型
非
行
か
多
く
‘

戦
後
第
三
番
目
の
非
行
ピ
ー
ク

を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

《+
a
当
り
農
業
所
得
標
準
》

水
稲
五
八
‘
九
0
0
円

裏
作
四
一
、
二
0
0
円

普
通
畑
一
等
一
0
九
、
四
0
0
円

二
等
六
八
、
三
0
0
円

六
七
、
二
0
0
円

青
系
一
七
六
‘
1
0
0
円

赤
系
一
0
五
、
八
0
0
円

二
0
六
、
二
0
0
円

二
九
‘
0
0
0
円

ニ
ラ

飼
料
畑

ハ
ウ
ス

キ
ュ
ウ
リ
八
0
1
、
一
0
0
円

ト
マ
ト
七
二
0
、
六
0
0
円

イ
チ
ゴ
五
0
六
、
六
0
0
円

ナ
ス
六
七
七
、
八
0
0
円

養
豚
（
一
頭
当
り
）

肉
用
豚
二
、
二
0
0
円

繁
殖
豚
一
0
五
、
五
0
0
円

（
一
貫
飼
育
一
五
二
、
三
0
0
円
）

種
付
豚
三
五
二
、
三
0
0
円

乳
牛
（
一
頭
）
―
二
三
、
八
0
0
円

（
た
た
し
乳
量
計
算
を
行
う
）

養
鵠
（
採
卵
用
十
羽
当
り
）

一
千
羽
未
満
一
、
三
0
0
円

一
千
ー
一
万
羽
―
‘
五
0
0
円

肥
育
牛
（
一
頭
当
り
）

和
牛
一
〇
二
、
0
0
0
円

乳
牛
五
九
‘
0
0
0
円

《
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
経
賣
〉

こ
の
経
費
は
、
農
業
用
自
動
車
の

償
却
費
、
租
税
公
課
、
耕
う
ん
機
な

ど
の
農
機
具
の
償
却
費
、
土
地
改
良

区
費
な
ど
は
、
別
に
差
し
引
い
て
農

業
所
得
を
計
算
し
ま
す
が
、
お
知
ら

せ
し
た
農
業
収
入
金
額
は
、
こ
れ
ら

の
経
費
を
差
引
い
て
計
算
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

陸
田

梨
畑 農

業
所
得
の

標
準
き
ま
る
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食
生
活
か
変
わ
っ
た
た
め
か
‘

最
近
の
子
供
は
‘
昔
と
く
ら
べ
て

虫
歯
に
か
か
る
率
か
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

虫
歯
は
、
細
菌
と
歯
質
、
食
物

の
三
つ
か
重
な
っ
て
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
‘
虫

歯
の
予
防
に
は
、
こ
の
三
つ
の
こ

と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。細

菌
を
繁
殖
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
第
一
に
砂
糖
分
を
制
限
し
ま

す
。
子
供
に
お
や
つ
を
与
え
る
と

き
に
は
時
間
を
決
め
‘
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
を
あ
ま
り
与
え
な
い
よ

c
 

字
ふ
だ
を
読
む
の
と
同

時
に
「
ハ
イ
」
「
ハ
イ
」

と
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
早
さ

で
絵
ふ
だ
を
取
る
上
毛
か

る
た
大
会
か
明
和
村
青
少

年
問
題
協
議
会
、
同
子
ど

も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
り
一
月
八
日

武
道
館
で
各
部
落
の
代
表

の
百
二
十
九
人
か
集
ま
り
‘

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

カ
ル
タ
を
前
に
ニ
ラ
ミ

つ
け
る
よ
う
に
両
者
か
向

い
合
い
、
始
ま
る
前
か
ら

火
花
を
散
ら
し
て
お
り
ま

う
に
し
ま
す
。

歯
を
み
か
く
と
き
は
‘
フ
ノ
素
化

合
物
か
虫
歯
の
予
防
に
効
果
か
あ
る

こ
と
か
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
の
溶
液
を
塗

る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
歯
科
医
か

子
供
の
虫
歯
予
防

カ
ル
シ

歯
科
衛
生
士
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。も

う
―
つ
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
で

歯
を
洗
う
方
法
で
す
。
こ
の
場
合
は

薬
局
な
ど
で
フ
ゾ
素
化
合
物
を
買
う

と
き
に
、
使
用
方
法
を
よ
く
聞
い
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
を
丈
夫
に
す
る
に
は
、

す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ゴ
が
発
達

し
、
虫
歯
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
歯
の
衛
生
に
つ
い
て

は
一
歳
半
の
検
診
と
、
三
歳
児
の

健
康
診
査
の
と
き
歯
を
み
て
も
ら

え
る
の
で
、
そ
の
と
き
指
導
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

百
二
十
九
人
ガ
熱
戦
展
開

ー
村
子
供
会
カ
ル
タ
大
会
|
|

し
た
。応

援
に
か
け
付
け
た
父
兄
な
ど
で

館
内
は
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
。
手
に
汗

を
に
ぎ
り
な
か
ら
我
か
子
の
奮
戦
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し

こ
。t
 

▼
男
子
個
人
戦

一
位
吉
永
勤
（
梅
原
）

二
位
山
岸
英
美
（
矢
島
）

三
位
門
間
孝
吉
（
大
輪
上
）

▼
女
子
個
人
戦

一
位
奈
良
弘
美
（
新
里
）

二
位
高
沢
啓
子
（
梅
原
）

三
位
栗
原
美
明

▼
男
子
団
体
戦

一
位
新
里
チ
ー
ム

二
位
川
俣
チ
ー
ム

三
位
田
島
チ
ー
ム

▼
女
子
団
体
戦

ウ
ム
や
リ
ン
の
ほ
か
に
‘
良
質
の

タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
A

、
C
‘

D

か
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

食
べ
る
と
き
は
よ
く
か
む
こ
と

も
大
切
で
す
。
よ
く
か
む
と
、
消

化
を
助
け
て
栄
養
分
を
よ
く
吸
収

た
ば
こ
消
費
税
が

村
に
入
り
ま
す

た
ば
こ
は
村
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

少
量
の
水
で
も

大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う

一
位
新
里
チ
ー
ム

二
位
大
輪
下
チ
ー
ム

三
位
須
賀
チ
ー
ム

※
各
一
位
の
方
は
一
月
二
十
九
日

千
代
田
村
で
行
わ
れ
た
郡
大
会
に
出

場
し
た
結
果
、
男
子
個
人
戦
の
吉
永

君
と
女
子
団
体
戦
の
新
里
チ
ー
ム
か

見
事
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

歯
み
か
き
の
時
間
は
‘
約
三
分
間

で
す
。
使
う
水
の
量
は
コ
ッ
プ
で
約

三
杯
。
だ
か
、
み
か
い
て
い
る
間
．
．

う
っ
か
り
水
道
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
て
い
る
と
‘
約
四
十
ニ
リ
ッ
ト
ル

の
水
か
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
親
子
四
人
の
家
族
か
朝
・

晩
み
か
く
と
し
て
計
算
す
れ
ば
‘
―

日
で
三
百
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
、
ビ
ー

ル
ビ
ン
約
五
十
四
本
分
の
水
か
流
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
間
と
も
な
る
と
‘
つ
も
り
つ

も
っ
て
約
百
二
十
七
卜
／
°
二
十
五
メ

ー
ト
ル
標
準
プ
ー
ル
に
必
要
な
水
、

三
百
卜
／
の
四
割
を
ま
か
な
う
水
量
に

な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
、
い
つ
で
も
‘

ど
こ
で
も
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

かお 文芸 かお 文芸 かお かお

短歌づくりが
私の生活の支え

岡安ふみさん
（南大島）

下手の横好きで私と短歌と

のつき合いは永い。指折りつ

つ作った少女時代から、私の

生活の中で信仰ともなって私

を支えてくれた。

庭先に花が咲けば、古歌の
-- - -•--ヵm:

ものの哀れに触れ、旅に見る山も海も何かロマンを醸すかに
感動の高ぶりを覚ゆる。この心情こそ歌の境地だと思う。

昨年の秋には講師のすすめで、歌集を出版した。つオ旧ないもの
にお金をかけてと笑われるかも知れないか、私にとっては宝

である。

齢60 を越え孫も背をはなれ、家族の理解とよい友を得て趣

味に打込めるしあわせ、戦死した夫もあの世から私の後家楽

を苦笑していることだろう。これから余命いくば〈同好の方

方との和を大事にして力の限り歌いつづけてゆきたいです。

自然の中にとけこんで
俳句づくりを行う

坂村芳明さん
（新里）

私は俳句を始めてまだ浅い

のですか、自然に親しむ心を

深めるようになりました。今

まで感じ得なかった喜びを見

出すようになり、野花の一本

ー草にもその美しさを発見す•一
るようになった。野の散策、北風に凍てなから歩を止めてほ

はえむ一~ああ猫柳がふくらみ始めた。ふきのとうか呼び

かけるように芽をのぞかせる。節分、立春と変り行く四季の

移り変わりを知る。自然の中に解けこんで始めて俳句が生ま

れる。この融和は人間関係の生活にも通じるものかあると思

います。自然を愛し、自然と共に生きる、そして郷土を愛し

自然の風物を楽しむ。貴い先人の血が流れる路傍の石仏にも

何か感謝せずにはいられない。

『水神のかたむく路傍梅はころぶ』
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ま
す
。

火
か
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
さ
っ

動
さ
と
逃
げ
だ
す
の
は
落
第
で
す
。
ま

ず
「
火
事
だ
」
と
大
声
で
隣
近
所
へ

運
知
ら
せ
て
か
ら
早
い
う
ち
に
消
火
行

動
を
と
る
こ
と
か
何
よ
り
も
大
切
で

火
災
の
よ
う
す
は
‘
燃
え
て
い
る

防
t
予
場
所
‘
燃
え
て
い
る
物
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
か
、
一
般
住
宅

災
―
年
中
で
最
も
火
災
の
発
生
し
や
の
場
合
、
ふ
す
ま
な
ど
に
火
か
つ
い

す
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
て
、
天
井
に
炎
か
達
す
る
ま
で
に
‘

火
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
ふ
つ
う
三
乞
五
分
ぐ
ら
い
か
か
り

か
ら
守
る
た
め
に
も
‘
一
人
ひ
と
り
ま
す
。

国
か
ふ
だ
ん
か
ら
火
の
元
に
注
意
す
る
勝
負
の
分
か
れ
目
、
三
分
間

と
と
も
に
＂
い
さ
＂
と
い
う
と
き
に
こ
の
三
分
間
か
あ
な
た
に
と
っ
て

全
ど
う
す
る
か
を
日
こ
ろ
か
ら
家
族
み
大
切
な
初
期
消
火
の
限
界
で
す
。

ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
”
立
ち
上
か
り
”
の
燃
え
を

の
ど
ん
な
火
災
で
も
は
じ
め
は
玉
押
さ
え
る
こ
と
か
初
期
消
火
の
最
大

ャ
“
で
す
。
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

春
期
を
失
せ
ず
、
あ
わ
て
ず
消
火
す
煙
や
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
す
、
あ
わ

れ
ば
火
災
を
大
き
く
し
な
い
で
す
み
て
す
に
、
落
ち
つ
い
て
消
火
す
れ
ば
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一

i
塾
は
花
盛
り
‘
塾
の
中
で
最
も
れ
る
が
、
私
は
教
科
書
流
と
答
え
て
平
安
時
代
の
三
筆
三
跡
を
中
心
と

一
多
い
の
か
習
字
で
、
珠
算
、
ピ
ア
ノ
い
る
。
教
科
書
は
今
検
定
制
で
、
ど
し
た
古
典
並
び
に
我
国
独
特
の
仮
一

と
続
く
そ
う
た
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
の
手
本
も
一
流
の
書
家
か
書
い
て
い
名
を
原
本
で
習
う
こ
と
で
あ
る
。
一

一i
ｭ

・
か
、
ど
の
新
聞
に
も
‘
塾
長
養
成
る
。
彼
等
は
古
今
内
外
の
碑
版
法
帖
書
道
雑
誌
に
の
み
固
執
し
、
昇
段
i

一
と
か
書
道
師
範
短
期
養
成
と
か
で
に
習
熟
し
、
書
の
ル
ー
ツ
を
究
め
‘
昇
級
に
一
喜
一
憂
す
る
た
け
の
習
一

i

ｭ
i
ん
一巳
5『
含
迫
を
そ
虐
）
一

-

_

ｭ

i
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
宣
伝
広
こ
れ
を
基
盤
に
各
個
性
を
生
か
し
‘
い
方
て
は
、
本
当
の
書
は
書
け
な
―

一
告
に
こ
れ
努
め
て
い
る
。
書
の
芸
術
性
を
追
究
し
て
い
る
。
具
い
。
つ
い
て
な
か
ら
‘
習
字
の
段
一

一
書
を
習
お
う
と
す
る
人
か
迷
う
体
的
に
は
‘
中
国
な
ら
北
魏
の
楷
書
‘
や
級
は
そ
の
雑
誌
限
り
て
‘
珠
算
―

i
 

一

一
の
も
道
理
で
、
私
も
よ
く
‘
ど
ん
唐
以
前
の
楷
行
草
‘
二
土
即
ち
亜
毅
の
よ
う
に
全
国
共
通
で
な
い
こ
と
一

一
な
書
を
習
っ
た
ら
よ
い
か
と
聞
か
之
王
献
之
の
書
等
。
日
本
な
ら
奈
良
も
附
記
し
て
お
く
。
（
湘
南
記
）
一

—— 
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2 月 28 日から . 
·、· ＼ー、

3 月 13 日まで

毎
月

] 明親家第る子
きいの庭一
ま家対 の日
し庭話 日曜
ょをを で日
ぅ も すは

ち

国
民
年
金
は
あ
な
た
の
生
活
を
守

る
ガ
ー
ド
マ
ン
f
し
か
し
、
そ
の
ガ

ー
ド
マ
ン
も
保
険
料
を
納
め
な
く
て

は
あ
な
た
を
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
遅
い
の
で
す
。

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
必
す
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
な
い
と

不
慮
の
事
故
や
病
気
、
あ
る
い
は
‘

ご
主
人
に
先
立
た
れ
た
時
な
ど
に
年

金
か
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
あ
り
ま

す
。ま

た
‘
納
期
限
を
過
き
た
保
険
料

は
二
年
を
過
ぎ
る
と
‘
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

年
を
と
っ
て
受
け
る
老
齢
年
金
も
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
か

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
‘
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
必
す
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
め
て
を
納

こ
そ
‘
あ
な
た
の
ガ
ー
ト
マ
ン
に
な

る
の
て
す
。

国
民
年
金
は

涜
芯
だ
を
[
寸
る

刀
I
]

マ
ン

案
外
た
い
し
た
こ
と
な
く
火
は
消
え

て
し
ま
つ
も
の
で
す
。

かお 文芸 力‘お 文芸 力‘お 文芸

私の心に
ピアノのキイが
鯉沼静江さん

（大佐貫）

私か神奈川県に住んでいた

頃、北原白秋先生の‘'香蘭、＼

と云う同人雑誌へ同僚の方た

ちと投稿いたしておりました。

詩はもともと好きでしたか

この投稿か、さらに拍車をか

けました。

私の育ったところは海のそはで、渇溺たる大海原を朝なタ

な眺めて大人になリました。きっと私の詩の心はこのような

環境の中で育ったのたと思います。

私の心の中には、ピアノのキイのようなものかあっていろ

いろの出米事や現象にで〈わした時、さまざまな音色を出す

のです。それを文字にしたものか詩です。こころすなわち詩、

言葉すなわち詩、おこないすなわち詩です。詩はつくるもの

ではなく、生むものではなしヽでしょうか。

歌句づくりに専念

青木光子さん
（大輪）

私の今の老は仕合わせの日

びを暮らして居ります。

人間は健康で働けることか

一番幸福と思います。私の手

足は働けませんか頭の方はま

だ働けそうです。そこで私は
fｷ ••F -

老ぱけを防ぐ為にも欲深〈歌句の道を選びました。初めは大

変苦労しましたか苦労から楽しみとなり、投稿して次つぎに

届く句詩の中に自分の佳作を見つけた時は子供のようにうれ

しかった。また、時折賞品と句入りの短冊を頂いた時は、尚

一層うれしく励まされ意欲を燃えさせられます。

幸に不自由の身の私をよく世話してくれる嫁に感謝してお

リ、よ〈歌に表わしたりしています。私は丙午生まれで、今

年の午年と共に 71オを悔いなく夢を果たしたいと希っており

ます。‘‘生きて来し 70余年の足跡をかえりみすれば昨日の如し、＼
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]一

＝
児
童
手
当
制
度
と
は
児
童
手
当
一
人
以
上
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
場
合
は
四
九
七
万
円
）
以
上
は
支

—— 
一
を
支
給
し
て
、
家
庭
生
活
の
安
定
て
い
ま
す
。
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
一

一
と
、
次
代
を
に
な
っ
児
童
の
健
全
児
童
手
当
の
支
給
額
は
、
三
人
以
〇
受
給
者
の
義
務
一

—— 
二
育
成
、
資
質
向
上
な
ど
を
図
る
こ
上
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
受
給
者
は
、
毎
年
六
月
中
に
「
一

一
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
、
社
会
以
降
の
中
学
生
以
下
の
児
童
一
人
に
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
一

ロ
沐
障
制
度
の
中
で
っ
て
い
ま
す
。
も
一

況
届
の
提
出
か
な

｀
勺
這
『
口
児
童
手
当
制
度
の
あ
ら
ま
し
し
受
給
者
か
ら
現
一

—— 
「
す
。
い
と
き
は
‘
受
給
一

-
0
受
給
の
対
象
と
支
給
額
つ
き
、
月
額
五
千
円
か
四
ヵ
月
ご
と
資
格
か
あ
っ
て
も
手
当
を
支
給
さ
一

—— 
＝
国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本
国
民
に
、
六
月
、
十
月
、
二
月
の
三
回
に
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
す
提
出
＝

一
で
十
八
才
未
満
の
児
童
を
三
人
以
分
け
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
し
て
く
た
さ
い
。
な
お
、
こ
の
制
一

＝
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
中
た
だ
し
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
役
場
住
民

l

—— 
＝
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
か
か
一
定
の
額
（
扶
養
親
族
か
五
人
の
課
で
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。
一
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クルマの血液ガソリ
ガソリンを節約する方法

ン

停
車
中
の
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ

な
し
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時

の
燃
料
消
費
量
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
か
、
一

応
の
目
安
と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

大
衆
車
ク
ラ
ス
9
1
1
1
c
c
／
分

小
型
車
ク
ラ
ス
1
1
ー
1
3
c
c
／
分

中
・
大
型
車
ク
ラ
ス

1
4
1
3
5
c
c
／
分

仮
に
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
や
、
人

を
待
っ
て
十
分
間
工
ン
ジ
ン
を
止
め

ち
ょ
っ
と
の
停
車
で
も

エ
ン
シ
ン
の
停
止
を

す
ぐ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
同
じ

量
の
ガ
ソ
リ
ン
で
初
心
者
の
倍
の
距

離
を
走
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
未
熟
な

人
の
半
分
の
燃
料
で
、
同
じ
距
離
を

走
行
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
空

ぶ
か
し
、
急
発
進
、
急
加
速
‘
急
滅

速
の
繰
り
返
し
は
、
貴
重
な
ガ
ソ
リ

ン
を
ま
ン

の
で
す
。

経
済
速
度
を

心
が
け
よ
う

ず
に
い
る
と
‘
中
型
車
ク
ラ
ス
で
約

百
六
十

c
C（
牛
乳
ビ
ン
約
一
本
分
）

の
燃
料
か
ム
ダ
に
消
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
量
で
、
中
型
車
が
時

速
四
十
キ
ロ
の
経
済
速
度
で
走
っ
た

場
合
‘
約
ニ
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も

走
れ
ま
す
。

中
型
車
の
場
合
、
空
ぶ
か
し
で
も

一
回
に
つ
き
四
ー
五
c
c
の
燃
料
を
浪

費
し
ま
す
。
仮
に
一
日
五
十
回
空
ふ

か
し
を
し
た
と
す
る
と
‘
二
百
ー
ニ

百
五
十
c
c
の
ガ
ソ
リ
ン
か
ム
ダ
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
車
を
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
も
走
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る

量
で
、
ま
た
そ
れ
だ
け
空
気
も
よ
ご

し
ま
す
。

空
ぶ
か
し
は

燃
量
の
ま
き
散
ら
し

と
ん
ど
の
自
動
車
の
場
合
、
時
速
四

十
キ
ロ
か
ら
六
十
キ
ロ
の
間
で
、
六

十
キ
ロ
を
越
え
る
と
空
気
抵
抗
も
大

き
く
な
る
た
め
、
経
済
性
も
急
に
悪

く
な
り
ま
す
。
高
速
道
路
で
も
‘
八

十
キ
ロ
ど
ま
リ
に
す
る
の
か
燃
料
節

約
の
コ
ツ
で
す
。
時
速
百
キ
ロ
か
ら

八
十
キ
ロ
に
落
と
す
と
、
ガ
ソ
リ
ン

は
約
一
〇
ー
ニ

0
％
節
約
て
き
ま
す
。

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

年
金
の
こ
と
な
ら

あ
任
せ
く
だ
さ
い

年
金
に
は
多
く
の
種
顆
か
あ
り
ま

す
。
そ
の
内
容
や
手
続
き
の
方
法
か

わ
か
ら
ず
‘
困
っ
て
い
る
方
は
社
会

保
険
部
業
務
課
の
中
に
あ
る
「
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
酉
二

ー
五
ー
ニ
四

6
=
-＿＿
I

三
三
四
ー
三

一
三
一
）
現
在
、
電
話
に
よ
る
相

談
や
照
会
は
一
日
平
均
三
干
件
、
文

書
に
よ
る
相
談
か
一
日
六
百
通
‘
来

訪
者
か
お
な
し
く
平
均
百
人
に
も
達

し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
相
談
‘

照
会
を
合
理
的
に
‘
し
か
も
じ
ん
速

に
処
理
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
活
用
し
、
い
つ
で
も
年
金
の
記
録

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
と
り
出
し
て

目
で
見
る
こ
と
か
で
き
る
デ
ィ
ス
プ

レ
ス
装
置
か
あ
り
、
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
‘
年
金
に
つ
い
て
、

疑
問
か
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

犬
に
関
す
る
相
談
は

衛
生
部
長
さ
ん
に

最
近
犬
の
放
し
飼
い
や
野
犬
に
よ

る
被
害
か
大
変
増
え
て
い
る
た
め
‘

放
し
飼
い
犬
の
所
有
者
に
対
す
る
注

意
や
野
大
な
ど
の
情
報
を
し
て
く
れ

る
犬
指
導
員
に
各
部
落
の
衛
生
部
長

さ
ん
か
保
健
所
長
よ
り
委
託
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
‘
犬
の
事
に
つ
い
て

の
相
談
は
衛
生
部
長
さ
ん
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
村
で
は
野
大
に
よ
る
人
ま

た
は
家
畜
の
危
害
を
一
件
で
も
な
く

そ
う
と
野
犬
捕
獲
者
に
報
償
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

村
内
の
居
住
者
て
二
十
才
以
上
の

方
か
野
犬
を
捕
獲
し
‘
役
場
保
健
課

ま
で
持
参
さ
れ
た
方
に
報
償
金
を
次

の
よ
う
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
親
犬
（
一
頭
当
た
り
）
五
百
円

0

小
大
（
一
頭
当
た
り
）
二
百
円

も
う
一
度
調
べ
て

昭
和
2
4年
以
前
の

保
険
契
約
を

昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前
に
こ
加

入
の
簡
易
生
命
保
険
に
つ
い
て
は
、

加
入
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
‘
保

険
金
と
配
当
金
の
ほ
か
に
特
別
付
加

金
を
お
支
払
い
し
‘
保
険
契
約
を
終

了
さ
せ
る
特
別
措
置
を
扱
っ
て
い
ま

す
か
、
今
な
お
‘
こ
の
特
別
措
置
の

「
生
活
改
善
運
動
」
よ
く
耳
に
す

る
言
葉
で
す
。
だ
れ
も
か
ど
う
に
か

し
て
、
生
活
か
ら
ム
ダ
な
こ
と
‘
ム

リ
な
こ
と
‘
を
な
く
そ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
か
、
今
ま
で
の
経
済
成
長

に
と
も
な
い
私
た
ち
の
生
活
も
派
手

な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

ま
た
‘
世
間
体
の
見
栄
と
虚
栄
の

な
か
で
思
い
き
っ
て
実
行
す
る
こ
と

か
難
か
し
い
の
か
実
情
の
よ
う
で
す

が
、
明
和
村
で
は
手
始
め
に
葬
儀
に

つ
い
て
、
生
活
改
善
運
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
明
和
村
・
社
会
福
祉
協
議
会
）

生
活
改
善
運
動
に

ご
協
力
を

対
象
と
な
っ
て
い
る
保
険
契
約
か
相

当
教
残
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
お
手
元
の
保
険
証
書

を
お
確
か
め
の
上
‘
ま
だ
お
申
し
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
郵
便
局
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
昭
和
1
6
年
3
月
3
1
日
以
前
に
加
入

の
契
約
は
…
…
昭
和

5
3年
1
2
月
3
0

日
ま
で

▼
昭
和
1
6
年
4
月1
日
以
降
に
加
入

の
契
約
は
：
·
·
：
昭
和
5
4年
6
月
3
0

日
ま
で
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か
固
定
し
て
い
る
と
き
に
は
、
二
十

歳
に
な
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
、
二
十

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
障
害
の
状
態
か
固

定
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
固
定
し
た

月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
年
金
か
支
給
さ
れ
る
障

ー
ニ

{-— 

拠
出
制
国
民
年
金
の
障
害
年
金
は

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
き
の

病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で
障
害
者
に
な

っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
は
二
十
歳
に

な
ら
な
い
と
加
入
で
き
な
い
の
で
、

二
十
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
、
あ
る
い

は
、
先
天
性
の
心
身
障
害
者
に
は
障

害
年
金
か
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
に
は
障

害
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
障
害
福
祉
年
金
は
、

二
十
歳
前
に
、
す
で
に
障
害
の
状
態

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

`
9
、
9
、
9
、
9
•
9
、
9

ヽ

9
、
9
、
'
:
9
、
9
、
9
、

l

i
i
i

‘
9
、
9
、
9
、
9
、
9

ヽ

9
、
9
.
9
、
9
、
9

ヽ

9
、
9
、
9
、
9
、
9
.
9
、
9
、
9

ヽ

9
、
9
、
9
.
9

ヽ

9
.
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
J

ま
す
。

函
置
層
晨
會
g
嘉
一
◇
銃
は
、
カ
キ
つ
き
の
＂
堅
固
な
i

i
つ
—

|
|
_
|
1

保
管
庫
に
入
れ
、
簡
単
に
持
ち
i

一
ー
ー
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
も
二
月
十
五
日
で
お
わ
り
、
そ
こ
運
び
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
i

そ
し
て
、
と
き
ど
き
点
検
す
る
i

一
重
：

3
な
の
は
銃
と
火
薬
類
の
あ
と
始
末
や
保
管
で
ょ
う
。

シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
に
は
、
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る
な
ど
、
異
常
か
な
い
か
ど
う
か
の
i

i
D

眉
場
合
や
、
指
定
射
撃
場
で
標
的
射
撃
を
す
る
と
き
以
配
慮
か
大
切
で
す
。
一

―
→

7
ノ
外
は
猟
銃
を
使
う
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。
◇
使
い
切
れ
な
か
っ
た
火
薬
類
は
i

一
目
〈
（
危
険
な
も
の
だ
け
に
、
う
っ
か
り
保
管
や
、
ち
ょ
火
薬
店
に
譲
渡
す
る
な
ど
し
て
、
i

i
米
六一
薬
管
]
皿
ぃ
ロ
ロ
：
日
冒

□

口
1
]
L□LJ{
1
0
0

『1
L
[
­

呆
も
な
り
か
ね
ま
せ
も
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
一

：
ペ
ー

B
‘
，
ん
：
／
ー
ス
ノ
ま
：
｀

□
□い
い
I
t
[
‘
L
[
ロ

―
霞
]
.
-
[
[
]
口

h
/□□
[
]
]

一

µ
ー
の
義
務
と
い
え
さ
か
は
し
い
も
の
で
す
。
一

9
•
9

、

2
0歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

障
福
祉
年
金

害

害
の
範
囲
に
は
‘
視
力
障
害
、
聴
力

障
害
、
言
語
障
害
‘
肢
体
不
自
由
、

心
臓
病
、
呼
吸
器
疾
患
、
腎
臓
病
な

ど
の
内
部
障
害
、
精
神
病
、
精
神
薄

弱
な
ど
す
べ
て
の
障
害
が
含
ま
れ
ま

す
。障

害
福
祉
年
金
に
該
当
す
る
障
害

の
程
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
級
ー
他
人
の
助
け
を
か
り
な
け
れ

ば
ほ
と
ん
ど
自
分
の
用
を
た

せ
な
い
状
態
に
あ
る
人
。
（
身

下
請
企
業
振
興
協
会
で
は
、
下
請

企
業
の
安
定
を
は
か
る
た
め
‘
下
請

取
引
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
仕
事
の
欲
し
い
下
請
企

業
に
適
切
な
親
事
業
者
を
紹
介
し
‘

取
引
か
成
立
す
る
よ
う
、
あ
っ
せ
ん

す
る
も
の
で
す
。

す
で
に
協
会
で
は
八
万
件
を
越
え

る
取
引
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

そ
の
は
か
協
会
で
は
、
苦
情
紛
争

の
処
理
や
下
請
取
引
に
つ
い
て
の
情

下
請
企
業
振
興
協
会

下
請
取
引
を
斡
旋

体
障
害
者
手
帳
一
級
‘
二
級

に
該
当
す
る
程
度
の
人
）

二
級
ー
常
に
他
人
の
助
け
を
必
要
と

し
な
い
が
、
日
常
生
活
に
著

し
い
制
限
を
受
け
る
状
態
に

あ
る
人
。
（
身
体
障
害
者
手
帳

三
級
に
該
当
す
る
程
度
の
人
）

年
金
額
は
、
一
級
二
十
七
万
円
（
月

額
二
万
二
千
五
百
円
）
、
二
級
十
八
万

円
（
月
額
一
万
五
千
円
）
で
す
。

な
お
‘
二
十
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ

で
も
、
そ
の
病
気
や
ケ
ガ
で
初
め
て

医
師
に
か
か
っ
た
と
き
に
厚
生
年
金

な
ど
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
た
場
合
は
障
害
福
祉
年
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
者
本
人
、
そ
の
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額

か
一
定
の
額
を
超
え
る
と
支
給
を
止

め
ら
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
年
金
は
請
求
を
し
な
い

と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
‘
該
当
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役
場
住

民
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

報
や
資
料
収
集
・
提
供
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
（
財
）
群
馬
県

下
請
企
業
振
興
協
会
前
橋
市
大
手

町
ニ
ー
一

1
-
6
0
-
H

―-
_
2
4
1
二
〇

0
0

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
ま
た
は

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届
の
用
紙
か

送
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
か
‘
こ

の
用
紙
に
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を

記
入
し
て
二
月
十
五
日
ま
で
に
村
長

の
証
明
を
受
け
て
社
会
保
険
庁
へ
送

り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
こ
の

届
け
を
出
さ
な
い
で
い
る
と
‘
今
年

の
支
払
い
分
か
ら
年
金
の
支
払
い
か

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
申
し
込
み

三
百
七
人
と
な
る

昭
和
五
十
三
年
度
の
三
保
育
園
の

園
児
を
募
集
し
た
結
果
‘
募
集
定
員

三
百
人
の
と
こ
ろ
を
三
百
七
人
の
申

し
込
み
と
な
リ
ま
し
た
。

村
で
は
申
し
込
み
家
庭
の
実
態
調

査
を
行
っ
た
り
、
各
部
落
の
民
生
委

員
の
意
見
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
て
、

今
月
二
十
八
日
頃
ま
で
に
入
園
で
き

る
園
児
三
百
人
を
決
定
す
る
方
針
で

す
。

現
況
届
の
提
出
は

2
月

1
5日
ま
で
”

―
国
民
年
金
一

”
友
の
会
”
会
員
募
集

県
立
近
代
美
術
館

県
立
近
代
美
術
館
「
友
の
会
」

は
、
美
術
を
愛
好
す
る
人
た
ち
が

集
ま
り
、
自
ら
の
美
術
鑑
賞
、
美

術
研
究
、
実
技
修
得
な
ど
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同

時
に
美
術
館
の
事
業
に
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
県
の
美
術
文
化

向
上
の
一
助
と
な
ろ
う
と
す
る
人

達
の
集
ま
り
で
す
。

▼
会
員
の
特
典
各
種
展
覧
会
の

う
ち
‘
希
望
の
展
覧
会
を
年
一

回
無
料
で
、
ま
た
、
そ
の
他
の

展
覧
会
を
半
額
の
料
金
で
観
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
美
術
館
か
行
う
講
習
会
や

講
演
会
、
「
友
の
会
」
の
行
事
な

ど
、
各
種
ニ
ュ
ー
ス
か
掲
載
さ

れ
た
「
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
」
の

配
布
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
会
賣
年
額
千
五
百
円

▼
申
し
込
み
手
続
き
近
代
美
術

館
で
配
布
す
る
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
‘

美
術
館
受
付
窓
口
へ
会
費
を
添

え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
高
崎
市
岩
鼻
町
二
三
九

6

0
二
七
三
ー
四
六
ー
五
五
六
〇

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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こ
と
し
最
初
の
こ
と
ぶ
き
学
級
か

一
月
十
二
日
役
場
で
五
十
一
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
教
育
長
奈
良
種
介
先
生
を
講
師

に
招
き
＂
ふ
る
さ
と
の
伝
説
I
J
と
題

し
た
学
習
を
し
ま
し
た
。

先
生
は
「
本
村
に
も
万
葉
集
の
事

や
親
翌
上
人
の
事
な
ど
後
世
に
残
す

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ぜ
ひ
碑
な

ど
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
…

…
。
」
な
ど
と
興
味
あ
る
話
を
次
か
ら

◄

こ
と
ぶ
き
学
級

開
催
さ
れ
る

立
◄

消
防
出
初
式

み
と
生

き
が
い
を

求
め
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の

で
、
作
品
を
見
て

k 

賢

次
へ
と
話
し
て
く
れ
て
、
孫
た
ち
へ

の
よ
い
み
や
げ
が
で
き
た
よ
う
で
し

こ
。f
 

正
月
の
六
日
は
全
国
各

地
で
消
防
の
出
初
式
が
行

わ
れ
る
か
、
本
村
の
消
防

団
も
館
林
市
の
三
の
丸
南

面
で
館
林
・
邑
楽
合
同
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
キ
ビ

キ
ビ
し
た
演
技
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
か
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
こ
の
日
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
消
防
車

に
よ
る
一
斉
放
水
で
、
消

防
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い

水
の
一
大
ス
ペ
ク
タ
ル
を

展
開
し
、
式
を
終
え
ま
し

こ
。

• 

◄

梨
の
せ
ん
定

春
に
は
‘
白
い
花
を

咲
か
せ
、
秋
に
は
‘

明
和
の
特
産
で
あ
る

甘
い
実
を
つ
け
る
梨

の
せ
ん
定
か
、
田
島
と

南
大
島
の
梨
畑
で
今
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
せ
ん
定
作
業
か
秋

の
収
穫
に
大
き
く
影
響
す
る

と
あ
っ
て
、
「
赤
城
お
ろ
し
な
ど

苦
に
し
て
い
ら
れ
な
い
よ
」
と
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
パ
ッ
キ
ン
、
パ

ッ
キ
ン
と
枝
を
落
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

◄

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
か
作
っ

た
作
品
展
示
即
売
会
か
一
月
二

十
七
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
館

林
キ
ン
カ
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
趣
味
や

技
術
を
生
か
し

た
作
品
を
一

般
に
公
開

し
楽
し

い
る
人
の
中
か
ら
「
こ
れ
は
老
人
か

作
っ
た
の
で
す
か
」
な
ど
と
、
係

員
に
た
ず
ね
る
人
か
多
く
‘

第
一
回
目
な
が
ら
大

盛
況
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ

か
ら
年

に
一
回

は
こ
の
よ

う
な
催
し
を

や
ろ
う
と
約
束

し
散
会
し
ま
し
た
。

▼新入学児の健康診断

「
悪
い
と
こ
は
な

い
か
な
？
」
と
一
月

二
十
六
日
、
二
十
七

日
の
両
日
新
入
学
児

（
百
六
十
八
人
）
の

健
康
診
断
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ii
 ・

ー
タ
コ
タ
コ
あ
が
れ
、
天
ま
で

あ
か
れ
。
と
東
小
学
校
の

全
児
童
二
百
七
十
一
人
は
、
一

月
十
四
日
千
津
井
の
利
根
川
提

防
で
タ
コ
あ
げ
大
会
を
行
い
ま

し
た
。こ

の
タ
コ
は
親
と
子
で
協
同

で
作
っ
た
＂
愛
情
ダ
コ
＂
だ
け

に
冬
の
寒
空
に
も
気
持
よ
さ
そ

う
に
ス
イ
ス
イ
と
あ
か
っ
て
い

ま
し
た
。

児
童
達
は
「
オ
レ
の
か
一
番

あ
か
っ
て
い
る
ダ
ン
ベ
ー
」
な

ど
と
言
い
な
か
ら
盛
ん
に
タ
コ

糸
を
ほ
ど
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
入

学
児
か
元
気

に
そ
ろ
っ

て
四
月

か
ら
通

学
で
き

る
よ
う

こ
と
,

9

 

前
も
っ

て
体
位
や

健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
、
栄
養
状
態
、
歯
‘
視
聴
力
な

ど
の
検
査
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
査
の
結
果
、
悪
い
と
こ
ろ
か
あ

っ
た
ら
早
く
治
し
て
く
だ
さ
い
。

桜
の
咲
く
こ
ろ
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル

し
ょ
っ
て
、
み
ん
な
で
仲
良
く
学
校

へ
通
い
ま
し
ょ
う
。

▲
東
小
で

タ
コ
あ
げ
大
会
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所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
期
間
は

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

の
一
ヵ
月
間
で
す
。
本
村
に
お
き
ま

し
て
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
納
税
相

談
を
行
い
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
確
定
申
告
相
談
（
対
象
者

1
1

農
業
及
び
一
般
）

二
月
二
十
一
日
・
ニ
十
二
日

時
間
1
1

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

場
所
1
1

役
場
三
階
第
二
会
議
室

▼
住
民
税
申
告
相
談

三
月
一
日
午
前

1
1

斗
合
田
・
上

江
黒
午
後

1
1

千
津
井

三
月
二
日
午
前

1
1

江
ロ

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

午
後
1
1

下
江
黒
・
田
島

相
談
場
所
1
1

一
日
・
ニ
日
と
も
東

部
児
童
館
で
す
。

三
月
三
日
午
前

1
1

大
輪

午
後
1
1

川
俣
・
須
賀

三
月
六
日
午
前

1
1

矢
島
・
入
ヶ

谷
午
後

1
1

大
佐
貫

相
談
場
所
1
1

三
日
・
六
日
の
相
談

場
所
は
明
和
農
協
第
一
事
業
所
で

す
。

三
月
七
日
午
前

1
1

南
大
島
（
ニ

軒
•
新
田
・
中
・
本
郷
・
稲
荷
山
）

午
後
1
1

中
谷
・
南
大
島
（
七
軒
．

八
軒
）

三
月
八
日

も
、
で
き
る
だ
け
早
目
に
温
め
な
か

ら
、
足
や
指
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
ら
い
‘

け
い
れ
ん
し
て
い
る
部
分
を
温
湿
布

す
る
と
早
く
な
お
り
ま
す
。

な
お
、
温
湿
布
を
と
り
か
え
る
と

き
に
、
痛
む
部
分
を
軽
く
な
で
る
よ

相
談
場
所
1
1

七
日
・
八
日
の
相
談

場
所
は
役
場
三
階
第
二
会
議
室
で

す
。

※
時
間
は
各
相
談
所
と
も
午
前
は
九

時
三
十
分
よ
り
十
二
時
ま
で
、
午

後
は
一
時
よ
り
四
時
三
十
分
ま
で

で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
か
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
つ
自
書
の
出

来
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
等
、
必
す

自
書
願
い
ま
す
。
）

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
‘
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
か
九
千
円
を
越
え
る
場

合
は
、
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

、
。

．
し
＞

損
害
保
険
料
控
除
は
‘
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
か
、
金
額
の
多
少

朝
お
き
た
と
き
首
か
自
由
に
ま
っ
て
逆
効
果
に
な
り
、
痛
み
が
増
す
う
に
し
て
、
静
か
に
マ
ソ
サ
ー
ジ

わ
ら
な
く
な
る
寝
ち
か
い
や
、
夜
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
絶
対
に
冷
や
を
く
り
返
す
と
さ
ら
に
効
果
的
で

中
に
急
に
足
か
け
い
れ
ん
を
起
し
さ
な
い
よ
う
に
。
す
。

た
り
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
多
い
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
《
た
び
た
び
お
こ
る
人
は

こ
と
で
し
ょ
う
。
て
い
る
と
き
に
も
よ
く
足
や
指
か
つ
ビ
タ
ミ
ン

B
lの
補
給
を
》

こ
ん
な
時
の
家
庭
で
の
応
急
手
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
筋
が
よ
く
つ
る
原
因
は
、
ビ
タ

口
ぃ
：
：
る
》
。
『
日
口

6屯
-
四
-
:
[
`
]
]
三

痛
い
か
ら
と
い
っ
多
い
の
で
す
。
こ

て
、
そ
の
部
分
を
強

1り
い
い
わ
八
i

5
2
5
}
平
即
云]
I□～□い
の
よ
う
な
人
は
ヒ

く
も
ん
だ
り
、
た
た
タ
ミ
ン

B
lの
食
事

い
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
療
法
に
注
意
す
る
と
か
、
ビ
タ
ミ

痛
い
部
分
を
熱
い
タ
オ
ル
な
ど
ン

B
l剤
な
ど
を
補
給
す
る
の
も
よ

で
お
お
う
よ
う
に
し
て
温
め
る
と
い
で
し
ょ
う
。

痛
み
が
と
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
つ
ね
に
か
ら
だ
を
冷
や

よ
く
、
膏
薬
類
を
は
っ
て
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
心
か
け
る
こ
と
も

す
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
か
え
筋
ち
か
い
を
さ
け
る
安
全
法
で
す
。

-

!

-

_
_
 

,

.

9

 
―
―
-
'
.
「

` 

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
か
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
手
続
き
が
で

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

レプ

よ
く
ブ
レ
ー
カ
ー
と
湘
電
し
ゃ
断

器
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
の
か
‘
と

質
問
を
受
け
ま
す
の
で
、
そ
の
ち
か

い
を
説
明
し
ま
す
と
：
·
·
:
0

▼
ブ
レ
ー
カ
ー
は
：
·
·
:

契
約
し
た
電
流
の
大
き
さ
（
ア
ン

ペ
ア
）
以
上
に
電
流
を
こ
え
て
使
用

し
た
り
‘
シ
ョ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
‘

異
常
電
流
か
流
れ
る
と
、
自
動
的
に

電
気
か
切
れ
る
装
置
を
い
い
ま
す
。

▼
洞
電
し
ゃ
断
器
は
…
…

凋電しゃ断器
安
フ＇こーカー

今
月
号
よ
り
「
お
め
で
た
」
「
お

く
や
み
」
と
題
し
ま
し
て
前
月
届
出

の
出
生
者
と
死
亡
者
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

ー
出
生
|
|
敬
称
略

氏
名
保
護
者
続
柄
部
落
誕
生
日

関
恨
亜
父
吉
幸

2

女
大
輪

1
2
月2
1日

原
口
勝
行
己
喜
男
長
男
大
輪

1
2
月
2
3

日

阿
部
紀
子
清
長
女
江
口

1
2
月2
4日

永
吉
理
沙
和
美
3

女
南
大
島

1
2
月
3
0

日

松
本
麻
美
清

2

女
千
津
井

1
2
月
3
1

日

加
藤
香
織
茂
行
長
女
須
質

1

月
2

日

本
訳
幸
恵
幸
夫
長
女
南
大
烏

1

月
3

日

北
角
直
哉
精
一
郎
長
男
新
里

1

月
4
日

田
中
勇
作
幸
次
郎
長
男
父
局

1

月
4
日

関
口
祐
子
文
雄
長
女
江
焦

1
月
5

日

古
田
絵
里
利
廣

2

女
梅
涼

1

月
5
日

飯
野
剛
志
元
文

2

男
江
黙

1

月
8

日

恩
田
景
太
伊
佐
雄
長
男
中
谷

1

月
8

日

野
本
真
澄
．
只
市
辰
女
大
輪
1

月

1
3
1
1

,
J
i
川
玲
f
昭
J2
女
大
輪

1

月
1
7
1
1

東
京
電
力
よ
り

お
知
ら
せ

あ
わ
t
才
｀̀  ｀

も
く
れ
升

ど
こ
か
に
電
流
の
淵
電
か
あ
っ
た

と
き
電
気
が
自
動
的
に
切
れ
る
装
置

を
い
い
ま
す
。

淵
電
し
て
い
る
と
電
気
を
使
わ
な

く
て
も
メ
ー
タ
ー
は
回
っ
て
し
ま
い

大
変
ム
ダ
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
感

電
事
故
や
火
災
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

_
 

▼
梅
原
の
吉
永
裕
身
子
さ
ん
は
‘
恵

ま
れ
な
い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と

社
会
福
祉
協
議
会
に
一
万
円
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

高
沢
慶
子
道
夫
4
女
梅
原

ー
死
亡
敬
称
略

氏
名
年
令
世
帯
主
部
沼

栗
原
い
と

6
5
善
古
大
佐
貝

栗
原
け
ん

8
1
雅
雄
大
佐
員

金
子
せ
い

8
5
同
上
新
里

繋
之
正

8
0
利
之
梅
原

砕
原
正

5
5
同
上
大
輪

大
室
た
か

8
1
フ
ク
大
輪

桜
井
猪
之
助
4
6
公
明
梅
原

江
原
漠
一

7
9
同
上
千
津
井

1

月
2
1
日

死
亡
日

1

月
8

日

1

月
9
日

1

月
9

日

1

月
2
4
日

1

月

2
6
日

1

月

2
6日

1

月

2
7
日

1

月
3
0
日

欄

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

首
欠
け
し
野
仏
い
く
つ
堂
山
古
墳
道

問
ふ
畑
に
カ
ン
ナ
溢
る
る

坂
ヒ
『
千
枝
子

墓
群
れ
の
め
ぐ
り
草
は
生
ひ
茂
り
文

字
さ
だ
か
な
ら
ず
指
に
ち
ぐ
る
も

中
島
あ
い
子

奈
良
朝
の
住
居
跡
に
は
井
戸
や
土
器

数
百
年
を
こ
こ
に
眠
り
し富

塚
富
江

勅
使
門
と
ざ
さ
れ
し
ま
ま
草
む
し
て

昔
を
偲
び
し
ば
ら
く
を
仔
つ山

形
ト
メ

新
田
徳
川
由
緒
重
文
巨
匠
の
彫
り
に

魅
せ
ら
る
雛
の
形
ど
り

岡
安
ふ
み

木
枯
ら
し
に
庭
に
目
立
ち
し
さ
ん
ざ

し
の
赤
き
実
の
み
か
小
鳥
さ
そ
ふ
か

細
田
武
子

（
来
月
も
知
歌
て
す
）

文

芸

110番のかけ方
► なにがあったの力‘

► いつあったの力‘

► どこであったの力‘
► どんな状況なのか

► 犯人の人相、特徴、逃走

方向

► 現場に行く目標や道順

以上の事を落ち着いて、は
つきりと話してください。

警察では、すぐに警察官を
現場に向かわせます。



昭和53年 2 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第197号 (12) 

1 月の

貪元｀
救急車出動回数
●交通事故 5 件

●一般事故 2 件

●急病 9件

: 館林邑楽地区 館林地区 明和 , はi ; 耳@鼻科9こ @ 変更れさ 送所闘に産婦人科 耳鼻科 内科 外科
千代田地区

日 2 月 12 日
古屋（恒）医院原 医 院 岡田医院ft 02767(2) 3163 海宝医院 小西医院

云 0276(62)3801 ff 02767(2) 1936 増田／／ ff // (2) 1387 ff 02767(2)3155 合 027686-2261 

か 場合あるも 合せいわを曜 佐々木医院大神医院 阿久津／／ ff II (2) 3315 永寿堂医院 江上医院
// 19 日

ff 0276(62)2623 ff 0276(62)2200 田内 // 云 /I (2) 3855 ft 02767(2)4469 ff 027686-2028 

すまt 午後ー 挙前に当

II 26 日
真中医院後藤康生医院 須田／／ ff II (2) 0862 館林医院 竹越医院

番 ft 02767(2) 1630 ft 02767(2)3975 多々良診療所ff // (2) 3060 云 02767(4)2112 ff 027684-3137 

医 3 月 5 日
白沢医院小倉医院 ゆたか医院 云 // (2) 7308 荘司医院 江口医院

云 02767(2) 1600 ff 02767(2)0606 大塚 // ft II (2) 0176 ft 02767(2)3121 ft 027686-3201 

// 12 日
落合医院 大神医院 安楽岡／／ ff // (2) 0572 寺内医院 館林靡忌が ? で放: 
ff 02767(2)0160 ff 0276(62)2200 上野／／ ff II (2) 3330 云 02767(2)3031 します

の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
は
、
八
月
と
十
一
月
に
分
け

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所
(
I
JO

二
七
六
七
□
四
四
六
一
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
太
田
訓
練
校

斗禾
▽
館
林
訓
練
校
機
械
二
科
、
板

金
科
、
自
動
車
整
備
科

▼
募
集
期
限
三
月
末
日
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法
入
校
願
書
及
び

健
康
診
断
書
を
も
よ
り
の
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
授
業
料
が
無
料
の
ほ
か

実
習
工
具
お
よ
び
教
材
を
無
償
で

貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
職
業

安
定
所
の
入
校
指
示
が
あ
れ
ば
‘

一
定
条
件
の
も
と
に
失
業
給
付
金

の
支
給
延
長
ま
た
は
職
業
訓
練
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一

年
間
の
訓
練
修
了
に
よ
る
各
科
に

応
じ
た
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
職
業
安
定
所
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

個
人
の
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
か
た
か
、
前
年
中

の
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税

は
で
汀
汀
]

告
ま
た
だ
し
、
年
の
中

中
｝
途
に
事
業
を
や
め

5

た
方
は
、
や
め
た

の
1

日
か
ら
一
ヵ
月
以

税
月
内
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

業
3

な
お
、
所
得
税

事
の
確
定
申
告
書
、
公
墓
展
の
言
雲
集

あ
る
い
は
、
村
民

人
／
税
、
県
民
税
の
申
館
林
文
化
会
館
で
は
、
皆
さ
ん
か

田
告
書
を
提
出
し
た
ら
の
写
真
と
絵
画
を
募
集
し
て
お
り

場
合
に
は
、
個
人
ま
す
。
今
回
の
第
三
回
展
は
募
集
範

t

1

t
t
一
あ
し
ら
せ
一
§
§
を
；
§
§
§
一
あ
し
ら
せ
一
＄
§
§
ゞ
§
を
ゞ
t

県
で
は
、
新
た

な
職
業
を
求
め
て

、
集
再
就
職
を
希
望
す

て
募
ぃ
い
い
い
[
ぃ

交
職
で
き
る
た
め
の

木
＇
を
能
力
再
開
発
訓
練

虞
生
｀
口
ぃ
□

目
練
ば
□い
汀

業
1
1
▼
入
校
資
格
職

職
目
t
且
｀
い

は
新
た
な
職
業
に

つ
こ
う
と
す
る
者

▼
訓
練
期
間
昭
和

5
3年
5

月
か
ら

5
4年
3

月
ま
で
の
1

年
間

▼
訓
練
校
お
よ
び
訓
練
科

機
械
科
、
溶
接

!-------=-------------------~-------

' ' 三''  -------------------------------------------

▼
期

▼
場

所日

二
月
二
十
六
日
回

明
和
中
学
校
体
育
館

卓
球
大
会
の

参
冗
者
募
集

役
場
で
は
毎
年
一
回
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。

自
分
の
財
産
か
正
確
に
あ
る
の
か

ま
た
、
正
確
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
三
月
一
日
ー
ニ
十
日
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で

▼
場
所
役
場
税
務
課

（
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
、
日
曜

日
と
祝
日
は
縦
覧
し
ま
せ
ん
。
）

剥
量
ロ
・
詞
量

工
補
の
試
験

▼
受
験
資
格
年
令
‘
性
別
、
学
歴
、

実
務
経
歴
等
に
関
係
な
く
受
験
可
能

▼
試
験
日

5

月

2
1日

▼
受
験
願
書

2

月

1

日
よ
り
県
庁

土
木
部
用
地
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
手
数
料
五
百
円

▼
願
書
受
付

2

月

2
1日
ー

3

月

2
2

日
ま
で

な
お
詳
し
く
は
関
東
地
方
測
量
部

I
JO
三
ー
五
八
ニ
ー
四
九
六
一
へ

固
定
資
産
課

税
台
帳
縦
覧

毎月 15 日は「村民

交通安全の日」です

右'--:9::
｀忘

▼
申
し
込
み

▼
時
間

▼
対
象

▼
試
合
方
法

囲
を
邑
楽
郡
内
に
拡
大
し
、
新
し
い

構
想
の
も
と
に
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
写
真
、
絵
画
愛
好
者
は
積
極
的

に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
作
品
の
出
品
規
定
な
ど
は

館
林
文
化
会
館
(
I
JO
二
七
六
七
田

四
―
―
-
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
作
品
の
展
示
は
三
月
七
日
ー

十
九
日
午
前
九
時
ー
午
後
七
時
ま
で

文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

白
色
無
料
納
税
相
談

館
林
税
理
士
会
で
は
、
小
規
模
納

税
者
の
方
々
の
為
に
次
の
会
場
に
お

い
て
、
申
告
手
続
を
無
料
で
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
場
所
館
林
文
化
会
館

▼
日
時
三
月
一
日
ー
三
日

九
時
半
か
ら
十
六
時
ま
で

午
前
九
時
試
合
開
始

中
学
生
以
上

シ
ン
グ
ル
及
び
ダ
ブ

ル
ス
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
、
3

セ
ッ
ト

2
1

本
勝
負

教
育
委
員
会
事
務
局

へ
2
1日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
6日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
3日
（
第
四
木
曜
日
）

乳
児
検
診

3

月
9

日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
国
民
年
金
第

四
期
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び

水
道
使
用
料
で
す
。

2
4日
役
場
第
一
会
議
室

2
7日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

2
8日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員相 悶 日

‘.x.. ' ̀ｷ なか談 時

助皆は : さ無時 2

行指導言を 悩んの 料で‘ 館林役所市 午後1 1月日6 相
いみご専門 時3 午削• 9 吾述火
i との ま
に相で 10

▼
場
所

▼
日
時
2

月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
一
会
議
室

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談
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人口総数 9641 人

男 4817 人
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(2 月中の動き）

出生 12 人 死亡 9 人

転入24 人 転出 15 人
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僕
に
は
だ
く
さ
ん
の
友
万
い
る

脳
み
を
間
い
て
く
ね
る
君
と

払
は
い
つ
ま
て
毛
一
緒
に
い
だ
い

そ
う
ね
：
·
·
:

夜
方
ら
離
ね
ら
ね
芯
い

星
の
よ
う
に
ね

僕
に
は
だ
く
さ
ん
の
友
万
い
る

喜
ひ
あ
い
悲
し
み
涜
う
君
と

柏
は
い
つ
ま
て
も
離
ね
な
い

そ
う
ね
：
·
：
·

匂
刀
ら
離
れ
ら
ね
な
い

匡
の
よ
う
に
ね

煙
に
は
だ
く
さ
ん
の
友
刀
い
る

ハ
刀
芯
こ
と
を
言
っ
て
ふ
ぢ
け
る
君
と

柏
は
い
つ
ま
て
も
寄
り
そ
う

そ
う
ね
：.... 

光
刀
ら
離
ね
ら
れ
店
い

陰
の
よ
う
に
ね

僕
口
は
だ
く
さ
ん
の
友
万
い
る

だ
と
え
随
ね
は
店
ね
に
芯
っ
て
も

柏
は
き
っ
と
君
の
と
こ
ろ
へ
行
く

そ
う
ね
：
·
：
·

鮭
方
田
店
る
川
口

戻
っ
て
く
る
よ
う
口

ともたち

農地転用件数（その他） 農地転用件数（工業用地） 農地転用件数（公共用地） 農地転用件数（住宅用） 塁
曰象[、9 と 二

で‘

＾贋男塁
已木寸

28件 (51 年） 2 件 (51 年） 4 件 (51年） 71件 (51年） 現在

32件 (46年） 5 件 (46年） 0 件 (46年） 147件 (46年） 5 年前

0 件 (41 年） 3 件 (41 年） 0 件 (41年） 44件 (41年） 10年前
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国
民
年
金
の
保
険
料
か
今
年
の
四
で
す
。
こ
れ
に
対
し
受
給
者
に
支
払
い
将
来
、
国
民
年
金
財
政
は
完
全
に

月
分
か
ら
二
千
七
百
三
十
円
に
引
き
わ
れ
た
年
金
は
総
額
一
億
一
千
六
百
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
、
年
金
を
楽
し

上
げ
ら
れ
ま
す
。
七
十
六
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
み
に
待
つ
人
に
支
払
い
が
出
来
な
く

最
近
「
保
険
料
か
高
く
な
っ
て
、
よ
う
に
保
険
料
に
対
し
て
年
金
支
払
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

納
め
る
の
が
大
変
だ
。
」
と
い
う
声
を
い
額
は
約
ニ
・
五
倍
に
な
っ
て
い
ま
そ
こ
で
、
国
民
年
金
財
政
の
健
全

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
国
民
年
金
を
す
。
（
県
で
は
保
険
料
は
総
額
八
十
維
持
の
た
め
に
も
‘
加
入
者
に
急
な

充
実
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
や
む
を
え
一
億
円
で
す
。
受
給
者
に
支
払
わ
れ
負
担
増
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
段
階

な
い
こ
と
な
の
で
す
。
た
年
金
は
、
総
額
百
五
十
八
億
円
）
的
に
保
険
料
を
引
き
上
け
よ
う
と
す

例
え
ば
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
村
で
こ
の
明
和
村
（
県
）
の
数
字
か
ら
る
も
の
で
す
。

内
の
加
入
者
か
ら
納
め
ら
れ
た
保
険
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
‘
い
つ
ま
で
今
回
の
保
険
料
を
二
千
七
百
三
十

料
は
、
総
額
四
千
七
百
六
十
一
万
円
も
安
い
保
険
料
に
し
て
お
く
と
、
近
円
と
し
た
の
は
、
今
ま
で
の
二
千
五

国
民
年
金
の
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

前
橋
、
焼
乎
堂
主
催
、
県
小
学
校

薗
部
真
澄
さ
ん

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
済
み
ま
し
た
か
”
~

百
円
に
昨
年
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
年
金
額
の
改
善
と
同
し
物
価
ス
ラ

イ
ド
率
を
掛
け
た
も
の
で
す
。
な
お

付
加
年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

引
き
上
け
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、
付
加
保
険
料
は
四
百
円
に
す
え

置
か
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
「
生
活
で
き
る
年
金
」

を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も
制
度
の
充

実
か
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
今
回
の
引
上
げ
に
つ
い
て

も
‘
ぜ
ひ
‘
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

特
別
弔
慰
金
（
二
十
万
円
）
は
終

戦
三
十
周
年
に
当
た
り
、
戦
没
者
の

遺
族
に
対
し
、
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
わ
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
か
、
そ
の
請
求
期
限
（
本
年
三
月

三
十
一
日
）
か
迫
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に
請

求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
用
紙
は
役
場
住
民
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
‘
支
給
対
象
者
な
ど
は
昨
年

十
二
月
号
の
広
報
で
詳
し
く
書
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

強
風
下
の
火
事
は
、
あ
っ
と
い
う

長
会
な
ど
の
後
援
に
よ
る
「
第
十
三
間
に
建
物
を
火
が
包
ん
で
し
ま
い
、

回
県
児
童
作
品
（
絵
画
）
コ
ン
ク
ー
風
の
勢
い
を
借
り
た
火
事
は
恐
ろ
し

ル
で
、
東
小
六
年
の
薗
部
真
澄
さ
ん
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
明
和
分
署

の
作
品
（
参
加
数
六
百
七
十
三
点
、
で
は
異
常
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ
れ

入
賞
数
百
三
十
六
点
）
は
見
事
入
賞
た
と
き
や
、
風
か
強
い
時
な
ど
火
の

し
ま
し
た
。
元
に
特
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と

き
に
、
鐘
（
拍
子
木
の
よ
う
な
音
）

を
鳴
ら
し
な
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。
鐘
の
音
か
聞
こ
え
た
ら
、

も
う
一
度
火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ

、
つ

鐘
が
鳴
っ
た
ら

火
の
元
に
注
意
し
て
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生
き
る
望
み
を
失
い
ま
し
た
が
、

嫁
に
勇
気
づ
け
ら
れ
病
院
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
診
察
し
た
結
果

「
動
い
て
は
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
っ
て
血
圧
を
測
っ
た
と
こ
ろ

私
も
幸
い
に
一
週
間
ぐ
ら
い
過
ぎ

た
ら
ト
イ
レ
ぐ
ら
い
は
行
け
る
よ
う

に
な
り
、
大
変
安
心
し
ま
し
た
。

村
の
保
健
婦
さ
ん
か
ら
「
ま
だ
ま

だ
あ
ん
た
よ
り
ひ
ど
い
人
は
た
く
さ

木村トミさん
（江口）

ぞ
4
‘
4
1
1
”
s

手
q

二
月
七
日
、
血
圧
の
恐
ろ
し
さ

を
ま
ざ
／
＼
と
知
り
ま
し
た
。
と

い
う
の
は
、
朝
、
目
が
さ
め
た
ら

私
の
左
半
身
が
全
く
自
由
が
き
か

な
い
の
で
す
。
私
は
う
ろ
た
え
、

二
百
四
0
と
い
う
高
い
値
で
し
た
。

私
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
も
、
今
考
え
る
と
、
塩
か
ら
い

も
の
が
特
別
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

大人咆マイ、ソ’“
囲碁初段の田口 学君

（小学2年生）

＂
囲
碁
は
先
を
読
む
力
の
差
で
勝

敗
が
決
ま
る
”
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

熟
練
し
た
大
人
で
も
先
を
読
む
の
か

む
ず
か
し
い
の
に
、
須
賀
の
田
口
忠

っ
と
む

幸
さ
ん
の
二
男
学
ち
ゃ
ん
（
八
つ
）

|
 __
 
_
 

は
先
を
読
む
の
か
鋭
く
‘
囲
碁
を
打

ち
始
め
て
一
年
半
と
い
う
の
に
大
の

大
人
を
バ
タ
バ
タ
と
敗
か
す
ほ
ど
の

成
長
ぶ
り
。

最
近
で
は
、
対
戦
相
手
を
さ
が
す

ー
の
に
苦
労
す
る
ほ
ど
で
、
新
聞

一
の
囲
碁
欄
や
テ
レ
ビ
で
の
碁
の

ー
打
ち
方
を
研
究
し
、
一
人
で
腕

一
に
み
か
き
を
か
け
て
い
る
と
の

こ
と
。

一

こ
の
ほ
ど
自
分
の
力
を
た
め

一
す
意
味
で
「
館
林
囲
碁
ま
つ
り
」

（
参
加
者
百
人
）
、
「
佐
野
・
田

沼
・
葛
生
合
同
囲
碁
大
会
」
（
参

加
者
九
十
人
）
に
参
加
し
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
、
次
か
ら
次

へ
と
大
人
を
打
ち
敗
か
し
、
両

li
二
大
会
と
も
準
優
勝
に
な
り
、
参

加
者
を
お
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

学
ち
ゃ
ん
は
「
こ
ん
ど
こ
そ
、

優
勝
す
る
ん
だ
」
と
話
し
て
く

食
事
は
出
来

ん
い
る
ん
で
す
よ
。
も
っ
と
元
気

を
出
さ
な
き
ゃ
だ
め
じ
ゃ
な
い
の
。
」

と
元
気
づ
け
ら
れ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

私
の
体
験
か
ら
、

（
題
字
は
木
村
さ
ん
）

る
だ
け
塩
分
や
糖
分
を
ひ
か
え
、

自
然
の
味
を
生
か
す
こ
と
、
若
い

う
ち
か
ら
食
事
に
注
意
す
る
と
高

血
圧
症
に
な
ら
な
く
て
す
む
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム

【
材
料
】
イ
チ
ゴ
―
k
g
砂
糖
八 二

日

※
梅
の
カ
リ
カ
リ
漬
け

【
材
料
】
青
梅
一
k
g

g
i
-
k
g
塩
少
々

【
作
り
方
】
①
梅
を
洗
い
水
気
を

取
り
、
薄
塩
で
一
昼
夜
ひ
た
し
、
そ

の
ま
ま
ザ
ル
に
揚
げ
る
②
種
を
抜

き
や
す
く
す
る
た
め
実
に
包
丁
を
入

れ
マ
ナ
板
の
上
で
シ
ャ
モ
ジ
で
上
か

ら
押
す
③
種
を
抜
い
た
梅
の
実
に

砂
糖
半
分
を
入
れ
重
石
一
・
五
倍
で

押
し
を
す
る
④
水
が
上
が
っ
た
ら

梅
の
実
を
揚
げ
て
液
を
煮
立
て
る
‘

こ
の
時
残
り
の
砂
糖
を
入
れ
る
⑤

さ
ま
し
た
液
の
中
に
梅
の
実
を
入
れ

て
保
存
す
る
。
こ
の
要
領
を
五
i
七

日
置
き
に
四
ー
五
回
く
り
返
し
て
お

く
と
一
年
た
っ
て
も
カ
ビ
は
出
な
い

⑥
液
は
好
み
に
薄
め
て
飲
む

【
効
果
】
胃
の
も
た
れ
や
、

酔
い
に
特
に
効
果
あ
り
。

砂
糖
八
百

私
は
普
及
所
よ
り
梅
の
カ
リ
カ
リ

漬
け
と
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
の
作
り
方

の
指
導
を
受
け
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ

大
変
お
い
し
く
‘
近
所
の
人
か
ら
も

「
ど
の
よ
う
に
作
る
ん
だ
い
」
な
ど

と
た
び
／
＼
聞
か
れ
る
の
で
、
み
な

さ
ん
に
作
り
方
を
お
教
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 ●

梅
の
カ
リ
カ
リ
漬
け

●
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

れ
ま
し
た
か
、
お
母
さ
ん
は
「
全
く

勉
強
し
な
い
で
ん
困
る
ん
で
す
よ
」

と
苦
笑
し
て
い
ま
し
た
。

百
g
1
-
k
g

【
作
り
方
】
①
イ
チ
ゴ
は
水
洗
い

し
て
水
を
切
っ
て
置
く
②
鍋
に
イ

チ
ゴ
だ
け
入
れ
火
に
か
け
る
③
イ

チ
ゴ
か
白
く
な
り
上
に
浮
い
て
き
た

ら
す
く
い
あ
げ
る
④
残
っ
た
液
に

I
 

維
持
管
理
と
清
掃
は

許
可
業
者
へ

砂
糖
を
入
れ
て
煮
立
て
、

く
り
返
す
。

【
保
存
】
な
る
べ
く
涼
し
い
所
に

保
存
し
て
置
く
。

※
資
料
提
供
は
大
佐
貫
の
石
村
比

佐
江
さ
ん
で
す
。
（
有
線
八
六
ー
一
六
）

確
定
甲
告
を

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
後
で
、
申
告
し
た
金
額
に
間
違
い

の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
、
正

し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
か
で
き

ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
し
て
い
て
申
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
人
は
、
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
納
め
過
ぎ
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付

を
受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
き
は
、
来
年
の
三
月
十
五

日
ま
で
の
間
に
正
し
い
金
額
に
訂
正

す
る
た
め
の
「
更
正
の
請
求
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
そ
の
請
求
か
正
し

い
と
認
め
た
と
き
は
納
め
過
ぎ
の
税

金
を
お
返
し
し
ま
す
。

＊
納
め
足
り
な
か
っ
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
た

た
め
、
納
め
る
べ
き
税
金
が
少
な
か

っ
た
り
‘
還
付
を
受
け
る
税
金
が
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
は
、
正
し

い
金
額
に
訂
正
す
る
た
め
の
「
修
正

申
告
書
」
を
提
出
し
、
そ
の
差
額
の

税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
書
を

提
出
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
早
く
申

間
違
え
だ
り

忘
れ
だ
と
き

四
ー
五
回

税
金
を
納
め
て
く
だ
さ

告
を
し
て
、

、
。
し合

用
紙
は
税
務
署
に

「
確
定
申
告
書
」
「
修
正
申
告
書
」

及
び
「
更
正
の
請
求
書
」
の
用
紙
は

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
か
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
の
維

持
管
理
や
清
掃
か
不
適
正
な
場
合
は

放
流
先
水
路
に
汚
水
が
流
出
し
、
生

活
環
境
が
悪
化
し
隣
近
所
に
大
変
迷

惑
を
か
け
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
し
尿
浄
化
槽
の

維
持
管
理
を
適
正
に
す
る
た
め
、
し

尿
浄
化
槽
を
清
掃
す
る
業
者
を
許
可

制
と
し
、
次
の
二
業
者
を
許
可
し
ま

し
た
。
今
後
は
許
可
業
者
で
清
掃
を
。

〇
館
林
衛
生
興
業
社

館
林
市
本
町
一
丁
目
二
番
九
号

CJ 
0
二
七
六
七
上
一
ー
ニ
四
四
九

0

大
拙
興
業
社

館
林
市
朝
日
町
八
番
二
号

CJ 
0
二
七
六
七
上
子
四
一
八
六
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▼東小学校で父親が

授業参観を行う

東
小
学
校
で
は

二
月
五
日
の
日
曜

日
に
、
日
頃
「
子

供
の
教
育
は
カ
ア

チ
ャ
ン
ま
か
せ
だ

よ
。
」
と
言
っ
て
い

る
父
親
を
対
象
に

I
I

父
親
授
業
参
観
I
I

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
の
後
方
で

見
て
い
る
父
親
は

我
か
子
か
さ
さ
れ

る
と
、
今
に
も
自

分
か
答
え
る
よ
う

な
面
持
ち
で
見
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
駅
の
待
合
室
を
明
る
＜

な
ご
や
か
な
も
の
に
出
来
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
と
駅
長
の
発
案
で
明
和
村

文
化
協
会
文
芸
部
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
三
ヵ

月
前
か
ら
始
め
て
お
り

ま
す
。

月
二
回
俳
句
や
短
歌

の
内
容
を
変
え
て
”
梅

一
輪
ホ
ー
ム
に
立
つ
娘

も
淡
化
粧
“
と
い
う
よ

う
に
駅
に
関
係
し
た
も

の
が
多
く
詠
ま
れ
て
い

ま
す
。

駅
長
さ
ん
は
「
電
車

に
乗
り
遅
れ
た
人
や
、

早
く
駅
に
着
い
た
人
な

ど
か
よ
く
見
て
い
ま
す

よ
。
」
な
ど
と
、
大
変
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▼西小学校で
親子のつどい開かれる

川
俣
駅
の
待
合
室
に
俳
句
や
短
歌

の
短
冊
か
数
多
く
き
れ
い
に
掲
げ
て

あ
り
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

, 

•
^
會
し

•
!
a
r
’

●
ー
、
．
、

ー

1
,
'

;
`
q
4
 

t«1‘. ｷ
i
 ー

1

U’· 

公
民
館
を
建
設

す
る
の
に
は
、
こ

ん
な
手
続
き
を
踏

ん
で
建
設
さ
れ
る

ん
で
す
よ
。
と
い

っ
た
教
材
映
画
を

県
が
作
成
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
地
区

を
捜
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま

来
年
度
に
公
民
館

建
設
か
予
定
さ
れ

て
い
る
本
村
に
白

羽
の
矢
が
当
た
り

映
画
撮
影
地
に
な
り
、
連
日
映

画
社
の
人
か
訪
れ
て
村
内
各
地

で
フ
ィ
ル
ム
を
回
し
ま
し
た
。

二
月
十
四
日
夜
川
俣
で
撮
影

を
し
た
と
き
は
、
公
民
館
が
な
い
と
、

裸
電
球
の
下
、
ス
キ
間
風
が
入
っ
て

く
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
ふ
る
え
な

が
ら
話
し
合
い
を
し
て
い
る
様
子
な

ど
を
映
画
に
収
め

ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
三

月
中
旬
頃
完
成
し

村
で
も
こ
の
映
画

を
放
映
す
る

予
定
に
な

っ
て
い

／
＇
ま
す
。

@
®
⑤
こ
⑤
①
②
ご

西
小
学
校
で
は
二
月
二
十
六
日
、

I
I

第
一
回
親
と
子
の
楽
し
い
つ
ど
い
”

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
父
親
や
母
親
が
子
供
と
一

緒
に
な
っ
て
遊
具
を
つ
く
り
‘
心
の

こ
も
っ
た
手
作
り
の
良
さ
を
見
い
出

し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

一
・
ニ
年
生
は
「
風
車
」
、
三
年
生
は

「
吹
き
矢
」
、
四
・
五
年
生
は
「
竹
と

ん
ぽ
」
、
六
年
生
は
「
竹
う
ま
」
を
、

親
達
も
昔
の
童
心
に
か
え
っ
て
一
生

懸
命
作
り
ま
し
た
。

出
来
あ
か
る
と
校
庭
で
、
出
来
ぐ

あ
い
を
試
し
ま
し
た
で
‘
竹
う
ま
に

乗
っ
た
事
か
な
い
の
か
、
親
達
か
あ

◄

川
俣
駅
の
待
合
室
に
俳
句
や
短
歌
の
短
冊
が

▼各地で教材映画を
収録する

①柏の星車よく⑬るてしょう ②匂前．”門うまも乗れないのカ

ち
こ
ち
で
「
こ
う
の
る
ん
だ
ゾ
」
と

ば
か
り
に
見
本
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
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デこ＝―.：：ーこよよ手―---~~~:’｀ゞミ企ヰー琴四至至五翠；’’
前まし当写仕年築の＾江十
列して時真を団工木現田七こ
のた一建でし員事造在中年れ
畠゜緒築すたがに校東学八は
^、に委゜と勤男舎小校月昭
で私働員私き労女一学校‘和
すヽo はきとはの奉青新校舎千ニ

（
係
で
は
”
思
い

出
写
真
＂
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ど
う
ぞ
”
~
)

ちびつ子詩到こ
大拍手．”

＝朗吟新春の集い====

詩
吟
は
今
、
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
本
村
で
も
百
五
十
人
も
の
会
員

が
お
り
盛
ん
に
各
教
場
で
練
習
し
て

い
ま
す
か
‘
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
に
詩
吟

を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
二
月
十
二

日
、
明
中
体
育
館
で
二
百
五
十
人
が

参
加
し
て
「
翁
流
朗
吟
の
集
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
奈
良
村
長
、
館
林

市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
多
数
を

迎
え
て
行
わ
れ
、
第
一
部
は
各
教
場

の
対
抗
、
第
二
部
は
み
ん
な
で
吟
じ

よ
う
と
題
し
た
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
あ
い
に
く
小
雪
が
ち

ら
つ
く
寒
い
日
で
し
た
が
、
出
演
者

の
皆
さ
ん
は
、
腹
の
底
か
ら
力
い
っ

ぱ
い
詠
じ
て
い
る
せ
い
か
、
寒
さ
な

ど
、
感
じ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

特
に
、
川
俣
と
千
津
井
の
チ
ビ
ッ

子
達
が
特
別
出
演
し
詠
じ
た
と
き
は

あ
ま
り
に
も
上
手
な
の
で
盛
ん
に
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第
十
三
回
少
年
立
春
式
か
教
育
委

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
に

よ
り
二
月
四
日
の
立
春
の
日
に
刑
事

責
任
到
達
年
令
の
十
四
オ
の
中
学
二

年
生
（
百
四
人
）
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

奈
良
村
長
、
館
林
警
察
署
長
ら
多

数
の
来
賓
を
迎
え
て

I
I

自
覚
I
i
“
立
志
I
i

”
健
康
I
i
の
三
つ
を
常
に
留
意
し
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
と
、
米
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
か

行
わ
れ
た
後
、
二
年
生
を
代
表
し
て
‘

金
子
光
江
さ
ん
か
「
も
う
子
ど
も
か

ら
半
分
脱
皮
し
た
私
達
は
、
十
四
歳

中
学
二
年
生
を
対
象
に

立
春
式
行
わ
れ
る

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
未

知
の
世
界
に
は
、
ど
ん
な
事
が
待
ち

受
け
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
し
か
し
、
今
日
を
境
に
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
力
強
い
謝
辞
を
の

べ
、
式
を
終
え
ま
し
た
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に

予
防
注
射
を

村
で
は
恐
ろ
し
い
犬
の
狂
犬
病
を

予
防
す
る
た
め
に
、
生
後
三
ヵ
月
以

上
の
犬
に
毎
年
一
回
の
登
録
、
春
秋

二
回
の
予
防
注
射
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。村

で
は
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す

の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
手
数
料
三
百
円

▼
注
射
料
八
百
五
十
円

▼
済
票
交
付
手
数
料
百
五
十
円

※
合
計
金
額
一
千
三
百
円

な
お
、
今
回
都
合
か
わ
る
＜
受
け

ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
五
月
九
日
、

十
日
に
第
二
次
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
す
。

期日 時 間 場 所

午前 9 時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

4 月 4 日 午前 11 時 ~|2時 東部児童館

午後 1 時 ~3 時 江口集会所

4 月 5 日
午前 9 時30分～ 12時 明和農協第 l

午後 1 時 ~ 3 時 矢島公民館

午前 9 時30分～ 10時30分 南大島集会所

4 月 6 日 午前 11 時 ~|2時 梅原三島神社

午後 1 時 ~3 時 役 場

ー
出
生
敬
称
略

氏
名
保
護
者
続
柄
部
落

増
田
美
雪
市
郎
長
女
中
谷

谷
津
廷
由
進
一
長
男
新
里

吉
田
恵
三
真
吉
長
男
川
俣

青
木
沙
織
勝
美

2

女
田
島

村
田
晃
一
光
雄
長
男
中
谷

佐
藤
征
勝
啓
三
長
男
南
大
島

小
林
孝
至
次
雄
長
男
南
大
烏

星
野
裕
香
佳
男

2

女
須
賀

晋
和
彦
慎
一
長
男
新
里

恩
田
知
保
守
茂
2
女
梅
原

乎
石
好
明
秀
夫

2

男
南
大
島

泉
田
真
理
孝
次
郎
長
女
矢
島

誕
生
日

1

月

2
5日

1
月

2
7
日

1
月

2
8
日

1
月

2
8
日

1

月
3
1
日

2
月
3

日

2
月
8

日

2

月
8
日

2

月
1
5
日

2

月
1
5
日

2

月
1
7
日

2

月

1
8
日

ー
死
亡
ー
敬
称
略

氏
名
年
令
世
帯
主
部
落
死
亡
日

森
尻
千
代
司
7
8
周
一
南
大
島

2
月
1

日

奈
良
ぬ
い

7
1
矯
次
郎
千
津
井
2

月
2
日

小
松
原
み
つ
8
1
一
好
南
大
島
2

月
7
日

高
瀬
兵
助
6
2
同
上
田
烏
2

月
8
日

高
矯
伸
子

2

興
市
江
口

2
月
1
0
日

臀
列
市

8
6
貞
次
新
里
2

月
訟
日

小
久
保
伊
吉
7
3
同
上
南
大
島
2
月

1
2日

大
津
み
さ

7
2
岩
吉
矢
島

2

月

1
6日

梁
瀬
久
四
郎
7
0
同
上
斗
合
田
2

月

2
1日

南
大
橋
全
面
交
通
止

南
大
島
の
稲
荷
山
か
ら
茂
林
寺
方

面
に
行
く
谷
田
川
に
か
か
っ
て
い
る

南
大
橋
か
三
月
十
日
1

九
月
二
十
日

ま
で
橋
の
掛
け
替
え
工
事
の
た
め
全

面
通
行
止
と
な
り
ま
す
。
迂
回
路
な

ど
は
現
場
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

` 
｀
も
く
ぐ
升

あ
わ
し
天

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

娘
と
え
ら
ぶ
雛
の
店
先
時
す
ぎ
て
夫

無
雑
作
に
孫
だ
き
上
げ
る

柿
沼
ま
つ

寒
々
と
籾
は
喘
け
り
凍
晴
の
風
無
き

朝
の
里
に
透
り
て

奈
良
原
キ
ク
ノ

農
婦
吾
れ
売
れ
る
あ
て
な
き
白
菜
を

黙
し
て
ま
る
け
り
寒
き
タ
ベ
を
よ
る

金
子
あ
き

黙
せ
る
も
通
じ
合
へ
る
も
久
に
肩
並

め
夫
と
凍
る
星
見
つ

江
森
政
美

今
日
も
か
も
検
査
に
怯
え
極
み
ゐ
る

明
日
に
手
術
の
迫
り
し
母
は瀬

下
一
江

長
々
と
刈
田
の
す
じ
の
し
ま
も
よ
う

見
せ
て
初
雪
積
も
る
刈
り
小
田

江
森
佳
世
子

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

▼
南
大
島
の
栗
原
牛
一
さ
ん
は
、
明

和
中
学
校
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
十
五
着
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
梅
原
の
江
森
久
雄
さ
ん
は
、
明
和

中
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
見
張
小

屋
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
千
江
田
農
協
と
明
和
農
吼
は
学
校

給
食
の
設
備
費
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
二
十
六
万
八
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

▼
南
大
島
の
稲
荷
山
に
あ
る
入
死
様

（
岡
安
さ
と
管
理
）
に
あ
が
っ
た
さ
い

銭
の
一
部
、
一
万
五
千
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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一賣ク

救急草出動
●交通事故 6 件

●急病 4 件

●その他 1 件

: ー、
日 I 3 月 12 日

曜 I 3 月 19 日

当 I 3 月 26 日

番 I 4 月 2 日

医 I 4 月 9 日

館林邑楽地区

白産 9：暴；禾十院 1 大耳神鼻医手十院
館

内
安楽岡医院

林科
地

云 02767 (2) 0572 

歪苫沼言 I 苔三沼言］合：：全巨圭圭□芸

区
一
外
百

寺

明和
地区

科 千代田医 院 1 館林地区が担当
：り176;(2、30：五 I ぷま：。医院

: :76:(4; l :; I 1: o;68:22 6~; 
合 02767(2)3262 合 02767 (2) 0754 大島診療所云 02767 (7) 1503 

古屋医院後藤康生医院川生医院云 02767 (2) 3030 
合 0276 (62)3801 合02767(2)3975 大石医院ft " (4)2362 

佐々木医院小倉医院堀越医院ft 02767(3) 4151 
云 0276(62)2623 六 02767(2)0606 岡田医院合、，（ 2 ） 3163 CO2767竺竺旦！

4 月 16 日 1 真中医院大神医院増田医院合，，（2 ） 1387 館林医院
合 02767(2) 1630 云 0276(62)2200 阿久津医院n 02161(2J331s I n 02161(4)2112 

線
放
送
所
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
を
I
I

◎
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
有

◎
耳
鼻
科
に
か
ぎ
り
診
療
時
間
は
午
後
一
時
ま
で
。

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
が
担
当
し
ま
す
。誓

完1
 

医宝海

云 02161 (2l 4469 I 合 027686-2028

合 02767(2)3155

元久井医院

小西医院
合 027686-2261 

こ
の
学
校
は
桐
生
女
子
高
校
に
あ

り
、
男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
に

関
係
な
く
‘
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま

す
。通

信
制
は
毎
日

を
学
校
に
行
か
な
く

各
て
も
よ
い
の
で
、

木
働
き
な
か
ら
学
は

資

□
ロ
ニ
心
玄
こ
め
て
書
い
た
手
紙
が
届
か

、
業
は
最
も
適
し
た
方
な
か
っ
た
、
小
包
み
の
中
身
が
な
く

法
と
い
え
ま
す
。
な
っ
て
い
た
ー
_
そ
ん
な
と
き
「
書

肛
卒
学
習
の
方
法
は
留
に
し
な
か
っ
た
の
で
調
べ
よ
う
か

告
交
自
学
自
習
を
主
に
な
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
あ
き

言
木
き
め
ら
れ
た
レ
ポ
ら
め
な
い
で
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ

1

高
ー
ト
を
出
し
て
指
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
で
は

至
l

導
を
受
け
、
毎
月
郵
便
物
の
種
類
内
容
‘
差
し
出
し

二
回
程
度
の
日
曜
場
所
‘
差
し
出
し
日
時
な
ど
を
聞
い

日
な
ど
に
面
接
指
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
必
要
な
調
査

t
t
t
；
名
：
，

9
-あ
し
ら
せ
一
§
§
名
を
；
＄
§
-
あ
し
ら
せ
一
t
§
§
を
；
§
も

学
校
施
設
（
体
学
校
施
設
を
利
用
す
る
十
人
以
上
お
願
い
し
ま
す
。

\ 

ノ
育
館
·
校
庭
）
を
利
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
四
月
十
日
ま
▼
応
募
資
格
県
内
に
在
住
の
方

用
し
て
、
ス
ポ
ー
て
に
教
育
委
員
会
へ
登
録
し
て
く
だ
▼
募
集
人
員
二
十
名

ょ

1
c

ツ
を
行
う
十
人
以
さ
い
。
登
録
用
紙
は
教
育
委
員
会
に
▼
申
し
込
み
官
製
は
か
き
に
‘
住

(
1

「
J
上
の
団
体
は
登
録
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
（
自
宅

体
v
`
V
[コ]
0

と
勤
務
先
）
を
明
記
の
う
え
、
群
馬

団
て
こ
れ
は
‘
今
ま

で
体
育
館
な
ど
を

ツ
し
贋
る
場
合
、
と

ー
を
も
す
る
と
一
団
体

か
長
期
に
わ
た
り

ポ
録
門
て
し
ま
い
‘

ス
登

7J
V
□[
いL
[

ね
な
い
た
め
、
多

く
の
団
体
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
今
年
度
か
ら
登
録
制
度
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

県
民
会
館
で
は
、
主
催
事
業
の
鑑

賞
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
期
間
は

5
3年
4

月
か
ら
9
月
ま
で
で
す
。
仕

事
は
、
県
民
会
館
主
催
の
各
種
事
業

を
観
覧
し
て
い
た
だ
い
て
、
意
見
、

感
想
を
所
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
（
世
論
指
導
者
）
と
し
て
発
言
を

瞑
民
会
館
主
佳
事
業

鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
募
集

尊
に
登
校
し
ま
す
。

学
費
は
各
種
の
補
助
か
あ
る
の
で

ご
く
わ
す
か
し
か
い
リ
ま
せ
ん
。

卒
業
後
の
資
格
は
全
日
制
や
定
時

制
の
高
校
と
全
く
同
じ
で
、
卒
業
生

も
多
数
で
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し

9
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I
I

郵
便
＿
o
＿
番I
Iの

ご
利
用
を

て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
立
桐
生

女
子
高
等
学
校
（

~
o
二
七
七
ー
2
2
ー

六
一
八
二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

会
員
募
集郷

工
史
研
究
会

を
し
、
一
ヵ
月
以
内
に
本
人
に
回
答

し
ま
す
。

事
故
の
大
半
は
、
調
査
の
結
果
、

原
因
か
わ
か
リ
解
決
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ま
る
い
ち

こ
の
制
度
を
郵
便
局
で
は
「
一
〇
一
」

と
呼
ん
で
お
り
‘
郵
便
物
専
門
の
い

わ
ば

I
I

捜
査
網
”
で
す
。

剣
道
大
会
か
三
月
二
十
一
日
、
村

の
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

試
合
は
小
・
中
学
生
・
一
般
の
三

部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
十
六
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
民
会
館
事
業
課
モ
ニ
タ
ー
係
（
〒

3
7
1前
橋
市
日
吉
町
一
ー
一
四
ー
一
四
）

あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
リ
三
月
三
十
一
日

▼
モ
ニ
タ
ー
の
特
典
モ
ニ
タ
ー
の

任
期
中
に
行
う
県
民
会
館
主
催
事
業

を
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

昨
年
1
2月
1

日
に
明
和
村
文
化
協

会
郷
土
史
研
究
会
か
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
い
ま
会
で
は
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
村
の
歴
史
に
興
味

の
あ
る
人
、
歴
史
を
勉
強
し
た
い
方

は
、
｀
入
会
し
て
は
い
か
が
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育
委

員
会
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

剣
遵
大
会
の

参
加
者
募
集

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
6日
（
第
三
木
曜
日
）

健
康
相
談

2
3日
（
第
四
木
曜
日
）

乳
児
検
診

4

月
1
3
日

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
明
和
土
地
改

良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
9
日
役
場
第
一
会
議
室

3
0日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

3
1日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員相 悶 日なか談 時父＇; 

晶: 助 皆さ 無は [ 時 3 通事
ん料 1 月
ので午 16 故
悩‘ 後日
み専 3 相

し‘ご門 時 午即9' 吾成火

[ との ま
に相で 10

• 

• 日月
悶 時例

<
時 3 行，，一

1 月政
ー午後 l日6 ス

言会［：3 贔 面権
で 10 ＝畝火
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